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序 １ 問題の所在 

 第１節 研究の背景 

筆者は、高等学校で家庭科教育を担当し、そのなかの一分野としての食教育に携わってきた。

1970 年代の赴任当時、高校生は食べることが大好きで、よく食べていた。しかし、今日では、1

日に１回食、あるいは加工品の単品だけしか食べていない、といった事例が珍しくない。身体の

発育が旺盛なときにこんな食べ方では栄養不足だと心配される。また、ひとりだけで食べる、あ

るいは一緒に食べる人が少ないといった事例も目立つ。食卓での団らんがなければ人間関係をつ

くる力が育たないのではないかと危惧される。この研究では、このような若者の食の問題は人間

の文明の問題であるととらえ、人類の初期の食行動に立ち返って、ヒトとモノ（縦軸）、生産者と

消費者（横軸）、という機軸をすえて食行動を分析する。 

女子栄養大学教授（当時）の足立己幸（保健学博士、管理栄養士。専門は食生態学、食教育学、国際栄養学。カ

ーテン工科公衆衛生学部客員教授。ＡＩＮ（味の素「食と健康」国際協力ネットワーク）代表等として発展途上国での保健・栄

養プログラムの教育等にたずさわる。厚生省中央児童福祉審議会委員、農水省畜産振興審議会委員ほか。2000 年現在。）は、

子どもたちのひとり食べが全国的に広がっていることを 1981 年に「子どもたちの食卓」として

ＮＨＫプロジェクト班との共同調査で明らかにし、その結果がＮＨＫのＴＶで全国放送され、大

反響をもたらした。足立らは、子どもたちの食べ物の内容（モノ）だけで無く、誰と食べたか（ヒ

ト）を重視した。その調査結果は 1982 年に『なぜ、ひとりで食べるの－食生活が子どもを変え

る－』（日本放送協会出版、別紙 序．１．絵１ 表紙「なぜひとりで食べるの」）として発刊された。その

19 年後の 1999 年調査結果では、朝食を「子どもだけで摂る」と「ひとり食べ」がさらに増加し、

家族全員でとる朝食・夕食はともに減少していた。朝夕ともにひとりで食べた子どももいた。（『知

っていますか、子どもたちの食卓－食生活から子どものからだと心がみえる－』（日本放送協会出版、別紙 序 １ 

絵２ 表紙「知っていますか子どもたちの食卓」）。 

筆者も高校生の食事状況を、足立らが行った「食事スケッチ法」で調べてきた（別紙資料を参照

の「序 １ 絵３ 1982 年甲佐高校生の食事記録」、「序 １ 絵４ 1993 年苓明高校生の食事記録」）。朝食のひと

り食べは地方の高校生にとっても普段の食事となった。 

現在、筆者は定時制高校に勤務している。2008 年の定時制高校生１年 19 人の食事内容は、以

下のようであった。食事を誰かと共に摂ったのは夕方の学校給食だけであったという者が 11 人

（58％）、姉と一緒に摂った女子（5%）、残る 7 人（37％）は１日中ひとり食べであった。「さび

しい」と添え書きした者がいた。食事を「主食と主菜や副菜を含んだ食べもの」とした場合、1

日に 3 食を摂った者は１人（5%）、2 食が 8 人（43％）、夕方の学校給食 1 食のほかには、パンか

おにぎり、あるいは飴やスナック菓子、果物などしか食べなかったという者が 9 人（48％）、一人

の女子は饅頭 1 個と飲み物で 1 日を過ごした。「ご飯を食べると吐く」という。このような孤食や

欠食は、定時制入学者に不登校経験者や中途退学者の割合が増加してきた近年に、相関して増加

している。 

若者の食欲の減退は、共に食べるヒトがいないことに起因するのではないかと推測される。 

若い世代での欠食は、骨形成の不全となり、高齢期にひどい骨粗しょう症となると予測されて

いる。また、女性の栄養不足は、その子どもが低体重児となり、さらに肥満体質から糖尿病の罹

患率が高くなると予測されている。朝食抜きの児童は低学力になりがちであることも明らかにさ

れている（熊本県食育推進班、2005 年調査）。心身の形成が発達段階にある子ども世代での欠食
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は、その後の心身に何らかの障害をもたらすため、看過できない問題である。 

今日のこのような食の問題は文明の問題であると筆者はとらえる。 

 

第 2 節 

孤食・欠食を次のように定義した。 

孤食：ひとり食べ。ひとりで食べる行為。 

欠食：ヒトの摂食リズムによる食事を摂らない行為。今日の社会での摂食リズムは 1 日 3 回（朝・

昼・夕）に食事（主食と主菜や副菜）を摂る行為が一般的である。食の回数が 0～2 回以下、また

「食べもの」に主食と主菜や副菜が含まれない食の行為を欠食とする。昔の欠食は食べものが不

足していたために食べなかった行為である。ここでの欠食は、飽食環境にあって摂食リズムの崩

れにより食べていない行為である。 

孤食と欠食の関係：欠食は孤食が常態化した子どもに多くみられる。したがって、この研究で

は、孤食と欠食は同じ問題を含むと捉えている。 

 

第３節 

文明の問題として「現代の欠食」をみよう。定時制高校生は、朝食を摂っていない者が近年５

年間の調査で 50% 前後に上る。では１日中食べていないかというとそうではない。ジュースを

飲んだり、パンを食べたり、お菓子を食べたりなど間食をしている者が 08 年の 1 年生で 88％い

た。また食事時間が不規則である者が 80％いた。お腹が空いていないので、またリズムが一定し

ていないということでの朝食の欠食であった。人間は朝に朝食を、昼に昼食を、夕方に夕食をと、

限られた時間にまとめて食事をとるという、摂食のリズムをつくってきた。この摂食リズムが崩

れているのである。 

この摂食リズムは、食べ物が不足していたときにつくられてきたものである。ヒトは生きるた

めに、家族・群れという集団で食べ物を狩猟採集し、その後農耕を始め、食べ物を栽培すること

が必要であった。そこで得た食べ物を、共に料理し共に食べてきた。集団で営むから時間と場所

を固定することになった。しかし、わが国の高度産業社会の今日、食べ物はカネがあれば、ヒト

はいつでもどこでも手に入れることができる。共に食べるヒトがいなくてもよいので、ひとりで

食べることになる。また食べたくないときには食べないでも、そのうちにお腹が空いたときに食

べることができる食べ物がある。食べ物がないという不安はない。こうしてみると現代の欠食は

ヒトが食べ物を豊富に手に入れた環境にいるからこそ生じた問題であることが明らかになる。 

このように現代の欠食を捉えると、食べ物が不足する環境に対応する学問であった家政学は、

現代の欠食に対応してこなかったのではなく、対応しようにもできなかったのだとみられる。だ

から足立はひとり食べに食生態学という、ヒトの関係性での分析を提起した。だが足立は今日の、

高度産業社会における“農と食”の問題にはふれてこなかった。食べ物入手に関する“農”注１）

と“食”注２）の距離が大きく隔たったことこそが、ヒトの関係性を分断しているのである。ヒト

が人間となる初期から 1960 年代始めまで“農と食”を、ヒトは家族で群れて自分たちの労働で

共に営み、「命の糧」の食べ物を入手し、共に料理し、共に食べてきた。高度産業社会では“農”

が産業としての“農業”となり農業を営む人は生産者となった。そしてその農産物は「商品」（モ

ノ）となった。“食”は生産者が生産した食べ物をカネで消費者が「商品」として購入するクラシ
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となった。“農”と“食”をヒトは自分の命の存続のために労働し食べるという行為から、生産者

と消費者に分離し、ヒトは他者の労働の産物である食べ物をカネとの交換で入手して食べるとい

う行為をとるようになった。カネがあれば、個別でも食べられるようになったのである。 

すなわち個別に食べる、ひとり食べの問題は、この“農と食”の分離から生じている問題であ

る。したがってひとり食べの問題への対応は、“農と食”が分離して、食べ物を商品として生産す

る農業（生産者）と食べ物を購入する消費者とに分かている現状を結合する理論と実践が求めら

れることになる。これは、商品となった農産物を「命の糧」という人間初期の食べ物の位置に取

り戻すことである。そのためには消費者の位置にいるヒトが食べ物入手の営みを自分の労働で行

うことになる。しかし、高度産業社会の分業社会にあって、また都市生活者が増大したなかで簡

単にもとにもどることは不可能である。そこで、消費者と生産者が「命の糧」としての食べ物を

取り戻す行為を意識的に行うことが求められる。少数になってしまった生産者に、多数となった

消費者が意識的に接近することが求められる。ここで生産者・消費者ともにクラシの価値観の変

換が求められることになる。 

以上のような考えを通して、ひとり食べ・現代の欠食の問題をヒトとの関係性でみるとき、徳

野貞雄の生活農業論的分析パラダイムによる分析が有効ではないかと筆者は考えた。 

現代の欠食問題は高度産業社会のなかで、モノ、カネ、ヒト、クラシという要素が相互に関連

して生じてきた問題である。従来のモノ重視の栄養教育ではヒトやクラシ、カネの視点は欠落し

ていた。そこで、家族のなかで誰と食べたかというヒトとの関係性に視点をおいて、今日の食行

動を分析することを目的として、この論文のタイトルを「現代人の食行動に関する研究」とした。 

 

注１）“農”を、筆者は自らの食べ物を自らが生産する（農耕や家畜飼養）行為、「命の糧」を得る行為として

捉えている。ただ、それらの行為を行う人の意味も含める場合もある。 

注２）“食”を、筆者は自らの判断力で安全な食べ物を選び取り、自らの労働で調理して、食べる行為として捉

えている。ただ、食べ物を食べる人の意味も含める場合もある。 

 

序 ２ 本研究の視点と方法、論文の構成 

第１節 人類初期の食行動と家族・社会 

現代人の食行動を分析する際には、人類の初期の姿にたちもどってみることが課題解決のキー

を得られるのではないかと筆者は考える。現代においても、人間は人間以外の動植物を食べる。

その原型は人類の初期にみられるからである。 

石毛直道（農学博士。専門領域は文化人類学。国立民族学博物館館長。1998 年現在）は、「人類の初期にさかの

ぼれば『人間は料理をする動物である』『人間は共食をする動物である』という２つのテーゼにた

どりつく。そしてこれが食事文化の出発点となる」¹⁾と述べている。 

人間は食べ物を得るために、分業と共同の関係を営んできた。この分業と共同の関係のあり方

が社会の原型となり、暮らしの原型となった。以下に、人間が食べ物を得るために営んできた人

と人の関係、男と女の関係、家族関係、家族と家族の関係、そして社会集団の形成について、石

毛直道と田中二郎（理学博士。専門領域は人類学。京都大学大学院教授・京都大学アフリカ地域研究資料センター長。1998

年現在。）の研究成果でみる。 

化石人類に関する最近の研究によれば、人類はおよそ 500 万年前に誕生していたといわれてい
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る。人類は、その歴史の 99.8%以上を、狩猟採集によって生活してきた。現代文明が基盤とする

農耕牧畜文化は、1 万年の歴史をもつにすぎない。その間に、私たちの生活と文化は、変貌をと

げたとはいうものの、食行動をはじめとして、その原点は深く狩猟採集時代に根ざしている。田

中二郎は次のように述べる。「ヒトに限らず、動物にとって、食は性と並んで、生存上最も重要な

行動である。動物は食物を摂取するが、これは食事ということはない。食事はヒトがヒトたりえ

てはじめて現れた、まさしく人間的な行為である。動物も、食物を摂るとき、おそらくある種の

快感を味わうのであろうが、それはあくまでも固体レベルにおける本能充足であって、食物は固

体を維持していくための栄養補給源となるにすぎない。こうした個体維持の機能のうえに、人間

の食事には、さらにあらたな役割がつけ加わっている。すなわち、食行動は、単なる個体維持の

レベルを超えて社会的な意義をもつようになった。その行動は、質的な変化をきたし、集団単位

とした共同飲食となり、社会的なコミュニケーション、さらには超自然とのコミュニケーション

のレベルにまで高められるにいたっている。」²⁾。このようにして、食事は社会的行為となった。 

食事の発生は、狩猟と肉食、および獲物の分配と密接な関係をもっていたと考えられている。

霊長類は一般に、植物食を中心としながら、昆虫や小動物をも食する雑食性の系統群である。人

類は一貫してこの霊長類としての特性を保持し、食の基盤を植物におきながら、狩猟という新し

い生計手段を発達させてきた。 

 田中二郎は、アフリカの乾燥したオープンなカラハリ砂漠に住むブッシュマンの調査を行い、

以下のように推測している。動物の狩猟は、従来の植物採集に比べて、困難かつ不安定な食料獲

得手段であったにもかかわらず、獲物の肉のおいしさと栄養価の高さに魅せられた人類は、狩人

への道を選択していった。男たちは、共同して狩りに専念するようになり、忍耐と労苦ののちに

動物をしとめることができたときには、この獲物の肉を、群れの仲間たち全員で分け合って食べ

たのであろう。木の実や草の根に比べて、肉は味がよく、だから、食の基盤である植物採集の方

は、出産や育児のためベース・キャンプからあまり遠出することのできない女性たちにまかせた。

男女間の分業が確立し、家族という社会単位ができあがっていった。 

 集団による共同狩猟の必要性と、未熟な頼りない状態で生まれる赤ん坊の養育と保護のため、

数家族以上の規模の集団的なまとまりと永続的なベース・キャンプが不可欠となり、近隣集団と

の間にも緊密な連帯関係が結ばれていったものとみられる。日々に採集した植物性食物は各家族

の単位で消費されたが、男性たちがもたらすたまさかの肉は、集団のメンバー全員で分配され、

賞味された。肉を囲んでの食事は久しぶりの大ごちそうであり、人々は楽しく歓談し、また、多

くの場合、歌や踊りに興じたことであろう。食事は、ヒト化の過程を通じ、また、集団の連帯と

相補いながら、確立していったとみられている。 

 食文化の原型は、以下のような過程を経てつくられていったと推測される。 

 植物食が中心であった霊長類の採食パターンには、草食動物同様、はっきりしたリズムがない。

人類のみが、肉食を取り入れ、定住的な寝ぐらをもつようになり、限られた時間にまとめて食事

をとるようになった。摂食のリズムは、肉食動物であるイヌ科やネコ科のそれと類似するように

なった。 

 ひとつの生計手段としての狩猟の発達が、定住的な寝ぐらと、そこをベースとした食料の集積

と再分配、分業、家族、さらにそれを超えた社会集団の形成など、もろもろの社会経済的な発達

をもたらす結果となり、それらの諸要素間の複雑なフィードバックを通じて、人類特有の食行動 
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を形づくっていく基盤が整っていったと考えられる。 

また、今村薫（名古屋学院大学経済学部講師。人類学。1998 年現在）は、アフリカの雨の多いコンゴ森林の

なかの狩猟採集民ピグミーの 1988 年以来の調査によって、かつては狩猟こそが狩猟採集民の食

生活の根幹であると考えられていたが、現実の食生活は、女性が日々に集めてくる植物性食物に

寄って支えられている事実を明らかにした。採集は単独でよりも集団で行われることが多いこと、

集団のサイズは植物資源の季節変動や分布状況、採集地までの距離に対応している事実を明らか

にした。さらに集団採集が、単独採集よりも効率が高く、かつ個々人の収穫量の差異を小さくし

て平均化の効果をもたらす事実を明らかにした。これは、集団で採集に出かけることによって、

共同や情報交換などという社会的交渉がより頻繁に生起し、それが効率を高めるための重要な役

割を果たしていることを物語るものである。さらに調理と分配について、今村は初老の女性が関

与した食事を分析して以下のことを明らかにした。食べものの種類ごとに、分け与えられる人数

を比較すると、鍋を使って大量に煮炊きする料理や臼を使って搗きくずして調理するものなどの

場合に、多くの人が集まり、そして分け前に与る傾向が強くなる。根茎のように、熱い灰の中に

埋め込んで１～2 時間放置し、空腹のときに取り出して食べたり、果実を採集袋から取り出して

生のまま頬ばったりするような、たいして調理を必要としない食べものは、少人数で消費される。

鍋を囲んだり座りこんだ人びとは、さまざまな話題に花を咲かせながら、一連の作業を気軽に手

伝いあう。彼らの助けあいと分かちあいは、共同や分配などといった社会経済的実用の範囲を超

えて、「過剰」ともいえるばかりである。場を共有し、体験を共有することが、狩猟採集民社会の

平等主義を支える屋台骨ともなっているのである。食物材料の獲得から調理を経て消費にいたる、

人びとのこの過剰なまでの相互交渉の積み重ねによって、ヒトの食事は築きあげられてきたとさ

えいうことができる。 

そして、石毛は、男女の性的分業にもとづく、食の分配を通じて、共食単位としての家族機能

が成立したと述べる³⁾。 

以上のように、食べものが不足していた時代には、飢えて死なないように人は分業と共同の食

行動で暮らしてきた。 

毒抜きをして食べる技法が発達した。次に毒のないものを選別する方法を獲得し、この選抜が

栽培植物の発生に結びついた。毒の少ない植物を、意識的に便利のいいところへ植え替える。そ

して畑が成立した。東南アジアからニューギニア、南米などでこうした農耕が始まる。西アジア

では氾濫原で麦の栽培を始めた。ここから文明が生まれてくる。灌漑が始まり、拡大するととも

に、社会の重層化が起こってくる。栽培法もさらに発展し、鍬の発明、家畜の農耕への利用、穀

物の保存法の確立などによって、生産性が飛躍的に上がり、農耕に従事しない階層が形成される

ようになる。そして、こうした階層の出現はさまざまな技術を発展させる基礎となった⁴⁾。人は、

自分で採ってあるいは作って食べるという暮らしの農業社会では、家族や群れの中で共同の労働

をして共に食べた。産業化が進むと、より多くの利益を求める資本主義経済へ移行し、自分は作

らないでも食べることができるようになった。国も貿易を通して、世界の分業社会に組み入れら

れ、自国で作らない食べものを国民は食べられるようになった。そして、人は飽食状態の社会で、

好きなものだけを食べるという行動をとるようになった。さらに、近年では欠食がどの世代にも

日常化している。食べものが豊かな状況のなかで、食欲が低下しているという問題が生じている。 

 



引用文献 

１）石毛直道監修（1998）講座 食の文化 第一巻 人類の文化，石毛直道筆「なぜ食事文化なのか」，p32～

33，〈財〉味の素食の文化センター，東京． 

２）石毛直道監修（1998）１），田中二郎筆「狩猟採集民の食」，p134～146．  

３）石毛直道著（2005）食卓文明論，p17~21，中公叢書，東京． 

４）石毛直道監修（1999）第七巻 講座 食のゆくえ，吉田集而筆「食と技術と人類史と」，p.306～307，〈財〉

味の素食の文化センター，東京． 

参考文献 

田中葉子他著（2007）NHK スペシャル それでも「好きなものだけ」食べさせますか？，日本放送協会出

版，東京． 

 

第２節 研究の分析の視点－食の営みの４つの行為 

筆者は、このような歴史を通して、産業社会の今日の食の問題を、食を通した現代の文明問題

としてとらえる。竹熊宜孝は医者として、また足立己幸は栄養学者として、徳野貞雄は農村社会

学者として、これらの問題を研究してきた。筆者は、家政学食教育からだけでの対応はむずかし

いと考えて、社会学的なアプローチを試みた。 

この研究に取り組むために、筆者は人の食の営みを分類して４つの要素で構成されると考え、

次のように図式化した（序 ２ 図１人の食の営みの 4 つの行為 構成要素の図式化）。 

序 2 図１ 人の食の営みの４つの行為 構成要素の図式化 

           ↑ヒト 

     

 
 

6

 

   

    ← 

消 費 者                                    →生産者 

 

 

                     

D 家族・人間関係 

（主体の関係性） 

 

A 食べ物入手 

（生産・流通） 

C 食べ物安全性・健康 

   （栄養、食品衛生、命の

存続・再生産） 

B 食べ物調理 

（生活技術） 

 

                    ↓モノ 

 

人は血縁集団をもととする家族・群れのなかで暮らし、自分自身で自然界から食料を得て、調

理して食べ、健康を維持し、さらに次の世代を育ててきた。この家族の自給自足の暮らしの食行

動を、図の４つに分類できると考えた。すなわち、Ａ 食べ物を入手する行為（これは近代化の

なかで、生産・流通の産業となる）、Ｂ食べ物調理の行為（第一次的産物を食べやすくするための

作業を行う、生活技術）、Ｃ 食べ物の安全性を見分け、保持し、さらに健康を維持する行為（栄

養、食品衛生、命の存続・再生産）、Ｄ家族・人間関係（コミュニケーション、食文化の伝〈継〉

承）の 4 つの行為である。これらの４つの行為を、自給自足する家族の暮らしにおいて、構成員

は自分自身が主体者として営んだ。このような暮らしは、わが国では 1960 年代前半まで、続い

ていた。その後、産業化が進展するなかで、人は家族から離れて行動し、主体者から他者の労働
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に依存する暮らしへ移行してきたといえる。すなわち、今日、食に関するさまざまな問題は、こ

の家族で暮らしていたときの 4 つの行為を、分業化が進む社会のなかで、家族を離れて個人とし

て行動する暮らしとなり、4 つの行為を他人に依存するようになったことによって生じてきたと

の見方ができる。 

 

上の図は、次のように読み取る。縦軸（3 本線）は、上がヒト、下がモノ、また横軸（2 本線）

は、右が生産者、左が消費者、それぞれ外に向かうほどその度合いが強くなることを意味する。 

この分類した 4 つの行為、A、B、C、D をこの研究の分析基準とした。 

 

第３節 研究の方法 

筆者は、この研究に以下のような方法で取り組んだ。 

１ 文献収集をして、筆者の「現代人の食行動に関する研究」の枠組みを考えた。まず人類の

食行動を、食文化という視点でみるために、主として石毛直道監修『講座 食の文化』全七巻（第

一巻 人類の食文化（1998 年）、第二巻 日本の食事文化（1999 年）、第三巻 調理とたべもの

（1999 年）、第四巻 家庭の食事空間（1999 年）、第五巻 食の情報化（1999 年）、第六巻 食

の思想と行動（1999 年）、第七巻 食のゆくえ（1999 年））、石毛直道著『食卓文明論』（2005 年）

を参考文献、引用文献とした。欠食について歴史的にみるために菊池勇夫著『飢饉 －飢えと食

の日本史』（2000 年）、子どもの食の現状把握のために、『NHK スペシャル それでも「好きなも

のだけ」食べさせますか？』（2007 年）、室田洋子編著『こっち向いてよ 食卓の絵が伝える子供

の心』（2004 年）、岩村暢子著『変わる家族 変わる食卓』（2003 年）、岩村暢子著『〈現代家族〉

の誕生 幻想系家族論の死』（2005 年）を参考文献とした。 

第Ⅰ章の「２ 先行研究」では、竹熊の著作物（『土からの医療』〈1979 年〉『土からの教育』

〈1983 年〉『田舎一揆』〈1989 年〉『米とかあちゃん』〈1990 年〉『いのち一番』〈200 年〉ほか）

を引用・参考文献とした。足立の著作物（『なぜひとりで食べるの』〈1983 年〉『知っていますか 

子どもたちの食卓』〈2000 年〉）、江原絢子編『食の文化フォーラム 19 食と教育』（2001 年）を

引用文献とした。徳野貞雄の著作物（『少子・高齢化時代の農山村における環境維持の担い手に関

する研究』〈2005 年〉を引用文献とし、『年報 村落社会研究』第 26 集の徳野筆の論文「農業危

機における農民の新たな対応」（1990 年）、第 33 集の「生活農業論からみた有機農業運動」（1998

年）、第 39 集の「変動する現代農村の農業組織と生活構造－福岡県大木町「きのこの里」グルー

プ実践例より」（2004 年）、『農村の幸せ、都会の幸せ』〈2007 年〉）、内閣府編『平成 19 年版 食

育白書』を参考文献とした。 

第Ⅱ章の「わが国の『食』教育の概史」では、アメリカ家政学の動向について本間千枝子他著

『世界の食文化 12 アメリカ』（2004 年）を引用文献とし、ローラ・シャビロ著『家政学の間違

い』（1991 年）を参考文献とした。わが国の食教育の歴史については、江原絢子著『高等女学校

における食物教育の形成と展開』（1998 年）、日本家庭科教育学会編『家庭科教育 50 年』（2000

年）、豊川裕之著『「食生活指針」の比較検討－栄養素から献立へ－』（1987 年）、竹下和男著『シ

リーズ 子どもの時間 台所に立つ子どもたち “弁当の日からはじまる「くらしの時間」香川・

国分寺中学校の食育』（2006 年）を引用文献とした。近藤とし子（栄養改善普及会創始者）著『生涯

現役 食の語りべ六十有余年の記』（2000 年）、『自然と人間を結ぶ 食育活動 Vol.1 「食事バ
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ランスガイド」－考え方から活用法まで』（2006 年）を参考文献とした。家政学の論考について

は『日本家政学会誌』創刊号〈1950 年〉から〈1993 年〉までの目次掲載の論考題目、2008 年「Vol.59 

No.9」を引用文献とした。 

第Ⅴ章の「わが国の産業化と食」では、高度成長を考える会編『高度成長と日本人 ２ 家庭

篇 家族の生活』（1985 年）、日本生活学会編『生活学 第二十五冊 食の 100 年』（2001 年）、

久武綾子他著『年表と図表で読む戦後家族 1945~96 家族データブック』（1997 年）、中尾明作

『インスタントラーメン誕生物語 幸せの食品インスタントラーメンの生みの親・安藤百福』

（1998 年）、NHK プロジェクト X 制作班『コミック版 プリジェクト X 挑戦者たち 82 億食の

奇跡 魔法のラーメン〈日清カップヌードル〉』（2002 年）、また、I 会社の資料はインターネット

で収集し、引用文献とした。このほか、農林水産省編『食料・農業・農村白書 ～新たな「食料・

農業・農村基本計画」に基づく「攻めの農政」へ～平成 16 年版』を参考文献とした。 

 

 

２ 実態調査は、子どものひとり食べや現代の欠食という問題の背景にある家庭の食生活の実

態を把握する必要があると考えて行った。人間の食行動には、産業化が影響しているとみられる

ので、産業化が熊本県より進んでいる地域として福岡市を、遅れて進んでいるとみられる韓国を、

比較対照するために対象とし、以下のような方法をとった。 

１）第Ⅲ章の「家庭における食生活」の調査では、韓国を訪問し、成人の場合は徳野貞雄教授

と同行し、その知人を介して農村や事業所、研究所などの訪問先で調査した。中高校生対象では、

中学生は徳野貞雄教授の知人の勤務先である大きな団地のそばの中学校で、また高校生は知人が

勤務する高校を訪問し知人を介して、それぞれ食生活調査を実施した。九州農政局の場合、消費・

安全課の職員に依頼しその同僚を対象に調査した。宇城市小川町の場合は在住する知人を介して

行った。高校生の場合は、、熊本県高等学校教育研究会家庭部会（県家庭部会と略称）家庭科研究

委員会が企画した調査結果を「高校生への「食育」活動 Ⅲ 報告書」（家庭科研究委員会の編集）

に記載しているものを引用文献として、筆者が再整理した。 

２）福岡市民対象の調査は、徳野貞雄の調査結果を引用した。  

 ３）高校生の食事スケッチと母親の食育の現状については、2007 年度に県家庭部会家庭科研究

委員会委員が所属校で分担して調査し、その結果を前述の「高校生への食育活動 Ⅴ 報告書」

に記載している内容を引用文献として、筆者が再整理した。 

 

３ 実践の収集では、食の教育の現状の把握と分析をするために、九州地区の大学家庭科教育

関係者の共同研究活動や県内の食育活動発表会に参加して資料を収集した。食の教育実践にモノ

重視の教育だけでなく、ヒトとの関係性の視点が置かれているかを分析する資料とした。 

１）第Ⅳ章の１の「1994 年から 2004 年の家庭科『食』の教育実践分析－九州地区－」では、

筆者が共同研究したところの研究代表者桑畑美沙子の「2005 年（平成 17）年度～2007（平成 19）

年度科学研究費補助金 基盤研究（ｃ）研究成果報告書『九州・沖縄の「生活課題」「生活文化」

にかかわる家庭科の授業研究』課題番号 17500434」（2008 年）に報告した、筆者執筆の「食物の

実践」を引用し、再分析して一部修正した。 

２）第Ⅳ章の２の「小中校、関連団体の『食育』の現状－熊本県内の実践事例分析」の資料は、
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その年の研究発表会に筆者が参加し、入手した配布資料を分析資料とした。 

３）第Ⅳ章の３の「熊本県の高校生を対象とした県家庭部会の食育活動とその分析」の資料は

県家庭部会家庭科研究委員会が編集した、2003～2007 年度の毎年 1 回発行の「高校生への「食

育」活動 報告書」のⅠ～V を引用文献とした。 

４）「食」の教育についての提言では、日本家庭科教育学会九州地区共同研究会編『授業実践に

みる九州各県の地域に根ざした家庭科の課題』（2006 年）に筆者の家庭科教育の授業実践を記載

している論考を引用し、再分析し一部修正した。 

研究方法の概要の一覧 

１ 文献研究 第Ⅰ章 先行研究、第Ⅱ章 わが国の「食」の教育の概史、第Ⅴ章 わが国の

産業化と食 

２ 実態調査 第Ⅲ章 家族・家庭と食行動の現状 （１ 日韓比較調査、２ 熊本の高校生

の食行動、３ 母親たちの食育の現状） 

３ 実 践 の 収

集 

第Ⅳ章 「食」の教育の現状（１ 1994 年から 2004 年の家庭科食の教育実践

分析、２ 小中学校、関連団体の「食育」の現状、３ 熊本県の高校生を対象

とした食育活動とその分析、第Ⅵ章 現代人の食行動に対する「食」の教育に

ついての提言 

 

 第４節 論文の構成 

本論文は、序章と終章を含む８章からなる構成とする。構成図を「図 序 ２ 第４節」に示す。 

キーワードは、「食行動、高校生、家族、ヒト・モノ・カネ・クラシ、農と食、生産者と消費者、

共食・料理、食教育、ヒトの関係性」である。 

本研究の目的 

第一に、高校生という現代の若者の現代の孤食や欠食は、高度産業社会の飽食の環境のなかで、

家族の縮小化に起因したヒトとの関係性の希薄化が影響して生じた食行動であり、人間力の低下

をもたらす文明の問題であることを明らかにする。第二に家政学・家庭科教育における従来の食

の教育は栄養教育というモノ重視であり、ヒトとの関係性の視点が欠落していたことを明らかに

し、このような食の教育では現代の若者の孤食・欠食には対応できないことを指摘する。第三に

は、本論文の独自性として、現代人の食行動を、モノ・カネ・ヒト・クラシを関連させて分析し、

ヒトとの関係性を重視する食の教育を提案した点である。 

序章においては、現代の若者（高校生）の孤食・欠食という今日的食行動の課題を述べ、人類

の初期に立ち戻って食行動と家族・社会について歴史的に概説し、研究の目的と課題を設定した。 

第Ⅰ章においては、近年の食の問題に対して取り組まれた研究と実践の成果を明らかにする（課

題１）ため、３人の先行研究を取り上げ、分析した。高度成長が始まった時代に医・食・農をつ

なぐ考え方を提示した竹熊、食べ物が豊富になった時代の子どものひとり食べを社会問題として

提示した足立、食と農の危機が顕在化した今日の社会問題への対応として生活農業論的分析方法

を提示した徳野、この３人の研究を概説し、成果を明らかにする。 

第Ⅱ章においては、わが国の「食」教育が栄養教育というモノ重視でおこなわれてきた背景を

明らかにする（課題２）ため、わが国の家政学・家庭科食教育を歴史的に概説して分析する。明

治期に導入されたアメリカ家政学の創始された時代はモノ不足のなかで産業化が進み、効率性と
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科学性を重視する、消費者中心の栄養素教育であったという経過を、そしてわが国の家政学が今

日までこの栄養素教育を継続してきた経過を述べる。このモノ重視の食教育では、食が過剰とな

って生じた、ヒトの関係性による孤食・欠食の問題には対応できていないことを分析する。 

第Ⅲ章においては、高校生に孤食や欠食という食行動の増加の背景を明らかにする（課題３）

ために、韓国・福岡市・熊本と産業化の進展が異なる地域での食事調査結果を分析する。産業化

の進展と家族の縮小化と食行動の関連を分析し、ヒトを人間として育ててきた家族での料理作り

や共食の食行動の崩壊が進み、ヒトの関係性の希薄化が進行していることを明らかにする。 

第Ⅳ章においては、現代の食の教育について、家族間の食行動を問題化する視点が弱いために

家族のヒトの関係性を深める展開には発展しないことを明らかにする（課題４）ため、今日の家

庭科食の教育実践事例と食育推進事業実践事例を取り上げて分析する。地域の生産者（農）や生

活者が参加した栽培体験や地産地消の料理教室の活動の内容を概説する。これらの活動がモノ重

視の展開となり、農と食の接近に向かう消費者育成や地域におけるヒトの関係づくりを志向する

視点は芽生えているものの、自分自身や家庭内の日常の食行動が焦点化されていないという課題

を残した。結果として家族内のヒトとの関係性の深まりには向かわなかったことを明らかにする。 

第Ⅴ章においては、ヒトの食環境が、急速な産業化の進展により食料の不足状態から脱し、飽

食状況を生み出した経過を明らかにする（課題５）ため、産業化・人の移動・家庭生活・食と農

の分離・食生活・食関連産業について、それぞれの変遷を概説した。その結果として、ヒトが家

族で群れて食を満たす食行動から、個別の食行動をとることを可能にしたものであることを明ら

かにする。 

第Ⅵ章においては、ヒトの関係性を高める食の教育の家庭科授業実践事例を提示するため、孤

食・欠食という食行動の問題を抱えた極小化の家族で暮らす定時制高校生を対象に、地域のヒト

と食べ事（料理・共食）を継続し、出産・子育て体験聞き書きや高齢者と交流など地域での共生

観の育成をねらう「家庭科」授業の実践事例を提示する。 

終章では、本論全体に関するまとめと今後の課題を述べる。 

 

図 序 ２ 第４節 論文の構成 

序章  研究の意義と目的 

現代人の若者（高校生）の孤食・欠食という食行動は、人間力の低下という文明の問題ととらえ、従来

の栄養教育（モノ重視の食の教育）に、ヒトとの関係性の視点の導入の必要性を提示する 

第Ⅰ章  現代の食の問題 

課題１：近年の食の問題に対して取り組まれた先行研究の実践の成果を明らかにする 

         

医師：竹熊宜孝 

1960~80 年代 

栄養学者→食生態学者：足立己幸

1970 後半~1990 年代 

農村社会学者：徳野貞雄 

 1980 年後半~2000 年始め 

病が食により、食の安全性は

農によると、人間と自然のい

のちのために、医・食・農を

つなげた食行動を提起。食農

教育を提起、生協活動の展開 

 

「食事スケッチ」法での食事調査

により、子どものひとり食べの広

がりを指摘し、栄養素教育からヒ

トとの関係性で食行動を分析す

ることを提示 

 

農と食の分離により農と食が危機

的状況に陥った今日的課題に、食べ

ものを取り巻く経済的原理（モノ・

カネ）と生命・生活原理（ヒト・ク

ラシ）を相互関連で分析する生活農
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業論的分析パラダイムを提示 

 

第Ⅱ章 わが国の食教育の概史 

  

課題２：わが国の「食」の教育は、アメリカ家政学を導入した栄養素教育中心の家政学が明治期に導入

され、今日まで継続し、モノ重視で展開されてきた。この家政学・食の教育にヒトの関係性の視点が欠

けていることを明らかにし、孤食や欠食という今日的課題に対応できないことを指摘する 

 

食と農の分離 食生活の変化  食料関連産業の増大 

産業構造の変化、“農”が農

業へ、生産者と消費者の分

離、女性の就業化、消費者

人口の増大 

 

台所の電化、家族・世帯構成員の減

少、外食・食の外部化の進行、加工

食品・インスタント食品の広まり、

工業的食材商品化の進行、洋食化 

 インスタント食品製造、家畜・肉・

乳・油脂関連等の食材の輸入量の増

大、流通の拡大、食料自給率の低下

（食材の外国への依存率が高まる）

 

第Ⅲ章  家族・家庭と食行動の現状 

課題３：高校生に孤食や欠食という食行動が増加している。その背景に家族の縮小化がある。ヒトが家

族で群れて行ってきた料理作りや共食という食行動を通して築かれてきた、ヒトを人間とする育成環境

が崩壊している。家族内でのヒトの関係性の希薄化が進行していることを明らかにする。 

 

韓国、福岡市、熊本の食事調

査 

熊本の高校生の家族形態と、共食・

食事内容・家事参加との関連 

高校生の親を通した家庭での食育

の実態 

産業化の進展と共に家族が縮

小化し、料理・共食の食行動

が減退し、家族関係の希薄化

が進行していることの分析 

 

家族の極小化により、共食行為が減

少し、食事内容も貧食化し、家事参

加度（料理作り）も低下することの

分析 

ヒトが人間として育つ家族間での

食行動としての親世代から子ども

世代への伝承力が崩壊し、ヒトの関

係性が希薄化していることの分析 

 

第Ⅳ章  「食」の教育の現状    

課題４：地域の生産者（農）や生活者が参加する食の教育の展開により、農と食の接近に向かう消費者

育成が志向され、地域におけるヒトの関係づくりは芽生えている。ただ、家庭内の日常食が焦点化され

ないため、家族間の食行動が問題化されないままとなり、家族のヒトの関係性を変化させる動きには発

展しなかったことを明らかにする 

    

地域の食文化の資源を教材化し

た家庭科食教育の実践事例で

は、食と農をつなぐ積極的消費

者育成につながる展開でありヒ

ト・クラシを重視するが、家族

間の食行動の問題は焦点化され

ていないことの分析 

 農業体験活動や地産地消の料理教

室などを導入した小中学校と関連

団体の食育推進事業による教育実

践事例では、モノ重視であり、家

庭内の食行動との関連が弱く、家

族・地域のヒトの関係性を深める

展開に向かっていないことを分析 

食と農の共生をめざす高校生対象

の食育推進事業が、地産地消の料理

作りに止まり、家庭の日常食との関

連が弱く、家族間の食行動の見直し

へと発展しなかった展開には、ヒト

との関係性の視点がなかったこと

を分析 
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第Ⅴ章 わが国の産業化と食 

課題５：ヒトの食環境は、急速な産業化の進展により食料の不足から脱し、飽食状況を生み出した。そ

の結果、ヒトは家族で群れて食を満たす食行動から、個別の食行動をとることを可能にした。ただ、生

産者と消費者の距離が拡大し、食べものはカネとの交換物としてのモノとなり、食と農の危機の問題が

発生。人間は「料理する動物、共食する動物」というテーゼは崩壊。いつでもどこでも何でも作らない

で一人で食べられる食環境が進行してきたことを明らかにする。 

    

第Ⅵ章 現代人の食行動に対処する「食」の教育についての一つの提言 

孤食・欠食という食行動の問題を抱える、家族が極小化している定時制高校生を対象に、地域のヒトと

食べ事（料理・共食）を継続し、出産・子育て体験や高齢者と交流など地域での共生観の育成をねらう

「家庭科」授業を通して、ヒトの関係性を高める実践事例の提示 

終章  

本論文をまとめ、今後の課題を述べる 
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第Ⅰ章 現代の食の問題 

 

Ⅰ １ 食と農の危機 

近年、食の安全性が脅かされる事件が相次いでいる。消費者は自らの食べものが手に入るまで

を他者に依存している今日の食の状況に、大きな不安を抱くようになった。これは食べ物の生産

者・製造者という供給側と、食べる消費者側との距離が拡大してきたことによって生じた問題で

ある。 

2007 年には、食品偽装では食肉加工販売会社・ミートホープによるミンチ肉偽装があり、生協

利用者を含む消費者の信用を裏切った。石屋製菓は「白い恋人」の賞味期限を改ざん、和菓子メ

ーカーの赤福の製造年月日の改ざん、食肉加工製造会社の比内鶏のブランド鶏肉偽装、高級料亭

の船場吉兆による消費期限切れ菓子販売等が続いた。これらは、品質表示という、消費者が安全

性を確認できる重要な資料の内容をごまかしたのである。1960~1970 年代に加工食品が増加する

なか、安全性を求める消費者運動によって食用色素使用の規制（1967 年）や乳製品の製造年月日

表記の義務化（1968 年）などが始まり、現在では加工食品には品質表示が義務化されている。と

ころが、この表示内容を事業者が偽装したのである。 

さらには、生産・製造過程を外国に依存して起こった事件がある。中国で製造された冷凍餃子

への農薬混入事件は、その製品の一部が生産者と消費者が提携して安全性は高いとされてきた生

活協同組合の商品にも含まれており、安全性を意識してきた消費者にとって驚愕するものであっ

た。その後、中国で家畜農家による牛乳へのメラミン混入事件が明らかになった。乳製品は中国

から海外へ輸出され、被害は数カ国に波及しているという。わが国でも冷凍食品の菓子や惣菜と

して輸入され、給食を通して病院や老人保健施設などやスーパーなど一般消費者向けにも出回っ

た。 

そして、輸入された工業用ののりなどにしか使えない汚染米を食用に転用した事件がある。焼

酎・日本酒、ういろうやあられなどの菓子類、さらには赤飯やおこわになって病院や特別老人ホ

ーム、保育園の給食に、さらにはでんぷんとして学校給食にも使われた。 

消費者側では、「次々に問題が出てきて何を信じてよいかわからなくなった。」「誰が作ったもの

かわからないものはこわくて食べられない。」という声が大きくなっている。 

今日のこれらの問題は、作る側と食べる側の信頼関係が崩壊してしまった状況を顕現化させた

事件である。事業者が食べ物の安全性より利潤（カネ）を優先させた、食べ物ではなく商品（モ

ノ）として扱ったことによって惹き起こされた事件である。 

わが国の食べ物は、穀物自給率 28％という先進国のなかで最低の状況にある。世界の貿易農産

物の１０分の１をわが国一国で輸入している農産物超輸入国である。食べ物の原材料や加工食品

の大部分は海外に依存している。食べる側（消費者）と作る側（供給側）の距離は大きく離れて

いる。 

国内の食べ物の原材料を供給する“農”は、農業就業人口が約５％でありその大半は高齢者で

ある。また新規学卒者は全国でも 2000 人程度である。供給側の持続的生産力は衰退している。 

他方で、消費者のグルメ志向は強い。残食や購入したものを手付かずのまま捨てるという量は

輸入農産物に匹敵するほどである。飽食の極みにある。 

食べ物の安全性についての不安は、このような食と農の距離の拡大によってもたらされている。 
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Ⅰ ２ 先行研究 

 以上のような食の実情のなか、食全体を検討するに当たって、以下の３人の研究を取り上げた。

①医学の立場から医と食をつなげてみる医師の竹熊宜孝、②栄養学から食生態学へ変わった足立

己幸、③食全体を社会学的に捉える徳野貞雄、である。 

 

Ⅰ ２ １）竹熊宜孝の医・食・農  

― 主として 1960 年～80 年年代における公立菊地養生園の活動と食農教育 ― 

 公立菊地養生園診療所を開設し所長に就任した（1975 年４月）医師の竹熊宜孝は、1960 年代

後半自らの飽食による肥満、肝臓病、糖尿病などの経験から病は食に起因するとし、また農村婦

人の健康障害に直面するなかから、生産者の健康を保障するには消費者が生産段階についての認

識を高めることが必要と考えた。竹熊は、医・食・農をつなぎ、危機に瀕した地球と人間の命を

守るのは“いのち”の原点に立った農業であるとした。自らも農を営み、農を通した食教育、一

人一人の命への目覚めを提起し、熊本県内だけでなく全国的な講演活動を今日まで続けている。 

 

Ⅰ ２ １）（１） 竹熊宜孝の医から食、食から農への運動の理念と活動 

竹熊は、現代医学を学び、臨床医として第一線で活躍していた。が不養生が重なって、自身が

肝臓病、肥満症、糖尿病などに苦しむことになった（1965 年）。そこで小川糺（ただし）医師（町

医、漢方と食養の大家）を訪ね、「あなたは肥料のききすぎだ。断食でもして肥料ぬきをやれば、

病気はすべてよくなる」¹⁾といわれ、断食を決断した。その後、大阪八尾市の開業医である甲田

光雄のもとで、10 日間の断食を行い、その前後 1 ヶ月間修行した。飽食による病に罹患した体験

から、食べものの量を制限し、洋食化が広まるなか和食のよさを見直し、また加工食品が増加す

るなか食品添加物の多用に警告を発し、食べものの質を吟味して選択し食することを提起した。 

1966 年には、熊本農村医学研究会を立ち上げ、農協・農協婦人部と共同して、農村婦人の健康

調査を 5 ヵ年計画で始めた。1970 年には熊本市民会館で「健康を守る県民の集い」を開催し、講

演者には、農薬その他の化学物質の多用に疑問をなげかける『複合汚染』の著者である有吉佐和

子をすえた。県民の農業生産者、そして消費者に化学物質の多用の危険性を知らせる活動を行っ

た。竹熊が医・食・農一体化の運動を展開するに至った理念と経緯について、竹熊自身の記述の

引用で以下に説明する。「医学には薬学・薬理学はあっても、食学・食理学はない。栄養学はあっ

ても、その中に医学はないのである。病は食からといわれながら、医学にはその視点がないのは

おかしなことである。・・私が、医から食、食から農への志向をはじめたのはそれからである。食

や農業、そして人間の住む環境全体から問い直しをやらなければ解決できない次元になりつつあ

るのに気づいても、自ら実践し、正しいことは証明しないと説得力に欠ける。そこでその実践と

運動の輪を広めんがために、昭和 49 年に大学を辞した」²⁾。「『医学は農業に、農業は自然に学べ』

というのが、私の現在の心境であるが、なぜ自然界の動物は病気が少なく、雑草や自然の樹木は

健康に育ち、人間が過保護に育てる家畜、ハウス野菜、庭木などは病気も多いか。この単純な疑

問が、私の目を土に向けさせることになったのである。土には命が宿り、土そのものが生きてい

るのである。・・・今日、われわれの食べているものが、果たして健康で安全なものといえるだろ

うか。・・・われわれは自ら食を正すことによって、薬ひとつ使うことなく病気を癒したし、家族

も親戚も、そして患者さんも健康になっている。・・・現代文明の宿命ともいうべき病気との対決
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が医学に課せられているが、われわれのいのちにかかわる食べ物と農業が、これ以上不自然にな

らないようにすることこそ、先手の医療だと考える。私はそれを『土からの医療』といって、医・

食・農一体化の中で命を守る運動をすすめてきたのである。」³⁾ 

 

Ⅰ ２ １）（２）竹熊の活動の概史 

竹熊が菊池養生園に赴任して 3 年目には、菊池の大地には医食農の理念が根付いていた。開園

と同時にはじめた健康診断は、年間に 1 万人を越えた。人々はこの健診受診後、竹熊が行う養生

説法に耳を傾けた。そして竹熊自らが栽培する養生農園の虫食い野菜にも心を向けるようになっ

た。竹熊の「養生小話」の講演受講者は、生産者、消費者、そして食の指導者（栄養士、学校給

食、家庭科教員、食生活指導員など）、さらには流通業者、行政関係者、医療関係者など、さまざ

まな立場の人々であった。1 万人以上の訪問者があり、また、請われて全国的に講演を展開した。 

 2006 年には、韓国からの一般人、幼稚園教諭、教員などの受講者が目立つようになった。2008

年 9 月には、韓国の全国ＴＶ放送を行うマスコミからの取材を受けている。 

 竹熊は自らが行った断食療法を「食わぬ養生会」として、年末年始に断食会を 1981 年から開

始し、今日まで続けている。 

 また、医・食・農学生を主とする対象で、8 月の第 3 金土日曜に合宿をして、講義と農作業の

体験を含む研修をするセミナーを始めた。いのちの原点、食と土を考える集いと竹熊は説明する。

セミナーはその後、対象者を一般にも広げ、参加者は一般人の親子参加が目立つようになった。

2008 年現在まで継続している。   

「養生園祭」を 1 年に 1 回開き、メインテーマは「いのち」、それにかかわる諸々のことが毎年

のテーマに設けられている。養生園祭のねらいは「地域のあらゆる層に呼びかけ、手造りの食を

わかちあい、識者の話に耳を傾け、人間と自然のいのちを考える」こととされている。養生園周

辺の地域の住民だけでなく、県外からも多数の参加がある。1970～90 年代のテーマに、いのちと

食物、いのちと文化、いのちと子供、いのちと教育、いのちと伝承、いのちと平和、いのちと農、

そして米、いのちと水、いのちと環境（平成元年）などが設けられた⁴⁾。 

1987（昭和 62）年には、「いのち危うし」と題して、若月俊一氏（長野県佐久病院院長、当時、

農村医学）の特別講演と、野外劇「米騒動、百姓一揆」が大々的に行われた。その「一揆文」の

概要は以下のようであった。 

「米は宝。自然の恵みをたのんで勤勉貯蓄、秩序を重んじ、相互扶助の心をやしない、共同

して物づくりに励む、民族の資質を形成してきた。生活感情も宗教儀礼も、農耕から生まれ

たものである。・・稲作文化をもつわれわれの組織の力、情報のシステムといったものが、い

ま西洋文化を圧倒する道のりを示している。・・農村の消滅は、日本文化の変質をせまるもの

である。・・なによりも健康といのちを守るために、後悔のない農業をどうつくっていくのか

これからの大きな課題。地方が自立し、活性化するための大戦略、そういう烽火をいま、上

げた。」⁵⁾ 

竹熊は「養生とは」として、「自ら病をみつけ、手当てし、癒すことなり。そして食養生（金養

生）、心の養生（政治倫理）、身の養生（環境問題）」と捉え、環境問題にも関心と運動を広げた。

合成洗剤やゴルフ場の農薬使用の問題を提起し、ホタルを育てる会を発足させている。竹熊は「こ

の養生の精神を理解し、日本の大病、地球の大病を救ってもらいたい。」⁶⁾と述べている。 
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食べものの安全性を守るために、生産者と消費者をつなぐ活動を起こした。竹熊は、泗水町有

機農業研究会、さらに県内の有機農業研究会という生産者と、生活協同組合などの消費者と、そ

れぞれをつなげ、生産者は安全な食を消費者に供給し、消費者は安全性を見分けた行動をとり生

産者の再生産を支援する価格での購入という、農と食をつなぐ活動を実践化した。 

 

Ⅰ ２ １）（３）竹熊の活動の考察 

１）竹熊の活動は、市場原理で動くようになった食べ物の生産と消費の社会システムに、「いの

ち」を考えて食べることを、生産者と消費者に対し、問題を啓発し、提起した。    

２）養生園の活動は地産地消と旬の食材の摂取を進め、環境との共生の視点を提起した。 

竹熊宜孝の研究と活動は、個人が、健康といのちを守るための意識と行動を育てることが主眼

とされた。産業化が進み、生産者と消費者の距離がしだいに離れて暮らす社会に移行するわが国

において、生産者と消費者が手を結ぶことで、安全な食が得られることを提起・啓発する活動で

あった。筆者の 4 つの分類での分析では、Ｃ 食べ物安全性についての啓発活動から、Ａ 食べ

物入手・農という生産段階への関心を喚起した。Ｂ 食べ物調理のあるべき方向を診療所での養

生弁当を通して提示した。 

 

引用文献 

１）竹熊宜孝著（1989）田舎一揆 病める大地に立って，p.12，地湧社，東京． 

２）前掲書１），p.14 

３）前掲書１），p.16 

４）前掲書１），p.24－25 

５）前掲書１），p.29 

６）前掲書１），p.49 

 

 参考文献 

  竹熊宜孝著（1981）鍬と聴診器－混迷する医・食・農を問う－，地湧社，東京． 

竹熊宜孝著（1983）土からの医療 クマさんの養生説法，地湧社，東京． 

竹熊宜孝著（1991）米とかあちゃん 粗末にするとバチかぶる，家の光協会，東京． 

安部周二著（2000）いのち一番  竹熊宜孝聞書，西日本新聞社，福岡． 

 

Ⅰ ２ ２）足立己幸の食生態学 ― 主として 1970 年後半～1990 年代 

Ⅰ ２ ２）（１）「子どものひとり食べ」の調査 

 足立己幸は、食事を栄養素という「モノ」の摂取だけの角度から、食事風景のなかの人（ヒト）

の姿を含めて捉え、ヒトとの関係性で把握することを提起した。 

足立はわが国の子ども達の間に家族と一緒に食事をしないという孤食が 1970 年代後半から広

がり始めていることを明らかにした。足立らは、1981 年 9 月、全国の小学 5 年生 1067 名の協力

を得て「子どもたちの食生態調査」を実施した。この調査結果で明らかになった「子どもたちの

ひとり食べが全国的に広がっていること、それにつながる食生活のさまざまな問題点や健康上の

問題点が深刻であるなど悪循環の実態」を当時のＮＨＫの朝の生活番組「おはよう広場」やＮＨ
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Ｋ特集「こどもたちの食卓－なぜひとりで食べるの」で「世に問いかけ」た¹⁾。足立はこの頃の

食の専門分野の対応について次のように記している。「当時は、栄養学の専門分野では、食事につ

いては何を食べるかが課題であり、どう食べるか、いわんや誰と食べるかは研究課題の範囲とは

されていなかった。」²⁾ただ外国での反応は違った。1985 年のイギリス、ブライトンでの国際栄

養学会で発表したときは多くの研究者から質問ぜめを受けている。その 3 年後に、足立はアメリ

カのミネアポリスで開催された国際家政学会のシンポジウムではシンポジストとしてこれらの結

果を発表している。また、国内では「社会学や教育学分野では関心が高く、・・・当時、家族の崩

壊が社会的な問題となりはじめていたときだったので、その栄養面や健康面との直接的な関連の

実態、さらには家族と一緒に食べる回数、または子どもがひとりだけで食べる回数は数量的に扱

える家族崩壊の指標としても使われたから、これらの分野の方々には新鮮であり、有効であった

ようだ」と述べている。  

足立らの研究は、当時、家政学や家庭科教育、栄養士などの分野では重視されなかったのであ

る。この 10 年後の 1991 年 1 月に、足立らは「ひとり食べその後」の追跡調査を実施している。

この結果では「10 年前に比べて『ひとりで食べる』子どもの比率が高くなっていたこと、とりわ

け『ひとり食べ』が日常化している子どもの場合は共食観も貧困であること、さらには両親の共

食観についても貧困であること等」³⁾を明らかにしている。 

 

Ⅰ ２ ２）（２）足立の食の教育 

その後、1997 年には、食行動・食生活や栄養・食教育の理論モデルづくり（資料 下の枠の中 ）

や概念化を試みた。実践の場で、その検証を“生活実験”と名づけた。この実験で、キーワード

は“楽しい”であることが浮かびあがってきた⁴⁾という。 

資料 「足立己幸の食教育（広義の栄養教育）の定義」 

食教育（広義の栄養教育）とは 

 人々に対し、人々がそれぞれの生活の質（Ｑuality of life）の向上につながるような、望ましい

食生活を営む力とライフスタイルを形成するための学習の機会を提供すること、並びに、そうし

た食生活を実践しやすい食環境（フードシステムや栄養・食情報システム）づくりの両方からの

アプローチを、栄養学や関連する学問等の成果を活用しつつ、すすめるプロセスである。 

ここでいう食生活を営む力とは、食べる行動、食事を準備したり作る行動と栄養・食情報等の受発信によりその能力を形成し、

伝承する行動から構成され、かつその方向決定の要因は健康状態、食嗜好、食物観や食事観、食知識や技術等である。また、す

すめるプロセスとはアセスメント、計画、実施、評価とその総体である。（足立己幸 1997） 

1983 年に出発した足立らの「自然から食卓まで子ども自身が構想し、実践する食事つくりセミ

ナー」（食生態学実践グループ主催）は、子どもたちも、その学習を支援する筆者ら栄養関係者た

ちも、さらにセミナーを支える地域の農業者や生活改善グループの人びとも“楽しい”“苦しいこ

とも多いが楽しい”と感じるなかで展開された⁵⁾。 

また、2000 年には、調理にあまり興味をもっていない人を対象として、“栄養・食の世界への

道案内”の可能性と有効性を検討するために、食物（料理）モデル「実物大そのまんまカード」

を開発し、高齢男性向けの食事セミナーを開催した。「食事作りを“調理”に矮小化してしまわず、

食事の全体像を構想する喜びをふくめて、・・・調理を入り口にした食への興味とは異なる入り口

もあることを提案したいとの考え」からであると足立は説明している⁶⁾。 
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2001 年には、日本の国際協力事業団（ＪＩＣＡ）農業技術協力の一貫である「生活向上のため

の研修システム開発」のリーダーという役割の要請を受けて、「フィリピン・ボホール島の主婦た

ちの教材『地域産食物ガイド』づくり」に取り組んだ。この地域ではすでに農業技術指導により、

地域性を生かした作物の生産性があがり、自家菜園とそのシステム化が進み、各種の作物が収穫

されていた。しかし、現地所属栄養士は国の保健省が作成した図をそのまま使って説明をすると

いう現状にあった。栄養士が繰り返して行う栄養や食物の研修は、住民の日常の食生活での実行

につながっていなかった。足立らの支援のなかで「私たち地域の産物を活用した、健康な生活の

ための食品の組み合わせ（食品群）」の 1 枚の図が仕上がった。このワークショップを通して、住

民らは、自分たちの食事の見直しを始め、作付けやフードシステムの見直しや改変までを視野に

入れる機会となった。 

これらの活動を経て、足立は、食行動の特徴について、主要な点を次の枠（Ⅰ ２ 図１食行動の特

徴）のように記している。 

さらに、食生活を営む力につけ加えるキーフレイズとして「自分（たち）にとって望ましい食

事や食生活の全体像を描き、それを日常生活に具体化する力」をあげている。足立は「栄養・食

の教育（学習）とは、生活者が栄養・食の専門家の支援を生かして、それぞれの生活の質（ＱＯ

Ｌ）の向上につながるような食生活を営む力を育むプロセスである」と述べ、学習者に主体があ

り、従来の栄養の専門家が他を“対象者”として指導するという栄養指導からの転換を指摘して

いる。 

足立は、2000 年度に公表された「食生活指針」の策定委員であった。「食生活指針ビジュアル

ガイド」の図中の料理や食材の作成にあたっては日本人の食文化や自給状況の視点を入れて検討

した⁷⁾という。 

Ⅰ ２ 図１ 食行動の特徴 

 

 

 

 

 

食べる行動 

 

作ったり、準備する

行動 

 

食生活を営む力を形

成し、伝承する行動 

 

食環境づくり 

・ すべての生活者が関わる 

・ 毎日、高頻度で関わる 

・ 1 単位が小さい（時間・場所・経費等） 

・ 家族や友人との共食 

・ 多種多様な行動から成り立っている 

・ 生命活動に直接影響する 

・ 心身両面に関わる重要な行動 

・ 食物というモノづくり 

・ 作る・食べる・伝承するの連動 

・ 地域（自然、社会、経済、文化）との直接のかかわ

り大 

・ 歴史性大（個人、家族、集団、市町村、国、地球） 

 

Ⅰ ２ ２）（３）足立の研究・実践の分析 

足立の研究・実践は、筆者の 4 つの分類の視点では、「Ｂ 生活技術」、「Ｃ 食べ物の安全性・

健康」、「Ｄ 家族・人間関係」の行為に関する内容である。Ｄのヒトとの関係性で食行動を把握
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する視点を初めて提唱した功績は大きい。「Ａ 食べ物の入手」に関する内容は含まれていないか、

あっても微小であり、足立の食教育の視点には、Ａは含まれないように思われる。 

 

引用文献 

１）足立己幸・ＮＨＫ「こどもたちの食卓」プロジェクト著（2000）知っていますか 子どもたちの食卓―食

生活からからだと心がみえるー，p.6，日本放送出版協会，東京． 

２） 前掲書１），p.6 

３） 前掲書１），p.8 

４） 足立己幸 (2001) 栄養指導から食の学習・食環境づくりへ―国内外の多様な実践に学ぶ―，江原絢子編『食

と教育』食の文化フォーラム 19，ドメス出版，p160） 

５）前掲書４），p. 161 

６）前掲書４），p.166 

７）前掲書４），p.174~181 

 

参考文献 

足立己幸・ＮＨＫ「おはよう広場」著（1983）食生活が子どもを変える なぜひとりで食べるの，日本放送

出版協会，東京． 

 

Ⅰ ２ ３）徳野貞雄の農村社会学からみる食問題 ― 1980 年後半～2000 年始め 

Ⅰ ２ ３）（１）福岡市民の食生活に関する調査から 

 徳野は、福岡市民の食生活に関するアンケートを、1987（昭和 62）年と 2003（平成 15）年に

実施している。その結果について、徳野貞雄は前半と後半（省略）に分けて、次のように考察し

ている１）。 

《前半：「福岡市民の食に対する行動や意識は、まず第一に、食行動がますます外部依存化し、家族の“食力”

が落ちている。“食力”とは、食に対する知識や調理能力など自立的な生活能力である。第二に、食の安全性に

対しては、頭の中で膨らんでいるが、判断や行動として危ぶまれることも多い。全体として、福岡市民の食に

対する状況は、“飽食の中の危機”が一段と悪化していると判断される。 

  A）食生活の実態からみてみると、朝食を「食べない」が平日 17.0％（13.0％－1987 年調査）、休日 20.0％

（11.7％）に増加している。朝食に「ごはん」を食べる人は 50％を割り、「ごはん」は朝食の主食ではなくなり、

基礎食のひとつとなっていることが判明した（図１－１：略）。また、朝食を「ひとり」で食べるが平日で 34.7％

（18.3％）、休日で 23.8％（12.5％）と倍増している（図１－２：略）。これらの原因は、福岡市民の世帯構成

が極小化していることも大きく影響している。「１人暮らし」10.2％、「２人暮らし」23.7％、「３人暮らし」が

21.0％と、福岡市民の３分の１が二人以下の世帯、54.9％が三人以下の超小規模世帯となっている。食べモノ

や食べるカネはあっても、一緒に食べるヒト、作ってくれるヒトがいないのである。現代日本の最大の貧困の

一つであろう。 

 同様のことは、平日の昼食における「市販の弁当・惣菜」が 15.3％（2.9％）に急増しているように、食の外

部依存化が進行している。そして、自分の食事を作る能力も、「自分では調理していない」が、朝食 30.5％、昼

食 36.1％、夕食 32.9％となっており、男性は 50％を超えている。福岡の郷土料理である「がめ煮」の調理は、

女性で 76.0％、男性は 15.0％しか作れない。 
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  すなわち、【世帯の極小化→家族の“食力”の低下→食の外部依存化】という構図が、明白に読み取れる。福

岡市民の食問題は、量やモノの問題ではなく、質やヒトの問題に転化してきている。 

  以上のように、現代の福岡市民の食生活は、自分の意志や生活技術および家族世帯の食力によって食生活が

維持されるのではなく、食品メーカーや外食産業などへの依存をますます強めている。食に対するある意味で

の貧困化が進行し、その対抗として「スローフード」運動などが高揚する。 

  また、個人および家族世帯の食力の低下の中で、食への安全志向が行政やマスコミによって強調されること

によって、時には強迫観念的に作用することも見受けられる。食と農については、グローバル化や産業化が進

展する中で、自分の個体として安全や健康を守るためには、従来に増して、「食と農」に対する関心を持ち続け

なければならない。》 

 徳野は、家族世帯の極小化が欠食やひとり食べ、またご飯ではなくパン類の食事といった事象

を生じさせていることを明らかにした。また料理をしないことも家族の極小化と関連することを

明らかにした。さらにヒトの食行動が産業化の進展により、外部依存度を高め、食に対しての貧

困化が進行していることを指摘した。 

 

Ⅰ ２ ３）（２）生活農業論－生産者と消費者の関係 

 徳野は農村社会学者である。現在の高度産業社会での食と農の状況は、生命・生活原理と経済

原理が鋭く対立・矛盾する構造にあり、生産力農業論だけでは対応できないとして、生活農業論

を提唱した。 

図で生活農業論的の分析パラダイムをみる（Ⅰ２ 図２生活農業論的分析パラダイム）２）。これは、農

業・食料問題を分断化しないで、相互関連性の中で分析しようとする。農業・食料問題を〈モノ〉

と〈カネ〉の経済的原理だけでなく、〈ヒト〉や〈クラシ〉といった生命・生活原理からの考察も

重視する。クラシには、農業生産や農家だけでなく、都会の人や消費行動なども含まれて、〈モノ〉

の領域では、農産物生産の生産力や農法とともに食べ物の安全性も含まれて、〈カネ〉の領域では、

農家経営、流通問題、消費者の消費行動も含まれて、〈ヒト〉の領域では、農民の主体性や消費者

の人間像について、〈クラシ〉の領域では、農家の家族問題や都市の生活様式について、相互関連

的に分析し検討される。さらに、この総合的視点から、A）人間と自然との共生に関する問題や、

B）現代の高度消費社会のあり方についても考察することを不可欠としている。 

この生活農業論の分析パラダイムの展開では、〈モノ〉〈カネ〉〈ヒト〉〈クラシ〉の四領域の課

題が、生産者側要素と消費者側要素、それぞれにあり、これらを連関させて検討することが重要

であるとする。生産者側要素とは、(a)農業生産物や生産技術の要素－農地、作物、機械、農法な

ど (c)農業経営の要素－専業、兼業、規模、生産コストなどとともに、(e)農民の主体性や農村組

織問題－担い手、高齢化、リーダー問題など、(g)農村生活問題－世帯の極小化、花嫁問題、相続

問題、都市への他出者との関係などである。消費者側要素は、(b)食べ物の安全性－狂牛病問題で

の買い控え行動や残留農薬問題など、(d)農産物流通と価格―外国産農産物の購入行動と価格、ほ

んもの主義と安物主義の二極分解、(f)消費者像や消費者運動論－独居者と家族の消費行動の差異、

生協や産直グループの動向など、(h)現代「食」生活論都市生活様式論－ファストフードとスロー

フードの対立、外食と移動型生活様式などである。徳野は消費者側要素については従来ほとんど

検討されてこなかったという。生活農業論的アプローチとは、農業問題を従来の狭い農業生産領

域だけでなく、広く現代の社会生活領域全体のなかに位置づけしなおすことであるとする。 



「農業は単に経済的行為ではなく、生活なのである」「生産者も消費者も人間である。非経済的

なさまざまな社会的・自然的価値をも追求している。この価値の多くは、人間の長年の“農”的

営みの中から創られたものである」。そうであるから、資本主義発生期以前から営まれて続けてい

る“農”を狭い経済的枠組みの中だけでの農業としてとらえることや、消費者を市場原理や経済

合理性の中だけに押し込めてみることをやめて消費者に対するアプローチを変えることを提唱し

ている。 

Ⅰ ２ 図２ 生活農業論的分析パラダイム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ２ ３）（４）「生活農業論」から「身土不二から農都不二へ」 

 徳野は、現代の「食と農」理論は、〈モノ〉という生産領域と〈カネ〉という農業経済論だけの

世界では分析できないと述べる。農村の担い手に関する問題と、消費者の年齢や世帯属性など〈ヒ

ト〉の問題と、〈クラシ〉の領域、すなわち世帯の極小化や少子・高齢化状況にさらされている農

村および都市の人々の相続問題から日常問題までを含む生活課題と、都市住民の食の行動様式や、

さらに故郷や農村、自然に対する価値観や態度など、現代の高度産業社会の中で生きている農村、

都市居住者総体の生活の問題として、「食と農」の問題をとらえる分析理論３）として、「生活農業

論」を考えた。 

 この主要な４領域に加えて、（i）「食と農」に対する文明史論的思想（環境主義や近代化批判な

ど）からの考察、（j）農水省を軸にした歴史的に展開してきた生産力主義的な農水省行政の性格

や、補助金を軸にした行政主導で展開してきた政策手法など、農政などの影響の検討、および（k） 
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環境問題を軸に、人間と自然の共生関係をめぐる考察、（l）現代社会の経済社会構造や消費生活

構造の考察、すなわち農家の兼業化の進展程度や食品産業の展開状況との連関性の考察なども加

えている。 

 現在の「食と農」の分析は、生産者／消費者、農村／都市、安全性／コスト、生産力／自然な

どを個別的、対立的にではなく、相互関連的に全体を有機的に分析していく手法をとらなければ

アプローチや問題解決が難しくなっていると述べる⁴⁾。 

 

Ⅰ ２ ３）（５）徳野貞雄の研究・実践の分析 

現代の食と農の、飽食と農業危機のなか、徳野は以上のような考え方をもって、農村を回り、

また、マスコミや講演活動などをとおして、消費者の農への参加が必要であることを提起してい

る。 

４つの分類のなかのＡの生産の持続性の課題解決には、消費者が農を理解し、農を行動に取り

入れることが重要な鍵になるとし、消費者と生産者の交流を不可欠とした。徳野の研究と実践は、

Ｄの家族内だけでの人間関係ではなく、地域における人間関係のつながりをも重視する。Ａから

発し、Ｃの安全性、Ｂの生活技術、Ｄの家族・人間関係４つの全部を含む研究と実践を展開した。 

 

引用文献 

1) （財）福岡都市科学研究所（2003）平成 15 年 福岡市民の食生活に関するアンケート 結

果の概要、p.8－10 

２） 研究代表者 徳野貞雄（2005）少子・高齢化時代の農山村における環境維持の担い手に

関する研究』平成 13 年度～平成 16 年度 科学研究費補助金（基盤（B）（２））研究成果

報告書，p.53－55） 

 ３）前掲書２），p.36 

 ４）前掲書２），p.111－113 

 

Ⅰ ２ ４）１章のまとめ 

 医師の竹熊は、食べ物の安全性に重点をおいた視点で、人間と自然のいのちのために、医・食・

農をつなげた食行動を提起した。産業化は資本主義経済のもとで進んだ。“農”から農業に移行し、

農産物はカネを多く得る手段となり、大量生産が追及され、農薬と化学肥料が多量に使用された。

生産者自身も健康を害し、消費者は農薬が残留した食べ物への不安と健康障害、そして化学肥料

他使用による地下水汚染など、生産者も消費者も食べ物の安全性に対する不安が増大した。また、

工場で加工される食べ物が増加した。製造過程で添加される食品添加物の多使用による安全性の

不安も増大した。このような社会状況のなかで竹熊は命を守る視点で化学物質の摂取に対する警

鐘をならしたのである。その後、消費者運動や有志の農業者による、無農薬あるいは減農薬とし

て、また有機質肥料を使った生産が少しずつ広がってきた。農産物の販売方法は、安全性を考慮

した農産物には表記をして、消費者の選択の資料とされるようにはなって、安全性は消費者の判

断力である程度は保証されるようになった。食べ物の安全性の確保についてはかなり改善されて

きた。竹熊は、いのちを守る食べ物を選ぶ力の育成、安全な食べ物を選ぶ力を育成する農業体験

の進めを、医・食・農を結ぶ内容で全国的な講演活動で提起した。いのちを守る医の立場から食
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と農を結ぶ教育の重要性を指摘した先行研究である。 

 足立らは、食べるモノがほぼ豊かになってきたところで、「食事スケッチ」法での食事調査によ

り、子どものひとり食べの広がりを指摘し、栄養素教育からヒトとの関係性で食行動を分析する

ことを提示した。子どもたちの食事は、親との共食が減少し、共食をしない子どもの食事は、貧

食化していることを指摘した。モノはあるが、ヒトはいないという食卓風景となってきたのであ

る。子どもの心がけが悪いから、家族が多忙だから、子どもが孤食となっているわけではない。

親が家にいても孤食をしているのである。食卓はコミュニケーションの場であり、家庭内での食

卓でのコミュニケーションが衰退することは、人間関係をつくる力の低下となる。子どもたちの

食の問題は、家族のなかのヒトの関係性の変容による問題とみて、従来の栄養教育の食教育に、

ヒトとの関係性の視点の導入を初めて提起した先行研究である。 

 徳野は、福岡市民対象の 1987 年と 2003 年の調査結果の比較から、家族の縮小化に伴い、孤食

や欠食が広がっていることを明らかにした。また、孤食の場合、ご飯よりパンを食べる傾向にあ

ることも明らかにした。ヒトは、産業化の進展とともに、家族との共食が減退していくのではな

いか。さらに、徳野は、食べ物の安全性と供給の持続の 2 つの不安を抱える“食”の危機を、生

産側の問題と関連させて分析する視点を提示した。農業従事者の人口は減少し、供給の将来的な

不安が拡大しつつある。このため農業の産業としての存続は大きな課題である。農業の担い手育

成には、営む農家の所得補償が不可欠である。安全な食べ物を持続的に入手したいと願う消費者

が、生産者の現実を経営や生産過程他の理解をする必要がある。増大化した消費者が、生産者の

農業支援をしていかなければ、この資本主義社会の市場主義のもとでの持続はむずかしい。消費

者と生産者の距離が拡大化した今日、この距離を短くすることが緊急の課題となってきている。

この食と農が危機的状況に陥った今日的課題に、徳野は生活農業論的分析方法によるモノ・カネ・

ヒト・クラシを相互に関連させて、分離している生産者と消費者の行動の転換を図ることを提起

した。高度産業社会におけるヒトの食行動を、食べ物を取り巻く経済的原理（モノ・カネ）と生

命・生活原理（ヒト・クラシ）を関連させて考察する研究であり、今後の食教育に示唆される内

容が多いとみて取り上げた先行研究である。 

筆者の 4 つの分類によって先行研究を分析すると、竹熊の研究はＣで問題を提起し、その後の

実践活動を通してＡを重視する食農教育を提起した。足立の研究は B・Ｃの実践と研究に、Ｄの

ヒトとの関係性の重視する食教育を提起した。徳野は食と農の分離の再統合を視野に入れ、生活

農業論的分析パラダイムを考案し、Ａ・B・C に D のヒトとの関係性を重視する食教育を提起し

ていると分析した。 
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第Ⅱ章 わが国の「食」の教育の概史 

この章の目的は、わが国の近代初期に始まった食の教育が、4 つの分類では B 食べ物調理・C

食べ物安全性・健康の内容であり、A 食べ物入手・D 家族人間関係が抜けた食の教育であったこ

とを歴史的にたどって明らかにすることである。わが国の食の教育は、1900 年代に起こったアメ

リカ家政学の影響を受けて始まり、科学的合理的な調理方法で栄養中心のモノ重視の食の指導で

あり、ヒトとの関係性が欠落した食の教育は今日まで引き継がれてきていることを明らかにする。 

 

Ⅱ １ アメリカの食と家政学―日本の「食」に影響を及ぼした「食」の動向の概史― 

Ⅱ １ １） アメリカでの外食の習慣の広まり 

アメリカで外食の習慣が始まったのは、産業革命の頃からである。レストランは 18 世紀にもあ

ったが、利用するのは旅人くらいだった。産業化にともない、仕事場が家から遠くなると、労働

者は昼食に家に帰らず家から持参した昼食を食べ、それ以外は食べもの売りからサンドイッチや

ゆで卵などを買うか、レストランで食べるかだったが、レストランは値段が高く、利用すること

はほとんどなかった。 

外食するということは、他人が作ったものを食べるということであり、外国からの移民、つま

り自分とは違う民族の食べものを食べることも意味した。屋台は手押し車から馬車に替わり、そ

れが次第に労働者向けの安価な食堂になっていった。食堂の食事は家庭で食べるものと大差ない

スープ、シチューのような煮込み料理、レバーや魚のフライ、ポークチョップ、目玉焼きなどで

あった。メニューは果物や野菜を含まないことがほとんどだった。グルメ料理を作る高級レスト

ランは第二次大戦頃までは少数の金持ちが行くところだった。また、金持ちは家庭に住み込みの

コックを置いていたので、グルメ料理も家で食べた。 

 19 世紀に始まった製造業における大量生産の影響を受けて、大量生産の建売レストランともい

える、「ダイナー」と呼ばれる簡易食堂ができた。調理場とカウンター、簡単なテーブル席からな

る簡素な飲食の設備が取り付けられていた。レストランの大量生産化は、建物だけでなく、調理、

客への料理の出し方にも及んだ。その最たるものが、1880 年頃、アメリカで考案されたキャフェ

テリアである。キャフェテリアは、人件費を節約し、料理を「工場生産」のように大量につくる

ので、温かい料理が安く食べられるということで人気が高まった。ただ、ダイナーも、キャフェ

テリアも個人経営が多く、店による格差が大きかった。 

チェーンのレストランが登場したのは、1830 年以降といわれ、東部の工業都市を中心に拡がっ

ていった。 

 ハンバーガーは 1920 年代、30 年代にファーストフード・レストランやダイナーでの人気メニ

ューとなった。家庭ではめったに食べることはなかった。それがアメリカ中に拡がったのは 1950

年代以降のことである。マクドナルドもこのなかで急成長した¹⁾。 

 ホットドッグは、地域のよって食べ方が違う。アメリカ最初のピツァ店は 1906 年にニューヨ

ークに開かれたとされる。 

 

Ⅱ １ ２） 食のアメリカ化運動 

 20 世紀の初め、アメリカは急速な工業化・都市化によって陥った社会の弊害をただし、新しい

工業化社会に対応した秩序を築こうとする「革新主義」の時代だった。革新主義の運動に参加し
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た改革者や政治家は、主としてワスプ（ＷＡＳＰアングロサクソン系プロテスタント）の中産階

級であり、イギリス伝来の文化や政治制度の基盤につくられた「アメリカ文明」は世界に誇るべ

きものであり、自分たちはその担い手であると信じていた。彼ら革新主義者はジャーナリスト、

教育者、ソーシャルワーカー、政治家、実業家と多様な人々からなっていたが、共通していたの

は、「科学的」「能率的」な社会を理想とするところだった。人間の理性の能力を信じる啓蒙主義

者たちの伝統の中にいた。そのような時代に、世界各地から移民の群れが入ってきた。ワスプと

は文化的に異質の集団であり、イギリス文化を基礎とする「アメリカ文明」をおびやかすように

見えた。さまざまな移民が持ち込んだ外国の食は、革新主義者や改革者たちからの攻撃を受ける

ことになった。 

 改革者たちが移民の食のあり方を否定する態度は 2 つの要素からなっていたと見られる。１つ

は、当時の風潮だった科学信仰からくる家事の科学化・合理化志向。これは家政学の設立へと向

かった。もう一つは、アングロ・サクソン優越の考え方である。後者は前者の家事合理化の具体

的内容を規定し、結局は全体として、家事の科学化・合理化運動はワスプの文化を基準にしたア

メリカ運動として展開されることになった。その標的の中心に置かれたのが食べものだった。 

 食のアメリカ化を推進する改革運動を率いたのは中産階級の女性たちだった。改革者の女性た

ちは、移民が食べる外国の食べものは、経済的合理性や食事の計画によるのではなく偏屈な習慣

によって決められているので望ましくない、さらには、彼らの食生活が貧しい原因は貧困にある

のではなく無知にあると考えていた。とは言え、全国的に共通した伝統的な「アメリカの食べも

の」が特にあったわけではない。そこで、アメリカの食べものを確立して、それを移民たちに教

えなければならないと考えたのである。アメリカの食べものを追求するなかから、「ドメステイッ

ク・サイエンス」「ホーム・エコノミクス」と呼ばれる学問、「家政学」が生まれた²⁾。 

  

Ⅱ １ ３） ニューイングランド・キチンから家政学の設立へ 

 「アメリカの食べもの」として食の改革者たちが推奨したのは、自分たちに馴染みのある質素

なニューイングランドの伝統的な家庭料理だった。19 世紀末から 20 世紀初めにかけて、科学崇

拝の風潮は社会改革運動を動かし、食の改革運動も例外ではなかった。栄養価を考え、材料を正

確に量る科学的合理的な調理方法を教える家事専門家が、料理学校で教えたり料理の本を書いた

りして活躍した。このようななかで、移民たちの食べるものは身体に悪いということで退けられ

た。 

 科学的合理的な食を移民の労働者に推奨する改革者たちは、食事を健康の観点からのみ考え、

移民たちの生活における食の占めるそれ以上の役割―楽しみ、家族や民族の絆、アイデンティテ

ィ―を理解していなかった。科学的合理的な食生活を労働者階級に教えることに失敗した改革運

動家たちは、矛先を中高等学校の生徒たち、とくに女子の家庭科教育を重視した。それは「女性

を教育すれば家族を教育することになる」と考えたからである。中高等学校の生徒を対象にする

ということは、中産階級の子女を教育することを意味した。アメリカ社会の多数派である中産階

級の家族に科学的合理的食生活を拡げることになり、運動の影響は広範囲に及んだ。 

 改革者たちは、「科学的」家庭科教育の普及を追及しながら、家庭科の基盤になる学問としての

「家政学」の構築をめざすことになる。1899 年、科学者であるリチャーズは、他の女性の改革者・

研究者・教育家とともに「家政学」の内容と基準を考えるための会議をニューヨーク州レーク・
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プラシッドで開いた。この会議が発展して 1908 年、「家庭、施設、コミュニティにおける生活状

態の向上」を目的とするアメリカ家政学会が設立された。 

科学的合理的な食を追求する家政学が、さまざまな移民がもたらした食文化をニューイングラ

ンド風の「アメリカの食」に同化させ、あるいは排除したのである。同じ頃、食品工業は付属の

研究所で栄養士や家政学者が考案し実験を経て完成させた缶詰やパッケージ食品を大量に生産す

るようになっていた。そして衛生的で栄養価の高い食品の摂取を主張する家政学者や改革者たち

は、清潔な工場で生産された加工食品がその基準にかなうと考えた。こうした改革者たちの支持

も得て、加工食品は国民の間に普及していくことになった。 

 1920 年代頃からは改革者の側に変化が起こり、外国の食べものに対する偏見も薄くなっていく。

1930 年代には食における多様性を重視する傾向が強まり、大恐慌下や第二次世界大戦後下には

1920 年代の傾向に変化が起きるかに見えた。しかし、戦争が終わると、消費経済は急速に拡大し、

食品企業は強大な力をもって人びとの食生活をリードしていった。加工食品が幅を利かすことに

なった。家庭を預かり料理を担当する女性たちも加工食品は衛生的で栄養があると信じられる上、

調理の手間が省け保存も利くことから受け入れ、その結果アメリカの台所は食品企業の支配する

ところとなっていった。 

食の歴史家たちは、豊かなアメリカの食を駄目にしたのは、家政学、アメリカ人の外国人嫌い、

食品工業の興隆だとする³⁾。 

  

Ⅱ １ ４） ファストフードの定着  

マクドナルドは 1940 年にマクドナルド兄弟がカリフォルニア州サンバナディーノに開いたハ

ンバーガーのドライブインに始まる。1955 年にこの事業に参加し、後にこれを譲り受けたレイ・

クロックが大きく発展させた。ハンバーガーファーストフードチェーンはホワイト・キャッスル

やホワイト・タワーなど他にも存在したが、それらが都市の労働者相手に商売をしていたのに対

し、クロックは戦後の郊外人口の増加、ベビーブームを察知し、郊外の家族をターゲットにして

成功した。清潔を保ち、子ども連れの家族が気安く来るような店にすることに努めた。ケロック

がマクドナルドを始めた前年、ケンタッキー・フライドチキンも最初の店を開き、ベビーブーム

の家族相手に売り上げを伸ばし、大きく成功している。 

1950 年代は、特に家庭信仰が高まった時代だったが、その中心にあった女性の多くは外で働い

ていた。たとえ加工食品の組み合わせから作るにしても、家族のために毎日メニューを考え食事

をつくることは、働く女性にとって大変な仕事だった。また、専業主婦であっても、家事・育児

は以前よりも要求される内容が多く、料理に割ける時間は少なかった。そのような女性を料理か

ら解放し、しかも家族が団欒のできる、清潔で安価な、味もまずまずのレストランが、マクドナ

ルドのようなファーストフードレストランだったのである⁴⁾。 
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Ⅱ ２ わが国の公教育としての食の教育の始まり 

Ⅱ ２ １） 家庭における食の教育 

Ⅱ ２ １）（１）都市における食物教育 

わが国では、少なくとも、中世以来、その家の妻（女主人）が、衣食住の手配、使用人の指導・

管理を行ってきた。近世においても大きくは変わらず近代に引き継がれた。 

 1900 年代以降、都市へ人口が集中した。農村部では養蚕業によって所得が向上し、食生活が変

化し始めた。このような動きのなか、家庭における食物教育は外からの影響を強く受けるように

なった。家庭内、地域内で伝承されてきた食物の取り扱い方やその食べ方など食物摂取に関する

ものごとが、従来の方法のみでは処理できなくなり、その機能を社会や学校にゆだねていく部分

が多くなっていった。家事使用人がいる家庭でも、家事のほとんどすべてを主婦が担っていた。

家庭の食物教育を担う母親は、それまで家庭内で伝承されたもの以外の新しい知識・技能を家庭

外から得る必要に迫られていった¹⁾。 

 

Ⅱ ２ １）（２）農漁村における食物教育 

 農山村の家庭では子どもも大事な働き手であり、7，8 歳になると子守をし、学校を休んで仕事

を手伝う場合も多かった。各家の食物教育は主としてその家の主婦権をもった者が受け持ち、か

なりあとになるまで続いたとみられる。各家の食習慣はその家の母から娘に、姑から嫁に伝えら

れていった。都市生活者のように簡単に他の新しい方法によってその食生活や食物教育内容を変

化させることなく、第２次世界大戦中の 1940 年くらいまで長く続いた²⁾。 

 

Ⅱ ２ ２） 食物教育の概史―明治期から平成期まで 

明治以降の学校教育における食物教育は、女子のみを対象とした家事、裁縫のうち家事の一領

域として、初等、中等、高等教育において教えられてきた。「高等女学校において必修科目とされ

た『家事』の中での食物教育(食生活を営むうえに必要な知識と技能を習得するための教育)³⁾

は、・・全国的にほぼ同レベルの教育が行われていた」。高等女学校教育は「いわゆる『良妻賢母』

の育成を目的とした」。この家事、裁縫は、1943 年の中等教育改革において家政科として統合さ

れた。家政科は第 2 次世界大戦後に、中等学校が統一されて教育課程の男女格差が是正された新

学制のもとで再び改められ、家庭科として新しく出発した。しかし、新学制のもとにおいても小

学校を除く中学校、高等学校の中等学校での家庭科は、依然として女子のみを対象とする教科で

あった。 

家庭科が中学校、高等学校で初めて男女に同等に開かれた教科となったのは、1985 年にわが国

が女子差別撤廃条約を批准したことを契機とした 1989 年に改訂された学習指導要領による。こ

の改訂で中学校において食物領域は男女に必修となった。また、高等学校においては、家庭一般

のほか、生活一般、生活技術の二科目が新設され、三科目から一科目を男女が選択必修すること

とされた。食物教育が男女の学ぶべき領域として少なくとも制度上全面に出されることになった。

新しい家庭科は、男女の役割分業意識を改める教科であり、人間の一生を視野に入れた総合学習

の場であるなどの期待がもたれた⁴⁾。その後、2000 年の改訂で科目名が家庭総合（4 単位）、家
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庭基礎（2 単位）、生活技術（4 単位）と変わり、この 3 科目からの選択必修となった。全国的に

は２単位履修を選択した学校が多い。家庭科教育全体の時間は縮小される流れにあり、食物教育

も同様である。他方で、2005 年に食育基本法が施行され、学校全体の活動で食育を推進すること

とされている。従来、食物教育を担ってきた家庭科と食育をどう関連付けて展開するのか、今日、

現場では模索が続けられている。 

 

Ⅱ ２ ３） 高等女学校における食物教育の理念と実践 

Ⅱ ２ ３）（１）高等女学校教育の始まりと食物教育 

高等女学校は、1891（明治 24）年の中学校令改正（勅令第 243 号）によって「女子ニ必須ナ

ル高等普通教育ヲ施ス所ニシテ尋常中学校ノ種類トス」と学校体系に位置づけられ、高等女学校

規程（文部省令第一号 1895 年）によって修業年限 6 年、尋常小学校（修業年限 4 年）を入学資

格とする学校であった。家事は裁縫とともに、女子に固有の学科目としてその内容、時数が示さ

れた。家事の内容は「衣食住家計簿記家事衛生育児其ノ他一家ノ整理経済等に関スル事項ヲ授ク」

とされ、食物はその一分野であった。1943 年の中等教育改革によって科目名およびその内容が大

きく変更されるまで、高等女学校の家事は女子に必修の学科目とされ、食物教育もその中で教授

された⁵⁾。 

 食物の教授内容は、食物の成分、その摂取量に関する内容である。今日の栄養学的内容、各食

品の性質を解説した食品学あるいは食品材料学的内容、それに調理法、献立など今日の調理学的

内容を中心とし、これに食品貯蔵法、飲用水（浄水法）、庖厨器具等がある。このなかの栄養学的

内容はそれまでの日常の食生活にはみられなかった内容であった。 

1903（明治 36）年の教授要目は 1911（明治 44）年に改められた。家事については「婢僕ノ扱

ヒ方」は削除され、地域性を考慮した内容となった。ただし、「割烹」が「調理」に変わったけれ

ども、「飲食物ノ調理」の内容はほとんど変化しなかった。しかし、高等女学校への進学者の階層

が広がり、それにともなって教育内容は変化していった⁶⁾。 

 

Ⅱ ２ ３）（２）高等女学校用教科書の家事教科書内容とその特徴 

1899 年の高等女学校令公布以降、多くの著者によって高等女学校用の家事教科書が発行された。

それらのほとんどは文部省の検定を経て発行された。著者は、明治期まではほとんどが女性であ

ったが、大正期になると、①自然科学分野を専門とする男性著者が加わったこと、②栄養学の発

展に伴いその内容が整えられてきたこと、③洋風料理の材料、献立が増加してきたこと、④献立

に分量の指示が増加したことなどの変化が認められた。 

日本では 1887（明治 20）年に東京衛生試験所の田原良純によって日本人に合わせた栄養所要

量（保健食料）の基準が示され、また日本人の常用食品の成分表が発表されている。ただ、ビタ

ミンの発見は、1910 年代に入ってからであり、日本の栄養学も 1910 年以降に発達した。1921

年、内務省栄養研究所が開所され、基礎的・応用的研究に加え、新聞や講習会などを通した経済

栄養献立の紹介など、栄養学と実生活を結びつけるための栄養指導が始まった。献立事例を掲載

する教科書では、材料分量が記され、多くがメートル法になった。1921（大正 10）年の度量衡法

改正による。献立例には、摂取できる炭水化物、蛋白質、熱量等が計算され、示されている。栄

養本位の献立を志向したものとなっている。内務省栄養研究所の初代所長の佐伯らは「家事科は
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応用科学である」として、「我が国の家庭文化は極めて幼稚であって、之を向上発展させ、其の生

活を合理化させることは家事科の使命である」と述べている。東京女高師の家事科の物理・化学

の教員であった近藤耕蔵は「平民的で、而も応用のきくやうに」と「大和民族の生活合理化に貢

献する」ことを目標に掲げている。近藤の「科学的」教育の具体的視点は、「割烹の仕事に関して

最も関係のある科学は物理学、化学、生物学などであらうが、中にも物理学の如きは、たとえば、

米の淘洗にも大根を切るにも、物を煮るにも殆ど凡ての作業に於て其の一挙一動毎に直接関係を

もった学問のやうに思う」と述べ、それぞれの調理法の物理的、化学的解説を行い、計量につい

て解説している。目分量主義によることは「不利不経済」な教育法であり、「現代の忙しい世の中

には偲び難い」として、正確な数量を計器で測ることで、自ら目分量でもよくなる方法が上達の

早道であると説明している。近藤は、将来の「割烹教育」は実習ばかりでなく基礎的実験が課せ

られ、「一層科学的考察の下に取り扱われるやうになって、女子の頭を科学的に陶冶する上の重要

な科目となるであらう」として、シカゴで見学した実験的調理法にふれている。 

高等女学校を主対象とした調理実習用教科書（割烹教科書と称す）は、1908 年から 1942 年ま

でに 18 種が発行されている。「各書の実習回数は二二回から六五回まで幅があり、平均では三八

回であった。実習料理の内訳を見るといずれも和風料理が大部分を占め、平均七五％が和風料理、

二一％が洋風料理であり、中国料理はわずかに四％であった。」「四種の教科書の中でもっとも西

洋料理の比率が高かったのは、熊本第一高女の教科書として編纂された『料理のしおり』（1939

年発行）である。」「白飯、寿司など他かの教科書と共通した料理はきわめて少なく『共通料理』

としてあげた四〇種のうち、わずか六種の料理しか含まず、他はきわめて独自な料理が掲載され

ている。・・・その料理のいずれも熊本の地域性に視点をおいたものとはいえない。」状況であっ

た⁷⁾。 

「一九二〇～三〇年代の日常食は、米、麦、雑穀など穀類を主食とし、朝食は味噌汁、漬物、

簡単な煮物がつく場合もあり、昼食は汁がないことが多く、朝食に一品煮物などが加わる形、夕

食では飯に汁、煮物または焼物、漬物が普通の組合せであった。したがって、高等女学校用の教

科書の全てに記載された茶碗蒸しや三分の一以上の教科書に登場するてんぷら（精進揚げ）、蛤ま

たは鯛の潮汁、刺身などは日常のものであったとはいえない。」また洋風料理についても、この時

代には「都市生活者に少しずつ普及した」ものであった。 

高等女学校の調理実習は、日常の食生活の改善や地域特性にその教育目的をおいていなかった。

日常とは異なる饗応職や行事食、さらには新しい洋風料理の紹介などに目が向けられていた。 

江原絢子は、高等女学校の食の教育の成果を次のようにみている。 

「高等女学校での食物教育の経験が生徒の家庭内に新しい食物を取り入れたばかりでなく、学

校で行われた講習会等によって高等女学校が地域に新しい食文化、とりわけ都市や欧米文化から

それをもたらす重要な媒介の役割を担うことになった」。こうして「地域性を全く無視した高等女

学校の食物教育が、食生活の画一化への変容に影響を与え」た。「栄養学の知識は食生活の改善に

寄与した反面、各地域で長い間培ってきた食の文化を否定し」た。「学術的、数値的な内容は、そ

の知識のない多くの大衆にとっては説得力があり、ある意味では強制力を持っていた。地域の生

活体験からくる食生活のあり方には長い間にその土地に合致した方法があって、そのなかには合

理的なものが含まれていた」が、「人びとは新しい知識、技能を『正しい』ものとして無批判に受

け入れ、地域に根ざした食生活に次第に自信を喪失して画一化していくことをむしろ支持したり、
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あるいは一部だけを変化させることで、それまでの地域に根ざした食生活全体のバランスを崩す

ことも考え得ることである。」高等女学校の食の教育をこのように分析する江原は、今後は、地域

の食生活に与えた学校の食物教育についての影響の検討が求められると述べている⁷⁾。 

 

引用文献 

１）江原洵子著（1998）高等女学校における食物教育の形成と展開， 第三節 家庭における

食物教育，p.46－47，雄山閣，東京． 

２）前掲書１），p.50－51． 

３）前掲書１），ｐ.1 

４）前掲書１），p.3－4． 

５) 前掲書１），p.91． 

６）前掲書１），p.108． 

７）前掲書１），p.125－140． 

８）前掲書１），p.368－369． 

 

 

Ⅱ ３ 家庭科における食の教育と家政学 

Ⅱ ３ １） 小中高校の食の教育 

 学校教育における「家庭科」は、第二次世界大戦後の教育改革によって新設された。「米国教育

使節団報告書」（1946 年 3 月、連合国軍最高司令官に提出）は、教育の機会均等と男女共学をす

すめることを促した。『新教育指針』（1946 年 6 月）では第三章に女子教育として、個人的社会的

な自律、科学的教養の向上、経済的自立をめざした職業教育の必要性を説いている。 

1947 年 5 月公布の学校教育法施行規則で教科課程が規定され、家庭科が成立した。『学習指導

要領 一般編』では、具体的な教育目標が 4 つの面に分けられてあげられており、「二 家庭生活

については」とある。このなかには 3 つの項目が以下のようにあげられている。①家庭生活を進

歩させる態度をもつ、②家庭生活を民主的にし、楽しく明るくしていく態度を持つ、③家庭生活

の営みを科学的合理的に考え、能率的にする知識と技能とを身につけ、生活を向上させることが

できるようになる¹⁾。 

 これらの内容は、かつてアメリカにおいて、食のアメリカ化を推進する改革運動を率いた中産

階級の女性たちの動き²⁾に重なる。新制の小学校および中学校が 1947 年に発足した。『学習指導

要領 一般編（試案）』が文部省著作として刊行された。このなかで食の教育の目標は、小学校「家

庭」では第 5 ないし 6 年で「食事の支度や食品に興味を持ち、進んでこれを研究する態度」とあ

る。中学校（「職業（家庭）では第 7 ないし９年で「栄養が十分で、経済的で且つ楽しい食事をと

との得る能力」とある。高等学校の「食物」の教材は家族の食事を整えるための、食品の研究や

調理方法、保存食の作り方等に及ぶ内容であった。1958 年には中学校の科目名は「技術・家庭」

となり、1977 年の「食物」の目標は「（１）簡単な日常食を通して、青少年に必要な栄養及び食

品の性質について理解させ、青少年の食事を整える能力を養う （２）青少年向きの献立作成及

びその日常食の調理を通して、食品の選択について理解させ、青少年にふさわしい食事を計画的

に整える能力を養う。 （３）成人向きの献立作成及びその日常食の調理を通して、成人の栄養
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について理解させ、成人にふさわしい食事を計画的に整える能力を養う。」となっている³⁾。この

ときに中学生であった層は、2008 年の今日、43～45 歳となり、大部分の女性が今日の中学生か

ら高校生の年代の親世代となっている。この時代は女子のみに必修であった。 

 高等学校の家庭科は、1960～1993 年まで女子必修が続いた（1970~80 年代に一部の学校での

自主的な男女の履修が始まっている）。この頃の調理実習例（「家庭一般」教科書、1967 年度）⁶⁾

は以下のようである。      

１ なま物・酢の物  

①まぐろのわさびじょう油 ②小あじときゅうりの三杯酢 ③フルーツサラダ 

 ２ しる物・飲み物 

   ①鶏肉くず打ち、みつ葉の吸い物 ②コンソメジュリアン ③かぼちゃのポタージュ 

   ④清湯三糸。①レモネード ②コーヒー。 

 ３ ゆで物・あえ物 

   ①木の芽あえ ②貝と野菜のホワイトソースあえ 

 ４ 煮物 

   ①さばのみそ煮 ②うま煮 ③じゃがいものそぼろあんかけ ④ロールキャベツ 

 ５ 蒸し物 

   ①中華まんじゅう ②蒸し魚タルタルソースかけ ③ブレッドプディング 

 ６ いため物 

   ①卵のいため焼き ②紅焼炒魚片 

 ７ 焼き物 

   ①あじの塩焼き ②魚の照り焼き、付け合せ筆しょうが ③ハンバーグステーキ 

   ④ロックケーキ ⑤鍋貼餃子 

８ 揚げ物 

   ①てんぷら ②魚のフライ ③ドーナツ 

 ９ 寄せ物 

   ①フルーツゼりー ②淡雪かん ③ない豆腐 

 （参考）家族の献立調理 

①あずき飯 ②きんとん ③スパゲティミートソース ④親子どんぶり 

 

 上記の 10 事例（資料の「（参考）家族の献立調理」も 1 事例とした）を調理手法で分類すると、西洋

料理（9/10）・中国料理（4/10）となる。日本料理は、すべての事例に含まれるが、当時としては

饗応食や行事食とみられるもの、動物性たんぱく質や油を多用する調理である。日常の食事とは

かけ離れた調理実習であったとみられ、新しい料理を学ぶ位置づけであった。これらの食教育を

当時学んだ高校生は、2008 年の今日には 60 歳前半の母親世代であろう。 

 同様にして、1982年度使用教科書の調理実習例⁷⁾をみると、西洋料理（４/10）・中国料理（1/10）、

日本料理（5/10）となり、日本料理は 5 割であった。この学習をした 1981 年頃の高校生は、2008

年現在 40 歳前半であり、今日には大部分が中学生以上の母親世代であろう。 

1994 年以降のわが国の高校の家庭科教育は、男女必履修である。2002 年の調理実習例⁶⁾では、

日本料理が 5/8、西洋料理が 4/8、中国料理が 1/8(デザートと惣菜の実習例で日本料理と西洋料理
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を列記している)と、日本料理の割合が 60％を超え、80 年代の教科書よりはふえている。日本料

理の内容はかつて行事食・饗応食的であったが今日では家庭の食事でも日常化してきた献立とな

り、また西洋料理や中国料理も日常食的なものとなっている。 

以上の内容からみると、第二次世界大戦後の学校での食の教育は、欧米の食事文化の導入に力

を入れていた明治期以降の高等女学校の食物教育とあまり変わらない、家庭の食生活を学校教育

によって啓発・改善するという内容であったといえる。 

江原絢子は、「高等女学校の食物教育は、・・地域によって異なる多様な実生活に対応する内容

を持ったものではなかった。地域のとりわけ日常の食生活とかけ離れた内容であり、食物を扱っ

てはいるけれども、むしろ上層のハレ食の伝統文化、西洋の学術、文化の紹介といった意味あい

が当初の教育内容にはあった」と述べている８⁾。  

ただ、近年の家庭科の「食生活」注１）の学習内容には、地域の食文化、日常食を取り入れる動き

がある。2008 年に改訂された中学校の学習指導要領では、前回の 1998 年と今回の 2008 年を比

較すると、次の表１のようである。中学校の最新の学習指導要領では、地域の食材や食文化が明

示された。 

 

表１  学習指導要領  中学校 「技術・家庭科家庭分野」  

1998 年 「Ａ 生活の自立と衣食住」と 2008 年「Ｂ 食生活と自立」の比較９⁾ 

 1998 年 2008 年 

食事 生活の中で食事が果たす役割や、健康と食事との

関わりについて知る 

自分の食生活に関心をもち、生活のなかで食事が果

たす役割を理解し、健康によい食習慣について考え

る 

栄養 ・栄養素の種類と働きを知り、中学生の時期の栄

養の特徴について考える 

・食品の栄養的特徴を知り、中学生に必要な栄養

を満たす１日分の献立を考える 

・栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養

の特徴について考える 

・食品の栄養的特質や中学生の１日に必要な食品の

種類と概量を知る 

中学生の１日分の献立を考える 

食品 食品の品質を見分け、用途に応じて適切に選択す

ることができる 

（（「「栄栄養養」」ととのの重重複複））・・食食品品のの栄栄養養的的特特質質やや中中学学生生のの

１１日日にに必必要要なな食食品品のの種種類類とと概概量量をを知知るる 

調理 簡単な日常食の調理ができる 基礎的な日常食の調理ができる 

衛生 食生活の安全と衛生に留意し、食品や調理器具等

の適切な管理ができる 

安全と衛生に留意し、食品や調理器具等の適切な管

理ができる 

食文化  地域の食材を生かすなどの調理を通して、地域の食

文化について理解する 

食生活  食生活に関心をもち、課題をもって日常食又は地域

の食材を生かした調理などの活動について工夫し、

計画を立てて実践できる 

 

 桑畑美沙子は、中学校では 1980 年代以降「食文化」的視点の導入、90 年代以降に「地域の食

文化」にかかわる学習の導入を容認し始めたとみる。高等学校では教科書に 1981 年に「食文化」
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の語句が使用され、以後食文化の記述は量的に拡大し、内容的に進化していったこと、文部省は

1980 年代に食文化学習を容認していたとみる 10）。 

食生活懇談会は 1983 年に、私たちの望ましい食生活―日本型食生活のあり方を求めて」を提

言している。わが国のそれまでの洋食化推進の流れが変わったのは、アメリカ政府が 1977 年に

「アメリカ人の食事目標」（マクバガン報告）を発表したことによる 11）。70 年代のアメリカは、

心臓病、癌、糖尿病、脳卒中などの病気が蔓延していた。この原因は、脂肪・たんぱく質・砂糖・

塩の摂り過ぎ、および過剰なカロリー摂取であるとされた。そして、国民の栄養改善に乗り出し、

その理想とするところは、当時の日本人の食べ方であった。日本人の食材が宣伝され、肉食より

魚食が健康的であるとする風潮が生まれた 12）。アメリカでの食生活改善政策が、わが国の行政に

おいて洋食化推進の流れを日本型食生活に転換することになり、食の教育の流れを日本の食事文

化に目を向ける方向へ動かし始めたのである。 

 

引用文献 

１）日本家庭科教育学会編（2000）家庭科教育 50 年 新たなる軌跡に向けて, p2～4, 建帛社,東京． 

２）本間千枝子・有賀夏紀著『世界の食文化 12 アメリカ』農山漁村文化協会、p172） 

３）前掲書１），p.259～263. 

４）前掲書１），p.10. 

５）前掲書１），p.263. 

６）稲垣長典他著（1967）新訂 家庭一般（家庭 065）教科書， p.63－100，学研書籍，東京． 

７）寺元芳子他著（1981）家庭一般（家庭 012）教科書， p.150－183，学習研究社，東京． 

８）江原絢子著（1998）高等女学校における食物教育の形成と展開，p368，雄山閣，東京． 

９）熊本県高等学校家庭科主任会での配布資料（2008 年 10 月 4 日）学習指導要領 中学校「技術・家庭科家庭

分野」  

10）桑畑美沙子著（2008）「地域の食文化」に視点をあてた食育の研究，ｐ.54～58，風間書房，東京． 

11）豊川裕之著（1987）「食生活指針」の比較検討－栄養素から献立へ－，p.89，農山漁村文化協会，東京．  

12）石毛直道地監修 本間千枝子・有賀夏紀著（2004）世界の食文化 12 アメリカ，p.245，農山漁村文化協

会，東京． 

 

注１）1998 年 12 月 14 日告示の「中学校学習指導要領 技術・家庭」の家庭分野では、Ａ生活の自立と衣食住の

なかで「（５）食生活の課題と調理の応用」と記されて、「食物」は使用されていない。（日本家庭科教育学会

編（2000）家庭科教育 50 年 新たなる軌跡に向けて, p269, 建帛社,東京．） 

 

 参考文献 

１）岩村暢子著（2003）変わる家族 変わる食卓 真実に破壊されるマーケティング常識，勁草書房，東京． 

２）岩村暢子著（2005）〈現代家族〉の誕生 幻想家族論の死，勁草書房，東京． 

 

Ⅱ ３ ２）（１）大学に家政学部の設置－アメリカ家政学の影響 

わが国で高等教育機関に家政学部が設置されたのは、第二次世界大戦後に女子大学ができて以

降のことである。1947 年の家政学部設置基準の目的には次のようにある。「家政学部は家庭生活
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並びにこれに類する集団生活に関する学芸を教授研究して生活文化の向上の発展に寄与する能力

を展開させしむる事を目的とする」とある。 

日本の女子大学および家政学部の設置には、GHQ の文化・教育部門を担当していた CIE のホ

ームズ博士（Lulu Haskell Holmes）の強力な助言と指導があった。第二次世界大戦後、ホーム

ズ博士はＣＩＥの女子高等教育顧問として来日した。したがって、日本の家政学は、レイク・プ

ラシッド会議に源をもつアメリカの家政学を踏襲しているところが多い。アメリカ合衆国におい

ても、19 世紀初めまでの家庭生活は、バターや小麦粉などの生活物資は使用人を使って家庭内で

生産していた。家庭は作業場でもあった。しかし、産業革命による機械化が進んで多くの生活物

資が工場で生産されるようになると、手仕事が少なくなると同時に工場労働者が増加し、使用人

になる人が減少し、家事の合理化は必須のことになった。また、学校や病院が整備されて、教育、

看病が外部化されると、家庭には安らぎの機能が求められるようになり、家事を上品な仕事とと

らえたいとする風潮になった。アメリカの家庭の近代化は、科学的に家事をすることであると考

えられ、「科学的な母性」「科学的な料理」などという言葉が使われた。しかし、科学性、清潔性

が強調され、伝統的なものは汚く、また外国から移住してきた人びとの食べ物を合衆国流にしよ

うとすることもあった。缶詰は清潔な食べ物であり、料理を均質化すること、清潔なキッチンが

よいとの考え方が導入された。これは軍隊や病院、学校などの給食に生かされた。家政学を学ん

だものは集団の施設で働くようになり、これがのちに栄養士になる。一方では食の均一化、衛生

志向はファストフード産業にもつながっていったと考えられる１）。 

 

引用文献 

１）江原洵子編（2001）食と教育，下村道子筆「第２章 家庭科・家政学系における食教育」，p.144－147，

ドメス出版，東京． 

 

Ⅱ ３ ２）（２）日本家政学会の創立と概史                 

日本家政学会の総会第一回は 1949（昭和 24）年 10 月 30 日に日本女子大学（東京・目白）で

行われた。学術雑誌としての「家政学雑誌」の創刊はこの翌年の 1950（昭和 25）年である。家

政学会の目的は、「家政学並にその教育に関する研究の促進と普及をはかること」とされている。

「創立以来、会としての毎月の理事会、時々開かれる評議委員会、ほぼ隔月催される研究発表の

例会、年に一度の総会其の他家庭科教育に関する諸問題の研究及び運動等に就ては、相当の努力

を払って来た」１）と述べている。 

 この５年後の 1956 年に、前川當子（大妻女子大学、当時）は、「家政学と隣接科学－家政学の

諸問題 第一報」として次のような論文を発表している２）。 

 １ 家政学は女子の大学で重要な地位を占めているが、家政学が学として成立するのかという

現実にある。 

２ 家政学の現在の試論では、「家族及び家庭生活並びに家政のあり方を研究する学であり、且

つ知識と技術の学問である」と整理している。 

３ 「家政学雑誌」（日本家政学会編）の 1~16 号（128 例）の研究発表を分類し、次の結果を

得て、自然科学面が重点的に研究されていることを明らかにした。 

   第１表 
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食物関係    38.28%、被服関係    32.81%、住居関係 12.50%、保育関係

5.47%、家庭管理関係 5.47%、家族経済関係 3.13%、家族関係  1.56%、 原論

関係 0.78% 

   第２表 

物理化学に基礎をおくもの    50.78％、  調理裁縫、技術的なもの 14.84％ 

調査、統計学の技術を用いたもの 8.59%、  生物学に基礎をおくもの   7.03% 

家庭管理的なもの           7.03%、  心理学に基礎をおくもの   3.91%、

経済学に基礎をおくもの         3.13%、  原論的（家政学）なもの   0.78% 

   

 

 第３表 

自然科学関係（物理学、生物学、医学衛生）      61.72％、 

社会科学関係（調査、家庭管理、家族経済学、心理学） 22.66% 

４ 家政学は、隣接する科学との関連性の広さをもち、そのどれにも属さない独自の科学と私

見されるとする。そして、「家政学とは『家族という field（場）の限定がおかれその中で、

家族が相互に関係しあいながら共同生活を運営することを研究する学問である』と研究対象

を捉えることができる」とする。 

  「更に基礎科学と研究方法」について、「家政学とは、自然科学と人文科学並びに社会科学

（特に社会学と経済学）の基礎の上に立つ、謂ば中間存在の正確を持つ知識と技術の学であ

る」とする。 

  「更に家政学は、目的論的なものであり、家庭の安定、幸福の目的実現の秩序の中に存し

て合目的的に動いているのである。従って、人文科学、特に哲学の分野とも相関関係のある

もので、自然科学の機械観的傾向と相違するものであって、この両者を同時に保持する複雑

な科学である」 

５ 「家政学の本質は諸々の基礎科学、隣接諸科学によってその素材を得て、家庭生活を内外

諸環境に如何に適応してゆくかであって、――家政学とは適応概念をよりどころとして統合

出来るものであると観て、その意味において、家政学の本質は適応科学である」 

   

1958 年に前川は、「家政学の諸問題（第 3 報）」としてこの論を次のような内容でしめくくって

いる３）。日本とアメリカの家政学雑誌を、1951 年から 1957 年 7 月までの資料を、集計し分類調

査を行った。資料は、日本家政学雑誌 236 例、アメリカのＪournal of Home Economics281 例の

合計 517 題である。資料の分類を、アメリカ家政学会で用いている項目を参考にし、日本の家政

学分野のあり方を考慮して、次の 10 項目とした。 

（１）食物栄養関係（Ｆood and Nutrition） （２）被服関係（Ｔextiles and Clothing） 

（３）保育児童関係（Ｃhild Development）  （４）家族関係（Ｆamily Relation） 

（５）家族経済関係（Ｆamily Economics ） （６）家庭管理関係（Ｈome management） 

（７）住居（家具設備）関係（Ｈousing and Household Equipment ） 

（８）施設管理（経営）関係 （Ｉnstitution Management,institution Administration ） 

（９）家政学原論関係 （Ｐrinnciples of Home Ｅconomics） 
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（10）教育関係 （Ｅducation） 

その内容に従って、次のように三科学分野に大別している。  

  自然科学分野： 食物栄養関係、被服関係 

社会科学分野： 保育児童、家族関係、家族経済、家庭管理 

人文科学分野： 教育関係、家政学原論的なもの、歴史的文書研究等 

その結果は、次表のようにまとめられている。 

 家政学雑誌   236 例 Journal of Economics 281 例 

食物栄養関係 34.32% 28.47% 

被服関係 38.98% 16.01% 

保育児童関係 3.81% 6.05% 

家族関係 0.85% 8.90% 

家族経済関係 2.96% 3.91% 

家庭管理関係 6.78% 5.34% 

住居（家具設備）関係 9.32% 4.27% 

施設管理（経営）関係 0.85% 2.85% 

家政学原論関係 1.28% 0.35% 

教育関係 0.85% 23.85% 

 

  三科学分類    

 家政学雑誌   236 例 Journal of Economics 281 例 

自然科学分野     3.81%           23.13% 

社会科学分野        20.34%           32.74% 

人文科学分野        75.85%           44.13% 

   計       100%          100% 

    研究方法調査 

 家政学雑誌   236 例 Journal of Economics 133 例 

実験的方法     73.30%             51.13% 

調査、統計的方法         21.61%             48.12% 

文献的資料による方法          5.09%              0.75% 

     計        100%            100% 

これらの結果についての前川の考察がある。両国の量的比率について、「一般文化の進歩が遅れ

ている社会あるいは時代において、調理・裁縫等に関する実技が家政学の重要な位置を占めてい

たのである。しかるに、米国のごとく物質文明の進んだ国において、幸福な家庭を営むための主

婦の仕事は、衣食住に関する家事はもちろん、家族間の心理的な問題に至るまでその範囲を拡大

し、家族関係や、社会の進歩との適応等の問題が家政学研究者の関心を持つようになったことが

感ぜられる」としている。 

この論文発表の 10 年後、1966 年 9 月から 1967 年 8 月までの 1 年間の家政学雑誌の掲載状況

の内訳をみると以下の表のようであった 4)。 
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 食物 被服 児童 住居 その他 計 

受理数 ４１ ３２ ６ ９ ２６ １１４ 

掲載数 ３３ ３９ ３ ２ １０ ８７ 

 

筆者は食物関連の論文の研究題目を、1950 年～92 年までのなかで３箇所を抜粋して別紙一覧

にし、これを以下の表のようにまとめた。上段に総数を、筆者の４つの分類のほぼＢ、Ｃに相当

する自然科学的なもの以外の食文化他に関わる（B・C 関連以外）題目数を下段に記した。 

 1950~1961 年 1980～1984 年 1990～1992 年 

食に関する題目・総数 ２０２ ２４６ １８６ 

食文化ほかに関する題目(B,C 以外) １４（６．９％） １１（４．５％） ７（３．８％）

＊別紙参照 第Ⅱ章 「日本家政学会誌」の食に関連する論文題目の一覧 

 これらから、家政学における“食”に関する研究は、Ｂ、Ｃに関する自然科学的分野である食

品化学、調理学、栄養学、食品衛生学などが大部分であった。筆者の４つの分類でみると、Ｂ食

べ物調理（生活技術）、Ｃ栄養・健康の保持（生命の生産、再生産）に限られている。すなわち、

Ａ食べ物の入手、Ｄ 家族・人間関係、コミュニケーションに関連する研究は皆無に近い注１）。こ

のような家政学研究の流れのもとで、小中高校の家庭科教育の指導者が育成されてきた。したが

って、家庭科の授業は、教科書には家庭生活・保育・家庭経済・住居等の分野の内容が含まれて

いても、授業時間は食物・被服の分野に大部分を配分していたという、筆者の 1970 年代から 1990

年代までの経験からいえる実態であった。高校では家庭科男女必修が 1994 年度から実施された。

日本家庭科教育学会家庭科教育問題研究委員会では、家庭科男女必修の成果と課題を明らかにす

るために、2003・04 年に高校生・教師・社会人対象に調査を行った。家庭科学習では実験・実習

を中心とする実践的・体験的な学習が大きな特徴とされている５）。このなかで、「授業で実施した

実験・実習等に対する生徒の「役立ち感」の結果を見ると、1 位は「調理実習」で 48.5%が役立

ったと回答している５）。また食生活に関する学習の成果をみた調査６⁾では（下の表１「食生活に

関する学習の成果」）、肯定的な回答の第１位は 6 項目中で「自分で簡単な食事を作ることができ

る」であった。家庭科食の教育では、近年においても B・C に関わる生活技術の習得に重点がお

かれており、また学ぶ生徒の側もそのことを望む傾向にある。ただ、第 4 位に「食生活を振り返

り、問題点を考える」や第 5 位に「食料自給率や食べ残しについて考える」、第 6 位に「地産地消

や地域の伝承料理への関心をもつ」について肯定する割合は過半数前後である。B、C 以外に、A

や D についての関心も高まってきている。食と農の危機、地球環境の危機という課題のなかで、

教育の内容は変わりつつあるとみられる。ただ、ヒトとの関係性で、孤食・欠食という食行動を

課題としてとらえる視点はまだすえられていないようである。 

                            表１ 食生活に関する学習の成果       （割合、％） 

 

項            目 

そう思う ややそう思う あまり 

思わない 

思わない 無回答・不明

自分で簡単な食事を作ることができる 39.3 37.1 17.7 5.5 0.4 

食品の管理・保存を考える 25.4 43.8 25.0 5.6 0.2 

盛り付けやマナーに気をつける 24.2 43.1 26.0 6.5 0.2 

食生活を振り返り、問題点を考える 21.4 46.4 26.3 5.8 0.1 
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食料自給率や食べ残しについて考える 20.7 40.0 30.7 8.4 0.3 

地産地消や地域の伝承料理への関心をもつ 12.6 30.9 43.4 12.8 0.2 

 

引用文献 

１）大橋廣（1950）「発刊の辞」会長．日本家政学雑誌 第一巻 第一号，2． 

２）前川當子（1956）家政学と隣接科学－家政学の諸問題 第 1 報．日本家政学雑誌 第 7 巻 第１

号 28－30． 

３）前川當子（1958）家政学の諸問題（第 3 報）．日本家政学雑誌 Ｖol.9  No.3 148－152． 

４） 会務報告(1967)家政学雑誌投稿掲載状況（昭和 41 年 9 月～42 年 8 月）．日本家政学雑誌 Ｖol.18  No.6 

450． 

５）日本家庭科教育学会家庭科教育問題研究委員会（2007）高等学校家庭科男女必修の成果と課題－高校生・教

師・社会人調査の結果，ｐ.10－11． 

６）日本家庭科教育学会家庭科教育問題研究委員会（2007）前掲書５）p.21． 

 

注１）日本家政学会には、2008 年現在、次の 17 組織の部会がある。被服整理学、民族服飾、被服材料学、被服

構成学、被服衛生学、被服心理学、服飾史・服飾美学、色彩意匠学、食文化研究、食品組織、住居学、家族関

係学、家政学原論、生活経営学、児童学、家庭経済学、家政教育。食関連の組織は、食文化研究（会員数 210

名）、食品組織（同 45 名）の 2 つである。食文化研究部会では、「会誌 食文化研究」が 2005 年より年 1 回の

発行で、2007 年現在 3 号まで発刊されている。（出典：日本家政学会誌（2008）521  Vol.59  No.9 p.43－48） 

 

Ⅱ ４ ２章のまとめ －わが国の「食」の教育の概史－ 

この章においては、今日の食の教育が栄養・調理というモノ重視の内容であり、ヒトとの関係

性から食行動を捉える視点が欠落してしまう背景を明らかにすることを目的とした。 

１ アメリカの家庭科教育・家政学 

わが国の食の教育は、アメリカの家政学の影響を受けている。19 世紀のアメリカでは工業化が

進み、20 世紀初めには工業化・都市化の弊害をただし、新しい工業化社会に対応した秩序を築こ

うとする運動が起こった。移民の食は経済的合理性・食事計画のない偏屈な習慣によるものとと

らえる改革者たち、WASP アングロサクソン系プロテスタントの中産階級層は、家事の科学化・

合理化運動を展開し、食事を健康の観点からのみ考えた。家庭科教育を通して中産階級の家族に

科学的合理的食生活を広げた。この家庭科の基盤として家政学が構築され、1908 年に家政学会が

設立された。移民がもたらした食文化を排除し、食品業界では栄養士や家政学者が考案した缶詰・

パッケージ食品を大量生産するようになった。これらが衛生的で栄養価が高い食品であり、アメ

リカの食の基準にかなうとされ、加工食品が国民に普及した。このようにして食教育は B、C を

重視して展開された。 

 

２ わが国の食の教育の公教育としての始まりでは、後の家庭科教育につながるところの 1895

〈明治２８〉年に設置された高等女学校における食物教育を取り上げた。高等女学校では家事科

の一つの分野として食物の教育が始まった。その内容は食物の成分、その摂取量に関するもので、

今日の栄養学的、食品学、調理学的内容であった。1887（明治 20）年に栄養所要量の基準が提示
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され、1910 年にビタミンの発見、1921 年には内務省栄養研究所が開所された。その初代所長の

佐伯らは「家事科は応用科学である」として「我が国の家庭文化は極めて幼稚であって、之を向

上発展させ、其の生活を合理化させることは家事科の使命である」と述べ、栄養学と実生活を結

びつける栄養指導が開始された。東京女高師家事科の物理・化学の教員であった近藤耕蔵は「生

活合理化に貢献する」ことを目標に、「科学的」教育の具体化として物理学、化学、生物学を料理

作業の一挙一動の解説に活かした。シカゴで見学した実験的調理法を参考にしたとみられ、「割烹

教育」は実習だけでなく基礎的実験を課し、「女性の頭を科学的に陶冶する重要な科目となる」と

述べている。わが国の食教育はアメリカの家庭科教育の影響を強く受け、B、C 重視で始まった

のである。 

 

３ 第二次大戦後の食教育は 家庭科教育で行われてきた。家庭科の設立には、1946 年の米国

教育使節団の報告書が関わっている。「新教育指針」では女子教育のねらいとして、個人的社会的

な自律、科学的教養の向上、経済的自立をめざした職業教育を掲げた。1947 年の「学習指導要領 

一般編」の「家庭生活」では、１）家庭生活を進歩させる態度をもつ ２）家庭生活を民主的に

し、楽しく明るくしていく態度をもつ、 ３）家庭生活の営みを科学的合理的に考え、能率的に

する知識と技能とを身につけ、生活を向上させることができるようになる、の具体的な目標があ

げられた。そして中学校の食の教育では、「職業・家庭」の食物の目標に「栄養が十分で、経済的

で且つ楽しい食事をととのえる能力」とされた。また高等学校「家庭科編」の食物の指導内容は

調理技術、保健的な食物の選択、栄養であった。国民の大部分が自給自足的な暮らしであった時

代であり、実生活にいかすねらいでの B、C 重視の食の教育が行われた。新しい家庭科で始まっ

た食の教育は、20 世紀初めのアメリカの食の改革運動に重なるものがあった。 

 

４ 次に、戦後の家庭科教育の基盤となった、わが国の家政学の業績を分析した。わが国の家

政学会は 1949 年に設立された。その学術雑誌は「家政学会誌」として 1950 年に創刊され、今日

まで発行されている。前川當子はこの会誌に記載された研究論文の分析を、1956～58 年にかけて

３回行っている。そして家政学の試論では「家族及び家庭生活並びに家政のあり方を研究する学

であり、且つ知識と技術の学問である」と整理し、「家政学雑誌」の 1～16 号（128 例）の研究発

表を分類した結果、自然科学面が重点的に研究されていることを明らかにしている。1958 年には

アメリカの Journal of Home Economics（281 例）と日本の家政学雑誌 236 例を分類し、「一般

文化の進歩が遅れている社会あるいは時代において、調理・裁縫等に関する実技が家政学の重要

な位置を占めていたのである。しかるに、米国のごとく物質文明の進んだ国において、幸福な家

庭を営むための主婦の仕事は、衣食住に関する家事はもちろん、家族間の心理的な問題に至るま

でその範囲を拡大し、家族関係や、社会の進歩との適応等の問題が家政学研究者の関心を持つよ

うになったことが感ぜられる」と考察している。 

筆者は家政学雑誌の食に関連する論文題目を分析し、次のような結果を得た。 

 1950~1961 年 1980～1984 年 1990～1992 年

食に関する題目・総数 ２０２ ２４６ １８６ 

食文化ほかに関する題目(B,C 以外の内容) 14（6.9％） 11（4.5％） 7（3.8％） 

前川がかつて指摘した自然科学面の重視という、すなわち B、C の重視は今日まで継続してい
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る。このような家政学の動向は、小中高校における家庭科教育に影響していると推察される。食

べ物が不足状況にある社会に対応するために研究されてきた家政学・家庭科教育はモノ重視で継

続され、現代の孤食・欠食という飽食環境の下で家族関係が希薄化した、ヒトとの関係性によっ

て生じた今日的課題の解決に対応できなくなっていることが明らかである。 

 

５ 現代の食の教育をみる。中学校の 2008 年告示学習指導要領の「技術・家庭科家庭分野」

では、「・栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養の特徴について考える。・食品の栄養

的特質や中学生の 1 日に必要な食品の種類と概量を知る。・中学生の 1 日分の献立を考える」とさ

れ、このほかに、食習慣、日常食の調理、安全と衛生、地域の食文化、食生活への関心を持たせ

るという内容である。依然として B・C 重視であるが、新たに食文化や食生活の学習が加わり、

ヒトとの関係性の視点が含まれることとなった。今後、孤食・欠食に対応する食の教育の展開が

期待されるところである。 
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第Ⅲ章 家族・家庭と食行動の現状 

 

高校生に孤食や現代の欠食という食行動が増加しているが、その背景には高度産業社会の飽食

環境下での、家族の縮小化があるとみられる。ヒトが家族で群れて行ってきた料理作りや共食と

いう食行動を通して築かれてきた、ヒトを人間とする家族の育成環境が崩壊しているとみられる。

この章では、産業化の進展により家族におけるヒトの関係性の希薄化が進行し、孤食や欠食が増

加し、また親世代の子どもの食自立育成力が弱化していることを明らかにする。 

 

Ⅲ １ 家庭における食生活－日韓比較調査の結果と分析－ 

この節では、産業化の進展と共に家族が縮小化し、料理・共食の食行動が減退し、家族関係の

希薄化が進行していることを明らかにする。韓国は日本より産業化が２０年ほど遅れている。福

岡市は産業化が熊本より進んでいる。これらの韓国と福岡市と、熊本を比較し、産業化・近代

化のなかで、家族のなかでの「人間は料理をする動物である」というテーゼが家庭外食、外部化

へ、家族のなかでの「人間は共食する動物である」というテーゼが孤食（個）食化へ、と進み、

家族のなかでヒトとの関係性が希薄化していることを明らかにする。 

 

Ⅲ １ １） 研究の目的 

 足立らは、ヒトの食生活の構造について、地域や暮らしとのかかわりで人間の食行動やその形

成に注目するヒトとの関係性で分析する食生態学の観点から明らかにした。「家族との共食」とい

う観点から、子どもたちにとって、おいしい食事、楽しい食事との直接的な関連がある、心身両

面からの健康への影響が大である、日常性が高い、子どもたちが意思決定できる部分を持つ行動

である、にもかかわらず（20 年前には）栄養学や関連の学問分野でほとんど手つかずであったと

足立は述べている¹⁾。 

また中村靖彦は、子どもひとりだけの食卓には、速さ、簡便さを求めるあまり、共に食べるこ

とによって生まれるはずのコミュニケーションが軽視されると指摘している²⁾。 

 子どもたちの食事の実態を表す言葉として、孤食（ひとりで食べる）だけでなく、小食（食べ

る量が少ない）、個食（自分の好きなものを各々が食べる）、粉食（粉を使った主食を好む）、固食

（自分の好きな決まったものを食べる）などの表現がある³⁾。 

 「子どもの食生活は現代の食事情を映す鏡」⁴⁾といわれるが、高校家庭科食教育を 30 年余担当

してきた筆者も同感する経験をもつ。 

 ここでは、韓国（主として都市部）・福岡市・熊本県（都市部と農村部）の住民を対象とした調

査結果を比較・考察した。この調査対象に韓国を加えたのは、就業構造の変化の過程が、日本の

1955－1975 年の過程と、韓国の 1975－1995 年の過程がほぼ重なり、概ね 20 年の時間差がある

とされるためである（別紙参照 Ⅲ １ ３）考察のための資料、表 B・C）。とはいえ、その後韓国では

急速な産業化が進んでいるので、調査結果では都市化の影響が反映している面があるかもしれな

い。福岡市は熊本県よりも産業化が進んでいるという点から取り上げた。調査結果の分析・考察

の１つの視点は①主として孤食（ひとり食）事情を家庭の食生活調査で明らかにすることである。

2 つめは、②食事行為と産業化の関連性を明らかにすることである。3 つ目は、③熊本県では食育

推進計画を策定し（2006 年 5 月 10 日）、2010 年度までの 5 年計画で、朝食を食べない子どもを
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0％にするなどの数値目標を設定しているが、この食育推進計画の「朝ごはんを毎日食べる」など

の推進により成果を上げうるのかどうかについて考察することである。 

 

引用文献 

１）足立己幸（2000）共食観からみた子どもたちの食生活，からだの科学, p.212、 

２）中村靖彦著(1998) コンビニ ファミレス 回転寿司，p207，文芸春秋，東京． 

３）足立己幸・ＮＨＫ［子どもたちの食卓］プロジェクト著（2000）NHK スペシャル 知っていますか 子

どもたちの食卓 食生活からからだと心がみえる，p.62，日本放送出版協会，東京 

４）中村，前掲書２）． 

 

Ⅲ １ ２） 研究の方法 

１）現代の家庭における食生活に関する実態調査 

（１）調査対象者 

ア）成人 （記号 Ａ） 

韓国： 47 名（男 23 女 24）   

（内訳）農村振興庁職員とその知人他     男 12、女 9 

（水原市－ソウル市南部－を中心に） 

高校（2 校：大学受験者が多い高校）の教員とその知人他 

（テグ広域市）         男 11、女 15 

熊本： 71 名（男 43 女 28）  

（内訳）九州農政局消費安全部職員（熊本市） 男 18、女 3 

宇城市小川町海東地区（農村地域）  男 25、女 25 

イ）中・高校生 （記号 Ｈ） 

韓国： 143 名（男 78 女 65） 

（内訳）中学生（水原市 新しい団地にある中学校 1 校、2 クラス） 

  男 45、女 35 

高校生（テグ広域市 新しい団地にある高校 １校 2 クラス。大学受験

率が高い）            男 33、女 30 

熊本：県内の高校生 全日制（普通科、専門学科を含む） 

 1,086 名（男 504、女 582） 

定時制通信制    150 名（   71、女  79） 

（２）調査時期 2005 年 8 月～12 月  

（３）調査方法 

韓国の場合①訪問先での依頼、②知人に配布と回収の依頼 

熊本の場合①成人については、知人に配布と回収の依頼 

        ②高校生の調査結果は、筆者が属する熊本県高等学校教育研究会家庭部会

で発行した「高校生への『食育』活動Ⅲ 報告書」注１）を引用文献とした。 

福岡市の場合   熊本大学徳野貞雄教授が調査設計・分析を担当した「平成 15 年福岡

市民の食生活に関するアンケート結果の概要」（財団法人福岡都市科学研
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究所）から引用した。 

（４）調査対象者の属性 

ア) 年齢     上段：実人数、下段：割合 

 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60歳代以上    計 

韓国・成人     0 

(0.0%) 

    1 

(2.1%) 

15 

(31.9%) 

20 

(42.6%) 

10 

(21.3%) 

    1 

(2.1%) 

47 人 

(100%) 

韓国・中高生 143 

(100%) 

    0      0      0     0     0 143 

(100%) 

熊本・成人     0 

(0.0%) 

    8 

(11.3 %) 

15 

(21.1%) 

27 

(38.0%) 

19 

(26.8%) 

    2 

(2.8%) 

71 

(100%) 

熊・高・全日 1,086 

(100%) 

    0      0      0     0     0 1,086 

(100%) 

熊・高・定通   －   －   －   －   －   － 150 

(100%) 

福岡市・成人 65 

(8.3%) 

154 

(19.7%) 

130 

(16.6%) 

119 

(15.2%) 

161 

(20.6%) 

151 

(19.3%) 

781 

(100%) 

＊熊本・定時制通信制には、10 歳代が約 9 割を占め、20 歳代以上が 1 割弱含まれる。 

 

イ）既未婚の別                            割合% 

 合計（母数）     計 未 婚 既 婚 既婚後死別離別 

韓国・成人    47 人 100％ 16.7 77.1 4.2 

熊本・成人 71 100 8.5 88.7 2.8 

福岡市・成人 781 100 36.2 63.4 無回答 0.4 

＊ 福岡市の場合：「結婚している」、「結婚していない」、「無回答」の 3 分類である。 

 

注１）熊本県高等学校教育研究会家庭部会では、2003 年～2007 年までに食育活動に取り組み、

各年度に活動報告書を発行している。「高校生への『食育』活動Ⅲ 報告書」（Ａ４版、120 頁）は

2005 年度の活動報告書であり、平成 18 年 3 月に発行されたものである。ここではこのなかの p.3

～p.23 の調査結果を資料として、筆者が分析考察した。） 

 

 

Ⅲ １ ３） 現代の家庭における食生活に関する実態調査 結果 

    （別紙参照 Ⅲ １ 家庭における食生活、 Ⅲ １ １）成人．表１A～13A、 

Ⅲ １ ２）中高校生．表１H～表 14H、図１） 

 ・成人グループの調査結果 一覧 

   表１－１A 日韓・成人・職業別 

表１－２A 家族の人数 

表２－１A 家庭で、ふだん（平日）家族が親子で会話しながら過ごす時間 

表３A 朝食を食べましたか    表３－１A 朝食（平日）を誰と食べましたか 
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表４A 夕食を食べましたか    表４－１A 夕食（平日）を誰と食べましたか  

表５－１A 朝食（平日）はどこで作ったものですか 

表６－１A 朝食は（平日）どこで作ったものですか 

表７－１A その朝食に満足ですか 

表８－１A その夕食に満足ですか 

表９－１A 朝食（平日）の主食の内容 

表 10－１A 夕食（平日）の主食の内容 

表 11A 朝食（平日）の副食の内容 

表 12A 夕食（平日）の副食の内容 

表 13－１A あなたはふだん次のような症状がありますか 

 ・中高校生グループの調査結果 一覧 

表１H 家族の人数 

表２－１H 家庭で、ふだん（平日）家族が親子で会話しながら過ごす時間 

表３H 朝食を食べましたか    表３－１H 朝食（平日）を誰と食べましたか 

表４H 夕食を食べましたか    表４－１H 夕食（平日）を誰と食べましたか  

表５H 朝食（平日）はどこで作ったものですか 

表６H 夕食（平日）はどこで作ったものですか 

表７－１H その朝食に満足ですか 

表８－１H その夕食に満足ですか 

表９－１H 朝食（平日）の主食の内容 

表 10－１H 夕食（平日）の主食の内容 

表 11H 朝食を一緒に食べないときの理由 

表 12H 夕食を一緒に食べないときの理由 

表 13－２H 次に上げる料理を下ごしらえ済みの食材を使わないで、自分で最初から調理することができま

すか 

表 14－1H あなたはふだん次のような症状がありますか 

図１ 韓国・テグ・高校 自分で作れる料理 

 

（別紙参照 Ⅲ １ ３）考察のための資料 ）  

    表Ａ 世帯・平均世帯人員数の推移 （日本・韓国） 

    表Ｂ 産業 3 部門 就業者の割合（調査対象地） 

    表Ｃ 産業 3 部門 就業者の割合（日本・韓国） 

    表Ｄ 実労働時間（全産業）  （日本・韓国） 

    表Ｅ 年間労働時間 （全国・熊本県） 

    表Ｆ 家計 1 世帯あたり年間調理食品費支出額推移（日本・家計調査） 

    表Ｇ 売上上位 10 社外食産業会社現況（韓国） 

    表Ｈ 主要ファミリ‐レストラン売上額推移（韓国） 

    表Ｉ キムチ 1 人当たり消費量（韓国） 
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Ⅲ １ ３） （１）主として孤食（「ひとり」食）事情を家庭の食生活調査で明らかにする。 

「食事を摂っているか」では、朝食の場合、「食べていない」が最も多いのは、高校生の熊本定

時制通信制（以下、「熊定通」と略記）で 42.7％、次は対照群の成人・福岡市 2003 年（以下「福・03」

と略記）の 17％である。夕食を「食べていない」は、どの群も朝食よりぐっと少ない。（表３A、３

H、４A、４H）。 

 

表 3 A   「朝食を食べたか」   （割合 ％ ）           表 4A 「夕食を食べたか」   （割合 ％ ） 

回 答 者

（人） 

 食べた 食 べ な

い 

無回答 回 答 者

（人） 

 食べた 食 べ な

い 

無回答

    47 韓・成  83.0     6.4    10.6     47 韓・成    95.7    0.0    4.3 

    71 熊・成  85.9    12.7     1.4     71 熊・成    98.6    0.0    1.4 

239 福・87   87.0    13.0      - 239 福・87    98.3    1.7      - 

781 福・03   82.5    17.0     0.5 

 

781 福・03    93.3    5.0    1.7 

「韓国・成人」を「韓・成」、「熊本・成人」を「熊・成」、「福岡市 1987 年」を「福・87」、「福岡市 2003 年」を「福・03」と

略して表記 

表 3 H 「朝食(平日)を食べたか」（割合 ％ ）             表 4H 「夕食（平日）を食べたか」 （割合 ％ ） 

回答 

者（人） 

 食べた 食 べ な

い 

無回答 回答者（人）  食べた 食べない 無回答 

  143 韓中高    90.9    7.7    1.4     143 韓中高  98.6     0.7    0.7 

1086 熊高全   90.3    9.2    0.5 1086 熊高全   95.3     4.2 0.5 

150 熊定通 56.0   42.7 1.3 150 熊定通 91.4     2.6 6.0 

781 福・03 82.5   17.0 0.5 

 

781 福・03 93.3 5.0 1.7 

「韓国・中高校生」を「韓中高」、「熊本・高校全日制」を「熊高全」、「熊本・高校定時制通信制」を「熊定通」、「福岡市 2003

年」を「福・03」と略して表記 

「ひとり」食が多いのは、朝食について、成人・福・03 の 34.7％（表３－１Ａ、２A）、中高校生

グループ（以下「中高Ｇ」と略記）では熊定通の 65.1％、続いて熊本全日制（以下、「熊全日」と略記）

の 52.2％である（表 3－1Ｈ、２H）。夕食について、成人では福・03 年の 18.4％、ほぼ同じで熊本

18.3％である。（表 4－1Ａ、２A）。中高Ｇでは韓国が 26.1％、熊定通の 24.7％が続く。（表４－１H、

２Ｈ）。朝食・夕食ともに、成人より中・高校生の方が、「ひとり」食の数値が高い。 

 

表 3-2 A 「朝食を誰と食べたか」   （割合 ％ ）         表 4-2A「夕食を誰と食べたか」   （割合 ％ ） 

回 答 者

（人） 

 ひとり 家 族 と

一緒に 

その他 回 答 者

（人） 

 ひとり 家 族 と

一緒に 

その他

    47 韓・成  18.2    68.2    4.5     47 韓・成   10.6  68.1   17.0 

    71 熊・成  16.1    79.0    3.2     71 熊・成   18.3  74.6    5.6 

239 福・87   18.3    77.5    2.3 239 福・87   13.0  78.6   6.7 

781 福・03   34.7    61.4    2.7 

 

781 福・03   18.4  74.0   6.4 

表 3-2 H 「朝食(平日)を誰と食べたか」（割合％ ）          表 4-2H「夕食（平日）を誰と食べたか」 （割合％ ） 

回答  ひとり 家 族 と その他  回 答 者  ひとり 家族と一 その他 
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者（人） 一緒に （人） 緒に 

  143 韓中高   29.5   63.6    5.3     143 韓中高  26.1    46.5   26.8 

1086 熊高全   52.2   39.2    8.0 108

6 

熊高全   18.1    71.5 8.9 

150 熊定通 65.1   27.9 4.7 150 熊定通 24.7    50.0 16.7 

781 福・03 34.7   61.4 2.7 781 福・03 18.4 74.0 6.4 

高校生が家族と一緒に食べない理由として、朝食では熊定通の場合｢寝坊｣（52.8%）が多い。（表

11Ｈ）これは夜遅くに寝て昼頃起きるという生活リズムによるものである。熊全日では自分の「課

外活動」(34.7%)、そして「家族が仕事」（25.4%）をあげている。夕食の場合も同じ理由(｢寝坊な

ど｣熊定通 39.5%、熊全日 16.3%。「家族が仕事」熊全日 34.5%、熊定通 22.8％)である（表 12Ｈ）。 

（＊表の番号は、別紙資料から抜粋して本文に取り込んでいるため、多少の順不同がある） 

表 11H 朝食を一緒に食べないときの理由             （回答者を母数とする）  （割合％） 

回答者  課 外 活

動 

塾など 遊び ア ル バ

イト 

家 族 が

仕事 

家 族 つ

きあい 

一 緒 は

嫌だ 

寮 や 下

宿 

寝 坊 な

ど 

 850 熊高全   34.7    0.5   0.7    0.9   25.4    1.8    0.7    7.5   27.8 

  144 熊定通    0.0    0.7   1.4   21.5   22.2    1.4    0.0    0.0   52.8 

 

表 12H 夕食を一緒に食べないときの理由             （回答者を母数とする）  （割合％） 

回答者  課 外 活

動 

塾など 遊び ア ル バ

イト 

家 族 が

仕事 

家 族 つ

きあい 

一 緒 は

嫌だ 

寮 や 下

宿 

寝 坊 な

ど 

 722 熊高全   16.3    5.8    7.8    6.5   34.5    2.4    1.8    8.6   16.3 

  114 熊定通    1.8    3.5   14.9   13.2   22.8    1.8    2.6    0.0   39.5 

 

韓国の高校生は、訪問した際の聞き取りによると、夕方から夜にかけて学校に残って大学受験

のために 21 時過ぎまで自主学習をするという。以前には弁当を朝に 2～３個を持たせるという状

況があったため、家事労働の負担と食品衛生上の問題から、親たちが 1996 年の大統領選で要望

し、学校給食が 10 年前から全国で始まった。昼だけでなく希望者は夕食も学校給食を食べる。そ

の数は少なくないという（韓国の高校生のみの結果では、夕食を「学内食堂」で食べるが 41.3％）。

このことから帰宅後の「ひとり」食も多くなり、また｢友人などと食べる｣の割合も多くなってい

る（韓国の高校生のみの結果では、夕食を「友人などと」食べるは 50.8％）。これらの事情から

熊本も韓国も、大学受験という高学歴化に向かう社会のなかで「ひとり」で食べることが多くな

り、家族と一緒に食べない形態がつくり出されているとみられる。 

成人の場合では、筆者の高校家庭科の授業で生徒が描いた絵について、この 20 年間を振り返る

と、近年では父親が朝も夜もいないといった食事風景が目立つ。親の長時間労働、早朝や夜中な

どの変則的な勤務形態が「ひとり」食に影響しているとみられる。親子の会話時間は 30 分以下と

いう家庭が、韓国で 65％、熊全日・定通でも 3 割ほどを占める（表２－１A、１H。 親子の会話時間、

参考資料 表Ｄ・Ｅ 労働時間）。家族の団らんもゆっくりできていないと推察される。 

 石毛直道は「個人単位に炊事をし、1 人だけで食べることが通常とされる社会はない。そして

最も日常的な共食集団は家族である」と述べている。しかし現実は「食べていない」や「ひとり」
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食などの食形態が増加している。にもかかわらず、どの群も満足感が高い結果となっている。そ

のなかで最も低い数値は、成人で朝食の「福・87」が 78.9％（表 7-2A）、夕食の「熊本成人」87.3％

(表 8-2A)。中・高校Ｇでは朝食の「熊全日」71.0％、夕食で「熊定通」の 82.2％(表 8-2H)。朝食

の方が夕食より満足感が低い。とはいえ、どの群も満足度が高い数値である。このような実態に

ついて徳野貞雄は「危機を危機として感じられない危機」との警告を発している。 

ところで「不満」について、朝食で成人の福岡市は 1987 年 12.4％、2003 年 11.5％で他の群よ

り高い（表 7-2A）。これを主食の内容（表 9-2A）と連動してみると、「ご飯・もち」の割合が他の

群より低い。中高Ｇ（表 7Ｈ,8Ｈ）が、成人Ｇ(表 7A,8A)より、朝・夕食ともに「不満」の数値が高

い（熊本・成人の夕食を除く）。このことは、朝・夕食ともに「ひとり」食が成人Ｇより高く、ま

た「ご飯・もち」食が成人Ｇより低いという結果と連動するのではないかとみられる。 

以上の結果から、「ひとり」食になると満足度が低くなり、「ご飯・もち」食では満足度が高く

なるといえる。（＊表の番号は、別紙資料から抜粋して本文に取り込んでいるため、多少の順不同がある） 

表７－２A                表８－２A                表９－２A 

その朝食に満足か  (%)          その夕食に満足か (%)          朝食の主食は？   (%) 

 満足 不満  満足 不満  飯・餅 パン他 

韓・成 88.7    2.3 韓・成 93.6 2.1 韓・成 66.0 8.6 

熊・成 85.4 9.7 熊・成 87.3 9.9 熊・成 77.5 15.5 

福・87 78.9 12.4 福・87 90.4 2.9 福・87 60.3 41.0 

福・03 82.2 11.5 

 

福・03 92.6 3.7 

 

福・03 50.3 47.4 

 

次に夕食で「不満」がもっとも高いのは熊本・成人 9.9％である（表 8-2A）。これを「どこで作

った食事か」と連動してみると、「市販の弁当・惣菜」の割合が他の群よりかなり高い（12.7％）

（表６Ａ）。韓国では「社内食堂や飲食店」の割合は高いが（23.4％）、「不満｣は少ない（2.1％）。

これらの結果から、食事の満足感に影響する要素として、家庭内食かそれに類似する飲食店で高

く、「市販の弁当・惣菜」という外食では低くなるといえる（表 5A、6A、表 8)。 

 

表 5-2A 朝食（平日）はどこで作ったものか(%)           表 6-2A 夕食（平日）はどこで作ったものか(%) 

 家庭・下宿 市 販 の 弁

当・惣菜 

社内食堂・

飲食店 

 家庭・下宿 市 販 の 弁

当・惣菜 

社内食堂・

飲食店 

韓・成  77.3     2.3     9.1 韓・成  72.3     0.0    23.4 

熊・成   85.5     9.7     3.2 熊・成   80.3    12.7     5.6 

福・87   94.0     0.1     4.1 福・87   90.8     1.7     4.6 

福・03   88.7     7.0     2.8 

 

福・03   86.9     4.4     7.4 

 

同じく韓国の中・高校生の夕食の「不満」（表 8-2H）が他の群より高いことは、「家庭」で作っ

たもの（表 6H）が低い（71.1％）ことと連動するとみられる。中・高校生は、夕食を家庭で家族

と一緒に食べたいと思っているのであろう。 

表７－２H                表８－２H                表９－２H 

その朝食に満足か  (%)          その夕食に満足か (%)          朝食の主食は？   (%) 
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 満足 不満  満足 不満  飯・餅 パン他 

韓中高 83.4   11.4 韓中高 86.6 7.7 韓中高 74.8 21.0 

熊高全 71.0 15.0 熊高全 89.8 4.3 熊高全 59.9 29.7 

熊定通 82.5 12.8 熊定通 82.2 4.1 熊定通 39.3 20.7 

福・03 82.2 11.5 

 

福・03 92.6 3.7 

 

福・03 50.3 47.4 

 

Ⅲ １ ３） （２）食事行為と産業化の関連性についての考察 

「ひとり」食（表 3-1A、1H。４-1A、１H）は、成人（Ａ）の場合、産業化が進んでいる「福・03」

が最も多い（表Ｂ）。福岡市の結果は、1987 年より産業化が進んだ 2003 年の方が朝食も夕食も「ひ

とり｣食が多い。 

韓国の場合、中・高校生では朝食を「家族と一緒に」食べる割合は高いが、夕食では熊本高校

生より低い。成人では朝食も夕食も熊本より低い。「表１－１A」のように、回答者に公務員が多

く、昨年訪問した際に垣間見た知人たちの生活の様子から推測されるのは、仕事のつながり上か

ら夕食を外食でとる場合も少なくないとみられる。熊本成人の対象者には農林業従事者が 15.5％

含まれている。今回の調査対象者では、熊本より韓国において、産業化が進んでいる都市部で暮

らす人たちが多かったためではないかとみられる。 

表１－１A 日韓・成人・職業別                                                     (割合 ％) 

合 計

（人） 

 農林業 商工サ

ービス

業 

管理職

専門職 

事務・

技術職 

労務食 パート

などの

主婦 

家事専

念の主

婦 

学生・

生徒 

無職・

その他 

無回答 

  47 韓・成  6.4   4.3   53.2   17.0    0.0    4.3    4.3   2.1   8.5   0.0 

  71 熊・成  15.5   5.6    4.2   46.5    8.5    5.6    9.9   1.4   2.8   0.0 

239 福・87   0.5  13.7   10.5   16.9    5.8    6.4   23.9  10.5  11.6   0.3 

781 福・03   0.3  11.1   14.2   16.8    5.1    9.1   15.1  12.2  14.1   1.0 

 

 また、中・高Ｇの方が、成人Ｇより「ひとり」食が多い。成人Ｇが育った時代より産業化が進

んだ環境で育っている中・高Ｇの方に、「ひとり｣食が多いという結果として出たのではないかと

みられる。（表Ｃ）。 

これらの結果から、産業化が進むことと、「ひとり」食の進行は連動しているといえる。 

 

Ⅲ １ ４）食育推進計画の「朝ごはんを毎日食べる」などの推進により成果を上げることがで

きるかどうかについての考察 

産業化は年々進んできた。これと連動して、「ひとり」食（孤食）が進んできた。これからも産

業化が進むとみられるなか（表Ｂ，Ｃ）、「ひとり」食（孤食）を減退させることはむずかしいとみ

られる。 

 労働時間（表Ｄ，Ｅ）は、過去には減少傾向をたどってきたが、近年では業種・事業所しだいで

は、長時間にもどるところも出てきた。父母の労働時間の長さや労働形態に影響を受けて、家族

と一緒に食事をとれない子どもたちが大幅に減少することは今後も難しいとみられる。 

 食育推進基本計画（2006 年 3 月 31 日：政府 食育推進会議決定）の基本方針では、「食に関す
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る感謝の念と理解」、「食に関する体験活動」、｢伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配慮

及び農山漁村の活性化と自給率の向上への貢献｣、「食品の安全性の確保等における食育の役割」

が列記されている。 

 消費者の側では、食の外部化が進み、調理食品の購入は増え続けてきた〔Ⅴ ３ ２） 図３、Ⅴ

３ ３) 図１〕。生産の側では、国内生産額に占める農・漁業の割合は減退し、食品産業のウエイ

トが増加してきた。この流れを逆にすることは不可能とみられる。韓国でもほぼ似たような動き

をしていくものと予想される（表 G，H，Ｉ）。 

 これらの結果から、食育推進基本計画（2006 年 3 月策定）の実効性はきわめて弱いのではない

かと予想される。 

 食生活は、法律や行政の指導によって変わる面より、社会構造による変動が大きいとみられる。 

 高校生が自分でできる料理は、筆者の 30 年間余の調理実習指導の経験から、どんどん減退して

いることを実感してきた。すなわち表Ｆの「調理食品費支出額」の上昇と、高校生の調理能力は

逆比例をしているとみる。また図〈Ⅴ ３ ２〕 図３〉の外食率と調理能力についても同じく逆比

例しているとみる。韓国の高校生の調理能力は熊本の高校生より低い。韓国でも、外食産業（表

G）やファミリーレストラン（表 H）が増大する傾向にある。自分で調理する力は、日本も韓国も

低下し続けていくと予想される。 

これらの調査結果から、「人間は共食する動物である」「人間は料理する動物である」というテ

ーゼは、産業化の進展により崩壊しつつあることが明らかになった。結果として、家族のなかで

のヒトとの関係性の希薄化が、韓国でも福岡市でも熊本においても、進んでいるといえる。 

＊この項は、西日本社会学会 第 64 回大会 自由報告（１）の⑤ ２００６．５．２０）を一部加筆・修正。 

  

Ⅲ ２ 熊本の高校生の絵から読み取る食行動 

Ⅲ ２ １）研究の目的 

この節での目的は、家族構成員数・世帯の縮小化が、①高校生の家族との共食行動を減退させ

る、②高校生の食事内容の貧食化につながる、③高校生の調理作業参加度を低下させる、④高校

生の健康状態の悪化につながる、この４点を仮説とし、検証することである。 

 

Ⅲ ２ ２）研究の方法 

調査時期 2007 年 10～12 月 

調査対象者 熊本県立の 9 校 193 名（男 73，女 120） 

      全日制 ８校、146 名（男 44、女 102）、定時制 1 校 47 名（男 29、女 18） 

調査方法 ・家庭科の授業時間に家庭科教師が指示して、高校生が記入する。・調査用紙に、

１日の生活時間と家事の内容と時間を記入、食卓のようすを絵で記録する注１）。 

分析の方法 ・調査対象者を、全日制生徒を家族形態により（Ａ）全日制・拡大家族、（Ｂ）

全日制・核家族の２つの群に分け、さらに（Ｃ）定時制生徒とし、この（A）・（B）・

（C）の３つの群に分類して、集計・分析した。 

内訳 （Ａ）全日制・拡大家族    合計 52 名（全体の 26.9 ％） 

（Ｂ）全日制・核家族     合計 94 名（全体の 48.7 ％） 

（Ｃ）定時制        合計 47 名（全体の 24.3 ％） 
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    ＊下記の表は、定時制の内訳である。 

 拡大家族 核家族 単独 計 割合 

男 2 25 2 29 61.7% 

女 0 15 3 18 38.3% 

計 2 40 5 47 100% 

（割合） （4.3％） （85.1％） （10.6％） （100％）  

  注：定時制の核家族のなかで、全調査者の 72.3％が単親世帯である。 

 

また、記録された絵の内容を読み取り、朝食と夕食について、①朝（夕）食なし、②人の姿な

し、③私一人、④きょうだい、⑤家族大人一人、⑥家族大人二人、⑦友人の７種に分類し、集計

した。 

さらに、食卓の人の姿と食事内容の関係をみるために、朝食の場合は、①ご飯かおにぎり、②

ご飯・みそ汁、③ご飯・みそ汁・おかず、④ご飯・おかず、⑤飲み物だけ、⑥パン（小麦粉製品）、

⑦パン（小麦粉製品）・飲み物、⑧パン（小麦粉製品）・飲み物・おかず、⑨パン（小麦粉製品）・

おかず、⑩その他、⑪不明に分類した。 

夕食の場合は、①ご飯かおにぎり、②ご飯・みそ汁、③ご飯・汁物（みそ汁）・おかず、④ご飯・

おかず一品、⑤ご飯・おかず二品以上、⑥パン（小麦粉製品）、⑦小麦粉製品・飲み物、⑧パン（小

麦粉製品）・飲み物・おかず、⑨パン（小麦粉製品）・おかず一品、⑩パン（小麦粉製品）・おかず

二品以上、⑪不明に分類し、集計した。 

 

注１）ここでは、熊本県高等学校教育研究会家庭部会が発行している「高校生への『食育』活動 Ⅴ 報告書」

（平成 20 年 3 月発行、Ａ4 版、全 136 頁）を引用文献とした。この文献のｐ.15～23 に調査結果と資料の一部が

記載されている（筆者のまとめによる）。資料は熊本県高等学校教育研究会家庭部会家庭科研究委員会委員 9名が、

それぞれの所属校（９校）で家庭科授業時間に生徒に記入を課したものである。この項は、筆者がこれらの全資

料について分析・考察を行ったものである。 

 

Ⅲ ２ ３）調査結果の分析 

高校生が、調査日に、朝食と夕食を誰と一緒にとったかについて、家族形態別に分析した。 

『仮説 a 家族構成員数の多い方が、家族との共食行動が多くなる』 

 

Ⅲ ２ ３）（１）「共食行動」について 

Ⅲ ２ ３）（１）① 「朝食」について  

ア）「朝食なし」（表１ 参照）の割合は、拡大家族では 7.7％、核家族では 9.6％、定時制では

42.6％で、定時制が最も多かった（別紙 第Ⅲ章 現代人の食行動、絵０－１定時制「朝食の欠食①」、絵

０－２ 定時制「朝食の欠食②」）。2006 年度の 3 群に分けない場合の調査結果では、9％であった。 

この結果から、家族の形態により欠食率は異なり、家族構成員数の少ない方が朝食の欠食率

は高いといえる。 （別紙 絵１ 拡大家族「欠食なし」） 

 表１ 「朝食なし」                                                  （割合、％） 

 朝食なし 人の姿なし 私一人 きょうだい 家族大人一 家族大人二 友人 計 
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人 人以上 

拡大 7.7 13.5 38.5 1.9 15.4 23.1 0.0 100全

日 核 9.6 19.1 35.1 2.1 20.2 10.6 3.2 100

定時制 42.6 31.9 21.3 0.0 2.1 2.1 0.0 100

 

イ）朝食を食べている高校生が誰と一緒に食べたかを描かれた絵で読み取った。（別紙ｐ42 第Ⅲ章 

図２ 熊本の高校生の絵から読み取る食行動、 図１「朝食を誰と摂ったか」参照） 

  「人の姿がない」絵を描いた高校生は、拡大家族 13.5％、核家族 19.1％、定時制 31.9％であ

った。定時制が最も多かった。（別紙 絵２ 定時制「朝食を摂るが、“人の姿なし”」） 

  「私一人」で食べた絵は、拡大家族 38.5％、核家族 35.1％、定時制 21.3％であった。拡大・

核の 2 つの家族形態ではこの割合が最も多かった（別紙 絵３ 核家族「朝食を“私一人”で摂った」）。

ひとり食べは、どの家族形態でも常態化していると推察される。 

  「きょうだい」で食べた高校生は、少なかった。 

 「家族大人一人」と一緒に食べた高校生は、拡大家族 15.4％、核家族 20.2％、定時制 2.1％で

あった。「家族大人二人以上」と一緒に食べた高校生は、拡大家族 23.1％、核家族 10.6％、定

時制 2.1％であった（別紙 絵 4 拡大家族「朝食を“家族大人２人以上”と共に摂った」）。朝食を家族

の大人と一緒に食べている高校生は、「大人一人」と「大人二人以上」を合わせると、拡大家族

が 38.5％、核家族 30.8％、定時制 4.2％であり、拡大家族が最も多かった。 

高校生は、家族構成員数が多い家族で朝食を家族の大人と一緒に食べることが多いといえる。 

 

Ⅲ ２ ３）（１）② 「夕食」について・・・（別紙 p43 図５「夕食を誰と摂ったか」参照） 

ア）「夕食なし」（表５を参照）の割合は、3 つの群とも、朝食より少なかった。 

イ）「人の姿なし」の絵は、拡大家族 11.5％、核家族 19.1％、定時制 51.1％で、定時制が最も多

かった（別紙 絵５ 定時制「夕食を“人の姿なし”で摂った」）。 

「私一人」は、核家族 14.9％で最も多く、次に定時制 10.6％、拡大家族 9.6％の順であった。 

「きょうだい」は、どの群も少なかった。 

「家族大人一人」は、核家族が 25.5％で最も多く、拡大家族が 17.3％であり、定時制では 0％

であった（別紙 絵６ 核家族「夕食を“家族大人１人”と共に摂った」）。 

「家族大人二人以上」は拡大家族が 51.9％、核家族が 34％であり、定時制では 0％であった 

（別紙 絵７ 拡大家族「夕食を“家族大人２人以上”と共に摂った」）。 

「友人」は、定時制で 25.5％であった。これは学校給食を喫食する高校生の回答である。定時

制では、夕食を学校給食で食べた者が 47 名中 27 名（57.4％）いる。この「友人」のほとんど

は、学校給食で一緒に食べた姿である（別紙 絵８ 定時制「夕食を“友人”と共に摂った」）。 

「大人一人」と「大人二人以上」を合わせると、拡大家族が 69.2％、核家族 57.5％、定時制 0％

であり、拡大家族が最も多かった。高校生は、家族構成員数が多い家族で夕食を家族の大人と

一緒に食べることが多いといえる。 

表２ 「夕食なし」                         （割合、％） 

 夕食なし 人の姿なし 私一人 きょうだい 家族大人一

人 

家族大人二

人以上 

友人 計 
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拡大 7.7 11.5 9.6 1.9 17.3 51.9 0.0 100全

日 核 4.3 19.1 14.9 1.1 25.5 34.0 1.1 100

定時制 12.8 51.1 10.6 0.0 0.0 0.0 25.5 100

 

『仮説 a 家族構成員数の多い方が、家族との共食行動が多くなるといえる（家族構成員数・世

帯の縮小化は高校生の家族との共食行動を減退させる）。』は検証された。 

 

Ⅲ ２ ３）（２） 食事内容について 

『仮説 b 高校生の食事内容は、家族構成員数の多い方がメニュー数が多い（家族構成員数・世

帯の縮小化は貧食化につながる）』について 

①朝食について ・・・表２（別紙 p42 図２「朝食の内容と家族形態」参照） 

ア）拡大家族と核家族は、ご飯食の方がパンなどの小麦粉食より多い。ただ、拡大家族では、パ

ンなどの小麦粉食の割合が核家族より多い。定時制では、他の２つの群より小麦粉食の割合が

多く、飲み物だけの割合も多い（別紙 絵９ 定時制「朝食にパン類を摂る割合が多い」）。 

「ご飯・みそ汁・おかず」の食事をとった高校生は、拡大家族で 22.9％、核家族で 22.4％、定

時制では 11.1％であった。これに「ご飯・みそ汁」を合わせると、拡大家族で 31.2％、核家族

で 30.6％、定時制 14.8％であった。家族構成員数の多い方がみそ汁を食べる割合が多い（別紙 

絵 10 拡大家族「朝食を１人で摂るが祖父母との同居でみそ汁を食べている」）。 

「パンと飲み物・おかず」をとった高校生は、拡大家族で 10.4％、核家族で 9.4％、定時制で

7.4％であった。 

イ）「ご飯かおにぎり」と「パンなど小麦粉製品」の単品についてのみでは、拡大家族はご飯を、

核家族はパン類を食べている割合が多い（別紙 絵 11 拡大家族「朝食に単品のときご飯を食べている」、

別紙 12  核家族「朝食に単品のときパン類を食べている」）。 

表３ 「朝食」の内容（「朝食なし」を除外）                  （割合、％） 

 ご飯か 

おにぎり 

ご飯・ 

みそ汁 

ご飯・ 

みそ汁・

おかず 

ご飯・ 

おかず一

品 

飲み物だ

け 

パンなど

小麦粉製

品 

小麦粉製

品と飲み

物 

小麦粉製

品と飲み

物・おか

ず 

小麦粉製

品とおか

ず 

その他 不明 計 

拡 10.4 8.3 22.9 12.5 2.1 4.2 16.7 10.4 0.0 2.1 10.4 100全

日 核 8.2 8.2 22.4 18.8 1.2 10.6 8.2 9.4 3.5 0.0 5.9 100

定時制 7.4 3.7 11.1 25.9 11.1 0.0 25.9 7.4 3.7 3.7 0.0 100

 

ウ）「私一人」「きょうだい」で食べた者のなかで（表４・表５ 参照）、拡大家族も核家族も、ご

飯食がパン類より多い（別紙 p42 図３「朝食内容と『私一人』『きょうだい』」参照）。 

定時制では、パン類の割合が他の２群より多い（拡大家族：ご飯食 23％、パン類 16.8%）

（核家族：ご飯食 22.3％、パン類 15.4%）（定時制：ご飯食 11.1％、パン類 18.5%）。 

表４ 朝食内容と「私一人」「きょうだい」（「朝食なし」を除外）     （割合、％） 

 ご飯か 

おにぎり 

ご飯・ 

みそ汁 

ご飯・ 

みそ汁・

ご飯・ 

おかず一

飲み物だ

け 

パンなど

小麦粉製

小麦粉製

品と飲み

小麦粉製

品と飲み

小麦粉製

品とおか

その他 不明 計 
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おかず 品 品 物 物・おか

ず 

ず 

拡 10.4 4.2 2.1 6.3 2.1 4.2 6.3 4.2 0.0 2.1 2.1 43.8全

日 核 4.7 3.5 5.9 8.2 1.2 7.1 1.2 5.9 1.2 0.0 2.4 41.2

定時制 3.7 0.0 3.7 3.7 7.4 0.0 14.8 3.7 0.0 0.0 0.0 37.0

 

エ）家族の大人と一緒に食べた場合、ご飯食もパン類食も、汁物とおかずがつく食事が多い。メ

ニューの数は、拡大家族の方が核家族より多い（表５、別紙 p42 

 図４「朝食と『家族大人一人』『家族大人二人以上』」参照）。 

表５ 朝食内容と「家族大人一人と」「家族大人二人以上と」（「朝食なし」を除外） （割合、％） 

 ご飯か

おにぎ

り 

ご飯・

みそ汁 

ご飯・

みそ

汁・お

かず 

ご飯・

おかず

一品 

飲み物

だけ 

パンな

ど小麦

粉製品

小麦粉

製品と

飲み物

小麦粉

製品と

飲み

物・お

かず 

小麦粉

製品と

おかず

その他 不明 計 

拡 0.0 2.1 12.5 6.3 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 8.3 41.7全

日 核 2.4 2.4 10.6 5.9 0.0 1.2 2.4 3.5 2.4 0.0 3.5 34.1

定時制 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.4

 

 朝食の内容は、誰と摂るかというヒトとの関係でみると、家族構成員数が多い場合の方が多い。

また、家族の大人と一緒にとる場合の方が多い。 

 

Ⅲ ２ ３）（２） 

②夕食について 

ア）夕食の内容で、「主食はご飯かパン（小麦粉製品）か」をみると（表６ 参照）、「ご飯」を食

べた高校生は、拡大家族では 70.0％、核家族では 81.8％、定時制では 66.0％であった。定時制

ではこの記録時での献立は「ご飯」給食であり、定時制の「ご飯」の回答者のほとんどが学校

給食を食べたものである。夕食では、大半がご飯を食べている。家族のタイプ別にみると、核

家族でご飯を食べる割合が多い。 

表６ 「夕食」：主食はご飯かパン（小麦粉製品）か               （割合、％） 

 ご飯か

おにぎ

り 

ご飯・

みそ汁 

ご飯・

みそ

汁・お

かず 

ご飯・

おかず

一品 

ご飯・

おかず

二品以

上 

パンな

ど小麦

粉製品

小麦粉

製品と

飲み物

小麦粉

製品と

飲み

物・お

かず 

小麦粉

製品と

おかず

一品 

小麦粉

製品と

おかず

二品 

不明 計 

拡 70.0 12.0 18.0 100全

日 核 81.8 8.0 10.2 100

定時制 66.0 10.6 19.1 100
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イ）夕食で、「ご飯・おかず二品以上」を食べた高校生は（表７、別紙 p43 図７「夕食の内容と家族形

態」参照）、拡大家族で 36.0％、核家族 25.8％で、拡大家族の方が多かった。「小麦粉製品・お

かず二品以上」は拡大家族 3.8％、核家族 1.1％で、拡大家族の方が多かった。図７の定時制の

「ご飯・みそ汁・おかず」「ご飯・おかず二品以上」の２つの山は学校給食を食べた者である（別

紙 絵 1３ 拡大家族「夕食におかず２品以上は拡大家族に多い・絵 1４ 核家族「夕食におかず１品は核家族に

多い」）。 

  家族構成員数の多い家庭で、高校生の夕食のメニュー数は多いといえる。 

 

 

表７ 「夕食」の内容（「夕食なし」を除外）               （割合、％） 

 ご飯かお

にぎり 

ご飯・み

そ汁 

ご飯・み

そ汁・お

かず 

ご飯・お

かず一品 

ご飯・お

かず二品

以上 

パンなど

小麦粉製

品 

小麦粉製

品と飲み

物 

小麦粉製

品と飲み

物・おか

ず 

小麦粉製

品とおか

ず一品 

小麦粉製

品とおか

ず二品 

不明 計 

拡 0.0 0.0 14.0 20.0 36.0 0.0 4.0 0.0 4.0 4.0 18.0 100全

日 核 1.1 3.4 25.8 24.7 25.8 3.4 0.0 0.0 3.4 1.1 9.0 100

定時制 0.0 0.0 34.1 9.8 36.6 4.9 0.0 2.4 4.9 0.0 4.9 100

 

ウ）「夕食」を誰と食べたを以下にみた（表８（別紙 絵 1５ 核家族「夕食を“私１人”で摂る」）） 

表８－１ 夕食内容と「私一人」「きょうだい」（「夕食な」しを除外）     （割合、％） 

 ご飯か 

おにぎり 

ご飯・ 

みそ汁 

ご飯・ 

みそ汁・

おかず 

ご飯・ 

おかず一

品 

ご飯・ 

おかず二

品以上 

パンなど

小麦粉製

品 

小麦粉製

品と 

飲み物 

小麦粉製

品と飲み

物・おか

ず 

小麦粉製

品とおか

ず一品 

小麦粉製

品とおか

ず二品 

不明 計 

拡 0.0 0.0 0.0 2.1 2.1 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 2.1 8.3全

日 核 1.1 0.0 3.4 4.5 2.2 1.1 0.0 0.0 1.1 0.0 2.2 15.9

定時制 0.0 0.0 2.4 0.0 2.4 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 2.4 9.8

表８－２ 夕食内容と「人の姿なし」（別紙 絵 1６ 拡大家族「夕食を“人の姿なし”で摂る」） 

（「夕食なし」を除外）                    （割合、％） 

 ご飯か 

おにぎり 

ご飯・ 

みそ汁 

ご飯・ 

みそ汁・

おかず 

ご飯・ 

おかず一

品 

ご飯・ 

おかず二

品以上 

パンなど

小麦粉製

品 

小麦粉製

品と飲み

物 

小麦粉製

品と飲み

物・おか

ず 

小麦粉製

品とおか

ず一品 

小麦粉製

品とおか

ず二品 

不明 計 

拡 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0 20.8全

日 核 0.0 1.1 6.8 3.4 5.7 2.3 0.0 0.0 2.3 0.0 0.0 21.6

定時制 0.0 0.0 19.5 7.3 19.5 4.9 0.0 0.0 4.9 0.0 2.4 58.5

 

表８－３ 夕食内容と「家族大人一人と」「家族大人二人以上と」（「夕食なし」を除外） 

     （別紙 p44 図８-３「夕食内容と「大人一人以上」、別紙 絵 17 拡大家族「夕食を“家族の大人



 
 

55

２人以上”と共に摂る」、絵 18 核家族「夕食を“家族大人１人”と共に摂る」） 

（割合、％） 

 ご飯か 

おにぎり 

ご飯・ 

みそ汁 

ご飯・ 

みそ汁・

おかず 

ご飯・ 

おかず一

品 

ご飯・ 

おかず二

品以上 

パンなど

小麦粉製

品 

小麦粉製

品と飲み

物 

小麦粉製

品と飲み

物・おか

ず 

小麦粉製

品とおか

ず一品 

小麦粉製

品とおか

ず二品 

不明 計 

拡 0.0 0.0 14.6 10.4 27.1 0.0 2.1 0.0 0.0 4.2 16.7 75.0全

日 核 0.0 2.2 15.6 17.0 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 6.8 61.4

定時制 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高校生の夕食のメニュー数は、「家族の大人」と食べた場合の方が、「私一人」「きょうだい」よ

り多い。 

『仮説 b 高校生の朝食も夕食も、メニュー数は家族構成員数の多い方が豊かである（高校生

の食事内容は、家族構成員数・世帯の極小化により貧食化する）』が検証された。 

 

Ⅲ ２ ３）（３）調理作業参加度と家族構成・世帯 

『仮説 c 家族構成・世帯の縮小化は高校生の調理作業参加度を低下させる』 

Ⅲ ２ ３）（３）①普段の家事労働への参加・・・表９（別紙 図９-１「家事参加状況」参照） 

 高校生の普段の家事労働参加状況をみる。 

   

表９－１ 高校生の普段の家事労働参加状況（重複回答）            （割合、％）      

食事つくり 片付け（食器他）  家事 

しない 米とぎ 下準備 調理 

配膳 

下げ 洗い 拭き 

食材購

入 

ゴミだ

し 

その他 小  

計 

 （人） 

対象数 

（人） 

一人 

頻度 

（回） 

拡 17.3 11.5 21.2 15.4 30.8 73.1 21.2 7.7 3.8 0.0 9.6 94 52 1.8全

日 核 19.1 14.9 14.9 11.7 29.8 72.3 30.9 13.8 8.5 7.4 19.1 193 94 2.1

定時 42.6 14.9 12.8 14.9 31.9 55.3 34.0 12.8 4.3 10.6 0.0 90 47 1.9

 

ア）家事をしない高校生は、定時制が最も多く 42.6%であった。次に核家族 19.1%、拡大家族 17.3%

であった。拡大家族と核家族では大差がなかった。 

イ）どの種の家事をしているかをみると、3 群ともに最も多いのは「食器を下げる」、次に「食器

洗い」「配膳」であった。 

ウ）食事作りへの参加のなかで、「下準備」「調理」をしているのは拡大家族が最も多い。 

エ）家事を行った頻度が多いのは、核家族の 2.1 回である。が他の２群と大きな差はない。 

 

表９－２ 夕食を「私一人」又は「きょうだい」で摂った高校生の家事参加   （割合、％） 

食事つくり 片付け（食器他）  家事 

しない 米とぎ 下準備 調理 

配膳 

下げ 洗い 拭き 

食材購

入 

ゴミだ

し 

その他 小計 

（人） 

対 象

数 

（人） 

一人の頻

度（回） 

全 拡 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5 4 1.3
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日 核 4.5 2.2 2.2 3.4 1.1 10.1 3.4 1.1 1.1 0.0 2.2 27 14 1.9

定時 0.0 2.4 2.4 2.4 6.4 9.8 4.9 2.4 0.0 2.4 0.0 10 4 2.5

 

 夕食を「家族の大人」と一緒に摂った高校生のなかで（表９－3 を参照）、家事への参加は、「ゴ

ミだし」以外は、拡大家族の方が核家族より多い。 

表９－3 夕食を「家族大人一人」又は「家族大人二人以上」で摂った高校生の家事参加（割合、％） 

食事つくり 片付け（食器他）  家事 

しない 米とぎ 下準備 調理 

配膳 

下げ 洗い 拭き 

食材購

入 

ゴミだ

し 

そ

の他 

小計 

（人） 

対象数 

（人） 

一人の

頻 度

（回） 

拡 10.0 10.0 18.0 12.0 22.0 54.0 20.0 8.0 4.0 0.0 10.0 73 36 2.0全

日 核 10.1 10.1 9.0 4.5 22.5 46.1 16.9 6.7 3.4 5.6 10.1 104 54 1.9

定時制   -   -   -   -   -   -   -  -  -  -  -    -    0 -  

 

 以上の結果から、家族員数の多い方が、高校生は家事をふだんにしているといえる。家事の内

容では、食器片付けや配膳が多く、食事作りを行う高校生は半分以下である。食事作りを行う者は、

家族員数の多い拡大家族が少しは多いものの、定時制や核家族との大差はない。 

ただ、夕食を「大人一人」又は「大人二人以上」と摂った高校生のなかでは、「食事作り」や「片

付け」を行う者は拡大家族の方が核家族より多い。 

 

Ⅲ ２ ３）（３） ② 高校生の夕方の生活行動と家事労働への参加 

高校生が夕方の１７時から１８時の生活行動について調査した。この内容と家事への参加状況

をみる。（表１０、別紙 図１０-１「夕方１７時～１８時の生活行動」参照） 

ここでは、拡大家族と核家族の２つの群での比較を行う。 

ア）高校生の夕方の過ごし方は（表１０-1 を参照）、「自由」に過ごしている者が最も多い（拡大

家族 26.9％、核家族 30.9％）。次に多いのは、「部活」（拡大家族 21.2％、核家族 20.2％）であ

る。3 位は拡大家族では「課外」（17.3%）、核家族では「TV」視聴（10.6%）と、2 つの群では

異なる。 

表１０-1 高校生の夕方の１７時から１８時の生活行動           （割合、％） 

 部活 課外 下校 自由 ＴＶ アルバ

イト 

夕食 手伝い 自動車

学校 

小計 

(%) 

対象数

（人）

拡大 21.2 17.3 9.6 26.9 9.6 0.0 3.8 7.7 3.8 100 52

核 20.2 7.4 9.6 30.9 10.6 7.4 1.1 6.4 6.4 100 94

 

イ）夕方の過ごし方の内容別に家事労働への参加状況は（表１０-２を参照）、拡大家族では「TV」

「夕食」「手伝い」「自動車学校」といった過ごし方の全員（100%）が参加していた。核家族で

の全員参加は「夕食」「手伝い」のみで、拡大家族より家事参加割合が少なかった。 

  「部活」「課外」への参加者のなかでは、核家族の方が拡大家族より家事に参加している。 

 表１０-２ 高校生の夕方の１７時から１８時の時間帯に家事をした高校生 

      （項目別にみる）                      （割合、％）  



 部活 課外 下校 自由 ＴＶ アルバ

イト 

夕食 手伝い 自動車

学校 

小計 

(%) 

家事をした

数（人） 

拡大 72.7 77.8 80.0 78.6 100 － 100 100 100 82.7 43

核 89.5 85.7 77.8 69.0 80.0 85.7 100 100 83.3 80.9 76

  

ウ）「食事作り」参加について(表１０-３参照)、「下準備」や「調理」への参加が目立つのは、拡

大家族では「課外」（7.7%）「手伝い」(5.8%)である。核家族では、「ＴＶ」(4.3%)である。 

  部活動、課外活動への参加者のなかでは、拡大家族の方が核家族より家事に参加している。 

  課外活動が、家事への参加をより妨げているのは核家族の方であり、拡大家族の方には影響

が少ないとみられる。 

 

表１０－３ 「食事つくり」への参加状況 （別紙 図１０－３「『食事つくり』への参加状況」 参照）    

（割合、％） 

 食事つく

り 

部活 

 

課外 

 

下校 自由 ＴＶ アルバ

イト 

夕食 手伝い 自動車

学校 

対象者

数（人）

拡大 米とぎ 3.8 1.9 0.0 3.8 0.0 － 1.9 1.9 0.0 

 下準備 1.9 7.7 1.9 1.9 1.9 － 1.9 5.8 0.0 

 調理 1.9 3.8 0.0 1.9 1.9 － 1.9 3.8 0.0 

52

核 米とぎ 2.1 0.0 2.1 0.0 4.3 2.1 0.0 2.1 1.1 

 下準備 1.1 0.0 2.1 2.1 4.3 2.1 0.0 3.3 0.0 

 調理 2.1 0.0 1.1 1.1 4.3 2.1 0.0 1.1 0.0 

94

                          

表１０-３－１ 「食事つくり」への参加状況        表１０-４ 「片付け」への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食事つく

り 

小計 

(人) 

割合 

(%) 

対 象 者

数（人）

拡大 米とぎ 7 13.5 

 下準備 12 23.1 

 調理 8 15.4 

52 

核 米とぎ 13 13.8 

 下準備 14 14.9 

 調理 11 11.7 
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 片付け 小計 

(人) 

割合 

(%) 

対 象 者

数（人）

拡大 食器下げ 36 69.2 

 食器洗い 11 21.2 

 食器ふき 4 7.7 

52 

核 食器下げ 63 68.5 

 食器洗い 29 31.5 

 食器ふき 12 13.0 
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 全日制の高校生の夕方の過ごし方は、以上の結果から、、最も多いのが「自由」に過ごす者であ

り四分の一を超えていた。2 位は「部活動」で過ごす者であり五分の一を占めた。3 位は「課外活

動」または「TV」などで過ごす者である。部活動や課外活動に参加していない高校生は、家事労

働に参加する割合は高い。ただ、食事作りを行う高校生は少ない。行っている家事の内容はほと

んどが食器の片付け、そのなかでも「食器下げ」である。食事作りには、核家族よりも拡大家族
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の高校生の方が参加している。 

 『仮説 c 家族構成員数が多いほど、高校生は調理作業に参加する頻度が高い（家族構成・世

帯の縮小化は高校生の調理作業参加度を低下させる）』が検証された。 

   仮説（c の補足）全日制の高校生では、課外活動に参加している拡大家族の高校生は、食事つ

くりに最も参加している。 

 以上の結果から、家族の極小化により、共食行為の減少と食事内容の貧食化、家事参加度（料

理作り）の低下が明らかにされ、ヒトとの関係性の希薄化が進んでいるといえる。 

 

  Ⅲ ２ ３）（４） 健康状態 

『仮説 d 家族構成員数・世帯の縮小化は、高校生の健康状態の悪化につながる』 

 健康状態を、１～４の数値で、良い方を「１」に、悪い方を「４」で記す方法で調べた。その

結果を表１１で示した。（別紙 図 11「健康状態と家族形態」、図 12「夕食を摂った人と健康状態」 を 参照 ） 

表１１ 健康状態と家族形態                       （人・割合％） 

よい      ⇔      悪い  

１ ２ ３ ４ 

無記入 対象数 

拡大族 16(30.8%) 20(38.5%) 10(19.2%) 3(  5.8%) 3(  5.8%) 52(100%) 全

日 核家族 26(27.7%) 37(39.4%) 20(21.3%) 7(  7.4%) 4(  4.3%) 94(100%) 

定時制 3 ( 6.4%) 7(14.9%) 19(40.4%) 10( 21.3%) 8( 17.0%) 47(100%) 

 

ア）拡大家族も核家族も「よい」の回答の割合が多い。定時制では「悪い」が 21.3%を占めた。 

イ）夕食の絵で、「家族の大人が一人以上いる」場合と「私１人」・「きょうだい」を比べると、い

ずれも「よい」方に山がある。拡大家族や核家族では、「私１人」・「きょうだい」の夕食でも、

「大人と」と傾向は大きくは変わらない。 

 高校生の健康状態は、拡大家族・核家族では「よい」が多い。「家族の大人」と夕食を一緒にと

らなかった「私１人」・「きょうだい」でも、「悪い」は少なかった。「家族構成員数が少ない」・「共

食の機会が少ない」定時制では、「悪い」が多かった。 

『仮説 d 家族構成員数・世帯の縮小化は、高校生の健康状態の悪化につながる』は検証され

た。 

 

Ⅲ ３ 高校生の母親たちの食育の現状 

Ⅲ ３ １） 研究のねらい 

ここでは、『仮説 高校生の母親は、高校生の食行動の自立に対してあまり関心をもっていない』

ことを検証する。 

Ⅲ ３ ２） 研究の方法 

 熊本県高等学校教育研究会家庭部会家庭科研究委員会で調査した集計結果の分析注１） 

  調査対象者：熊本市内の S 高校（180 人）と熊本市郊外の M 高校（21 人）の合計 201 人で

ある。保護者会の場での回答であり、ほとんどが母親（女性）であった。 

  調査時期： 2007 年 11 月～12 月 

 注１）「高校生への『食育』Ⅴ 報告書」（平成 20 年 3 月発行、全 136 頁）の p.24～30 を筆者が再分析した。 
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Ⅲ ３ ３） 調査結果の分析・考察 

（１）子どもに教えたり、伝えたりしていることは、1 位「食事の姿勢」78.6%、2 位「好き嫌

いをしないこと」73.1%、3 位「栄養のバランスを考えて食べること」66.7%が上位にある。 

下位にある項目は、「料理技術の習得」23.4%、「食べ物と生活習慣病のこと」26.4%、「食

べ物生産をする人への感謝」28.9%、「食べ物の安全性」についてであった。これらは食行

動の自立を育成する要素である。親は自立育成に関心が低いといえる。（別紙 Ⅲ ３ 図１「高

校生の親が子に伝える内容」参照） 

 （２）食べ物購入の行動では、冷凍・調理済みの食品の利用が半数を超える。産地表示はよく

見ている（別紙 Ⅲ ３ 図２「親の食べ物購入の行動」参照）。 

 （３）食事つくりの悩みでは、「献立」が最多（83％）で、「料理技術」が４人に一人ほどであ

る。「時間不足」を三人に一人が悩んでいる。（別紙 Ⅲ ３ 図３「親の食事つくりの悩みや苦労」

参照） 

 （４）家族の会話は、食事中によく行われている。その内容は学校のことやニュース、TV 関連

が多い。（別紙 Ⅲ ３ 図４「食事中の家族の会話」、Ⅲ ３ 図４－２「食事中の家族の会話の内容」参

照） 

（５）家族のふれあいは、食事中や食後の団らんが大部分である。家庭において、「食事を摂る」

行為は、家族の親世代から子ども世代への文化の継承や世代間の交流の時間として重要で

あることが示唆される。（Ⅲ ３ 図５「親子のふれあいはいつ？」参照） 

 （６）伝統的な料理（行事食や郷土料理）を家庭で作ることについては、「よく作る」は 10%

にすぎなかった。「時々作る」は 66.2%であった。（Ⅲ ３ 図６－１「伝統的な料理作り」、Ⅲ ３

図６－２「伝統料理を子どもと一緒に作るか」、Ⅲ ３ 図６－３「子どもと一緒に伝統料理を作らない理

由」参照） 

この伝統料理を、子どもと一緒に作っている親は、「よく作る」がわずか 2%であった。

「時々作る」でも 34%、3 人に 1 人でしかない。ほとんど（62%）が一緒に作っていない。

作らない理由として、「時間がない」が 57%、「作れない」が 21％、「興味がない」が 17%で

あった。伝統食を、親だけでなく子どもも多忙であるために作らない、あるいは親自身がす

でに作れない、興味がないという実情にある。伝統食を親世代から子ども世代へ伝承する行

為は衰退している。 

以上の結果から、『仮説 高校生の親は、子どもの食行動の自立育成に対してあまり関心を

もっていない』ことが検証された。 

 

Ⅲ ４ 3 章のまとめ －「家族・家庭と食行動の現状」－ 

１ 産業化の進展度合いが異なる、韓国・福岡市・熊本の３地域の家庭における食生活調査を

行い、その結果から家庭生活においての家族との食事行為が産業化の進展とともに崩れ、ひとり

食が増加することを明らかにした。将来的により高収入をめざす子どもの教育は高学歴化し、そ

のために学校での長い拘束状態、また親の長時間や変則的な勤務という就労形態もあり、朝食や

夕食を家族でともに食べることはしない。家族構成員は減少し、家族でともに食べようにもヒト

がいない。ヒトが少ないと食べ物は簡便なものとなる。家族の縮小化によって、家庭内でともに

料理し、ともに食べるという、人間本来の食行動をとらない。ただ、食べ物は身の回りに豊富に
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ある。いつでもひとりでも食べることができるという飽食環境にある。現代の若者のひとり食（孤

食）は、高度産業社会の飽食環境下で、家族の縮小化というヒトとの関係性を起因として生じて

いることを明らかにした。 

 

２ 熊本の高校生の食事の絵から読み取った食行動を分析した。家族構成員数の縮小化と高校

生の食生活の関連を分析するねらいをもち、家族の形態別、構成人員の多少による機軸を設け、

全日制を拡大家族と核家族の２つの群に分け、定時制を一つの群として、3 つの群で比較考察し

た。定時制の家族構成員の内訳は拡大家族（4.3%）、核家族（85.1%、このうち全調査者数の 72.3%

は単親家庭）、単独（10.6%）である。 

 朝食の欠食率は定時制で最も多く、拡大家族で少ない。家族の大人と一緒に食べた者は拡大家

族で多い。夕食を家族の大人と一緒と食べた者も拡大家族で多い。また食事内容では、朝食に「ご

飯・みそ汁」、またはこれに「おかず」が加わったメニューは拡大家族と核家族で多い。家族員数

が多い方が食事内容も多い。夕食も同じ結果である。家事作業への参加状況は食器片付けや配膳

を行うくらいで、食事作りを行う者は半分以下である。食事作りは拡大家族が他の２つの群より

少しは多い。健康状態は、拡大家族・核家族では「よい」が大半を占めるが定時制では「悪い」

の方が多い。高校生という若者は、家族構成員の縮小化により大人との共食の機会が減り、食事

内容が貧弱化し、結果として健康状態の悪化をもたらすということが明らかにされた。 

  

３ 熊本の高校生の母親たちの食育の現状では、食事のマナーや栄養教育を重視し、料理技術

の習得や食べ物生産、安全性についての関心は高くない。食生活では、冷凍・調理済みの食品の

利用は半数を超え、産地表示はよく見ている。献立選びに大半が悩んでいる。家族のふれあいは、

食事中や食後の団らんで行われている。伝統料理作りは大半が時々作る程度である。子どもと一

緒に作る者は 3 人に１人程度であり、作らない理由としては、時間がないとする者が過半数で、

作れない者が 5 人に 1 人で、興味がないとする者が 6 人に 1 人であった。これらの結果から、伝

統食を親世代から子ども世代へと伝承する行為は衰退しているといえる。また、高校生の母親は

子どもの食行動の自立育成にあまり関心をもっていないといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

61

第Ⅳ章 「食」の教育の現状 

  

この章では、食の教育において、地域の生産者（農）や生活者が参加するという方法での展開

により、農と食の接近に向かう消費者育成が志向され、地域におけるヒトの関係づくりは芽生え

ているものの、家庭内の日常食が焦点化されないため、家族間の食行動が問題化されないままと

なり、家族のヒトの関係性を変化させる動きには発展しなかったことを明らかにする。 

  

Ⅳ １ 1994 年から 2004 年の家庭科食の教育 実践分析―九州地区― 

この節では、地域の食文化の資源を教材化した家庭科食の教育の実践事例を取り上げている。

食と農をつなぐ積極的消費者育成につながるものであり、ヒト・クラシを重視した展開となって

いる。ただ、家族間の食行動については焦点化されていないために、家族におけるヒトとの関係

性を深めるにはいたらなかった実践となっていることを明らかにする。 

 ここでは、1994 年から 2004 年に発表された、小中高校の家庭科食の教育の実践を、「地域の生

活課題」を取り入れているかどうかを視点として分析した論考を取り上げる。 

 これは、『九州・沖縄の「生活課題」「生活文化」にかかわる家庭科の授業研究』注¹⁾に報告され

たもので、この論考で分析資料とした教育実践は、共同研究に参加した 10 名が分担して収集した

ものである。熊本、宮崎、大分、鹿児島、沖縄の各県から 1269 事例を収集し、地域にかかわる事

例 368 事例（高等学校 149 事例、中学校 140 事例、小学校 79 事例）を確定した。それを、衣生活、

住生活、食生活、家庭経営・家族・保育・福祉の４つの領域に分け、分担してそれぞれが分析し

た。 

 分析基準は、共同研究者たちの論議の結果に設けられた次の 5点である。 

  基準① 学習方法に地域の視点があるか（学習方法） 

  基準② 学習内容に地域の視点があるか（学習内容） 

  基準③ 自身の生活を見つめ、子ども自身の課題に気づく視点があるか（子ども自身の課題） 

  基準④ 地域や社会を見つめ、そこでの生活課題に気づく視点があるか（地域の生活課題） 

  基準⑤ 地域を変えようとする視点や地域再生の視点があるか（地域再生） 

 このうち、「食物の実践」を筆者が担当した。この報告書に記載した内容を引用し、この稿の最

後に４つの分類での考察を加えた。 

 

 注１）『九州・沖縄の「生活課題」「生活文化」にかかわる家庭科の授業研究』は、桑畑美沙子（熊本大学教育学

部教授）を研究代表者とする、宮瀬美津子（熊本大学教育学部）、久保加津代（大分大学教育福祉科学部）、熊谷

和世（大分市教育委員会）、福原美江（宮崎大学教育文化学部）、伊波冨久美（宮崎大学教育文化学部）、倉元綾子

（鹿児島県立短期大学）、浅井玲子（琉球大学教育学部）、国吉真哉（琉球大学教育学部）、立山ちづ子の共同研究

である。『九州・沖縄の「生活課題」「生活文化」にかかわる家庭科の授業研究 課題番号 17500434 2005 年（平

成 17）年度～2007（平成 19）年度科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ）研究成果報告書』は 2008 年 3 月に発行さ

れた。 
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Ⅳ １ 1）「食」の教育の実践とその分析 

Ⅳ １ 1）（１）はじめに 

1999（平成 11）年 3 月告示の学習指導要領では、高校家庭科の普通科目では「家庭・地域社会

との連携」が、専門科目では「地域や産業界と連携した教育」を重視することになり、教科目標

では「男女が協力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育てる」ことになった。

また、小・中学校家庭科においては、1998 年 12 月告示の学習指導要領では、「近隣の人々との生

活を考え」（小学校）、「家庭生活と地域とのかかわり」（中学校）などが、学習内容として編成さ

れている。このように、小・中・高校における現行家庭科の教育課程では、これまでの「家庭生

活」中心の学習から、「地域社会」を含めた学習へ踏み出す目標や内容になっている。したがって、

今回の分析対象とした食物事例は、1994～2004 年の実践であるため、前述の改訂学習指導要領

の内容が少なからず影響していると推察される。 

ところで、私たちの暮らしは産業の動きに左右される。食生活における食材供給の側面でみる

と、農業を含む第一次産業従事者は、1950 年の約 60％から 2000 年には約 5％にまで低下した。

また、食料産業業種別国内総生産の農漁業部門は 1970 年には 30％を占めていたが、2002 年には

12％までに低下した。その分、製造業や流通業、飲食店の割合が増加している。また、食の外部

化率が 1975 年の 28％から 2001 年には 44％までに増加している。 

私たちの社会は、大部分が自給自足的生活者、すなわち生産者でもあり消費者でもあるという

人口構成から、大部分が消費者という人口構成に急速に変化してきた時代である。そして高齢社

会であり、農山村地域では生産者と消費者の両側面をもつ高齢世代が現役として活動している。

他方では、子どもたちは消費者の立場で暮らす生活者である。このような地域の人々の暮らしの

様子を明らかにしておくことは、食生活教育の生活課題が把握しやすくなると考える。 

今回収集した食物実践の総計は 178 事例で、そのうち分析基準３，４，５に該当する割合は、

基準３が 3.9％、基準 4 が 17.4％、基準 5 が 5.1％であった。校種別別では、小学校と中学校がそ

れぞれ 47％で、高校は約 20％で、小・中の半数以下であった。その背景には、地域を対象とす

る授業は、通学範囲、履修時間、学校規模などの要因が影響すると思われる。 

本稿では、これらの事例を、a．食べ物の安全性、b．郷土料理、c．「食べ物とは」、d．米、の

４つのテーマで分類すると後掲資料のとおりで、20 事例を抽出することができた。これらの 20

事例は、1 次的生産者が同居、または近隣に存在する農漁村地域で展開された授業であった。そ

の意味では社会の産業構造が１次から３次的な産業へ変動していく過程で、家庭や地域の生活の

なかで、「喪失」されていくものと「創出」されていくものとが混在する環境にあったといえる。

このことが、食物実践における生活課題として自覚され設定されたともみられる。 

 

Ⅳ １ 1）（２）本稿の目的と方法 

 本稿では、①食材供給の生産者と消費者の双方の関係について理解し、安全な食べ物が持続的

に供給される社会づくりに参加する力、②地域の暮らしと食文化を継承し創造する力、③食べ物

と命を育む力、などの食生活力を育成する学習方法・内容に求められる条件を明らかにし、今後

の教材開発や授業づくりに資することを目的とする。 

分析対象は、上記の４つのテーマで抽出した 20 事例のなかから、さらに６事例について抽出し、

その学習方法・内容などから、食物実践における「生活課題」をより具体的に分析しようと試み
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たものである。なお、分析対象の６事例を、年代別に並べたのは、前述の社会の動きが反映して

いると考えるからである。 

 

Ⅳ １ 1）（３）6 事例の分析 

a「食べ物の安全性」を中心とする実践 

事例①「子どもたちの心、からだ、未来をみつめて」 

これは、日教組主催の第 50 次全国教育研究集会（2000 年１月）で報告されたレポート（鹿児

島県教職員組合へ文化部編『鹿児島の教育』2000 年 2 月）であり、中学 3 年「保育」（20 時間）

の一部である。生徒数の記述はないが、「中学 1 年生 26 名の担任をしている」ことから、この 3

年は 20～30 名のクラスと推測される。指導計画は以下のとおりであるが、食物関連の部分は記

述とおりに詳細を記し、その他の箇所は概略を記した。 

年間指導計画 保育 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

オリエンテーション 

男女のからだのしくみ・妊娠と出産 

生育史から学ぼう 

母体に影響を与える 

野菜の栽培 

 安全性の高い野菜、穀物、果物を選ぶには？自分はどう行動するか？ 

収穫と調理 

 収穫した野菜、いも、落花生などを使った調理・自然素材を使った調理。よもぎ

だんご、からいもせん。 

命と・・地球環境。未来をみつめて 

 

この実践記録は、上記の指導計画の５・６を主として記載されている。題材設定の動機は、12

年前に「ポストハーベスト」のビデオをみて「ノーポスト・ハーベスト」にしなければならない

と考えたという。 

 授業の始めはこのビデオの視聴である。ところが生徒はあっさりと無農薬が一番、そして安全

安心の買い物の仕方まで明解に答える。授業者は「安心が店頭に並んでいる？」「家で安心野菜を

栽培している？」と投げかけるが、子どもの返事はない。授業者は「じゃあどうする？」と次に

進める。 

栽培をしよう。無農薬一番    

 12 年間の取り組みが始まった。①小さな学級園に、家庭から持ち寄ったサツマイモのツルを植

えて 40 個も収穫、青シソも育ち大成功。ふかしイモとシソの天ぷらにして試食。②一人一鉢で野

菜栽培。初めてみる小粒の種に驚く。③家庭科菜園作り。家庭科室の前に外枠作り、腐葉土と有

機肥料（牛糞ほぐし）を混ぜたりして土入れの作業。8 年目に見事な野菜が育つ。④再び一人一

鉢であるが班栽培から個人栽培へ。⑤家庭科菜園ではケナフを栽培。栄養価が高いので天ぷらや

ジュースとして試食。⑥学校菜園の完成：校舎横にＰＴＡの協力で開墾し土入れをした。そして

1 年と 3 年はピーナッツ・枝豆を、2 年はサツマイモを植える。無化学肥料なので、レンゲを撒く

計画。サツマイモとピーナッツは鹿児島の特産物である。 



 
 

64

 この無農薬栽培過程で、授業者も子どもも、地域の作物に関心が深まり、農家の方との話しか

ら農業で生活を支えている人の悩みがわかってきた。「無農薬野菜の栽培はほとんど不可能？」。

なぜ・・商品にならないのか（消費者は虫食いを買わない）。なぜ・・農薬散布と化学肥料を使用

しないと収穫が少ないのか。体に悪いことは知っていても農薬を散布している、広い畑の虫取り

は多忙でできない。子どもたちは大量生産を少ない人力で生産しなければ経営として成り立たな

いという今日の農業（生産者）の課題に気づく（基準４）。⑧無農薬野菜や果物を栽培した子ども

たちは「安全な野菜が店頭に出ない理由が分かった。だから行動をおこすことを学んだ：栽培す

る、賢い消費者になる、協同組合（生協）の利用。」とまとめていく（基準５）。また、職員研修

や学級ＰＴＡや町内学校保健だより（1996 年）で、安全安心の知識を広報した。⑨「自然の素材

を大切にするようになった」。特産物の落花生でピーナッツ豆腐、サツマイモでからいもせん（種

子島の郷土料理）、よもぎだんごの郷土料理実習実践）で終わる。こうして最後に、子どもたちは

それまでよく食べたていた市販のおやつではなく、郷土産物を使ったおやつの価値が高いことに

気づく。ここで市販品を優先的に選んでいたという自分自身の生活課題に気づいたのである（基

準３）。 

 この実践は栽培体験と家庭や地域との連携で、子どもが自分自身の生活をみつめ、生産者の課

題と消費者の課題に気づき、生活者として地域の暮らしと食文化の継承と創造までに発展させて

いる。記述が不明確で分かりにくいが、単年度の実践は上記の⑤～⑨であろう。授業者は 12 年間

も継続して取り組んでいるので、短時間で基準３、４、5 に達する展開が可能になったとみられ

る。 

 

事例②「食生活を自分の手で」 

本事例は、事例１と同様に中学 3 年を対象に、全 3 時間の授業計画で、最後の 1 時間の展開で

ある。 

１時：食事の計画を立てよう。 

２時：食生活を見直そう。 

３時：食品売り場をのぞいてみよう（本時）。 

 目標は、地域のトマト生産者の方の話を通して食品の選択について考え、消費者としての意識

を高めることである。子どもたちは生産地に暮らしてはいるが消費者の立場にいる。 

本時の授業は、前時の輸入食品のポストハーベスト農薬の学習の振り返りから始まり、以下の

ように進められる。・ビデオを見てなぜ「黄色灯」が必要なのかを考える（地域の農家が農薬を使

用しないトマト栽培を行う理由を考えることは、地域の生活課題に気づかせる展開である。基準

４に該当）。・ゲストティーチャー（トマト農家）の話を聞く。・質問を班の代表者が発表する。・

話し手の回答を聞いて新たに質問する。・「地産地消」や「スローフード」の言葉について知る（地

域の生産者と消費者の結びつくことで、安全な食べ物が生産され、また入手されるという仕組み

へと変えることが提案されている。基準５に該当）。最後のまとめで授業の感想を書く。 

この実践記録はＡ４版２ページと短く、生徒の感想記録はない。生徒は生産者の話や「たんせ

い込めて作られ」た完熟トマトの味を知ることで、生産者の食べ物栽培への熱い思いを直に感じ

る体験をする。 

「黄色灯」の点灯は、生産者が安全なトマト栽培に向けた、最新の農薬不使用での害虫駆除法
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である。 

ところで、事例１は 1999 年、事例２は 2003 年の実践である。1992（平成 4）年に「有機農産

物および特別栽培農産物（「無農薬栽培農産物」や「減化学肥料栽培農産物」など）に係る表示ガ

イドライン」が制定され、生産者・消費者の双方からの要望で、1999（平成 11）年にＪAＳ法の

改正が行われている。このように安全な食べ物の生産を促す動きは、生産者・消費者の双方で進

められてきた。事例２は、そのような社会背景のなかで、安全な食べ物の生産を推進していくに

は、消費者の位置に立つ子どもたちが、地域の生産者と生産方法を知る必要があることを生活課

題としており、そしてそれを授業目標に設定しているため、基準３、４，５を短時間で達成して

いるといえる。 

 

b「郷土料理・地産地消」を取り上げた事例 

 大量生産・大量消費が進んだ近年、それは地域の産物で築いてきた食文化を破壊してきた時代

でもあった。郷土料理や地産地消を題材に取り上げることは、崩壊されつつある地域の食文化を

取り戻す営みであると同時に、子どもたちそして地域の暮らしの存続と創造につながる活動であ

る。 

事例③「地域の人とつくる地域の食材を使った肉・魚の学習」 

本事例は、海と向き合う地域の中学校 2 年を対象（1 学年 4 学級）に、1998 年に実践された。

県内最大の漁業基地であるが、漁業不振と過疎化・高齢化の問題を抱えている。子どもたちは生

産地に暮らしながら、部活や塾に忙しく、地域や親たちの暮らしの実態を捉えていない。 

 13 時間の展開は、①学習計画を立てる、②肉（魚）の調理実習、③肉（魚）の調理上の性質、

④ＶＴＲ視聴、⑤ソーセージ作り、⑥加工食品と食品添加物、⑦魚を使った郷土料理、⑧私たち

の暮らしとこれから、である。この⑦は生徒から希望が出された項目で、授業者は老人会に参加

協力を依頼して、日常食でもある鯵のすり身とあおさ汁、きびなごの刺身を実習した。子どもた

ちは「生き生きと楽しいときを過ごした。」「家でも作ってみた」「とてもおもしろかった」という

感想が他の授業より多く、普段の授業ではみられなかった姿があった。生徒のまさえは、ソーセ

ージづくりでは試食を班の友人たちと一緒にできなかったが、魚の実習ではおばちゃんと一緒に

あおさ汁を食べた。子どもたちはそれまで家庭において調理をしていなかったという自身の生活

課題に気づき、動き始めたといえる（基準３）。 

 ⑧のＶＴＲ視聴では、大量生産のため安価な穀物資料で太らせ、化学肥料を与えすぎた穀倉地

帯の砂漠化について知る。子どもたち自身の地域のかつての養殖業が鰯を大量に捕獲した結果と

して、現在の不漁にあえいでいるという実態に子どもたちは気づく（基準４）。が、授業実践はこ

こで終わる。 

授業者は⑦で老人会の協力を得て、調理実習を共にした。これだけで終わらず、老人たちがか

つての生産者であったという生活経験の聞き取りが欲しかった。子どもたちはその語りを通して、

基準５に該当する「地域再生」へのアイディアを提案できたのではないだろうか。 

  

事例④「地域の食文化に根ざした学習」 

本事例は、宮崎県の全国唯一の年間全寮制の公立農業高校で、農業科、生活科学科などがある

専門高校における実践である。生活科学科の 2 年 13 名と 3 年 20 名を対象にしたもので、2003



 
 

66

年に報告されている。1999 年版学習指導要領で、学校と地域の連携が明記された以降の実践であ

る。 

 「家庭一般」の履修後、授業者は「食物」の夏休みの課題として、県内の食生活について身近

な高齢者から「子どもの頃の食事」の聞き取り調査を指示したところ、生徒の祖父母が 50～60

代であり、地域による差はみられなかったという。山村部では「冠婚葬祭習慣の簡素化」運動が

徹底し、特徴が見出せなかった。ただ、しいたけ生産が全国第２位の県北地区では行事食にも日

常食にもしいたけが多く利用されていた。そこで、授業の目標は、県の特産品の椎茸利用の新し

い料理開発をめざすことになった。ただ、この授業における生徒の立つ位置が、生産者であるの

か、消費者であるのかが不明確であるため、生徒自身の生活課題の把握が弱くなったとみられる。

生徒自身の生活課題を見つけさせるためには、たとえば、授業者は聞き取り調査であまり成果が

なかったとしているが、1960 年代前後に急に産業化が進むなか、家庭や地域の自給自足的生活の

なかで築かれてきた生活者の食文化が変容・消失したものごとがなかったのか、などを丁寧に読

みとり、祖父母世代と、生徒自身の食生活の違いを考察することを通して、生徒自身の生活課題

を明らかにできたのではないかと思われる。ここでの基準３への取り組みが弱かったことは残念

である。もしそれができていれば、基準４の課題把握もできたのではないかと思われる。 

1961 年制定の農業基本法は農業生産の選択的拡大、生産性の向上、構造改善を進め、農業就業

人口を減らし、自立経営農家をふやそうとするものであった。そして自給自足的農業から市場経

済下の農家経営へ転換させられていく。宮崎県主催の「しいたけ料理コンクール腕自慢大会」は、

生産者が地域の暮らしと農業経営が存続することを期したものである。この大会で優秀賞を獲得

した生徒たちは、その後、諸塚村のしいたけの加工と普及に取り組む生活改善グループの女性た

ちの目覚ましい活動に接し、また村の「しいたけ館」を見学し、村の概要と産業についての説明

を聞いている。このような参加型の学びを通しての生徒の声は記述されていないが、生徒は生産

者が抱える地域の生活課題に気づいていったこと（基準４）が推測される。 

翌 2002（平成 14）年度は、「生産から消費までを考えるキノコ研究」の料理・加工の部分を担

当した。また農業「総合実習」で、村営の「しいたけ団地」を訪ね、しいたけ栽培の方法を学び

収穫を体験した。さらに生活改善グループからしいたけ料理講習を受けた。「山村文化交流」では、

「椎茸料理の研究家」として、自信を持ってオリジナルのレシピづくりに意欲を燃やすようにな

った。生徒は自分たちの活動が地域に役立つこと意識しはじめていく。 

 地域住民対象の学校主催開放講座「キノコ講座」で、生徒は地元産キノコを使って 4 品の調理

実習を行い、「生徒の祖父母世代の参加者には大好評であった」という。授業者はさいごに「かつ

ての『家庭料理』は今や農産物に付加価値をつける手段の１つとして『産業』に姿を変えつつあ

る。」と述べている。生徒たちの活動が、地域住民に地元産物の価値の高さと産業化の可能性を提

示するという、地域を変えた実践として読みとることができる（基準５）。 

この事例では、生徒は地域の生産者の次代を担うものとして地域の活動に参加している。ただ

生徒の日常生活は、消費者の位置にあったのではないか。生徒自身の生活課題が明確に結実して

いないため、地域の生産者の生活課題の把握も弱く、またこの学習を通しての消費者と生産者の

関係のあり方への発展や、地域の暮らしの存続についての関心もみられない。 

学校と地域はなぜ連携する必要があるのか。授業者は食生活学習を地域の暮らしの維持と創造

にどう結び付けていくのか、展望をもって取り組むことが大切である。 
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c「米」を扱った事例 

事例⑤「人間らしく生きられる力を、どう高めていくか～生活者としての力をつける～」：「『米』

を学び、『米』に学ぶ」 

この事例は、川と田んぼに囲まれた地域にある小学 5 年生対象で、2001 年に展開されている。

学校規模の記載はないが、１学年 1 学級とみられる。 

 社会科学習で「食料」として米を意識し、栽培過程から自分の口に入ってくるまで、生産する

人の苦労、工夫、課題をみつめていくという学習を行ったところ、子どもたちは「見たことはあ

るがやったことはないから体験して調べたい」という。さらに子どもたちは、なぜ米を食べるよ

うになったのか？、米の栄養は？、米を使った料理にはどんなものがあるか？、など社会科の内

容をこえた課題を出した。授業者は、これらの課題を追求させることを通して、子どもたちは米

が命と地域を支えている価値ある食料とわかり、食文化に目を向けることができるだろうと考え

た。 

 学習計画は、①社会科・総合学習・特別活動、②視聴覚（Ｔ．Ｖ．）、③家庭科（14 時間）の 3

本が平行して進行する組み立てである。①は生産体験で、ゲストティーチャー・餅つき・米の学

習。②では、人と米の出会い・田んぼの生物・品種改良・米と祭り・世界の米料理などの展開。

③では、ア．なぜ米を食べるのだろうか（0.5）、イ．栄養って何だろう（0.5）、ウ．用具の使い

方（ゆで卵を作る）（2）、＊米に関する聞き取り調査、＊米を使った料理を家の人と作る、エ．ご

飯がおいしいのはどんなとき（1）、オ．おいしいご飯をたいてみよう（1）、カ．米を使った料理

を作ってみよう（4）、キ．おいしさだけで考えて作ったのかな（1）、ク．米の料理カレンダーを

作ろう（２）、ケ．米を使ったおやつを作ろう（2）となっている。 

 米の栽培は、保護者の「バケツ栽培では、人の知恵と人々のつながりは見えてこないかもしれ

ませんね」の話を受けて、田んぼを借りた。田植えはクラスの子の祖父母がゲストティーチャー

となり、おやつの“こびる”にはある母親が古代米のおにぎりをごちそうしてくれた。昔の米作

りについてはある祖父が話し、機械化の以前には牛をつかい、子どもも勉強より仕事を、そして

米はお金といっしょだったこと、作った人が食べられないこともあったことを知る。かつての地

域や社会の生活課題に気づくことになる（基準４）。 

 苗を持ち寄って植えた田んぼでは、品種が異なるために実りの時期がずれ、結果的に米の種類、

開花の観察、もち米とうるち米の区別ができた。収穫作業は祖父母たちの協力で、稲刈りでは鎌

使いを、脱穀作業では 2 人用脱穀機を、籾の選別では唐箕を使った。これらの作業を通して、子

どもたちはチームで行うことを「とてもここちよかった」と述べるようになった。このことは子

ども自身が、自分たちの日ごろのつながりが大切であることを生活課題として自覚した結果の発

言と理解される（基準３）。 

 学校給食中にご飯粒を数え、稲が実る時期に、家庭科では米の勉強を始めた。家庭での聞き取

りは、米料理とおいしいと感じるとき、祖父母には昔と今の食べ方の違い、米にまつわる思い出、

孫に伝えておきたいことなどである。授業者は食べ物や食べ方が家庭で話題になることを意図し

ていたため、学級通信では「家の人と米を使った料理を作ってみよう」と提案する。        

 授業では家庭での料理体験をふまえて、炊飯実験や調理実習を行った。ここでも父親の手伝い

があった。試食後は献立と栄養学習。さらに、米と私たちの食生活の関係を知ることで、米とい

う食べ物の豊かさ、食に対する人々の知恵や工夫に気づくだろうと考え、「米の料理カレンダー」
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作りに取り組んだ。地域には 2 月のあられづくり、冬の甘酒、十五夜の団子、10 月のお祭り餅な

どが残っていた。これらを通して、子どもたちは「米こうじって何？」「お彼岸って？」「七草が

ゆってなぜ食べるん？」「餅まきにはどんな意味があるん？」などの疑問を出し、分担して調べた。 

 実践記録はここまでであるが、この後は、学習発表会で米の学習は終わるとしている。 

 家庭から「うちの子は学校のことはあまり話さない子でしたが、聞き取り学習や実習をしてか

らよく話すようになった」「今日の味付けは何？とか聞くようになった」「今年は実家の稲刈りに

行き、活躍しました」と、子どもの暮らしに変化が起こってきたことが伝えられた。子ども自身

が自分の生活課題に気づいた結果としての変容とみられる（基準３）。 

 子どもの日記には「米はたくさんの手間がかかってようやく食べられることがわかった。私た

ちは楽しんでやったけど、農家の人は大変だ。機械をつかう気持ちがよくわかった。でも大変な

わりには収入が見合わないから、ほかの仕事をする人が多いという。でもそうなったら困るな。

米を作る人がいなくなったら困るな。私は米が好きだから」と記されていた。子どもは米農家の

経営や米にたいする農業政策の課題に気づいている（基準４）。 

 家庭や地域に米の生産経験者が存在し、その資源を授業者がフルに活用したので、生産に関す

る技術・米と暮らしの人のつながり、米食文化など、いろいろな技の伝承と情報を、子どもたち

は歴史的にまた直接的に収集できた。他方、授業者の記述はないが、家庭や地域の人々は子ども

たちに米と暮らしについて語っていくことの重要性に気づいたからこそさまざまな協力が得られ

たに違いない。親や地域住民が、協力連携して地域を考える次世代を育成する行動をとるように

変わったといえる（基準５）。 

 

d「人間の食べ物とは」を考える事例 

事例⑥「人間が『食べる』ってなんだろう～養豚と解体と豚汁～」 

本事例は、熊本市に隣接する農村地域の中学 2 年対象の実践である。指導計画は明記されてい

ないが、以下のように整理される。 

 題材観は次のようである。新興住宅地と農家が混住する地域にあり、子どもたちは人と結び合

うことがうまくできない。授業者は担任の愛子が養豚業という家業を口にしないことを直接的な

課題としてこの題材を設定する。授業者自身が家庭訪問で豚に接し、楽しむだけでなく、養豚の

方法そして労働の大変さを知る。そしていただいた豚肉のおいしさを味わう。子どもたちにも同

じ体験をさせようと、以下の授業展開となる。 

（１）クラスキャンプで愛ちゃん家の豚肉を使ってカレーを作る 

（２）調理実習で愛ちゃん家の豚肉で豚汁を作る 

（３）愛ちゃん家の豚の見学 

（４）豚の解体についてのお話 

（５）「人間が『食べる』ってなんだろう」を考える 

・豚の一生 

・ＶＴＲ視聴「人間は何を食べてきたか～血の一滴までも生かすソーセージ作り～」 

・畜産流通センターでの豚の流れ 

 この展開は、（１）を除けば家庭科の授業 8 時間と推測される。実践記録としての記載はないが、

実践終了後、「愛子は「（自分のクラスでは）家が養豚をしていることをいっても平気」というよ
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うに変わった。愛子自身が家業に対して卑屈な思いをもつことや学級の子どもたちが養豚業に対

してもつ偏見。これらのことを子どもたち自身が生活課題として気づいたことが読み取れる（基

準３）。子どもたちは、愛子の家の豚の肉を味わい、訪問して豚と出会い、さらに親たちの労働や

豚の解体を通して、自分たちが「食べる」までの全様を知る。これらを通して、地域や社会の人

たちが養豚業を他より低い職業とみることは偏見であると、子どもたちは気づいていく（基準４）。

また子どもたちの職業観が変わることで、愛子は「（家業をいっても）平気」と変わっていく（基

準５）。このような変化を後押ししたのは、養豚をする人がいないと豚肉は食べられないと気づい

たからである。食べ物の生産過程の理解は職業差別の解消にもつながる。 

 実践はさらに、「食事には小さな生命がいくつも入っているということだ」と、自分の命が他の

命の「おかげで生きていける」ことに気づいていく。食べ物が元は命を育んでいた生き物であっ

たことを知らなかったという自身の課題に気づいている（基準３）。 

 

 参考文献 

  岸康彦著（1996）食と農の戦後史，日本経済新聞社，東京． 

 

Ⅳ １ ２）「食の教育」の４つの分類によるまとめ 

（１）食の教育に、「地域」と「生活課題」・「生活文化」という要素が含まれることが重要である

ととらえ、さらに「生活課題」に向き合う人の育成の視点を、授業者がねらいにすえて実践

しているかどうかを分析した論考である。 

（２）九州地区の 1269 の実践事例から地域にかかわる 368 事例を抽出し、このなかの食教育の

実践は 178 事例であった。これらから分析基準③「自身の生活を見つめ、子ども自身の課題

に気づく視点があるか（子ども自身の課題）」分析基準④「地域や社会を見つめ、そこでの生

活課題に気づく視点があるか（地域の生活課題）」分析基準⑤「地域を変えようとする視点や

地域再生の視点があるか（地域再生）」のなかの④を含んだ実践 20 事例を抽出し、この論考

はこのなかの 6 事例について、詳しく分析したものである。 

（３）6 事例を 4 つのテーマで分類し（Ａ食べ物の安全性、Ｂ郷土料理、３「食べ物とは」、Ｄ米）

食生活力を育成する学習方法・内容に求められる要素を明らかにし、今後の教材開発や授業

づくりに資することを目的としている。 

（４）「a食べ物の安全性」に重点を置いた実践の事例①では小学生が食べ物の栽培体験を通して、

消費者が安全な食べ物栽培の苦労を理解し、生産者と消費者の双方が安全性と価格の面から

生協活動などの流通段階の改善の必要性に気づく内容である。同時に、これまで利用してい

た市販の食べ物より郷土の産物の価値が高いことに気づき、郷土料理の技術を習得する展開

となっている。事例②では、中学生が地域の特産物であるトマトの栽培方法を生産者から聞

き、消費者が安全な食べ物を入手するためには、生産者と消費者が結びつくこと、スローフ

ードの生活観に気づかせる内容である。筆者の４つの分類では「Ａ食べ物入手」「Ｄ家族・人

間関係」に力点を置いた授業実践である。 

（５）b は「郷土料理・地産地消」に重点を置いた実践である。事例③では中学生が漁村で魚の 

調理を老人会と共に行うことで地元食材への関心を高め、元気付くというものである。事例

④では高校生が地元特産のしいたけの加工・普及を地元の人々と行い、地元の産物や家庭料
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理を「産業」に発展させようとする力を発揮した実践である。４つの分類では、「Ａ食べ物入

手」「Ｂ生活技術」「Ｄ家族・人間関係」の学習が展開されている。 

（６）c は「米」に重点を置いた小学校の実践である。事例⑤では保護者の協力を得て米栽培を

行い、米料理、米に関わる年中行事や米食文化の調べ学習・聞き取りなどを行い、子どもた

ちが家族との会話がふえ、農業経営や農業政策への関心が高まったという内容である。４つ

の分類では、「Ａ食べ物入手」「Ｂ生活技術」「Ｃ 栄養・健康」「Ｄ家族・人間関係」のすべ

てが学習内容とされ、とりわけＤの点での成果が大きい。 

（７）d は「人間の食べ物とは」に重点を置いた中学校の実践事例⑥である。豚の飼育現場の訪

問、解体についての講話、そして豚汁の実習を通して、人の食べ物は別の命をもつ生き物で

あることを理解し、さらに養豚業に対する差別感を解消するという内容である。４つの分類

では、「Ａ食べ物入手」「Ｂ生活技術」「Ｄ家族・人間関係」が含まれ、とりわけＤの点での成

果が大きい。 

（８）以上の６事例に共通するのは、「Ａ食べ物入手」「Ｄ家族・人間関係」が学習されているこ

とである。いずれも、従来の家庭科の食の教育では抜けていた内容である。これらが可能と

なったのは、６事例のすべてで、地域の生産者が授業に参加または関わっていることがあげ

られる。すなわち、これらの実践の新しさは、地域の人材を活用し、地域の社会的資源を学

習内容として、農水産物生産地にあって、食べ物入手に関わるクラシについて、歴史的変化

や現状を理解し、自らが食べ物とクラシをどう創っていくのかを考えさせようとしている実

践である。これまでの家庭科教育食の教育では、B や C に重点を置いてきたがゆえに、食材

を生産するヒトのクラシは視野に入っていなかった。すなわち、「食べる」ことから始まる消

費者側だけでのモノの学習に終わっていた。 

   食べ物生産に関わる教育が、学校教育では国民一般を対象として必須にされなかった。産

業としての農業の、その農業者を育成する一部の農業関連の学校だけでしか行われなかった。

大半の学校は農村にあっても農業に関する学習は位置づけられなかった。学校教育は第二次、

第三次産業に従事するための学習であり、そして消費者育成の学習内容であったのである。 

   徳野が述べる“農”は近代の学校教育では無視された。したがって産業化が進み、第一次

産業が衰退していくなかで、食べ物の生産に関する学習はそれに伴って衰退してきた。農産

物を「命の糧」としてとらえる文化は衰退してきた。 

ここで取り上げた 6 事例では、課題を抱える生産者の授業参加によって、「命の糧」とし

ての食べ物の生産のあり方や経済構造を問い、“農”に立ち返ることを気づかせ、また食べる

側の消費者を徳野が分類した積極型消費者としての育成を目指す展開が可能となったといえ

る。「地域の生活課題に気づき、地域の再生の力の育成を目指す」という家庭科教育研究は、

農と食に分離している現在を、過去をたどって課題を明らかにし、未来に向けた学習内容を

探るものである。徳野の生活農業論的分析パラダイムは、今後の食の教育を具体化する場合

の、理念と方法に有効である。 

  このように、生産者と消費者が、「命の糧」としての食べ物の持続的な供給の保障を求めて

関係づくりを進めることは、人間関係（D）を密にする。食べ物入手（A）を共に行う行為で

あり、狩猟採集時代にとっていた群れの共同行動に重なる。ただ、家族間の食行動について

焦点化されていないために、家族におけるヒトとの関係性を深めることは弱い実践となった。 
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   「生活課題」「生活文化」を視点においた家庭科食の教育の実践は、従来の栄養教育のモノ

重視の実践を越えた、地域のヒトとヒトの関係性を深めるという成果はみられた。ただ、家

族のカネとクラシの関係の理解、家族のヒトとの関係性を深めるという成果は弱かった。 

 

Ⅳ ２ 小中学校、関連団体の「食育」の現状－熊本県内の実践事例の分析 

 

ここでは、農業体験活動や地産地消の料理教室などを導入した小中学校と関連団体の食育推進

事業による教育実践事例を分析し、家庭内の食行動との関連が弱く、家族・地域のヒトの関係性

を深める展開に向かっていないことを明らかにする。 

 

Ⅳ ２ １）研究の動機と資料収集について 

研究の動機は、筆者が所属する熊本県高等学校教育研究会家庭部会（略称：高校家庭部会）の

「食育ボランティア活動」（これは、熊本県農政部管轄の食育推進事業で、登録団体は県食生活改

善推進連絡協議会、県栄養士会、県学校栄養士会、JA くまもと、くまもとふるさと食の名人、高

校家庭部会の 6 団体）の 2003～06 年の 4 年間の活動の分析から、主な成果として地産地消の料

理技術は習得されたが、食料自給率向上への意識の高まりや食料生産活動に対する理解などにつ

いての成果は低いことが明らかになったからである。 

そこで他の食育活動についても分析を進めるために資料収集を熊本県内に広げた。筆者は以下

の会に参加し、そこで配布された印刷物を入手した。熊本県教育委員会が指定した小中学校の食

育推進事業実施校報告（平成 15,16,17 年度）、熊本県農政部主催「食育活動交換会」（前述の「食

育ボランティア活動」6 団体の報告会、平成 16,17 年度）、九州農政局主催の九州地域食育推進ボ

ランティア活動発表会（九州７県から一団体ずつ、大学生・食生活改善推進員・生産者団体・生

産者と消費者の民間団体が報告：熊本市で 07 年１月）である。これらの資料について、以下の

10 項目のキーワードを用いて分析・考察を試みた（別紙資料 参照 第Ⅳ章 現代の「食」の教育、Ⅳ

２ 小中学校の「食育」の現状①・②平成 15 年度～平成 17 年度、Ⅳ ２ ③平成 16 年度熊本県食育ボランティア

活動・Ⅳ２④平成 17 年度熊本県食育ボランティア活動、Ⅳ 2 ⑤平成 18 年度九州地域食育推進ボランティア活動

発表会）。 

①農業（生産）体験・生産者の支援、②食料自給率・後継者・農業政策、③生産者と消費者を

つなぐ、④特産物・地元の農産物への理解や誇り・地産地消、⑤食べ物調理・生活技術、⑥食べ

物の安全性、⑦健康維持・栄養、⑧残食の扱い、⑨マナー・食べ物への感謝、⑩家族人間関係・

他の人との関係。 

 

Ⅳ ２ ２）研究の結果 

その結果、主な活動は、小中学校では、①食と農をつなぐ取り組みで、稲、ナス・トマトなど

の野菜、大豆などの植物性食品の栽培体験、②地域の農産物を学校給食に利用、③餅つき大会や

地産地消の野菜料理会開催、④学校栄養職員を講師に栄養学習、⑤食べ物の大切さ、生産者への

感謝の念の育成、⑥学校の活動を保護者に啓発・広報といったものであった。また県「食育ボラ

ンティア活動」では、①地産地消の料理技術の習得、②栄養学習、③ふれあい食事（園児、小学

生、老人会など）の開催などであった。九州地域食育推進ボランティア活動では、地産地消、郷
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土料理の伝承、そして食事バランスガイドの啓発などが主な活動であった。 

 

Ⅳ ２ ３）結果の分析・考察 

以上の結果を分析し考察すると、現在の食育活動は、地産地消への関心を高め、地元農産物の

伝統的な、あるいはその創作料理の技術習得であり、また健康維持と生活習慣病予防の食生活の

啓発が主である。その内訳は植物性食品の野菜と米が中心の食材であり、食料自給率低下の主因

である動物性食品と油脂類の近年の大幅な増加に対する具体的な取り組みはみられず、また自分

たちの日常食への考察がほとんどみられなかった。田植え体験をしても、収穫した米は餅つき大

会となり、日常食の米消費拡大には向かっていなかった。小中学生の活動では食農教育を展開し

ているとはいえ、生産者と消費者をつなぐことや、今後の食料需給や安全性、農業労働と所得、

農業就業への関心を高めることについてはほとんどふれられていなかった。またこれらの活動は

農山村かその近郊地域での展開であり、食料消費量が多い都市部での報告はみられなかった。以

上の分析から現状の食育活動では、わが国の食料自給率の向上にはあまり貢献しないと推察され

る。 

さらに、これらの実践を、4 つの分類で分析を行った。 

上記の分類の 10 項目を、以下のように筆者の４つの分類で組み変えて分析した。 

A：①農業（生産）体験・生産者の支援、②食料自給率・後継者・農業政策、③生産者と消費

者をつなぐ、④特産物・地元の農産物への理解や誇り・地産地消、⑧残食の扱い、 

B：⑤食べ物調理・生活技術、 

C：⑥食べ物の安全性、⑦健康維持・栄養、 

D：⑨マナー・食べ物への感謝、⑩家族人間関係・他の人との関係。 

これらの事例は、B の「生活技術」中心に展開されたことは明らかである。また、その食材は

この事業のテーマである地産地消の推進に添って、地域の産物が利用されているものの、特産品

の利用の進めや、餅つき大会や伝統料理や郷土料理、創作料理の講習という展開になった事例が

ほとんどである。地元の食材で共に料理する場を設けることで参加者は楽しむ。「人間は料理する

動物である」のテーゼに添う活動である。ふだんの生活では家族員がそろわない、あるいは単身

で共につくることはしない、そのような現状にあって、大勢で共に料理することでヒトとして復

権するのである。充実感を得て、楽しい。ただ、この活動で経験した生活技術が、現在の日常の

食に取り入れられていく度合いは、家族構成員が縮小化しているので、あまり高くはないと推察

される。 

A の「食べ物入手」に関して、栽培体験や生産者の話を聴く場を設けた事例はあるが、生産段

階における再生産をどう保障していくかにかかわる事例はみられない。生産の再生産が行われな

ければ、供給の持続は切れるのであるが、その視点に発展する展開が抜けている。生産者が四苦

八苦して生産を続けている現実を、消費者である子どもたちに理解させ、食べ物の持続的供給に

つながる消費行動をとる消費者の育成が課題となっているはずである。この課題意識の弱さは、

指導する教師自身に食と農の距離の短縮化をねらいとする認識が低かったからだと考えられる。 

Ｃについては、栄養素の知識、生活習慣病予防知識の普及であり、これまでの学校の給食指導

や家庭科食の教育、保健所栄養士などによる食の教育に類似する内容にとどまっている。 

D について、学校での食育活動であるため、学校に保護者を招く、親子料理教室などの活動が
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ある。家族との食を中心としての団らんをすすめる標語作成といった活動もある。ただ、これら

の学校での食育活動の取組みは、家庭の日常の食への成果はあまり大きくはなかったのではない

かと推察される。また、これらの食の活動を通して、家族におけるヒトの関係性の深まりも大き

くはなかったと推察される。（西日本社会学会 第 65 回大会 於 下関市立大学 2007 年 5 月 19～20 日 自由報告。

これを一部加筆修正した。） 

 

Ⅳ ３  熊本県の高校生を対象とした県家庭部会の食育活動とその分析 

 

この節では、食と農の共生をめざす高校生対象の食育推進事業が、「地産地消」の料理作りに止

まり、家庭の日常食に「地産地消」をどう取り入れるのかという視点は弱く、結果として家族の

ヒトとの関係性を深める展開にほとんど発展しなかったということを明らかにする。 

  

Ⅳ 3 １） 熊本県内の高校生対象の県家庭部会の食育活動の経過 

 2000 年に「食生活指針」を、文部科学省・厚生労働省・農林水産省が共同で策定した。これを

具現化するため、啓発活動として、熊本県では「くまもと 21 農業振興運動」にもとづき、2001

年度に農政部が主担して「食育ボランティア活動」事業を起こした。この事業の基本的な考えは、

食と農の共生づくりによる県民の健康的な食生活の実現であり、目標として①食生活指針と②地

産地消活動の普及・実践活動が掲げられた。関係機関団体を活かし、県民へのボランティア活動

を展開するとし、県食生活改善推進連絡協議会とくまもとふるさと食の名人（主としてＪＡ女性

部の各地のリーダー：生産地からの情報発信を行う任務をもつ）の参加で始まった。県家庭部会

は県家庭科指導主事からの誘いでこの活動に参加することを 2003 年度の総会で決定し、具体的

な活動の企画・運営は、家庭科研究委員会注１）で担うことにした。「食育ボランティア活動」事業

には県栄養士会、県学校栄養士会、県保育協議会なども加わり、2007 年度まで継続された。この

間、県農政部経営技術科の主担で「食育活動交換会」と称して毎年度末に、各団体の代表が実践

事例を発表・交換する催しが行われた。 

県家庭部会は 2003 年度から 5 年間にわたって、その年度の活動を報告してきた。また、毎年

度末に「高校生への『食育』活動 報告書」を発行してきた。ここでは、これらの報告書 5 冊を

分析資料とした注２）。 

 

注１）家庭科研究委員会（以下「研究委」と略称）は、熊本県の高等学校家庭科教師が男女履修を進める運動

のなかで熊本県高等学校教育研究会家庭部会に設置されたものである。この研究委は、家庭科の女子のみ必修

の教育課程を、①男女共に履修できる教育課程を各学校で設定するように促すこと、②それまでの良妻賢母教

育の家庭科を男女が学ぶ教育内容に創造することの 2 点をねらいとしていた。研究委は前進を家庭科推進委員

会といい、この設置に際し、筆者は熊本県高等学校教育研究会家庭部会の 1981 年度の総会に同志の人たちと前

述の趣旨を提案して実現した。それ以降今日まで、この組織の運営に参加してきた。 

  ちなみに、県家庭部会には、家庭科の男女履修を進める筆者らの提案により 1977 年度の総会で研究部が設置

された。この活動は調査研究部、指導研究部、実習ノート研究の三部門に別れ、会員の希望でそれぞれに所属

し、研究の大テーマ「人間形成をめざす家庭科教育をすすめるには」を掲げて進められた。1982 年度の教育課

程改訂で男女の履修が入り、男女履修向け「家庭一般」の指導資料の作成の必要性から家庭科推進委員会が設
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置されたものである。 

  研究委は会員の中から自薦他薦の10名から構成される。指導顧問として熊本県教育庁高校教育課指導主事（家

庭科）と県教育センターの家庭科指導主事が加わる。活動はときどきの課題に対する調査や提案を行ってきた。

家庭科の男女必履修が教育課程改訂により全国で実施された平成元年度（1998）から、「家庭科情報」紙（Ｂ４

用紙 1 枚表裏印刷）に活動をまとめて県内全高校職員対象に配布するという広報を今日まで継続している。 

 

注２）報告書の 5 冊とは、以下のようである。 

「高校生への『食育』活動 報告書」  平成 16 年 3 月発行，Ａ4 版 全 76 頁 

「高校生への『食育』活動 Ⅱ 報告書」平成 17 年 3 月発行，Ａ4 版 全 98 頁 

「高校生への『食育』活動 Ⅲ 報告書」平成 18 年 3 月発行，Ａ4 版 全 120 頁 

「高校生への『食育』活動 Ⅳ 報告書」平成 19 年 3 月発行，Ａ4 版 全 125 頁 

「高校生への『食育』活動 Ⅴ 報告書」平成 20 年 3 月発行，Ａ4 版 全 136 頁 

  編集は、いずれも熊本県高等学校教育研究会家庭部会家庭科研究員会であり（筆者は、この 5 冊の報告書の

編集に中核的位置で携わった）、発行は熊本県高等学校教育研究会家庭部会である。 

 

Ⅳ ３ ２）「食育ボランティア活動」に登録した高校での食育活動 

Ⅳ ３ ２）（１）5 年間の活動の講師とテーマ 

県家庭部会での食育活動は、家庭科研究委員会での調査活動のほかに、地産地消をテーマとす

る郷土料理などの講習会開催他（家庭科授業の中で実施）が展開された。この活動は家庭科教師

の自主的な希望によって年度当初に「活動を行う」という登録を家庭部会事務局にして、県から

の補助金（各年度 70 万円程度）の一部を受けて（1 校 2 万円程度）行った。登録した高校は、県

内 94 高校の中で、2005 年度 13 校〈14％〉、06 年度～18 年度 18 校、19 年度 20 校〈21％〉で

あった。 

登録校では、その地域で活動する地域の住民を外部講師とした。その講師を種別にまとめると

以下の表１の通りである。 

地域の生産者関係（くまもとふるさと食の名人・農業者・ＪＡ関係者）が最も多く、次に多い

のが食生活改善推進員、そして行政関係者（栄養士・生活改良普及員ほか）であった。これらの

方々・団体は、自らが県の「食育ボランティア活動」に参加しているので、高校の家庭科におけ

る授業時間でのセットは、食育活動の実践の機会ともなったのである。 

         表１    食育ボランティア登録高校における外部講師の種別 

年度 実施校 食生活改善

推進員 

くまもとふ

るさと食の

名人 

農業者・ＪＡ

関係者 

事業所・職人 行政（栄養

士・生活改良

普及員ほか） 

保護者・老人

会・婦人会 

2003  13     2     6     1     1     3     0 

2004   18     4     7     3     3     5     3 

2005   18     6     8     2     3     6     3 

2006   18     9     9     4     5     7     2 

2007   20     9     6     5     4     4     0 

〈計〉   87    30    36    15    16    25     8 
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地産地消による郷土料理などの講習会開催他がテーマとなっているので、料理教室の内容は、

以下の表２のような内容となった。すなわち地域の伝統食が最も多く、次に地域の農産物を利用

した料理、また行事食が多かった。このほか、地元の和菓子料理店長を講師とした和菓子料理、

食肉店長の指導で、または農業学科で育てたニワトリを解体実習しての料理講習などもあった。 

      表２      食育ボランティア登録高校における料理講習の内容別 

年度 実施校 行 事 食 地域の伝統食 地域農産物の料

理 

そ の 他 

2003  13     1        10         4         2 

2004   18         5        10         7         1 

2005   18         6        10         4         3 

2006   18         7        11         6         5 

2007   20         2        11         6         3 

〈計〉   87        21        52        27        14 

登録高校における活動は、料理教室のなかで、料理方法の説明、料理技術の習得をめざしての

技の具体的な伝授、そして会食が行われた。登録校によっては、栄養的価値と生活習慣病予防法、

地域の食文化の歴史、地元食材の生産方法、生産農家の経営状況などの講話が加わる場合もあっ

た。ほとんどの学校が、2 時間の授業の中での展開という時間的な制約があり、料理の方法・技

能の習得が主となり、会食を楽しんで会を閉じることになった。 

 

Ⅳ ３ ３）5 校の展開事例と分析 

ここでは、2003 年度から 2007 年度の間に活動を継続した「食育ボランティア活動」登録の５

高校の展開事例を取り上げる。5 校の実践について、ア）この活動のねらいである「食と農の共

生づくり」が達成されたのかどうかを分析し、次にイ）4 つの分類ＡＢＣＤによる分析を行う。

これらを通して、家庭科食の教育の成果と課題を明らかにする。 

 

Ⅳ ３ ３）（１）5 校の展開事例 

Ⅳ ３ ３）（１）① KN 高校 

この高校は、熊本市郊外の田園地帯に 1978 年度から位置する。隣接して旧市街地や新旧の住

宅が広がる。熊本県の農業教育の中心校で、通学者は全県下に広がる。 

「食育ボランティア活動」は 学科の中の女子のみ生徒で構成される生活科で、2004 年度から

2007 年度の 4 年間、継続して展開されてきた。担当者の家庭科教師は、04 と 05 年度が同じ、06

と 07 年度が同じである。 

2004 年度の活動のねらいは、１ 食文化の伝承、２ 地産地消である。外部講師は、地域のふ

るさと食の名人 2 名で、このほか農業改良普及センター職員、地元の婦人会からの参加があった。

1 回目は 3 年生（40 名）対象に、郷土料理講習会を行い、いきなりだんご、からし蓮根を実習し

た。2 回目は生活科 1 年〈41 名〉対象に、地域農産物利用講習会として、里芋とおから入りメン

チコロッケ他を実習した。2 回ともに、食材の特徴、その選び方の講習も行った。この催しを校

内職員には職員朝会で紹介し、見学を呼びかけた。 

2 年目のねらいは、04 年度の 2 本に食の安全・安心を加えて 3 本を設け、2 回実施した。1 回
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目は生活科 2 年生（40 名）を対象に、郷土料理講習会としてからし蓮根とだご汁を、外部講師と

しての地域婦人会の一人の方の指導で実習した。2 回目は生活科 1 年（42 名）を対象に郷土料理

講習会としていきなり団子、だご汁を実習した。食材を植物性だけでなく、鶏肉をも地元産とし

たことで、安価な輸入の外国産肉との比較で、価格は高くても安全性を重視して国産を選ぶとい

う視点を提示している。 

3 年目の 2006 年度の活動のねらいは 2 年目と同じである。1 回目は生活科 2 年（40 名）を対

象に、郷土料理講習会で、からし蓮根・れんこんハンバーグ・れんこん白玉・れんこんドーナツ。

2 回目は生活科 1 年（42 名）対象で、いきなりだんご・だご汁。外部講師はふるさと食の名人が

一人ずつとれんこん生産農家の方であった。れんこんの調理手法に重点を置いた展開であった。 

4 年目の 2007 年度のねらいは、前年度の食の安全・安心と地産地消に、食生活指針をすえた 3

本である。1 回目は生活科 3 年〈40 名〉対象で、地域食材のナスの料理と「健康な食生活」の講

話があり、食生活改善推進員 11 名の参加があった。食事バランスガイドの具体化とＢＭＩの算出

法の講習も受けた。2 回目は生活科 2 年〈40 名〉対象で、れんこん生産農家の方を講師に、から

し蓮根・れんこんハンバーグ・れんこんの豚肉巻き揚げを実習した。地元食材と手作り出しのお

いしさへの気づきがあった。 

 

Ⅳ ３ ３）（１）②YM 高校 

県南の八代市郊外にある一学年 5 学級の普通高校である。八代市周辺は県内だけでなく全国的

にも有名なトマト・晩白柚・生姜などの生産地である。家庭科教師は 2004～07 年度まで同じ担

当者である。2004 年度に、この地元農産物を取り入れ、食文化伝承と地産地消の 2 本をねらいと

した展開を行った。1 年生の「家庭基礎」科目の履修で時間割では１時間授業である。年度末に

計画して、他教科の協力を得て２時間と昼休みという時間帯で行った。外部講師は農業改良普及

センターの紹介で、5 地域から 5 クラスにそれぞれ 3～4 人が参加した。「地域農産物の伝承調理

会」のテーマで、メニューは 4 タイプとなった。１つはトマトご飯・トマトだご汁・トマト蒸し

パン・サラダ・白和え、２つめは生姜ご飯・生姜きんぴら・晩白柚サラダ・晩白柚漬け・かき玉

汁、３つめは赤飯・のっぺ汁・お宝煮豆・豚の生姜焼き・田舎饅頭、4 つめは山菜おこわ・鰯の

つみれ汁・晩白柚サラダ・晩白柚ゼリーであった。日頃は家庭科教師一人での多人数生徒の指導

のため、使用しなくなっていた蒸し器やすり鉢を、多人数でのこまやかな指導のもとで使いこな

した。また食材はＪＡや保護者の生産者から調達され新鮮であった。と同時に余剰分を生徒が家

に持ち帰り、この料理会や地元農産物のことが家庭での話題となるという広がりもあった。 

2 年目の 2005 年度は、ねらいとして、前年度 2 本に、食料資源の浪費と食の安全・安心を考え

ることが加わっている。3 年生選択履修科目「フードデザイン」で外部講師一人、和菓子講習会

とした。地元産の栗を使って茶巾絞りを実習した。1 年生 4 クラスに 1 回ずつ、外部講師 2～6 人

を迎えて展開した。メニューは 4 タイプで、主な食材は地元特産のトマト・生姜・晩白柚を使っ

たもので、前年度に似た内容であった。加わったのは九州農政局職員から食事バランスと食料自

給率の課題についての講話があった。会食では、外部講師と協力した他教科教師も参加して食に

ついての話題で盛り上がった。家庭科教師は、生徒が複数指導によって調理技能の習得ができた

ことをよろこぶという姿をみて、日頃の一人指導者では生徒把握が不十分であることを改めて振

りかえり、複数指導者の必要性を提案している。 
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3 年目の 2006 年度は、1 年生 4 クラスでの展開で、ねらいも活動内容も、05 年度とほぼ同じ

である。 

この活動についての校内での理解が進み、また外部講師も協力する生産農家も慣れてきたので、

準備も実習もスムーズに進んだ。対象生徒は初めての実習であるが、事前の予告や前年度からの

話題も伝わり、心待ちにした雰囲気の中での展開となった。教師の感想に「日頃の実習では取り

入れにくい調理法（里芋の皮をむく・ごぼうのささがき・饅頭を丸める・赤飯を蒸す）も体験さ

せることができた。また食事の大切さや地域の産物、農業に目を向けさせることもできた」とあ

る。地域の協力者の活動は高校生の食の力を高めることに大いに寄与しているといえる。 

4 年目の 2007 年度も 1 年生 4 クラスを対象とし、そのうちの 3 クラスは昨年度とほぼ同じメ

ニューで、あと 1 クラスには地元産の梨を使ったバウンドケーキ、くず餅を加えている。この展

開の事前に、文部科学省が食育標語や食に関する小論文を募集していたのでそれに応募する形で

調理会や食への関心を高める取り組みをしている。またその中の優秀作品を当日のレシピの裏面

に印刷し、校内や講師に対してアピールを行った。家庭科教師の地区研究会をこの調理会と同時

開催し、他校の家庭科教師の研修の機会としている。生徒の地元農産物への愛着が高まっている。 

 

Ⅳ ３ ３）（１）③QM 高校 

この高校は県南の人吉市内にある。相良藩の人吉城跡地を中心に伝統的な市街地があり、隣接

して農村地域、さらに山村が取り巻く盆地地帯である。初年度の 2003 年度から食育ボランティ

ア活動に参加し、初年度は 3 年生の 2 クラスを対象に、混ぜご飯・だんご汁・むらさき饅頭・紅

白なますを外部講師を迎えて展開している。講師はこの会の開催を喜び、校内の他教科教師も参

加したので生徒は張り切って実習した。 

2 年目は担当者が替わり、このあと 07 年度まで同じ家庭科教師が担当している。2004 年度は 6

クラス、3 年生の建築科や機械科などの専門学科の「家庭総合」2 年目履修の 12 月に展開した。

外部講師はこの地域の食生活改善推進員の方々で、7 クラスに 7 名ずつが参加した。ねらいは食

文化の伝承（継承）の 1 本である。メニューは共通で山菜おこわ・柿なます・つぼん汁・ねった

んぼの 4 種を、班で分担して実習した。生徒がとても喜んだ調理会となり、講師も次年度の開催

を要望した。 

3年目はねらいに地産地消を加え、3年生6クラスを対象に、前年度と同じメニューで展開した。

外部講師も同じ方々であった。食材の事前配布では、料理と材料の組み合わせがすぐ分かるよう

な工夫をしたので、実習がスムーズに進んだ。授業を校内の公開授業としたので、他教科の協力

があり、盛会となった。また地元マスコミの取材もあり、食育活動の地域住民への広報につなが

った。生徒の 90％が卒業後この地域を離れる。この生徒たちにとって、外部講師との交流、伝統

的な郷土料理の実習は楽しい経験であり、思い出ともなった。 

4 年目と 5 年目は 5 クラスを対象に、同じメニューを同じ外部講師で展開した。校内では公開

授業とした。4 年目の生徒の感想では「地域の人たちとつながる楽しさを学びました。就職して

からも自分で料理を作ろうと思います」といった、料理を作る意欲を高めることにおおいに寄与

した調理会となっている。5 年目の生徒の感想では、「郷土料理のすばらしさや料理することの面

白さなど多くのことを学びました。これから親元を離れるので、できるだけ自炊をして、この講

習会で学んだことをいずれ自分の子どもや孫に伝えたいと思いました」と述べている。地元の講
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師の方々もこの郷土料理講習会の開催を楽しみとし、回を重ねて交流が深まり、郷土の人々の食

の営みが生徒たちにしっかり伝承されていることが伺える。 

 

Ⅳ ３ ３）（１）④KK 高校 

 この学校は熊本市の北部に設置されて 20 年ほどの、県内では新しい、進学率が高い普通科高校

である。農村と新興住宅地の混住地域にある。2004～07 年度の 4 年間、同じ家庭科教師が担当し

ている。 

1 年目、最初の活動は、生徒の同好会（クッキング＆アレンジメント：普通科 2 年 10 名）で家

庭菜園に取り組んだ。文化祭では食の安全・安心のテーマで展示発表。3 学期に同好会と希望者

（生徒・職員）で郷土料理講習会（からし蓮根・いきなり団子・いきなり団子汁）を開いた。ま

た学校の花壇を整備して、野菜を植えた。生徒の感想に「案外自分でも手軽に作ることができる

ことがわかった。」とある。家庭科履修は「家庭基礎」2 単位のため、食育活動の取り入れ方を模

索している。 

2 年目は、活動のねらいを食文化伝承、食の安全・安心、地産地消の 3 本としている。活動対

象者は、前年に活動した同好会に加え、家庭クラブ員・「フードデザイン」選択者、「家庭基礎」

履修者のなかで活動できる者や時間を利用して拡げた。活動内容も、学校の花壇を菜園とみなし

て、既に植えつけられていた梅やヤマモモを使って、ジャムやシロップ漬け、干し柿などの加工

実習を行った。校庭の菜園で収穫した豆やサツマイモを使って、赤飯やいきなり団子、大学芋な

どの調理実習を行った。保護者を外部講師として洋菓子講習会を同好会で行った。生徒の感想で

は「旬のものを使って料理する方が何倍もおいしくできるということを知った」「祖母がいきなり

団子をよく作っていたが手伝ったことがなかった。これからは一緒につくりたい」とある。 

3 年目は活動のねらいが前年に食習慣と食生活指針が加わって 5 本となり、ほぼ 2 年目と同じ

ような展開である。菜園での栽培野菜の種類はふえた。レタス・ほうれん草・ねぎ（一文字）・高

菜・唐辛子・じゃがいも。しばらくして綿・ささげ・大豆・落花生が加わった。新しく加わった

のは「自立への道―調理講習会」として、3 年の進路決定者対象（30 人参加）に、朝食・昼食・

夕食・お菓子の料理講習会 4 回を開いたことである。この事前に 3 年保護者対象〈60 名〉に食生

活の自立について啓発講演会を行った。生徒の感想では「食物や食生活の自立について考えるこ

とができるようになった。」「旬の野菜を間近に見たり食べたりすることができて、おいしいと本

当に思えるようになった。手作りは、技術とやる気が必要なこともわかった」とある。教師は、

「家が農家であるとか、親や祖父母の時代の食生活や農作業の話など日本の伝統的で大切にして

きたものへの話題も増えてきた」と述べている。 

4 年目の活動のねらいは 3 年目と同じく 5 本である。活動は前年とほぼ同じであるが、菜園に

ニラやブロッコリー、ソラマメ、ヤーコン、オクラなどが加わった。さらにコーンを食用（スィ

ートコーン）と飼料用の 2 種を、また飼料用キビも植えた。菜園の土作りにＥＭ菌を使って堆肥

づくりをした。フードデザイン選択生は、災害時の炊き出しの実習としてだご汁の大量調理を行

い、全教職員に試食配布した。保健委員会・養護教諭と連携して、「疲労と食生活に関する実態調

査」を行った。食育講演会を保護者対象に「これから大人になる高校生のために～子育ての視点

で考える食育～」と題して実施。いまどきの大学生の食卓の紹介、生徒が「下宿生活で体験中～

母とのお弁当作り」の研究発表をした。これらの調査結果や講演会などの事後報告を「保健だよ
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り」で保護者へ配布した。このような活動を通して、保護者からは食育に関する質問や家庭での

実践例など前向きの取り組みのようすの話がふえてきた。また、生徒自身が家庭での実践や将来

の生活について親子で考えるきっかけとなったという。 

 

Ⅳ ３ ３）（１）⑤YK 高校（定時制） 

この学校は、熊本市内の南部に位置する県内の定時制高校の中心校である。定時制では近年、

不登校経験者や中途退学者の入学者が大半を占めている。通学生は市内出身者が大部分であるが、

全県一区のため遠距離通学生もいる。2 年以降になるとほとんどの生徒がアルバイトなどをして

働きながら通学をする。 

食育ボランティア活動には、2003 年度から登録した。熊本市西部のナス生産農家を外部講師と

して、ナスの料理実習とナス生産過程や販売状況の講話を受けた。対象は、1 年〈50 名〉、2 年（50

名）であった。 

2 年目は、ねらいに食料資源の浪費を考える、食文化の伝承（継承）、食の安全・地産地消・食

生活指針の 5 本を置いた。生産農家を外部講師とし、地域の食生活改善推進員（家庭科授業に 1

年に 5 回参加している人たち）も共に学ぶ形で参加した。1 年生対象では、米農家でありふるさ

と食の名人、ナス農家で農業女性アドバイザーという方々、2 年生と 3 年生の対象では、ピーマ

ン生産農家で農業女性アドバイザー、ミカンの生産農家でふるさと食の名人という方々であった。

生徒の感想には「地元の農産物の良さを知ることができてよかった。地域にとれたものを使うこ

とで、地域の活性化をはかり、化学調味料などを使ってないものを食べることで、身体の健康を

守ることもできる。みんなで作ると楽しいし、それぞれの持ち味が出てとてもよいと思う。ナス

の生産や歴史、成分などについての紙芝居で勉強できた。」とあった。 

3 年目は、ねらいを前年から食生活指針をはずした 4 本にした。食材を、1 年生対象ではナス、

2 年生対象ではピーマン（パプリカ）、3 年生対象では県産の牛肉として、それぞれ生産農家を外

部講師とし、生産過程や農家経営についての講話を受けた。また、九州農政局職員から食料自給

率についての講話を受けた。生徒の感想では、「いろんな食糧事情がわかってよかった。日本の食

糧自給率が 40％と低く、このまま減り続けていくことは大問題だと思う。農業の人たちが大事に

育てた牛をこれからもありがたくいただこうと思った。食べものを大事にしよう。自国で食料を

生産できるように国がちゃんと後押ししてやることが、食生活ひいては環境を守ることにつなが

る。」と食べものの生産過程や持続的供給についての理解が進んでいる。 

4 年目は、1 年生と２年生では同じ内容で、季節の野菜を使ったフランス料理、3 年生では県産

の小麦粉を使ってケーキを実習した。前者はフランス料理店長、後者はケーキ店長を外部講師と

し、地域の食生活改善推進員も参加した。フランス料理店長からは「フランスの食文化・食生活

について」、ケーキ店長からは「生き方について」、また小麦生産農家の方からは「小麦生産過程

や農家の食への思いについて」それぞれの講話を受けた。生徒は、「食べものは命だ」「農業の大

事さがわかった」「自分も地産地消していこう」「フランス料理は奥が深いなぁ」などの感想を述

べている。 

 

Ⅳ ３ ３）（２）「食育ボランティア」活動を通して、「食と農の共生づくり」は進んだか 

「食育ボランティア活動」事業は、熊本県が取り組む「くまもと 21 農業振興運動」にもとづき、
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2001 年度に農政部が主担して起こした。事業の基本的な考えは、食と農の共生づくりによる県民

の健康的な食生活の実現であり、目標は①食生活指針注１）と②地産地消活動の普及・実践活動と

された。この目標の①食生活指針のなかに、②地産地消活動の考えは含まれているにもかかわら

ず、地産地消活動を取り出しているのは、この運動を強力に推進するためであったと推察される。

「農」側から「食と農の共生づくり」を目指しているのである。登録校ではこの意向をしっかり

受け止め、料理教室では「地産地消」をすべての学校で活動のねらいにすえた。 

県家庭部会家庭科研究委員会では、この活動 2 年目（2004 年）から 5 年目（2007 年）まで、

実施後の生徒の感想を共通項目で調査してきた（筆者が原案を作成）。ここでは、前記の 5 校につ

いての結果を分析する。今日の高校は学校間格差があるので〔別紙参照 図 Ⅳ ３ ３〕－（１）の①・

②、 5 校の生徒の感想〕、生徒の感想を学校ごとでグラフ化した。〔別紙参照 図Ⅳ ３ ３〕－（２）の

①～⑤「学校別、生徒の感想」〕これをもとに分析を行う。 

 2004 年度では、「料理技術の習得」「料理をつくる意欲の高まり」「地域の人たちとつながる楽

しさ」が全 5 校（ＫＫ校の「地域の人たちとつながる楽しさ」を除く）で高い。2007 年度でも 

ほぼ同じ傾向となった。 

これらの結果から、この活動では、料理をする楽しさを経験し、自身で作る意欲を高めるとい

う成果はあったといえる。また、「食卓をともにする楽しさ」は食生活指針のねらいの１つである

「食事を楽しむ」に通じる項目で、外部講師や地域の方の参加で共に作り会食を通して楽しんで

おり、ほぼ成果があった。 

「地域の伝統行事や食べもの」については、郷土料理をテーマとした KN 校や QM 校で成果が

みられた。「地元の産物への愛着」は地元農産物を利用した料理を農家からの産直食材で展開した

YM 校で 3，4 年目に成果がみられた。「無駄のない食べものの利用」は菜園に取り組む KK 校や

農家の講話を受けた YM 校・QM 校・YK 校で成果がみられた。 

次に、数値が小さかった項目に着目する。最も小さい項目は「農業への理解」であり、理解は

深まらなかった。次に「自給率アップの必要性」への関心が高まっていない。「安全な食べ物の選

び方」も KK 校を除いて成果が小さかった。食材に地元産を利用したことで「地元産は安全」と

して注視されなかったものと思われる。果たして安全性に全く問題はないのだろうか。 

この事業のねらいは「食と農の共生づくり」であった。YK 校では、生産農家の講話を毎年設

けたためか、「農業への理解」や「自給率アップの必要性」の数値は小さいとはいえ、この学校内

での数値としては他の項目との大差はない。したがって成果が少しはあったとみてよいかもしれ

ない。だが、大半は「食と農の共生づくり」が進んだといえない。この背景には、今日の国民の

90％以上が都市的な暮らしを主流とした生活文化、すなわち消費者の生活観で暮らしていること

が反映している。とりわけ、今の高校生は農業を専門学科での学び以外で体験することは、幼稚

園・保育園や小学校での一時的なものか、あるいはしていない。講師として小中高校の食育活動

に参加してきた某生産者は、農産物の生産過程について子どもたちが基本的な理解がないので「説

明することが多くて疲れてしまった」と嘆いていた。農から離れた暮らしを日常とする現代の高

校生が、農についての理解を 1 回の講話や体験で深めることは困難であるといえる。 

他方で、農業生産者も生産者過程やその経営、生産の持続性については自らふれることが少な

い。少数者になってしまった農の関係者は、多数の消費者の生活文化に迎合してしまっているよ

うでさえある。この活動では、生産者の視点をもって講習する任務を持つ「ふるさと食の名人」
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を多数の学校で招聘した。しかし具体的な展開は料理実技講習で終った。このことは前述の生徒

の感想に反映している。地産地消による料理教室だけでは「食と農の共生づくり」は困難である。 

「食と農の共生づくり」を定着させるには、多数者である消費者側と生産者側からの双方から

のアプローチが必要であるという課題が明らかになった。 

 

注１）「食生活指針」までの経過 

1983 年に食生活懇談会は「〈農水省〉私達の望ましい食生活－日本型食生活のあり方を求めて－」を答申して

いる。望ましい食生活には（１）栄養的にみて、（２）安全性からみて、（３）国土・資源の有効利用からみて、（４）

食の文化からみて、の４つの条件が必要としている。この「（１）栄養的にみて」のなかに、「望ましい食生活の

方向」として「①総熱量のとりすぎを避け、適正な体重の維持に努めること ②多様な食物をバランスよく食べ

ること ③コメを基本食料としての役割とその大切な意味を認識すること ④牛乳の摂取に心がけること ⑤脂

肪、特に飽和脂肪酸が多く含まれている動物性脂肪のとりすぎに注意すること ⑥塩や砂糖などのとりすぎに注

意すること ⑦緑黄色野菜や海草の摂取に心がけること ⑧朝食をしっかりとること とある。（出典：豊川裕行

著（1987）「食生活指針」の比較検討，p.167－190，農山漁村文化協会，東京．） 

1985 年に厚生省保健医療局健康増進栄養課から「〈厚生省〉健康づくりのための食生活指針」が出された。こ

の内容は、１ 多様な食品で栄養バランスを ２ 日常の生活活動に見合ったエネルギーを ３ 脂肪は量と質を考

えて ４ 食塩をとりすぎないように ５ こころのふれあう楽しい食生活をの５項目である。（出典：豊川裕行著

（1987），前掲書，p.191－202．） 

2000 年に文部省・厚生省・農林水産省（当時）の共同で、次の「食生活指針」10 項目が出された。 

１ 食事を楽しみましょう ２ １日の食事リズムから健やかな生活リズムを ３ 主食、主菜、 

副菜を基本に、食事のバランスを ４ ごはんなどの穀類をしっかりと ５ 野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、

魚なども組み合わせて ６ 食塩や脂肪は控えめに ７ 適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を ８ 

食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も ９ 調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく 10 

自分の食生活を見直してみましょう （出典〈財〉食生活情報サービスセンター パンフレット，2005 年） 

 

Ⅳ ３ ３）（３） 5 校の食育活動の 4 つの分類による分析と考察 

5 校の実践記録を年次別に 4 つ分類で分析したものが、下記の「表Ⅳ ３ ３）（３）－①5 校の

食育活動の 4 つの分類」と、「表Ⅳ ３ ３）（３）－②4 つの分類によるまとめ」である。 

これらの分析から、５校の活動は、１つに「食べ物調理」（B）が中心であったといえる。２つ

に、１回から４回（４年間）までの活動を重ねるなかで、「食べ物調理（B）」中心の活動ではあ

っても、「食べ物入手（A）」「食べ物安全性・健康（C）」が加わっていき、「人間関係（D）」の内

容にも広がっている。活動を継続することで、成果は少しずつ高まったといえる。 

ただ、Ｄの内容は、この活動に参加した地域のヒトとの関係の深まりであり、自分の家族のヒ

トとの関係についてはこの報告書の記述を見るかぎりではほとんど深まっていない。自らの日常

食の実態を考察していない。高校生も参加した大人も、地産地消という食べ物のモノに注視して

いるため、料理技術や健康意識を高めるＢ、Ｃに重点が置かれてしまう。日常の食事というモノ

の摂り方が、家族のヒトとの関係によって変動することに注目する視点をすえる必要がある。ま

た、カネとクラシの関係については、企画者の家庭科教師にその視点がなかった。ヒトの食行動

は、農業者と消費者のいずれの家計（カネ）とも密接な関係がある。この視点の欠落は、家庭科
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食の教育の大きな課題であるといえよう。 

表Ⅳ ３ ３）（３）－①5 校の食育活動の 4 つの分類 

＊「くまもと食ふるさと名人」を「くま食ふる名人」と略称、 

校名 実施年 ねらい 実習名と主な講話 外部講師 4 分類の記号 

2004(1) 食文化の伝承 

地産地消 

いきなり団子 

からし蓮根 

里芋メンチコロッ

ケ 

婦人会 Ｂ 

2005(2) 食文化の伝承 

地産地消 

食の安全・安心 

いきなり団子 

からし蓮根 

だご汁 

輸入肉と国産肉 

くま食ふる名人 

生活改良普及員 

婦人会 

Ｂ、Ａ 

2006(3) 食文化の伝承 

地産地消 

食の安全・安心 

蓮根料理 

いきなり団子 

だご汁 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

Ｂ、Ａ 

KN 高校 

2007(4) 食文化の伝承 

地産地消 

食の安全・安心 

食生活指針 

ナス料理 

蓮根料理 

食事バランスガイ

ド・BMI の講話 

食生活改善推進員 

 

Ｂ、Ｃ 

2004(1) 食文化の伝承 

地産地消 

地元特産物のトマ

ト・生姜・晩白柚を

使った料理 

赤飯・のっぺ汁・山

菜おこわ・いわしつ

みれ汁・煮豆 

農業改良普及センタ

ー（生活改良普及員） 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

ＪＡ職員 

Ｂ、Ａ 

2005(2) 食文化の伝承 

地産地消 

食料資源の浪費 

食の安全安心 

トマト・生姜・晩白

柚を使った料理 

赤飯・炊き込み飯・

のっぺ汁・・煮豆・

饅頭 

農業改良普及センタ

ー・くま食ふる名人 

生産者（農家） 

ＪＡ職員 

九州農政局職員 

和菓子職人 

Ｂ、Ａ、Ｃ 

2006(3) 食文化の伝承 

地産地消 

食料資源の浪費 

食の安全安心 

トマト・生姜・晩白

柚を使った料理 

赤飯・山菜おこわ・

いわしつみれ汁・の

っぺ汁・煮豆・田舎

饅頭 

八代地域振興局農業

普及課 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

ＪＡ職員 

Ｂ、Ａ、Ｃ 

YM 高校 

2007(4) 食文化の伝承 トマト・生姜・晩白 八代地域振興局農業 Ｂ、Ａ、Ｃ、（Ｄ） 
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地産地消 

食料資源の浪費 

食の安全安心 

柚を使った料理 

地元特産の梨を使

った料理 

普及課 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

ＪＡ職員 

2004(1) 食文化の伝承 

 

山菜おこわ・つぼん

汁・柿なます・ねっ

たんぼ 

食生活改善推進員 Ｂ 

2005(2) 食文化の伝承 

地産地消 

 

山菜おこわ・つぼん

汁・柿なます・ねっ

たんぼ 

食生活改善推進員 Ｂ、（Ｄ：マスコミ報

道） 

2006(3) 食文化の伝承 

地産地消 

 

山菜おこわ・つぼん

汁・柿なます・ねっ

たんぼ 

食生活改善推進員 Ｂ、（Ｄ） 

QM 高校 

2007(4) 食文化の伝承 

地産地消 

 

山菜おこわ・つぼん

汁・柿なます・ねっ

たんぼ 

食生活改善推進員 Ｂ、Ｃ、（Ｄ） 

2004(1) （未記入） いきなり団子 

からし蓮根 

だご汁 

正月料理 

生産者（農家） 

保護者（栄養士） 

Ｂ、Ａ、Ｃ 

2005(2) 食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

 

いきなり団子・から

し蓮根、洋菓子、学

校菜園栽培とその

収穫物の調理・加工

（うめ、やまもも、

その他野菜）、文化

祭展示（資料「食卓

の向こう側」） 

保護者（栄養士・一般） Ｂ、Ａ、Ｃ 

2006(3) 食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

食生活指針 

食習慣 

2005 年にほぼ同じ

（産物は柿・ささ

げ・大豆が加わる）、

生徒の家庭に種を

配布（家庭菜園のす

すめ）、3 年生調理

講習会（食の自立）

保護者（３学年委員

長） 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ 

KK 高校 

2007(4) 食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

学校菜園栽培とそ

の収穫物の調理・加

工、文化祭展示（食

なし Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ 
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食生活指針 

食習慣 

糧事情・バイオマ

ス）、保健員会と連

携で「疲労と食生活

に関する調査」、食

育講演会（「これか

ら大人になる北校

生のために」保護者

対象）ほか 

2004(1) 食料資源の浪費 

食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

食生活指針 

熊本市の農産物利

用の調理（米、ピー

マン、みかん、ナス、

大根、じゃがいも）、

講話（生産過程につ

いて） 

生活改良普及員 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

ＪＡ職員 

九州農政局職員 

食生活改善推進員 

Ｂ、Ａ、（Ｄ） 

2005(2) 食料資源の浪費 

食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

 

熊本市の農産物利

用の調理（米、ピー

マン、ナス、牛肉）、

講話（生産・牛飼養

の過程、食料自給率

について） 

生活改良普及員 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

食生活改善推進員 

 

Ｂ、Ａ、Ｃ、（Ｄ） 

2006(3) 食料資源の浪費 

食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

 

熊本市の農産物利

用の調理（米、蓮根、

里芋）、講話（生産

の過程、食料自給率

について） 

くま食ふる名人 

生産者（農家） 

食生活改善推進員 

九州農政局職員 

Ｂ、Ａ、Ｃ、（Ｄ） 

YK 高校（定

時制） 

2007(4) 食料資源の浪費 

食文化の伝承 

食の安全安心 

地産地消 

食生活指針 

県産の小麦、野菜類

を使った調理 

料理店長（洋菓子、フ

ランス料理） 

生産者（農家） 

食生活改善推進員 

 

Ｂ、Ａ、Ｃ、（Ｄ） 

 

 

表Ⅳ ３ ３）（３）－②4 つの分類によるまとめ 

記号 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

分類項目 食べ物入手 

（生産・流通） 

食べ物調理 

（生活技術） 

食べ物安全性・健

康（命の存続・再

生産）） 

家族人間関係 

（主体の関係性）

５校の集計 １４ ２０ １３ １０ 

＊ ５校の４年間の活動なので、各項目で全合計数は、「２０」となる。 



 
 

85

Ⅳ ４ 4 章のまとめ －「食」の教育の現状－ 

Ⅳ ４ １）1994 年から 2004 年の家庭科食の教育実践分析―九州地区― 

九州地区の 1269 の実践事例から地域にかかわる 368 事例を抽出し、このなかの食の教育の実

践は 178 事例であった。「a 食べ物の安全性」に重点を置いた実践の事例①では小学生が食べ物の

栽培体験を通して、消費者が安全な食べ物栽培の苦労を理解し、生産者と消費者の双方が安全性

と価格の面から生協活動などの流通段階の改善の必要性に気づかせた。事例②では、中学生が地

域の特産物であるトマトの栽培方法を生産者から聞き、消費者が安全な食べ物を入手するために

は、生産者と消費者が結びつくこと、スローフードの生活観に気づかせた。「b 郷土料理・地産

地消」に重点を置いた事例③では、漁村の中学生が老人会との調理実習で地元食材への関心を高

めた。事例④では山村の高校生が特産のしいたけの加工・販売を地域の人と共に産業化する活動

を行った。「c 米」に重点を置いた実践の事例⑤では、米の栽培、料理などの変化を家族や地域で

の聞き取り活動を通して農業の経営や政策に関心が高まった。「d 人間の食べ物とは」に重点を置

いた事例⑥では養豚現場での聞き取りと調理実習などを通して「人の食べ物は別の生き物の命」

であることを理解した。以上の６事例に共通するのは、地域の人材を活用し、地域の社会的資源

を重要な教材として、歴史的視点で、モノ、ヒト、クラシを学習内容に取り入れていることであ

る。ただ、家族のヒトの関係性がどう変化してきたかという視点は弱かった。また農山漁村の人

口が減少していった要因としてカネの問題がある。モノ、ヒト、クラシにカネの要素を組み込む

展開が期される。 

 

Ⅳ ４ ２）小中学校、関連団体の食育活動の現状―2005～2007 年の実践事例の分析 

ここでの分析資料は、a 県内の小中学校（平成 15,16,17 年度）、b 県内関連６団体の「食育ボラ

ンティア活動の報告（平成 16,17 年度）、c 九州地域食育推進ボランティア活動発表会報告の３種

類である。活動を分析するために、4 つの分類による A 食べ物入手に関する内容に、①農業（生

産）体験・生産者の支援、②食料自給率・後継者・農業政策、③生産者と消費者をつなぐ、④特

産物・地元の農産物への理解や誇り・地産地消、⑧残食の扱いを含めた。B には⑤食べ物調理・

生活技術を、C には⑥食べ物の安全性、⑦健康維持・栄養を、D には⑨マナー・食べ物への感謝、

⑩家族人間関係・他の人との関係を含めた。 

この分析から、３種の活動報告では、③生産者と消費者をつなぐという活動はあまり行われて

いなかった。a 小中学校の活動での子どもたちの農業体験は一時的なもので終わってしまう。生

産者の持続的な生産を応援する消費者の育成という視点はなかったようである。地産地消という

視点が、地元農産物で料理会をして楽しんで終わった。共に料理する、共に食べるという体験を

楽しんだことは成果である。これが家庭での日常的な食事へ何らかの影響をもたらしただろうか。 

b 県「食育ボランティア活動」や c 九州地域食育推進ボランティア活動では、①地産地消の料

理技術の習得、②栄養学習、③ふれあい食事（園児、小学生、老人会など）が主であり、４つの

分類の B と C の活動中心であった。 

食と農の距離を短縮化するために、消費者が食べ物入手（A）に関する理解を深め、積極的な

消費者を育成するというねらいはこの活動ではすえられていなかった。 

 

Ⅳ ４ ３）熊本県の高校生を対象の県家庭部会の食育活動のまとめ 
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この事業は食と農の共生づくりがねらいとされた。県家庭部会は 2003 年度から 2007 年度の 5

年間にわたって活動してきた。登録した高校は、県内 94 高校の中で、2005 年度 13 校〈14％〉、

06 年度～18 年度 18 校、19 年度 20 校〈21％〉であった。登録校における活動は、料理教室開催

が主であった。ここでは５校の展開事例を取り上げ、ア）「食と農の共生づくり」のねらいの達成

度合いをみ、イ）4 つの分類による分析を行った。 

2004 年度では、「料理技術の習得」「料理をつくる意欲の高まり」の数値が 5 校でともに高い。

この事業のねらいである「食と農の共生づくり」について、消費者となっている高校生は、農に

ついての理解をあまり進めることができなかった。地産地消による料理教室だけでは「食と農の

共生づくり」は困難であることが明らかにされた。 

これらの分析から、５校の活動は、１つに「食べ物調理」（B）が中心であったといえる。２つ

に、１回から４回（４年間）までの活動を重ねるなかで、「食べ物調理（B）」中心の活動ではあ

っても、「食べ物入手（A）」「食べ物安全性・健康（C）」が加わっていき、「人間関係（D）」の内

容にも広がっている。活動を継続することで、成果は少しずつ高まったといえる。ただ、Ｄの内

容は、この活動に参加した地域のヒトとの関係の深まりであり、自分の家族のヒトとの関係につ

いてはほとんど深まっていない。自らの日常食の実態を考察していない。高校生も参加した大人

も、地産地消という食べ物のモノに注視しているため、料理技術や健康意識を高めるＢ、Ｃに重

点が置かれてしまう。日常の食事というモノの摂り方が、家族のヒトとの関係によって変動する

ことに注目する視点をすえる必要がある。また、カネとクラシの関係については、企画者の家庭

科教師にその視点がなかった。ヒトの食行動は、農業者と消費者のいずれの家計（カネ）とも密

接な関係がある。この視点の欠落は、家庭科食の教育の今後の大きな課題であろう。 
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第Ⅴ章 わが国の産業化と食 

 

わが国は、第二次世界大戦後以降、とりわけ 1960 年代以降、急速に産業化が進んだ。食べ物

を供給する農林水産業の第一次産業は急激に衰退し、第二次産業そして第三次産業が増大した。

すなわち消費者の増大である。同時に、農と食の距離が拡大した。食べ物は、資本主義社会のも

とで「モノ」となり、「カネ」との交換で誰でもどこでもいつでもひとりで手に入れて食べられよ

うになった。ヒトの食行動は、加工食品の増加、外食や食の外部化などにより、家族との共食・

料理づくりが減退した。ここでは産業構造の大きな変化が人びとの食行動様式を大きく変えたこ

とを、1948 年生の筆者の体験をも含めて明らかにする。 

 

Ⅴ １ 食の問題はなぜ起こるのか 

 飽食そして現代の欠食、食べ物の安全性の不安という、今日の食の問題は、食べる側である消

費者が急増し、その消費者が“農”から離れ、他者が生産した農産物を商品として購入するとい

う状況から生じている。他者が生産した食べ物を食べるという、供給（農：生産・作る、製造）

と消費（食べる）の 2 つに分かれてしまっている今日の社会構造が食の問題を引き起こしている。

食の問題は食と農の分離の問題である。これらの問題を、さらに筆者の人の食の営みの４つの分

類でみると、近代化・産業化が進むことで、Ａ 食べ物を入手する行為（これは近代化のなかで、

生産・流通の産業となる）を他者の労働に依存する消費者が増大した。また、Ｂ食べ物調理の行

為（第一次的産物を食べやすくするための作業を行う、生活技術）も工業的食材商品化が進み、

他者に依存するようになった。さらに、Ｃ食べ物の安全性を見分け、保持し、さらに健康を維持

する行為（栄養、食品衛生、命の存続・再生産）も食品衛生行政を進めることで、製造業者に対

する品質表示の義務付け他により他者の判断に依存するようになった。その結果、人は判断力を

先人から継承する必要がなくなり家族内での食文化継承の重要性は低下し、Ｄ家族・人間関係（コ

ミュニケーション、食文化の伝〈継〉承）は希薄化へと向かっている、とみることができる。ひ

とり食べや現代の欠食は、食べ物の入手から口に入るまでを他者に依存する度合いが大きくなっ

たところで生じた問題である。 

わが国の食と農は、この 100 年間で急変した。江戸期には飢饉が起こり多くの者が死んだ。明

治期に入っても、飢えは解消されず、山や海岸を農地に変え、農地と食料の確保が国の重大事業

であった。第二次世界大戦後以降もしばらくは同じ状況が続いた。 

ところが 1960 年前後から高度経済成長が始まった。農業就業構造が大きく変わり、農山村の

若壮年層は都市労働者として流出した。その結果、農作業労働力の補填として、機械化や農薬に

よる農作業の合理化が進んだ。農家の子弟が都市で、農産物を商品として買うという意味での現

代的消費者になっていった¹⁾。この消費者の食行動様式の変化が食の問題に大きく影響している。 

1961 年に「農業基本法」が公布され、以降 40 年にわたり基本法農政が展開された。生業とし

ての“農”から、経済に特化した産業としての「農業」への転換政策であった。農業のあり方と

して、都市のサラリーマン並みに所得を得るため、商品的作物の導入とその専作化（お金になる

キャベツだけをつくること）が、選択的規模拡大路線として展開された。地力の消耗や商品価値

の高い作物づくりのために、化学肥料や農薬などが大量に使用された。また産地間競争に勝ち抜

くため、徹底的なコスト低減のための省力化が指導された。この間に、農家が“生産者”という



呼び名に変わり、農産物が“命の糧”から「商品」に変わっていった。すなわち、“農”が工業化・

資本主義化された「農業」に変わったのである。この間に農村から多くの人が離農し、都市へ出

た。都市の消費者は、農産物を価格と見栄えを軸とした商品としてみるようになり、スーパーな

どの安売りに群がった。日本人の「食と農」が大変動した²⁾。 

都市へ移動した消費者は、どんな消費行動をとるようになったか。徳野貞雄は、今日の消費者

について「農業者からみた消費者の類型」として、次のように分類している。①積極型消費者：

現代の商品的な「食と農の歪み」に対して、産直や援農など行動的に対応している人びと。②関

心型消費者：意識と行動は矛盾しているが、食の安全などには一応関心がある。生協組織が拡大

した背景の一員である。この層の関心は食べ物としての農産物であり、農業の生産過程や農家・

農村の実態までは視野が広がっていない。③無関心型消費者：食べ物は安くて食べられれば何で

もよく、食行動も依存的であるため、商業主義的食品産業のターゲットにされやすい人たちであ

る。食べ物というより、エサ化されている。農業や農村に対する関心は当然低い。 

この分類を徳野は、図（Ⅴ １ 図１）農業者から見た消費者の類型 で説明している³⁾。「農」の

価値がわかる人、わからない人に分け、縦軸で示す（「農」の価値とは、農産物の生産や経済的価

値だけでなく、環境や水の保全、教育や福祉機能をもつ他面的機能）。横軸に「農的営み」に対し

てお金を払ってくれる人、払わない人に分ける。農家にとってのよい消費者は「農」の価値を理

解し、お金をはらってくれる人であり①「期待される消費者」としている。次に「農」の価値は

わからないが、食の安全性や健康については強い関心があり、そのためにはお金を使うという人

たちを②「健康ブーム型消費者」とした。第三には「農」の価値はある程度わかるが、お金を払

えない層を③相対的貧困型消費者とした。「農」にはお金を払えないというが、車や洋服、携帯電

話にはお金を使うという人たちである。最後に「農」の価値もわからないしお金も払えない消費

者を④「どうしようもない消費者」とした。 

 

Ⅴ １ 図１  農業者から見た消費者の類型 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この分類を、①を積極型、②を健康志向型、③を分裂型、④を無関心型として再整理して、2003

年に福岡市民対象で調査したところ、次の「表１ 消費者の分類」のような結果であった⁴⁾。 
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               表１ 消費者の分類 

 ①積極型消費者、 ②健康志向型消

費者 

③分裂型消費者 ④無関心型消費者

 食と農は生命の源であ

るので、安全なものなら

多少高くても買うし、虫

がついても平気だ。援農

など農水産家を支援す

る活動にもなるべく参

加している。 

家族の健康や食の安全

性を守るために食生活

に注意しているし、生

協の購入活動や青空市

場などもよく利用して

いる 

食の安全性や家族の健康

には日頃から注意してい

るが、特別なことはやっ

ていない 

日々忙しくて、食のこと

は大事だと思うが、おい

しいものが食べられれ

ばそれで満足だ 

割合 5.5％ 16.6％ 52.4％ 23.0％ 

この結果を年齢層別にみると、①積極型消費者は男女とも 60 歳以上で多く、②健康志向型消費

者は女性の 30 歳代で多かった。③分裂型消費者は女性の 40・50 歳代では 6 割を超えていた。④

無関心型消費者は男女とも 10・20 歳代が多く、特に男性は約 5 割がこのタイプであった。 

①と②は、「食と農」にたいする主体的関心と行動が存在する。しかし、この 2 つを合わせても

20％強しか存在しない。③と④は食と農に対する受動的態度と食品購入における商品主義的行動

である。これらが消費者の 8 割を占める⁵⁾。 

この③・④の多数の都市消費者は、急激な都市化により家族世帯が縮小し、生活様式などの変

化を通して食行動を変化させてきた。世帯の縮小は、欠食や個（子・孤・工）食を生み出すだけ

でなく、米の消費を激減させた。その結果、現実経済的には、現在の消費者は、コメ作りの農業・

農村を衰退させながら食品産業を育成し、自分たちの暮らしを日本の農村ではなく、世界の貿易

業者と結びつけた。そして、食は即席めん、カップヌードル、レトルト食品に代表される工業的

食材商品化が進んだ。次いで、ほか弁、コンビニ弁当、マクドナルド、ケンタッキー、ファミリ

ィレストランなど、食事の機能を家庭の外に求める、食の外部化や依存化、商業化が日常化した。 

このように食べる人のヒトの暮らし方や食行動様式が変わった。資本主義の競争社会のなかで、

農業・工業・製造業・流通業・外食産業などが、利潤を食べ物の安全性より優先して営む。結果

として先に述べたような食の安全性に大きな不安をもたらす事件が起きている。供給側と消費者

側の信頼関係が崩壊している。今日の食の問題は、食と農の分離によって生じた問題である。 

 

引用文献 

１）研究代表者徳野貞雄（2005）少子・高齢化時代の農山村における環境維持の担い手に関す

る研究 平成 13 年度～平成 16 年度 科学研究費補助金 （基盤（B）(2)研究成果報告書，

p.52、図 3－1 20 世紀日本の人口増加と農政の動き 

２）徳野，p.11－12 

３）徳野，p.61－62 

４）徳野，p.84－85 

５）徳野，p.111 
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Ⅴ ２ 産業構造の変化 

 産業化の進展が、人の食行動様式の変容に大きく影響しているとみられるところから、ここで

は産業構造の変化と食を関連させて、歴史をたどることにした。 

 

Ⅴ ２ １）高学歴化と都市への人口移動  

わが国の 1950 年代の第一次産業従事者は 48％を占めていたが、60 年には 32％まで減じ、こ

の傾向はさらに続き、2000 年には 6％までに低下した（別紙参照「Ⅴ ２ 図１ 産業別従事者数の割合」）。

すなわち、それまで農村で農業を営んでいた人びとは、より収入の多い仕事を求めて、都市へ出

て行った。まずは、家の二・三男、そして女子も、中学校を卒業後、工場労働者として就職した。

筆者は 1964 年に中学校を卒業したが、同級生が卒業後、夜行列車に乗って大阪や名古屋の周辺

地域に集団で就職して行くものが約 4 割を占め、数日間は熊本駅に見送りに行った。そして、そ

の大半はそのまま都市部に残り、今も暮らし続けている。 

 このようにして、わが国の人口は 1960 年前後から人口は農村地域から都市部へ大きく移動し

た。 

 筆者は 1964 年に高校へ入学し、67 年に 4 年生大学へ進学した。当時、女性の大学進学者は少

なく、65 年の統計では 11.3%であった（別紙参照「Ⅴ ２ 図２ 大学・短期大学への進学率の推移」）。筆

者の大学進学の理由は、親が自営する農業では収入が少ないので、将来は女性も経済的自立をし

て、もっと高収入の職業に従事させたいという親の願いに応えたものであった。 

 こうして、わが国の高校そして大学への進学率は、少しの時間的なずれはあったものの都市部

も地方も上昇を続けた。子どもの就学期間が長くなり、またより高名な進学先をめざすために学

習塾や課外活動を受講する。その結果、家計支出にしめる教育費は増大し続けた（別紙参照「Ⅴ２

図３ 教育費の推移」）。子どもの教育費をまかなうために、我が家ではより高収入を得るために、自

給的農業から父は工務店で働くサラリーマンになった。母は一人で農業に従事しながら、現金収

入を得る園芸業を加えた。筆者の親の世代となる父は第二次産業の従事者のひとりになり、母は

園芸業の自営という第一次産業の女性の就業者となった。女性の就業化が進み、女性の労働力人

口は増加した（別紙参照「Ⅴ ２ 図４ 女性の労働力状態」）。 

わが国は 1960 年代以降、高度経済成長期に入り、農業社会から産業社会へ転換した。高学歴

化はすなわち若者の農村から都市への人口移動を意味した。 

 

Ⅴ ３ 生活の変化 

Ⅴ ３ １）電化製品の普及 

 前記の女性の就業を推し進めた一つの要因として、家事労働を軽減する家庭電気製品の普及が

あった¹⁾（別紙参照 Ⅴ ３ １） 図１ 家庭電化製品の普及率」）。筆者の家の台所の電化はまず炊飯がカ

マドから電気釜に変わった。母が早朝に起きて薪を燃やしてご飯を炊くという家事労働は軽減さ

れた。次は 1960 年の電気洗濯機の購入であった。1959 年にはムラの井戸を共同水道化していた

ので、それまで井戸水や夏の川での洗濯はすでにしなくなってはいたが、たらいでの手洗い労働

はまだ続いていたのである。翌年は電気冷蔵庫の購入が続いた。そして、テレビ（白黒）購入は

東京オリンピック開催の 1964 年であった。和風の木造家屋の住まいのわが家では電気掃除機の

購入は少し遅れて、1967 年であった。 
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 このようにして電気製品の普及は、家事労働の軽減を進めた。かつて女子は母とともに家事労

働を担っていたので、主婦だけでなく、女子も含めて家事労働が少なくなった。これも女子の就

学や就労を進めた。 

ただ、家庭電化製品の普及を進めた背景には、電力会社や電化製品製造業が消費者に購入を勧

める策があったといわれている²⁾。以下の資料はその概要である。 

 

資料①【ガスや電気の製品開発、普及の背景】 

日本の近代照明を先がけたのはガス灯であったが、電灯は明治 20 年代以来徐々にガス灯を圧迫していった。・・・明治末、フ

ィラメントの大改良によって消費電力が 3 分の１で済むようになると、大幅に余った電力の需要先を求めて、ガスと同じく台所

に目をつけ、家庭電化こそ近代的生活を実現するもの、とうたいあげて家庭電化にのり出したのである。・・・1914（大正３）

年に京都電灯会社がはじめて電熱の供給制度をつくったのが第一次家電元年とされる。二次大戦後の第二次家庭電化ブームの背

後にも、電力の需要開発、というエネルギー産業からの求めが大きく働いていた。1951 年 5 月、電気事業再編成によって、そ

れまで配電規制を行っていた統制会社・日本発送電を解放して、９つの電力会社が設立された。これによって電力会社は主体的

に電気を売ることと取り組むことになった。その大きな需要先は、やはり「家庭」であった。第一次家電時代の本格化をめざし

て 1924〈大正 13〉年 4 月に発足した「家庭電気普及会」の後身、1948 年に再発足した家庭電気文化会は、電力会社三社が主

役となって電器メーカー〈14 社〉、その他〈6 社〉をとりこんだ形のものであった。 

戦後家電業界の草分けである山田正吾氏は、家電推進の原因となった産業側のニーズとして もう 2 つあるとして、次のこと

をあきらかにしている。 

（１） 企業はとにかく何かを作らねばならない、という事があった。敗戦直後には、軍需物資などの廃物利用のみちをさが

して電熱器やトースターがつくられた。大量に余った小型モーターを見つけて考え出されたのがミキサーであったと

いう。さらに朝鮮戦争特需の終焉直後、中小企業はもとより重電機メーカーも、何か日銭が入るものが必要となり、

家電製品に目をつけた。 

（２） この頃、株が解放されて、主婦たちが株を買いはじめたが、重電メーカーなどは主婦たちに名を知られるために社名

のついたものを主婦たちの身近に送り込もう、という目的で家電製品をつくったという。 

「家庭電化」は日本の夢であった。それは主婦の夢であり、亭主の夢であった。そしてそれはエネルギーメーカー

の夢であり、また電機メーカーの夢でもあった。・・・新製品を打ち出していった数十年にわたるおそるべき活力は、

じつにメーカーの家電部門相互の熾烈な戦いの結果であった。 

 

資料② 【家庭電化製品の発売・普及のあゆみ】³⁾ 

1953 年   手動式ホップアップ式トースター発売（東芝） 

1954 年   プロパンガス 家庭に普及（1949 年 資源庁 ガスの使用量無制限許可を発表、24 時間供給開始） 

      電気冷蔵庫・洗濯機・掃除機が三種の神器となる 

1955年 タイマー付電気釜発売（東芝） 

1956年 団地が誕生、ステンレス流し台とＤＫスタイルの導入。 

1957年 ガスの自動炊飯器発売（東京瓦斯） 

1959 年   自動温度調節機能付電気ポット 発売。 ドアポケット付冷蔵庫発売。 

1960年 自動皿洗い機（国産初）登場。ホットプレート発売。 

1961年 ラップ類の発売。呉羽化学、クレラップ。旭化成、サランラップ。 

1962年 瞬間湯沸かし器発売（東京瓦斯、バランス型） 
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1963年 プロパンガスの普及。ＬＰＧ冷凍車を完成（森永乳業、世界初）。 

1964年 魔法ビンの量産開始（象印） 

1965年 冷蔵庫普及率 50％を超える。冷凍冷蔵庫主流に。 

1966年 合成洗剤「ママレモン」発売（ライオン油脂）。テフロン調理器具登場。 

家庭用電子レンジ（日本初）の発売。 

1967年 ガス・セントラルヒーティングの発売（東京瓦斯） 

1968年 全自動トースター発売 

1971年 家庭用自動餅つき器の登場。炊飯器の普及率、電気釜 53％、ガス釜 47％）。 

電子ジャー発売（象印）。浄水器、ヒット商品に。 

1972年 水道普及率 80％を超える。2 ドア冷凍冷蔵庫が全体の 80％に。 

1973年 コーヒーメーカーの発売（国産初） 

1977年 食器乾燥機発売（東芝） 

1982年 システムキッチン 人気に。 

1983年 電磁調理器 人気に。マイコン付炊飯ジャー発売（東芝） 

1986年 家庭用自動パン焼き機発売（船井電機） 

 

 引用文献 

１）高度成長期を考える会編（1985，2.005）高度成長と日本人 2 家庭篇 家族の生活(新装復刊)，p.65，日本エディター

スクール出版部，東京． 

２) 高度成長期を考える会編（1985）前掲書１），p.80. 

３）日本生活学会編（2001）食の 100 年，p. 247－255，ドメス出版，東京．   

    

Ⅴ ３ ２） 食生活の変化 

Ⅴ ３ ２）（１）家族世帯の小規模化が始まる 

 筆者の家庭では 1960 年代初めにサラリーマンとなった父と、高校へ通学する姉は、毎日、母

が作る弁当を持参した。筆者は小学 2 年で始まったミルク給食が、小学 5 年生になるとパンと自

校方式で作られるおかずと粉ミルクの完全給食に変わった。中学校ではまだ牛乳（粉ミルクと生

乳の混合）給食だけであった。高校時代は姉と同様に弁当持参だったが、弁当のおかず用にとき

どき魚肉ソーセージを購入した。購入先は当時、熊本市下通りに新しくできたスーパーマーケッ

ト「サニーsunny」であった。そして大学での昼食は、ほとんどが手作り弁当ではあったが、時々

は学内食堂を利用したり、パンなどを購入したりすることもあった。また、友人たちとの交際で

外食をするようにもなった。大学卒業後就職して親元を離れ、単身での生活が始まった。わが家

は父と母の夫婦世帯になった。1970 年代前半のことである。 

 筆者の家族の変容は、全国的な数値の世帯員数別（別紙参照 Ⅴ３２）図１世帯員数別にみた世帯数の

構成割合の年次推移」）と世帯構造別（別紙参照Ⅴ３２）図２ 一般世帯数等の推移（全国）」）の変化に添っ

ている。統計のはじめの 1953 年以降、1 人世帯そして 2 人世帯が上昇している。後者は夫婦のみ

世帯が大半である。4 人世帯は 70 年代後半から 80 年代半ばまでが最も多い。いわゆる団塊の世

代の結婚、子育ての時期に重なる。世帯の種類別では、核家族、夫婦と子どものみの世帯が最も

多い。3 人世帯は横這い状態である。他方で、５～6 人の世帯は減った。3 世代家族世帯は一定数
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を維持している。 

 

Ⅴ ３ ２）（２）スーパーマーケットの出現 

わが国で初めてスーパーマーケットが出現したのは、1953 年に東京・青山の紀ノ国屋であった

¹⁾。その後、1958 年神戸三宮に「ダイエー」が開店した。同じ年に丸大食品がイトーヨーカ堂を

設立した。1960 年にはスーパーマーケット協会が設立され、全国各地に「主婦の店」と名乗って

開店した。薄利多売策は大成功し、セルフサービス店は 2000 店を超えるようになり、百貨店、

町の食料品店にも一部取り入れられ、定着した。このスーパーという小売形態の発展によって、

大量仕入れ品を多店舗で大量販売する経営システムとなり、商品は大量流通させやすい形状形態

に規格化された。計り売りされていたじゃがいもや玉ねぎは、パックになった。魚は切り身パッ

クへ。手ですくいあげる豆腐の売り方も消えた。空きびんを家から持参して計り売りを買うしょ

う油や味噌の買い方もなくなった。牛乳を牛乳屋の配達からスーパー購入アイテムに変えた。ス

ーパーで買う客が増えるにつれて、裸の商品は減りつづけた。商品は、事前にラップで衣装をま

とい、値づけがされ、レジスターを通った後スーパーの紙袋に詰められた。70 年代には、手さげ

のビニール袋が一般的になった。 

食品の包装革命は、ゴミの質を変化させた。ビンや缶、ビニール袋やさまざまな包装紙がふえ

た。なかでもラップフィルムは、1961 年に呉羽化学がクレラップを発売し、翌 62 年には旭化成

がサランラップを発売した。ラップ類は、各家庭の常備品となった。 

スーパーという新しい小売システムは、量産の技術革新を果たした大手メーカーにとって、そ

れら量産品をさばくために欠かせない流通システムであった。スーパーのチェーンシステムは格

好な仕掛けであった。それを一方で支えたのが、テレビ受像機の普及であり、テレビＣＭの貢献

であった。 

 日本の広告費は 1960 年には 1740 億円であったが、65 年には 3440 億円に倍増した。この 65

年を 100 として、75 年には 360、額では 60 年の 7 倍強、テレビＣＭは 10 倍強にまで増大した。

ＣＭは、消費者の商品購入の動機付けとなり、小売店の扱いや店頭陳列量を左右し、メーカーの

売り上げを支配するようになった²⁾。 

 

Ⅴ ３ ２）（３）外食の広まり 

 

通学者や通勤者が自宅から離れた学校や工場・事務所に出かけるようになり、家庭内食から外

食が広がっていった。 

Ⅴ ３ ２）（３）① 学校給食 

 子どもたちの外食、それが制度化されたのが学校給食である。以下に、学校給食の経緯をみる。 

 わが国の学校給食のはじまりは、1889 年に山形県西田川郡鶴岡町（現鶴岡市）にある私立忠愛

小学校（仏教各宗派寺院住職が設立）においてである。貧困児童を対象に実施された。その後、

1932 年に文部省訓令「学校給食臨時施設方法」が定められた。昭和初期の経済不況で就学困難と

なった多くの児童の救済を目的とした。第二次世界大戦下では中止された。戦後の 1954 年「学

校給食法」によって法制化された。当時の大塚茂雄文部大臣はこの法律を国会への提案理由とし

て「今後国民の食生活は、粉食混合の形態に移行することが必要であると思うのでありますが、
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米食偏重の傾向を是正し、また粉食実施に伴う栄養摂取方法を適正にすることは、なかなか困難

でありますので、学校給食によって幼少の時代において教育的に配慮された合理的な食事に慣れ

させることが国民の食生活の改善上、最も肝要であると存じます」と述べている³⁾。学校給食の

再開は「学童の体位向上並びに栄養教育の見地から、ひろく学校において適切な栄養教育をおこ

なうこと」（1946 年 12 月の通達「学校給食の普及奨励について」）が目的であった。だが、粉食

に幼少の時代から慣れさせようというねらいがあった。この目的を達成するために、1955 年に特

殊法人日本学校給食会（現 学校保健会）が発足し、学校給食用物資の供給体制の整備が進めら

れた。こうして、学校給食法は小学校だけでなく中学校にも適用され、全国に広がった（1965 年

の普及率は小学校で約 90％、中学校で約 60％）。 

 おかずのメニューに、国籍不明の煮込み料理が多いのは、１つは食中毒対策上、2 つは当時の

学校教育の思想上の理由（生徒一人一人に平等に行き渡らせるためには、ポーションになってい

ない流体物は都合がよかった）があった。60 年代半ばになると、一般の食生活が向上して、給食

の質が問われるようになった。給食用の小麦粉の漂白廃止が 68 年 4 月から実施された。ミルクの

脱脂粉乳から牛乳への切り替えも推進された。献立では、50 年代前半のおかずはいわし、さばな

どの多獲性魚の水煮が主で、50 年代後半には鯨肉のたつた揚げが出されるようになった。60 年

代に入ると、鶏肉、そして豚肉へと移行し、果物もそえられた。 

文部省は 1970，71 年度に、学校給食への米利用の実験を開始した。そうして 1976 年度から米

飯給食開始を導入した。文部省は「食事内容の多様化を図り、栄養に配慮した米飯の正しい食習

慣を身につけさすなど有意義であり、我が国の食料資源を考慮した日本人の食生活を再認識して

これを積極的に推進すべきである」との見地をもっていた⁴⁾。この米飯給食が学校給食に導入さ

れた現実的根拠には、60 年代以降深刻化した米過剰を支える膨大な食管財政が赤字となっていた

ことがある。 

 

Ⅴ ３ ２）（３）② サラリーマンの外食の広まり 

 わが国では、1960 年前後に、農村地帯から産業施設の集積する地帯へと、人口が大移動した。 

 大規模な産業施設では、多数の労働者を日々そこに集合させて終日業務に従事させる。その結

果、我が家のある生活圏から新天地へと移転することになった。労働者の大部分は、家庭内食生

活から離れざるを得なかった。新しい産業施設の周辺には、飲食店はなかったので、事業所は従

業員（労働者）の昼食を用意することが課題となり、食缶（金属製の大きなバケツやバット）ま

たは弁当によって食事を供給する弁当給食を行った。また中小企業者や同業者が集まり、共同炊

事設備をつくり、協同組合方式の給食センターを各地に設立した。高度成長期の後半になると、

ホワイトカラーが増加した。事務所周辺には飲食店ができて、サラリーマンにとって、必要不可

欠な昼食提供施設となっていった。 

通産省「商業統計表」によれば、全国の飲食点数は、1962 年に 24 万 3000 軒あり、年間総販

売額 6000 億円であった。1972 年では、48 万 4000 軒へと倍加し、3 兆円（5 倍に増大）になっ

た。大手企業では、社員食堂形式の事業所給食が普及した。その多くは定食制で、選択の余地が

なかった。大量の食事で、低価格、効率的であった。これによって、企業ロイヤルティ（忠誠心）

を獲得している向きも少なくなかった。 

1973 年オイルショックを契機に、外食は高いとの生活防衛的意味合いから、弁当持参が一次的
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に復権した。事業所給食は価格が上昇し、給食離れが生じた。このようななかで、新しい外食方

式のファミリィレストランとファストフードに代表されるレストランチェーンが急成長した。社

員食堂の食事は質的豊かさとメニュー選択も多様化し、喫食率を回復した。外食は、サラリーマ

ンの日常食生活に定着し、その後上昇し続けた⁵⁾。（別紙参照 Ⅴ３２）図 3 外食率、食の外部化率」） 

 

引用文献 

１）日本生活学会編著（2001）生活学 食の 100 年，p.255，ドメス出版，東京 

２）高度成長期を考える会編（1985，2.005）高度成長と日本人 2 家庭篇 家族の生活(新装復刊)，p.108－110，日本エ

ディタースクール出版部，東京． 

３) 前掲書２），p.124. 

４） 前掲書２），p.129. 

 ５）前掲書２），p.130－134. 

 

Ⅴ ３ ３） 加工食品・インスタント食品の広まり 

冷蔵庫の普及により、事前処理ができている食材や、調理にあまり時間をかけなくすむ加工食

品が保存できるようになった。家庭における食品保存法や保存観念が変わった。 

また、スーパーマーケットの出現で、買い物行動は便利になり、手に入る食品の種類が増加し

た。筆者の弁当のおかずは、高校生の 1960 年代にはちくわ・かまぼこに加えて魚肉ソーセージ

が加わり、1970 年代前後はウィンナーソーセージそしてハムに変わった。1965 年に冷蔵庫の普

及率は 50％を越え、冷凍冷蔵庫が普及し始め、1970 年代には冷凍食品が大量に出回った。1990

年代後半、筆者の娘の中学時代の弁当には冷凍のコロッケやイカリングの揚げものを使った。有

職女性である筆者は、材料の下ごしらえや調理の一部の手間を省ける便利さはありがたかった。

冷凍食品は調理の手抜き型食品を中心に成長した。この点は欧米と異なる日本的特徴であるとさ

れる。（別紙参照「Ⅱ．３．３．図１ 家計１世帯当り年間調理食品費支出額推移」）これらの産業化のあり

様が、料理技術の低下を加速させた主因ではないかと推測される（別紙参照 Ⅴ３３）図２ 自分で調

理できるもの」）。 

ところで、インスタント食品の代表的なものが、日清食品のチキンラーメンである。1958 年に

発売された。そして、1971 年にカップメンが登場し、インスタントラーメンは国民食になった。

「インスタント食品は、料理という役務サービスが買えることを日本人に教えた」¹⁾。 

日清食品は、その後、アメリカに進出し、ブラジル、中国、インド、オランダ、インドネシア、

ドイツ、タイ、フィリピン、カナダなど 10 カ国以上に工場や販売拠点を設けて現地生産・販売を

している。この即席麺は「日本発の地球食」といわれている。今日本では年間 53 億食、世界では

4 百億食が食べられている。「昼でも夜でも好きな時間に、ひとりであたたかいラーメンが食べら

れる」給湯つき自動販売機は官庁、病院、新聞社、テレビ局、学校、デパートなどを中心に置か

れ、大変な人気となった。カップ麺は即席麺のチャンピオンになった。 

 1970 年にはアメリカロサンゼルスに「アメリカ日清」が設立され、73 年から「カップ・オ・

ヌードルズ」の販売が始まった。衛生的で安全なことを重視した。アメリカの流通機構を考えて、

商品に製造年月日をつけることが始まった。これがきっかけとなって後に日本の加工食品に製造

年月日をつける制度ができたという²⁾。 



 
 

96

このインスタント食品は、日本に新しい食文化を定着させた。産業化が進展する現代社会のな

かで、人の移動範囲は大きくなった。就業形態は不規則的である。また、災害はどこでもいつで

も起こりうる。生き延びるために欠かせない食を、手軽に入手可能にした技術開発であり、産業

社会では重宝される食品となった。 

以下は、インスタントラーメンの開発に関する資料である。 

 

資料【日清食品の場合：インスタントラーメンの誕生－「いつでも、どこでも、かんたんに食べられる幸せの

食品」】 

 1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分、関西で大きな地震が起こった。日清食品の安藤百福は大阪府池田市の自宅で

揺れを感じた。大阪市の淀川べりに日清食品の本社はあった。会長室は足の踏み場もないくらいになっていた。

安藤は「家を無くした人たちはきっと寒さに震えているだろう。あたたかい即席めんを食べさせてやりたい」と

思った。そして神戸市の関西大震災対策本部に連絡をとり、食糧援助を申し出た。しかし、対策本部の返事は「ラ

ーメンはこまります。被災地には水もなければガスも出ません」であった。そこで安藤は「チキンラーメン号」

を出動させることにした。「チキンラーメン号」は、2 トンのトラックを改造したキッチンカーで、500 リットル

のタンクつきの湯沸器を 2 台備えて、即席めん 3000 食分のお湯をわかすことができる。これに、追加の水タンク、

２万食のめん、無地の発泡スチロール製どんぶりを積んだ車といっしょに神戸へ向かった。18 日夜、神戸市東灘

区の公園では 500 人ほどの被災者が野宿していた。「あたたかいチキンラーメンが、被災者の体をあたためて、空

腹を満たすだけでなく、心もなぐさめて、なごやかにしてくれるようだった。」 

 「チキンラーメン号」は夜通しフル回転で活動を続けた。この強行軍が 1 週間続き、「チキンラーメン号」は３

０万食の即席めんを被災者に配った。後半は、被災地に水が出たり電気が通じたりして、即席めんをそのまま配

ることができた。「チキンラーメン号」の活動の報告を社員たちからきいて、安藤は社員たちに「人間、食べてい

ないと不平不満がたまる。食べるものが十分あってはじめて、世の中は平和になる。わが社の創業理念『食足世

平』（食足りて世は平らか）を、きみたちは大地震の被災地で体験したのだ」と話しながら、これまでの長い道の

りを思い出した³⁾。 

安藤百福は 1910年 3月 5日に当時日本の領土であった台湾で生まれた。両親は安藤がまだ幼少の頃になくなり、

祖父に育てられた。 安藤は戦後直後のラーメンの屋台での風景を思い出し、「工場で大量生産して、みんなが食

べやすい家庭の味を出すにはどうすればいいのか」と、自宅の裏庭に小さな作業場をつくり、これを研究室とし、

新しいラーメン開発を一人で始めた。新しいラーメンの条件として、5 つの条件を決めた。 ①おいしい ②保存

性がある ③簡単に調理できる ④商品の価値に対し安価である ⑤衛生的で安全である⁴⁾。 

 安藤の舌や手は、超人的な努力の結果、計器より確かな感覚をもつようになった。1 年後、「即席ラーメン」の

製法が完成した。熱い湯をかけると、すぐやわらかい麺にもどる。味は屋台のラーメンに負けない自信がもてた。 

 東京・有楽町の阪急百貨店で試食即売会を開いたところ、お客がたくさん集まった。「たしかに 2 分だぞ。魔法

みたいだな」1 日で売り切れた。手ごたえをつかんで、大阪市東淀川区で倉庫を改造した工場をつくり、20 人の

新入社員を集めた。このラーメンを試食した社員たちは、「うまい」「簡単に食べられて、一人暮らしには便利だ」

「食事に手がかからない分、遊ぶ時間ができる」「勉強する時間がふえてありがたい」という言葉に、安藤は「こ

のラーメンは、時間を商品化したものだ。お客さんはラーメンといっしょに、食事をつくる時間も買うことにな

る」と述べている。 

麺のスープは、開発実験を始めた頃から、ニワトリを使っていたので、家族の間で、研究中の麺を「チキンラ

ーメン」とよぶようになった。工場でも新入社員たちが同じようにいうようになった⁵⁾。 
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カップ麺の開発 

 1970 年当時のインスタントラーメンは袋入りの「袋メン」だけであった。安藤社長から「容器に入ったインス

タントラーメンの開発」を命じられた麺開発担当者の松本邦夫は、開発と試食の中で、体重を 12 キロ落として挑

戦した。麺の開発における条件は「容量は 300cc、どんぶり 1 杯分」「麺は 3 分間で食べられるようにする」「容

器に合わせた麺」だった⁶⁾。 

 麺を揚げるための金型づくりは、見よう見まねで、鉄板を切ったり溶接をして、いろいろな金型を作った。金

型の形状が決まってきても、麺はうまく揚がらず、油の種類を変え、温度を調整して揚げ、何度も麺を試食した。

麺の「つるみ、こし、味」などを吟味しながら食べた。《とにかく前に進まなくてはならない》その結果「カップ

ヌードル」は完成し、1971 年 9 月 18 日に発売された。 

 

引用文献 

１）高度成長期を考える会編（1985，2005）高度成長と日本人 2 家庭篇 家族の生活(新装復刊)，p.115－116，日本エデ

ィタースクール出版部，東京．  

２）中尾明・作 ／宮崎耕平・絵（1998）インスタントラーメン誕生物語 幸せの食品インスタントラーメンの

生みの親・安藤百福，p.138－147，PHP 研究所，東京． 

３）前掲書２），p.8－16 

４）前掲書２），p.60－61 

５）前掲書２），p.73－80 

６）ＮＨＫプロジェクト制作班原作・監修,，作画・脚本 加藤唯史（2002）コミック版プロジェクトＸ 挑戦

者たち 82 億食の奇跡 魔法のラーメン〈日清カップヌードル〉，p.192－193，宙おおぞら出版，東京． 

 

Ⅴ ４ 食料関連産業の変化 

Ⅴ ４ １）食料産業の業種別国内総生産の推移 

 これまでみてきたような消費者の食行動は、関連産業にどんな影響を及ぼしてきたのか。農林

水産省の統計でみる¹⁾（別紙参照「Ⅴ ４ 図１ 食料産業 業種別国内総生産の推移」）。 

 第一次産業としての農・漁業は、1970 年から 1990 年まで微増し、その後下降傾向をたどって、

2002 年度は、全体の 12.4％を占めるにすぎない。関連製造業は、1970 年度は三分の一弱のシェ

ア程度であったが、1995 年度まで増加して以降シェアをほぼ同程度で維持して 2002 年度は、

28.5％を占めるように増加した。関連流通業も、製造業と同様に 1970 年度から 1995 年度まで増

加し続け、そのシェアを 2002 年度まで維持し続け、38.8％を占めるまでに増大した。外食先であ

る飲食店は、1970 年度は 1 割もなかったが、増加を続け、1995 年が最も多くなり、その後ほぼ

同じ程度を維持しながら、2000 年度から微減傾向にある。2002 年度は 17.7％を占めている。 

 これらの変化から、わが国の食料自給率が低下してきた背景が読み取れる。すなわち農漁業者

は、前記したように産業別従事者人口では、今日 5％程度にすぎない。この従事者の減少が生産

高の減少に大きく影響している。他方で製造業や流通業は、原材料を外国からの輸入の増大によ

り、この業種を拡大してきた。第二次・三次産業の増大である。その結果、食料自給率が低下し

てきたのである（別紙参照「Ⅴ ４ 図２ わが国の食料自給率の推移」）。 
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  引用文献 

1）農林水産省編（2003）食料・農業・農村白書 ～新たな「食料・農業・農村基本計画」に基づく「攻めの農

政」へ～平成 16 年度，p.44，財団法人農林統計協会，東京． 

 

Ⅴ ４ ２）I 企業（伊藤忠商事株式会社）の事例にみる食料産業の動向 

わが国の食料自給率の低下の要因は、前項でみたように、食べ物の原材料を商社その他の事業

所の活動により輸入が増大したことによるものであることが明らかになった。 

この項では商社の具体的事例としてＩ企業の近年の活動を取り上げ、そのことを検証する。 

 

Ⅴ ４ ２）（１）I 企業の概史 

I 企業は、初代伊藤忠兵衛が江戸時代末期に麻布の販売業を起こしたことに始まる。忠兵衛は

明治初期、大阪市に呉服太物商を営む「紅忠」を創立した。1914 年には合名会社とし、4 年後の

1918 年には株式会社となった。そして昭和初期（1929 年）、海外向けの社標をつくり、海外との

貿易を拡張している。第二次世界大戦後、総合商社として順調に拡大し、1972 年には中国から友

好商社として初めての指定を受けている¹⁾。 

以下の表１は、I 企業の沿革の概史の一覧である。 

表１  I 企業（伊藤忠商事株式会社）の沿革の概史 

1858 年 安政５ 初代伊藤忠兵衛、15 歳にして大阪経由、泉州、紀州へはじめて麻布の持ちくだりをする 

（伊藤忠商事創業） 

1872 年 明治５ 伊藤忠兵衛が大阪市に呉服太物商「紅忠」を創立 

1884 年 明治 17 「紅忠」を」「紅伊藤本店」とする 

1893 年 明治 26 伊藤糸店開業（伊藤忠商事のはじめ） 

1914 年 大正 3 個人経営の組織を改め、伊藤忠合名会社を設立 

1918 年 大正７ 伊藤忠商事株式会社創立 

1929 年 昭和４ 海外向けの社標をつくる 

1949 年 昭和 24 戦時下に生まれた合併会社、大建産業株式会社が4社に分離。伊藤忠商事として、再び第一歩を

踏み出す 

1969 年 昭和 44 大阪本社、新社屋が竣工。創業 100 年記念。当時の日本プラント輸出史上最高額（約７０００万ド

ル）となる。アルジェリア向け石油精製設備一式を成約。 

1972 年 昭和 47 総合商社で初めて、中国から友好商社に指定される。 

1977 年 昭和 52 安宅産業株式会社との合併契約書に調印。 

1979 年 昭和 54 サウジアラビアより、世界最大の海水プラントを受注。 

1990 年 平成 2 「青い地球と経済成長の両立をはかる企業活動」の推進組織として「地球環境室」を設置。 

1992 年 平成 4 「Ｎew Cｌ運動」の成果である、新企業理念、新英文社名、新ロゴマークを導入。 

1993 年 平成 5 アサヒビール（株）とともに、中国のビール生産事業に進出。 

1997 年 平成 9 総合商社初の環境マネジメント国際規格ＩＳＯ14001 認証取得。 

1998 年 平成 10 伊藤忠グループがファミリーマートの株を取得。 

2000 年 平成 12 西部百貨店との業務提携。西部百貨店、吉野家への資本参加。 

2002 年 平成 14 中国/山東省と経済貿易全面合作協議書調印。 
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Ⅴ ４ ２）（２）食料カンパニーについて 

   I 企業の主なカンパニーは、７分野で行われている。繊維、機械、宇宙・情報・マルチメディア、

金属・エネルギー、生活資材・化学品、金融・不動産・保険・物流、そして食料である²⁾。 

  食料カンパニーの組織は次のようである³⁾。 

   食料経営企画部 

   食料事業統括部 

食糧部門   ： 油脂部、飼料・穀物部、砂糖・乳製品部、飲料原料部 

   生鮮・食材部門：水産部、畜産部、食材流通第一部、食材流通第二部 

   食品流通部門 ：食品流通部、ＣＶＳ 事業推進部 

    食料カンパニーは、原料から製品、食料全般にわたる事業領域で、国内外で資源開発からリー

テイルまでを垂直統合した効率的な生産・流通・販売を行うＳＩＳ（Ｓtrategic Integrated 

System：戦略的統合システム）の推進を図っている。 

   リーテイル分野では、1998 年 2 月にファミリーマートの株式を取得して、小売業に本格的に進

出した。これによって、川下から得た情報をタイムリーに川中・川上に伝達する体制を整備した。

外食分野へは、2000 年に吉野家ディーアンドシーに資本参加した。食料資源分野では、北米・ア

ジア・豪州・南米・欧州などの既存の供給拠点を有効活用した。リーテイル分野との連携を深め、

Ｉ企業は販売網を確立しようとしている。 

 海外メーカーとの連携をベースに、特徴ある差別化原料の調達・販売や、様々な商品や地域で

の資源開発に注力している。非遺伝子組み換えのコーンや大豆も、米国子会社２社を起用して、

他社に先駆けて日本向けに輸出している。非遺伝子組み換えコーンを主原料とする飼料で肥育し

た鶏の卵も商品化している。また、海外での生産・加工分野では、中国においてもアサヒビール

と共同で本格的なビール製造事業及び飲料製造事業経営、インドネシアでは、はごろもフーズを

パートナーに鮪缶詰事業を行っている。 

 流通・販売分野に関しては、1996 年に資本関係のあった卸会社 2 社を合併して、「伊藤忠食品」

を設立し、加工食品の全国的な流通体制を整備した。生鮮品については、畜産物・水産物・青果

物「生鮮 3 品」を扱う会社として、1998 年に「伊藤フレッシュ」を立ち上げた。このような体制

の下で、グループ総合力・競争力を高め、収益基盤の強化を図り、食料業界のリーディングカン

パニーを目指している⁴⁾。 

   取り扱い品目は、次の通りである。 

 小麦 大麦 小麦粉 米 澱粉 大豆 ヒマワリ油 オリーブ油 パーム油 ヤシ油 トウモ

ロコシ 大豆粕 菜種粕 魚粉 アルファルファペレット 粕糖 砂糖類 異性化糖 乳製品 

ナッツ類 コーヒー ココア 果汁 酒類 飲料 牛肉 豚肉 鶏肉 青果物 冷凍野菜 冷凍

魚介類 加工食品 冷凍食品 缶詰 ペットフード 食料ビジネスに関するコンサルティングサ

ービス 

 

Ⅴ ４ ２）（３）食糧カンパニーの内外事業会社の事業活動の推移 

 伊藤忠商事株式会社の食糧カンパニーの内外事業会社として、28 社がホームページで公表され

ている（2008 年 8 月現在）。この中の主な 12 社を取り上げ、事業内容、当初の資本金と現在の年

商（一部不公表で不明、または資本金を示す）を調べ、拡大の推移をみた⁵⁾。その結果は下の表
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２の通りである。 

           表２ Ｉ企業の主な１２社の事業概要 

 社名（株） 事業内容 創業年 資本金 現在の年商 

１ プリマハム ハム・ソーセージ、食肉および

加工食品の製造販売 

1948 年 33 億 6300

万円 

2,808 億円（2008

年 3 月） 

２ 不二製油 食用油脂・植物蛋白の総合メー

カー 

1950 年 300 万円 214,079 百万円 

３ 内田食品産

業 

養鶏（卵・ブロイラー）・飼料

用大麦加工 

1952 年 50 万円 資 本 金 ： 2 億

2500 万円 

４ 但馬フーズ 鶏肉の生産加工・流通に至る一

貫したシステム（若鶏体、解体

品、地鶏各種、輸入鶏肉、鶏肉

加工品、生産農場他） 

1955 年 800 万円 80 億円 

５ 伊藤忠飼料 各種飼料の製造・販売及び畜産

物の販売 

1961 年 19 億 1 千万

円 

998 億円（2007

年度） 

６ 伊藤忠製糖 砂糖とその副産物の製造加工

およびその販売 

1972 年 20 億円 ？ 

７ 伊藤忠食糧

販売 

砂糖・小麦粉・製菓原料・油脂

等の国内販売・輸出入 

1973 年 1 千万円 908 億円（2008

年 3 月期） 

８ ジャパンフ

ーズ 

清涼飲料・酒類・各種飲料の製

造及び販売 

1976 年 6 億 2880 円 ？ 

９ 伊藤忠フレ

ッシュ 

水産物、畜産物、農産物、花き

の買付け、加工、販売、輸出入

業務、一般貨物自動車運送事

業、乳製品販売業、衛生資材販

売業、その他 

1980 年 10 億円 599 億円（2008

年 3 月） 

10 ファミリー

マート 

フランチャイズシステムによ

るコンビニエンスストア 

1981 年 16,658 百万

円 

1,121,838 百 万

円（2008 年 2 月

末） 

11 志布志サイ

ロ 

倉庫業・港湾運送事業・通関

業・その他（取扱い品目：とう

もろこし、こうりゃん、飼料用

大麦・その他） 

1985 年 12 億円 ？ 

12 ドルチェ 菓子・食品の加工並びに販売、

菓子・食品の輸出入業務、容器

及び包装資材の加工並びに販

売、コンピューターシステムの

販売他 

2004 年 1 億円 285 億円（2007

年度） 
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Ｉ企業の活動は、近代に入って直後の 1872 年（明治 5）に始まり、今日まで続いている。第二

次世界大戦後に再開した企業活動について、表２で事業内容を創業年の古い順にみる。3 社の事

例を取り上げて、創業時と現在の年商を比較し、以下に分析する。 

1948 年創業のプリマハムは、資本金 33 億 63 万円で始め、現在は 2808 億円の年商である。83.5

倍の増加である。不二製油は、1950 年に資本金 300 万円で始め、現在は 2140 億 79 百万円で、

71,359 倍に増大している。但馬フーズでは 1955 年に 800 万円で創業し、現在 80 億円であり、

100 倍に増加している。 

1948 年創業のプリマハムは、ハム・ソーセージ、食肉および加工食品の製造販売、1950 年創立

「不二製油」は食用油脂・植物蛋白、1952 年の内田産業は養鶏・飼料用大麦の加工、1955 年但

馬フーズは鶏肉の生産加工・流通にいたる一貫したシステムを営んでいる。 

これらの事業内容は、前記でみたわが国の食生活の動物性食品と油脂の増加とぴったりと相関

している。筆者ら、日本人はハム・ソーセージや卵、牛乳、肉類といった動物性食品を日常食に

取り入れてきた。また、炒め物や揚げ物という油脂を使った調理は日常食で欠かせなくなった（別

紙参照「Ⅴ ４ 図３ 食生活の大きな変化（供給熱量の割合の推移）」）。動物性食品（畜産物）と油脂類が多

い食事は、いわゆる洋食型食事である。第二次世界大戦後以降のわが国における洋食化の背景に

は、I 企業のような商社の活動の拡大があったことが実証された。Ｉ企業のような、食材の輸入で

活動する企業が、国内の洋食化する食を賄ってきたのであった。 

このような産業化の進展により、わが国の食事文化は大きく変容してきた。こうして、わが国

の食料自給率は低下傾向をたどった。食べ物を供給する第一次産業の農業就業者は激減し、消費

者は増大した。同時に、農と食の距離が拡大した。 

 

引用文献 

１）http//www.itochu.co.jp/main/coy/coy 3.html 

２）http//www.itochu.co.jp/main/coy/coy 3.html 

   ３）http:www//.itochu.co.jp/main/div/food/food  2.html 
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５） １ URL：http://www.primaham.co.jp/ 

２ URL：http://www.fujioil.co.jp 

３ URL：http://www.uchida-ffi.com/ 

４ URL：http://www.tajima-foods.jp 

５ URL：http://www.itochu-f.co.jp 

６ URL：http://www.itochu- sugar.com/ 

７ URL：http://www.i-foods.co.jp 

８ URL：http://www.japanfoods.co.jp/ 

９ URL：http://www.itochuf.co.jp/ 

10 URL：http://www.family.co.jp/company/familymart/outline.html 

11 URL：http://www.sbss.co.jp 

        12 URL：http://www.dolce-kk.co.jp/ 
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Ⅴ ５ 第５章のまとめ（わが国の産業化と食） 

高度産業社会において、ヒトは、５W１H、すなわち What（いつでも）、Where（どこでも）、

Which（何でも）、Who（ひとりでも）、Why/How（自分は作らないでも）、食べることができる

ようになった。この高度産業社会への進展過程で、わが国では 1960 年前後を境にして、自給自

足的なクラシが崩壊していった。農を営み、自分の労働で得た食べ物を食べていたが、教育を受

け、ヒトは都市へ移動し、第２次、第 3 次産業に従事し、消費者として他者の労働の産物である

食べ物（A）を食べるようになった。産業化により食べ物を工業的に製造するようになり、加工

食品が増加し、スーパーマーケットも発達し、ヒトは購入して食べるモノが多くなった。また学

校や事業所で過ごす時間が長くなり、昼や夜の食事を家庭外で食べるようになった（D）。こうし

て、食の外部化、外食化が進んだ（B）。さらに、ヒトの移動範囲が広くなりまた不規則な就業な

どもふえていくなか、インスタント食品・ファストフードが登場し、ヒトはいつでもどこでもひ

とりでもなんでも作らなくても食べられる食品を利用するようになった。工業的食材商品化（A）

が進み、簡便で安価に世界の多様な食べ物が得られるという飽食の食環境が整備された。他方で、

食と農の分離による食の安全性の不安が増大した（C）。高度産業社会では他者の労働による食べ

ものを、家族から離れて個人で食べるという食行動が常態となった。石毛直道が「人間は料理を

する動物である」「人間は共食する動物である」と述べたテーゼは高度産業社会ではもはや成立し

なくなった。 

ヒトは人間の文化を、家族で群れて食行動をとるという A・B・C・D の行為を通して築いてき

た。高度産業社会ではヒトはこれら４つの食の行為を個人で行うことが常態化し、ヒトとの関係

性が低下した。結果として、ヒトの子どもを人間として育てるというヒトの力が減退している。

すなわち、若者の孤食・欠食はヒトの文明の問題である。 

  

参考文献 

徳野貞雄研究代表者（2005）少子・高齢化時代の農山村における環境維持の担い手に関する研究 平成 13 年

度～平成 16 年度 科学研究費補助金 （基盤（B）（２）研究成果報告書） 
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第Ⅵ章 現代人の食行動に対する「食」の教育についての提言 

― 高校生と地域住民との交流授業事例から ― 

 

ここでは、極小化した家族で暮らす割合が高い定時制高校生に、孤食・現代の欠食という食行

動の問題を抱える者が多いという実態に対処するため、この高校生対象の家庭科の授業に地域住

民が通年で参加する形態を導入した。ヒトと食べ事（料理・共食）を食教育の授業で継続し、こ

れをふまえて、出産・子育て体験や高齢者と交流など地域での共生観の育成をねらう「家庭科」

授業を展開し、高校生がヒトとの関係性を高めることを期する授業実践事例を提示する。 

これを今後の「食」の教育の一つの提言とする。 

 

Ⅵ １ はじめに 

 「地域に根ざした食育コンクール 2005」（提唱：農林水産省 主催：地域に根ざした食育推進

協議会／（社）農山漁村文化協会 後援：内閣府／文部科学省／厚生労働省ほか）に、授業実践

記録「『食べ事』を共にして、食を楽しみ、生きる力をたかめる―不登校経験者が多い定時制高校

生と地域住民―」のタイトルで応募したところ、「農林水産省 消費・安全局長省」を受賞した

（2006 年 1 月 15 日）。この内容は 2001～2005 年までの地域住民と高校生との交流授業の記録で

あった注１）。この論考は、この記録に一部加筆修正したものである。 

 筆者が、家庭科の授業に地域住民が参加する形態を初めて導入したのは、熊本県立甲佐高等学

校において、高齢者福祉の学習の中で、1988 年から始めてきた老人ホームを訪問しての交流や介

護体験実習に加えて、教室で高齢者と交流をしながら、高齢者向け食事の調理実習を行い、会食

をしながら高齢者の生活実態を聴き取るという展開をした 1991 年である１）。このような形態を導

入した理由は、高校生が高齢者との同居の有無に関わらず、毎日の生活のなかで高齢者とのふれ

あいが少ないといった実態があったからである。この実践で、住民の授業参加によって、高校生

が調理技術の習得や食文化の継承を確実にするというだけでなく、ふれあいにより会話が活発に

なり、加えて高齢者が蓄積してきた人間関係により高校生が地域の人のつながりを学ぶ機会とな

ったという成果もあるということに気付いたのであった。また、高校生が暮らしている地域から

遊離し始めている傾向に対して、高齢者は地域のクラシの重要な資源であると筆者が意識し始め、

この視点をもって、高校生と高齢者とのふれあいの機会を設けた授業づくりをはじめたのであっ

た。 

 翌年に苓明高等学校（本渡市）に転任し、高校生の地域の生活への関心が前任校と同様に希薄

であると感じられた。そこで、1992 年に助産婦や社会福祉協議会職員を講師とする授業を行い２）、

1993 年から 95 年までは地元の老人クラブ会員の協力を得て、合同での調理実習や生活史の聴き

取りなどの授業を 1 年に 5，6 回を実施し、高校生が地域の生活文化を継承し、地域の先輩たちの

営みへの関心を深め、これからの生き方を考える力を育てることをねらった。また地域住民の側

にも、血縁関係に限らず地域社会の次代を担う若者を育成するという意識を喚起する機会にして

いきたいと考えた。老人クラブでは自分たちの行事に組み込み、高校生との交流学習に地域割り

をして参加するようになり３）、その後も引き継がれ、2008 年現在まで継続している。 

 96 年に筆者は熊本市内にある湧心館高等学校定時制課程に赴任し、保育の学習で児童文化財と

して一高齢者のボランティアによるタコづくりを導入した。翌年から学校周辺の地域住民がボラ
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ンティアで授業に参加し、調理実習と交流や４）、高齢者の生活史のあゆみ、子育て経験、マイホ

ーム建設５）や街づくりのあゆみなどについての語り、それを通して、暮らしが急速に大きく変化

してきたことを把握し、自分たちが暮らしをどう創るかを考えることをねらうという実践を 2008

年まで重ねている。 

「飲食はコミュニケーションの手段である。飲食をともにすることによって、人々の連帯感が活

性化する」６）ということを、高校生が地域住民とともに調理実習を行う授業を重ねてくるなかで

試行してきた。そして親密感が築かれたところで、住民の生活経験の聞き取りを行う授業へと広

げてきた。地域の隣人とともに暮らすことの喜びや大切さについて体験することをねらっている。 

 筆者は、「食べ事」をともに行うことを土台にして、高校生と住民の双方が、ともに学び、生き

る力をたかめあうという関係を気付いていくのではないかとの仮説を持っている。 

 ここでは、湧心館高等学校での近年の授業実践を取り上げ、この検証を行う。 

 

Ⅵ ２ 地域住民参加の授業の導入の動機と経過 

Ⅵ ２ 1）地域住民参加の授業の導入の動機とねらい 

 湧心館高等学校定時制課程に筆者が赴任した 1996 年 4 月、家庭科履修１年目の初めての調理

実習授業で、班員同士が会話をしないため、作業が進まないという経験をした。この事態はコミ

ュニケーション力の弱さによるものではないかと考えた。その後に課した食事記録や会話から、

孤食、夜型にずれた生活、1 日 1～2 回という食事回数、摂取食品数が少ないといった食生活の課

題をもっている者が少なくないことがわかった。この傾向は近年、さらに強くなり、2005 年 9 月

の朝食摂取状況調査で、「食べていない」が 56％（全日制高校生の県平均では 7％）にものぼり、

湧心館高等学校定時制（以下、湧定生と略称）の食生活の厳しさを再確認した。 

 湧定生の状況を 05 年度でみると、不登校の経験を持つ（中学校 3 年次に 30 日以上の欠席）入

学生が 56％、また、他校を中退しての入学生が 33％いる。家庭状況では毎年 3～4 割が単親家庭

（大半は母子家庭で、08 年では 2 年普通科で 8 割を占める）である。大部分が経済的に困窮して

いるため、本校生自身が働く必要に迫られている。学業と仕事の両立の毎日は、結果的に、多忙

な生活となり、食事を家族とともにすることをたとえ本人が望んでもむずかしい。 

 筆者は、湧定生の食生活改善の方策として、「家族のような関係でコミュニケーションを行う」

という体験の場を、家庭科教育の授業でつくりだすことにした。これを実現するには支援する地

域住民の存在が必要である。前任校（1993～1995 年度）での経験をいかすことにした。 

 前任校はその地域にその学校の卒業生が活躍しているという伝統的な学校であり、高校生は地

域の高齢者と隣人関係でもあった。ところが、湧心館高校は 1979 年に定時制通信制高校として

新設され、湧定生と地域住民とは本校入学以前には無縁の関係にあるという大きな違いがあった。

そこで筆者が模索して出会ったのは学校周辺地域で組織される、熊本市出水南校区社会福祉協議

会の一組織の食生活改善グループである。ボランティアでの協力を得ることになり、早速 1997

年 9 月、地域の伝統食を地域住民参加での調理実習授業として実現した。 

 湧心館定時制での住民参加授業の取り組みの背景として、本校生の社会的行動に対する地域住

民の不安・不満から生じる差別的な見方があり、これを筆者は払拭したいという思いがあった。

地域住民との直接的なふれあいを重ねていけば、湧定生に社会的行動への責任が育ち、また地域

住民の本校生への理解が深まればこの偏見は解消していくのではないかと考えたのであった。 
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Ⅵ ２ ２）交流学習を継承するための工夫 

 この地域は 1960 年代末から宅地化された住宅地であり、高齢者世帯が近年急増している。こ

の授業に参加するボランティアの住民の大半は、民生児童委員として 10 の町内でそれぞれ生活支

援活動を日々実践している。 

 このような役割を果たしているボランティアの住民（少しずつ交替がある）に対して、これま

での 12 年間（1997～2008 年度）、筆者は交流授業への参加が継承する工夫として、湧定生の学

びや感想を住民に届け、参加した住民自身が授業の成果を確かめることができるように努めた。

また、食生活分野を核として、交流学習内容をさらに高齢者や子どもの福祉、住生活などの分野

にも広げてきた。分野を広げることができたのは、調理実習の後に住民たちとの話しを通して、

地域での活動の情報を得るように努めたことによる。ここで報告するテーマの展開では、食べ事

を中心としながら、こちらが意図した以上に幅広い生活文化面にも広がった。この成果はこれま

で参加を重ねてきた住民（回数が多い住民は 1 年に 10 回を超える方もいて、この 12 年間の参加

回数が 100 回を超える方もいる）が民生委員を兼ねており、事前に地域の高齢者（2001 年度開始。

参加する高齢者は毎年ほとんど入れ替わる）に、湧定生の学びや事情が伝達され、湧定生への親

しみがすでに築かれたところで高齢者が来校しているので、この授業では初めて出会う湧定生で

はあっても、親しくコミュニケーションをとることができているのではないかと思われる。 

この交流学習の開始の頃は、50 歳代であった地域住民も近年では自身が高齢者の年齢層に達し、

また高齢者世帯や単独世帯となった方もいる。したがって高齢者との交流学習には、恒例的に授

業参加する前期高齢者が、同じ町内の後期高齢者を伴って参加するという形になってきた。 

 

Ⅵ ２ ３）「家庭総合」食生活学習における住民参加調理実習授業の展開 

Ⅵ ２ ３）（1）食生活の交流学習の目的と学習内容 

 「家庭総合」1 年目に食生活学習を行い、住民参加の調理実習の目的は、前述の本校生の実態

をふまえ、（１）本校生が地域住民とともに日常的な食べ事の作業を行い、ともに食べる楽しさを

あじわう。自分の家庭ではできにくい、日常の食べ事の営みを体験する。（２）先人の食生活を継

承し、自分自身の食生活の営みを再構築する意欲と実践力を養う。この 2 点とした。 

 食生活の学習内容は、季節に合わせて営んできた先人のクラシを追体験することを試みている。

4 月にはまずは野草を食べ、栽培野菜は改良され続けてきたことを、五感を通して味わい、栄養

成分の含有量を数値で確かめる。5 月～7 月、11 月には住民参加の調理実習を 1 回ずつ導入して

いる。5 月には小麦が収穫されるので、手打ちうどんを住民とともに作り、主食としての米が不

足したときの小麦の食べ方、戦後の学校給食のパン導入経過などを学び、米消費量の減少を住民

の家庭での食事の変化の聞き取りなどをもとに考える。食中毒が発生しやすい 6 月には、微生物

の有効利用である先人の知恵をいかした味噌・ヨーグルトを手作りし、塩漬け・燻煙の実習でベ

ーコン作りを行い、食品加工の基本の方法を経験する。会食ではかつて冷蔵庫がなかった時代の

保存法の経緯を聴き取る。7 月は、9 月の高齢者福祉の学習の導入的な位置づけとして、高齢者と

ふれあいながらの調理実習を行い、長い人生経験を聴き取る。11 月には収穫された新米を使って

の寿司づくりである。米栽培方法や米のいろいろな食べ方の経験を聴き取る。 

 

Ⅵ ２ ３）（２）授業展開「熟年者（高齢者）の方に生活文化を学ぶ―調理と会食を通して―」 
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 ここでは表記のテーマの授業実践を取り上げる。この小目的は、ア．調理作業と会食を通して、

高齢者の生活状況を理解する。イ．高齢者の長い食生活体験を聴き取り、近年のわが国の急速な

食環境の変遷を知る。ウ．食べ事をともにしながら、人と人とのコミュニケーションが深まるこ

とを実感する。この 3 点とした。 

 このテーマの授業は2001年から始めて2008年度まで継続してきた。2005年度は7月11日（月）

17 時 45 分～20 時。参加者：高校生（１の１）33 名。高齢者（20 名）と民生委員の計 25 名。経

費 6,898 円（本校生から集金した家庭科学習費から支出）調理実習「だんご汁」。戦後 60 年とい

う年にあたるので、高齢者の戦中・戦後の食生活の話につなげたいと考えた。また「冷奴」では、

国産大豆の手作り豆腐と輸入大豆の大量生産の豆腐との食べ比べ。豆腐という保存期間が短い食

べものが昔どのように売買されていたか、どのくらいの頻度で食べることができたかを聴き取る

ようにした。また、1 週間前に実習した粕漬けで、本校生が初めて作ったものを試食した。野菜

の保存食としての漬物をどのように食べてきたかについて、高齢者の話が進むことをねらった。 

 この授業では、目的は同じにしながら、調理実習やお話会のテーマは毎年少し変えている。 

 

Ⅵ ２ 4）住民参加授業の成果と課題 

Ⅵ ２ 4）（1）交流学習の成果 

 湧定生は夜間授業のため、高齢者福祉の学習での高齢者とのふれあいや高齢者福祉施設などで

の介護体験学習ができない。したがって高齢者が民生委員の送迎付きで来校し、直接交流できる

機会は貴重である。 

活動の成果として、湧定生が高齢者とふれあいながら調理技術を習得し、食生活だけでなく家

族関係や地域のつながりなどを含む豊富な生活経験を継承できたことがある。これは湧定生の感

想「みなさん、親切だと思った。戦時中や終戦直後は生活の変化や過酷さがあったと聞いた。食

べものを無駄にしない。好き嫌いがなかった。疎開先には電気がなかった。食べものがなかった

ので、お粥で食べた。疎開先ではわらじを自分で作り、わらじで登校していた。昔は食料状態が

今のようによくなかったんだなぁと思った。昔は食料保存に人の知恵がいかされていた。たくさ

ん励ましてくれた。素直になって日本のために頑張ろうと思った。」（2005 年）にも読み取れる。 

アンケート調査（設定項目，複数回答）では、高校生は、「一緒に作業する喜び」（79％）、「と

もに食事する喜び」（67％）、そして、「地域の人びとと学習することで内容が深まり、学ぶ喜び」

（67％）とし、食べ事を共に行うという交流活動に楽しく参加したといえよう。さらに、「自分か

ら話をすることが大切」（56％）、「責任感をもつことが大切」（60％）、「クラスメートの人間性を

深く理解し、友達の輪が広がった」（52％）とし、社会的行動面での気付きもみられた。 

また、地域住民（回答者 23 名）の側では、湧定生に対して「素直に学ぶ」（78％）、「やさしさ」

（65％）をあげている。湧定生への偏見の解消につながると思われる。住民自身は「一緒に作る

喜び」（52％）をあげている。 

コミュニケーション力が弱いとみられた湧定生は、地域住民との食べ事を重ね、家族のような

親しい関係を今まで無縁だった大人たちと築き、食生活だけでなく家族関係や、高齢者の生活実

態と地域でともに暮らす関係づくりなどのさまざまな生活文化を継承し、生きる力を高めている

と推察される。そして住民の側でも定例化したこの交流学習の機会を行事的に位置づけ、楽しく

参加している。双方が高まりあう関係を築いていると筆者は捉えている。 
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Ⅵ ２ 4）（２）交流学習の課題 

 交流学習では、住民の生活経験の聞き取りを課しているので、授業のテーマにそった生活課題

へ対処した住民の暮らしぶりの内容が含まれることが少なくない。これに対して、高校生は自分

自身の生活課題に向き合う暮らしをしているにもかかわらず、それらを明らかにして住民ととも

に解決しようとする関係づくりまでには至っているとはいえない（親しさが増すと一部に人生相

談をする湧定生もいる）。この理由として、学習内容が教師の企画したものに参加するといった高

校生にとっては受身型の授業展開によること、また、1 日 4 時間という学校生活の時間が短いと

いう制約、地域住民とのかかわりが質的にも時間的にもまだ充分ではないということなどが考え

られる。 

 

         （表）2005 年度の地域住民参加型授業の内容 

ア．「家庭総合」（2 単位）1 年目履修生徒対象（普通科 1 の 1、情報科学科 2 の 2） 

参加人数（実数） 期日 テーマ 

本校生 地域住民

5 月 16 日（月） 小麦収穫時期に手作りうどん 38 名（1 の 1）＊１） 8 名

6 月 15 日（水） 保存食の調理 10 名（2 の 2） 3 名

7 月 11 日（月） 熟年者（高齢者）との会食 33 名（1 の 1） 25 名

9 月 26 日（月） 高齢者の生活史聴き取り、支援活動について 30 名（1 の 1） 2 名

9 月  2 日（水） 高齢者の生活史聴き取り、支援活動について 10 名（2 の 2） 2 名

11 月 2 日（水） 新米で寿司づくり 35 名（2 の 1･2 の 2） 15 名

2 月中旬 地産地消と職業観を学ぶ料理会 学年別 60 名 8 名

 

イ．「家庭総合」（2 単位）2 年目履修生徒対象（普通科 2 の 1、情報科学科 3 の 2） 

参加人数（実数） 題目 テーマ 

本校生 地域住民

9 月  9 日 地域の街づくり 15 名（3 の 2） 2 名

10 月 26 日 出産・子育て体験談の聞き書き＊２） 30 名（2 の 1） 8 名

10 月 28 日 出産・子育て体験談の聞き書き 16 名（3 の 2） 6 名

2 月中旬 地産地消と職業観を学ぶ料理会 学年別 60 名 8 名

＊１：本校生は、仕事の都合や不登校の経験の延長上にいる者もあり、出席の変動がある。 

＊２：2006 年度から「子育て支援活動」の話を一人の方から聞く授業を、別の時間に設けた。 

 

引用文献 

１）立山ちづ子他著（1993）高齢社会に向け，男女共学家庭科研究の展開，p.184～196，法律文化社，京都． 

２）立山ちづ子他著（2004）高等学校における「高齢者福祉学習」から「ともに生きる関係づくり」に進む授業， 

        市民が育つ家庭科，p.174～180，ドメス出版，東京． 

３）立山ちづ子（2003）高齢者福祉学習から地域の生活文化継承へ，家庭科教育，77 巻 12 号，p.21～23，       

家政教育社, 東京． 

３）立山ちづ子（2004）米と小麦について学ぶ、技術教室，Ｎｏ．618，p.49～51，農山漁村文化協会，東京． 
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４）立山ちづ子他著（2004）前掲書２），p.182． 

５）石毛直道著（2004）食卓文明論，p.31～32，中央公論社，東京． 

 

注１）この稿は、日本家庭科教育学会九州地区共同研究会編（2006）『授業実践報告にみる九州各県の地域に根ざ

した家庭科の課題』の「家庭科授業における高校生と地域住民との交流授業の経過と分析」（p29~31）を立山ち

づ子が執筆したので、これを一部修正して記載した． 

 

Ⅵ ３ 第Ⅵ章のまとめ 

 現代人の食行動に対する「食」の教育についての提言においては、小家族で暮らす、孤食・

欠食が常態化した定時制高校生を対象とし、ヒトとの関係性を重視した家庭科食の教育の実践事

例を取り上げた。2 年間の履修のなかで、継続して地域住民という大人世代が調理実習授業に参

加し、ヒトの関係性を高めることをねらいとするものである。参加する地域住民と高校生は他人

同士である。一緒に調理作業を行い（B、C）、会食し D)、その後地域住民の食生活の推移や家族

のカネ・クラシを聞き取ること（D）を 1 年目履修の授業で 4～5 回重ねる。さらに高齢者の生活

史や地域における高齢者支援活動を聞き取る（D）。2 年目には住民のまちづくりのあゆみ、出産・

子育て体験談、地域における子育て支援活動の聞き取り（D）などを重ねていく。参加する地域

住民は、1960~80 年代に新興団地に入居し近年では家族が縮小化してほとんどが高齢者世帯であ

る。生徒の家族との連携はできないが、このような地域住民たちと一緒に調理実習から会食、団

らん、クラシについて語り合うという（筆者はこれを「食べ事」と称している）を重ねる。これ

らの活動を継続して、高校生と地域住民、そして高校生同士、これらの 2 面でのヒトとの関係性

（D）を深めている。ただ、食べ物入手・生産（A）に関しての学習は 1 年に 1 回の生産者の参加

での聞き取りや地域住民の子ども時代の体験談でカバーしているといった浅い内容に終わってい

る。これは都市部における学校教育の限界であろう。 

このような家族のクラシを模した食べ事を通して、B、C、D の行為をカバーし、孤食・欠食の

常態化した高校生という若者たちの豊かな人間形成に寄与することを期している。ただ、高校生

も地域住民も消費者側にあるヒト同士の食事行為であり、生産者と消費者の接近というもうひと

つの課題には迫れていない。 

高校生という若者の常態化した孤食・欠食という、高度産業社会のなかで構造的に生じた課題

に、学校教育の一教科ですべての解決をめざすことは不可能である。ここでは、この限界を含み

ながら、この章ではわが国の食の教育に、D のヒトの関係性の視点を加えることを提起し、その

具体化として、家庭科教育におけるの１事例を提示した。 

今後は、わが国の食料の持続的供給・食と農の接近という課題に対しても、食行動を、モノ・

カネ、ヒト・クラシを相互関連的に分析し、食の教育の学習内容に加え、課題の解決に向かうこ

とをめざしたいと考える。 

 

 

 

 

 



 
 

109

終章 結 語  

 

本研究の目的 

第一に、高校生という現代の若者の現代の孤食や欠食は、高度産業社会の飽食の環境のなかで、

家族の縮小化に起因したヒトとの関係性の希薄化が影響して生じた食行動であり、人間力の低下

をもたらす文明の問題であることを明らかにする。第二に家政学・家庭科教育における従来の食

教育は栄養教育というモノ重視であり、ヒトとの関係性の視点が欠落していたことを明らかにし、

このような食の教育では現代の若者の孤食・欠食には対応できないことを指摘する。第三には、

本論文の独自性として、現代人の食行動を、モノ・カネ・ヒト・クラシを関連させて分析し、ヒ

トとの関係性を重視する食の教育を提案した点である。 

 

第 1 節 

 

序章 問題の所在 

１ 研究の背景 

高校生という若者にひとり食べという孤食、そして欠食がふえている。食卓での団らんがなけ

れば人間関係をつくる力が育たないのではないかと危惧される。この研究では、このような若者

の食の問題は人間の文明の問題であるととらえ、人類の初期の食行動に立ち返って、ヒトとモノ

（縦軸）、生産者と消費者（横軸）、という機軸をすえて、現代人の食行動とこれまでの食の教育

を分析する。 

筆者は 1996 年から現在までの 13 年間、定時制高校に勤務し、家庭科教育で食の教育を担当し

てきた。2008 年の定時制高校生１年生の食事は以下のようであった。食事を誰かと共に摂ったの

は夕方の学校給食だけであった者が 58％、姉と一緒に摂った女子（5％）、残る 37％は１日中ひ

とり食べであった。「さびしい」と添え書きした者がいた。食事を「主食と主菜や副菜を含んだ食

べもの」とした場合、1 日に 3 食を摂った者は５％、2 食が 43％、夕方の学校給食 1 食以外はパ

ンかおにぎり、あるいは飴やスナック菓子、果物などであった者が 48％、一人の女子は饅頭 1 個

と飲み物で 1 日を過ごした。このような孤食や欠食は、定時制入学者に不登校経験者や中途退学

者の割合が増加してきた近年に、相関して少しずつ増加している。 

若い世代での欠食は、骨形成の不全となり、高齢期にひどい骨粗しょう症となることが明らか

にされている。また、女性の栄養不足は、その子どもが低体重児となり、さらに肥満体質から糖

尿病の罹患率が高くなると予測されている。朝食抜きの児童は低学力になりがちであることも明

らかにされている。心身の形成が発達段階にある子ども世代での欠食は、その後の心身に何らか

の障害をもたらすため、看過できない問題である。 

 

２ 孤食・欠食を次のように定義した。 

孤食：ひとり食べ。ひとりで食べる行為。 

欠食：ヒトの摂食リズムによる食事を摂らない行為。今日の社会での摂食リズムは 1 日 3 回（朝・

昼・夕）に食事（主食と主菜や副菜）を摂る行為が一般的である。食の回数が 0～2 回以下、また

「食べもの」に主食と主菜や副菜が含まれない食の行為を欠食とする。昔の欠食は食べものが不



足していたために食べなかった行為である。ここでの欠食は、飽食環境にあって摂食リズムの崩

れにより食べていない行為である。 

孤食と欠食の関係：欠食は孤食が常態化した子どもに多くみられる。したがって、この研究で

は、孤食と欠食は同じ問題を含むと捉えている。 

 

３ 人類初期の食行動に立ち返って、ヒトの食の営みを 4 つの行為に分類した。人類はおよそ

500 万年前に誕生していたといわれ、その歴史の 99.8%以上を狩猟採集によって生活してきて、

私たちの生活と文化は、食行動をはじめとして、その原点は深く狩猟採集時代に根ざしている。

食事の発生は、狩猟と肉食、および獲物の分配と密接な関係をもっていたと考えられている。食

文化の原型は、人類のみが、肉食を取り入れ、定住的な寝ぐらをもつようになり、限られた時間

にまとめて食事をとるという摂食のリズムができた。ひとつの生計手段としての狩猟の発達が、

定住的な寝ぐらと、そこをベースとした食料の集積と再分配、分業、家族、さらにそれを超えた

社会集団の形成など、もろもろの社会経済的な発達をもたらす結果となり、それらの諸要素間の

複雑なフィードバックを通じて、人類特有の食行動を形づくっていく基盤が整っていったと考え

られている。 

 

４ この研究に取り組むために、筆者は人の食の営みが４つの要素で構成されると考え、次の

ように図式化した。 

人の食の営みの４つの行為 構成要素の図式化 

           ↑ヒト 
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    ← 

消 費 者                                    →生産者 

 

 

                     

D 家族・人間関係 

（主体の関係性） 

 

A 食べ物入手 

（生産・流通） 

C 食べ物安全性・健康 

  （栄養、食品衛生、命の存

続・再生産） 

B 食べ物調理 

（生活技術） 

 

                    ↓モノ 

 

人は血縁集団をもととする家族・群れのなかで暮らし、自分自身で自然界から食料を得て、調

理して食べ、健康を維持し、さらに次の世代を育ててきた。この家族の自給自足の暮らしの食行

動を、４つに分類できると考えた。すなわち、Ａ 食べ物を入手する行為（これは近代化のなか

で、生産・流通の産業となる）、Ｂ食べ物調理の行為（第一次的産物を食べやすくするための作業

を行う、生活技術）、Ｃ 食べ物の安全性を見分け、保持し、さらに健康を維持する行為（栄養、

食品衛生、命の存続・再生産）、Ｄ家族・人間関係（コミュニケーション、食文化の伝〈継〉承）

の 4 つの行為である。これらの４つの行為を、自給自足する家族の暮らしにおいて、構成員は自

分自身が主体者として営んだ。このような暮らしは、わが国では 1960 年代前半まで、続いてい

た。その後、産業化が進展するなかで、人は家族から離れて行動し、主体者から他者に依存する
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暮らしへ移行してきたといえる。すなわち、今日の食に関するさまざまな問題は、この家族で暮

らしていたときの 4 つの行為を、分業化が進む社会のなかで家族を離れた個人として行動する暮

らしとなり、4 つの行為を他者に依存するようになって生じてきたとの見方ができる。 

上の図は、次のように読み取る。縦（3 本線）方向は、上がヒト、下がモノ、また横（2 本線）

方向は、右が生産者、左が消費者、それぞれ外に向かうほどその度合いが強くなることを意味す

る。この分類した 4 つの行為、A、B、C、D をこの研究の分析基準とした。 

 

第Ⅰ章の先行研究では、わが国でヒトの食がまだ不足する 1960～70 年代に、農薬・化学肥料

を使った農産物や食品添加物使用の加工食品の大量生産が行われた時代に、いのちにかかわる食

べ物を選ぶ力の育成、安全な食べ物を選ぶ力を育成する農業体験の進めを、医・食・農を結ぶ内

容で全国的な講演活動で提起した医師の竹熊宜孝氏の活動を取り上げた。いのちを守る医の立場

から食と農を結ぶ教育の重要性を指摘した先行研究である。次に食が満たされていくなか、子ど

もたちにひとり食べ（孤食）が広がり家族と共に食べるという人間的な食事行為が崩れつつある

ことを食事スケッチ法で明らかにした食生態学者の足立己幸を取り上げた。従来の栄養教育の食

の教育に、ヒトとの関係性の視点の導入を初めて提起した先行研究である。最後に飽食環境のな

かで安全性の不安が増大し、さらに食べ物の国内における持続的供給が危惧されるという、食と

農が危機的状況に陥った今日的課題に、生活農業論的分析方法によるモノ・カネ・ヒト・クラシ

を相互に関連させて、分離している生産者と消費者の行動の転換を図ることを提起した農村社会

学者徳野貞雄を取り上げた。高度産業社会におけるヒトの食行動を、食べ物を取り巻く経済的原

理（モノ・カネ）と生命・生活原理（ヒト・クラシ）を関連させて考察する研究であり、今後の

食の教育に示唆される内容が多いとみて取り上げた先行研究である。 

筆者の 4 つの分類によって先行研究を分析すると、竹熊の研究はＣで問題を提起し、その後の

実践活動を通してＡを重視する食農教育を提起した。足立の研究は B・Ｃの実践と研究に、Ｄの

ヒトとの関係性の重視する食の教育を提起した。徳野は食と農の分離の再統合を視野に入れ、生

活農業論的分析パラダイムを考案し、Ａ・B・C に D のヒトとの関係性を重視する食の教育を提

起していると分析した。 

 

第Ⅱ章のわが国の「食」の教育の概史においては、今日の食教育が栄養・調理というモノ重視

の内容であり、ヒトとの関係性から食行動を捉える視点が欠落してしまう背景を明らかにするこ

とを目的とした。 

１ アメリカの家庭科教育・家政学 

わが国の食の教育は、アメリカの家政学の影響を受けている。19 世紀のアメリカでは工業化が

進み、20 世紀初めには工業化・都市化の弊害をただし、新しい工業化社会に対応した秩序を築こ

うとする運動が起こった。移民の食は経済的合理性・食事計画のない偏屈な習慣によるものとと

らえる改革者たち、WASP アングロサクソン系プロテスタントの中産階級層は、家事の科学化・

合理化運動を展開し、食事を健康の観点からのみ考えた。家庭科教育を通して中産階級の家族に

科学的合理的食生活を広げた。この家庭科の基盤として家政学が構築され、1908 年に家政学会が

設立された。移民がもたらした食文化を排除し、食品業界では栄養士や家政学者が考案した缶詰・

パッケージ食品を大量生産するようになった。これらが衛生的で栄養価が高い食品であり、アメ
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リカの食の基準にかなうとされ、加工食品が国民に普及した。このようにして食の教育は B、C

を重視して展開された。 

 

２ わが国の食の教育の公教育としての始まりでは、後の家庭科教育につながるところの 1895

〈明治２８〉年に設置された高等女学校における食物教育を取り上げた。高等女学校では家事科

の一つの分野として食物の教育が始まった。その内容は食物の成分、その摂取量に関するもので、

今日の栄養学的、食品学、調理学的内容であった。1887（明治 20）年に栄養所要量の基準が提示

され、1910 年にビタミンの発見、1921 年には内務省栄養研究所が開所された。その初代所長の

佐伯らは「家事科は応用科学である」として「我が国の家庭文化は極めて幼稚であって、之を向

上発展させ、其の生活を合理化させることは家事科の使命である」と述べ、栄養学と実生活を結

びつける栄養指導が開始された。東京女高師家事科の物理・化学の教員であった近藤耕蔵は「生

活合理化に貢献する」ことを目標に、「科学的」教育の具体化として物理学、化学、生物学を料理

作業の一挙一動の解説に活かした。シカゴで見学した実験的調理法を参考にしたとみられ、「割烹

教育」は実習だけでなく基礎的実験を課し、「女性の頭を科学的に陶冶する重要な科目となる」と

述べている。わが国の食の教育はアメリカの家庭科教育の影響を強く受け、B、C 重視で始まっ

たのである。 

 

３ 第二次大戦後の食の教育は 家庭科教育で行われてきた。家庭科の設立には、1946 年の米

国教育使節団の報告書が関わっている。「新教育指針」では女子教育のねらいとして、個人的社会

的な自律、科学的教養の向上、経済的自立をめざした職業教育を掲げた。1947 年の「学習指導要

領 一般編」の「家庭生活」では、１）家庭生活を進歩させる態度をもつ ２）家庭生活を民主

的にし、楽しく明るくしていく態度をもつ、 ３）家庭生活の営みを科学的合理的に考え、能率

的にする知識と技能とを身につけ、生活を向上させることができるようになる、の具体的な目標

があげられた。そして中学校の食の教育では、「職業・家庭」の食物の目標に「栄養が十分で、経

済的で且つ楽しい食事をととのえる能力」とされた。また高等学校「家庭科編」の食物の指導内

容は調理技術、保健的な食物の選択、栄養であった。国民の大部分が自給自足的な暮らしであっ

た時代であり、実生活にいかすねらいでの B、C 重視の食の教育が行われた。新しい家庭科で始

まった食教育は、20 世紀初めのアメリカの食の改革運動に重なるものがあった。 

 

４ 次に、戦後の家庭科教育の基盤となった、わが国の家政学の業績を分析した。わが国の家

政学会は 1949 年に設立された。その学術雑誌は「家政学会誌」として 1950 年に創刊され、今日

まで発行されている。前川當子はこの会誌に記載された研究論文の分析を、1956～58 年にかけて

３回行っている。そして家政学の試論では「家族及び家庭生活並びに家政のあり方を研究する学

であり、且つ知識と技術の学問である」と整理し、「家政学雑誌」の 1～16 号（128 例）の研究発

表を分類した結果、自然科学面が重点的に研究されていることを明らかにしている。1958 年には

アメリカの Journal of Home Economics（281 例）と日本の家政学雑誌 236 例を分類し、「一般

文化の進歩が遅れている社会あるいは時代において、調理・裁縫等に関する実技が家政学の重要

な位置を占めていたのである。しかるに、米国のごとく物質文明の進んだ国において、幸福な家

庭を営むための主婦の仕事は、衣食住に関する家事はもちろん、家族間の心理的な問題に至るま
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でその範囲を拡大し、家族関係や、社会の進歩との適応等の問題が家政学研究者の関心を持つよ

うになったことが感ぜられる」と考察している。 

筆者は家政学雑誌の食に関連する論文題目を分析し、次のような結果を得た。 

 1950~1961 年 1980～1984 年 1990～1992 年

食に関する題目・総数 ２０２ ２４６ １８６ 

食文化ほかに関する題目(B,C 以外の内容) 14（6.9％） 11（4.5％） 7（3.8％） 

前川がかつて指摘した自然科学面の重視という、すなわち B、C の重視は今日まで継続してい

る。このような家政学の動向は、小中高校における家庭科教育に影響していると推察される。食

べ物が不足状況にある社会に対応するために研究されてきた家政学・家庭科教育はモノ重視で継

続され、現代の孤食・欠食という飽食環境の下で家族関係が希薄化した、ヒトとの関係性によっ

て生じた今日的課題の解決に対応できなくなっていることが明らかである。 

 

５ 現代の食の教育をみる。中学校の 2008 年告示学習指導要領の「技術・家庭科家庭分野」

では、「・栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養の特徴について考える。・食品の栄養

的特質や中学生の 1 日に必要な食品の種類と概量を知る。・中学生の 1 日分の献立を考える」とさ

れ、このほかに、食習慣、日常食の調理、安全と衛生、地域の食文化、食生活への関心を持たせ

るという内容である。依然として B・C 重視であるが、新たに地域の食材を生かした地域の食文

化や食生活の学習が加わり、ヒトとの関係性の視点が含まれることなった。今後、孤食・欠食に

対応する食の教育の展開が期待されるところである。 

 

第Ⅲ章の家族・家庭と食行動の現状においては、１ 産業化の進展度合いが異なる、韓国・福

岡市・熊本の３地域の家庭における食生活調査を行い、その結果から家庭生活においての家族と

の食事行為が産業化の進展とともに崩れ、ひとり食が増加することを明らかにした。将来的によ

り高収入をめざす子どもの教育は高学歴化し、そのために学校での長い拘束状態、また親の長時

間や変則的な勤務という就労形態もあり、朝食や夕食を家族でともに食べることはしない。家族

構成員は減少し、家族でともに食べようにもヒトがいない。ヒトが少ないと食べ物は簡便なもの

となる。家族の縮小化によって、家庭内でともに料理し、ともに食べるという、人間本来の食行

動をとらない。ただ、食べ物は身の回りに豊富にある。いつでもひとりでも食べることができる

という飽食環境にある。現代の若者のひとり食（孤食）は、高度産業社会の飽食環境下で、家族

の縮小化というヒトとの関係性を起因として生じていることを明らかにした。 

 

２ 熊本の高校生の食事の絵から読み取った食行動を分析した。家族構成員数の縮小化と高校

生の食生活の関連を分析するねらいをもち、家族の形態別、構成人員の多少による機軸を設け、

全日制を拡大家族と核家族の２つの群に分け、定時制を一つの群として、3 つの群で比較考察し

た。定時制の家族構成員の内訳は拡大家族（4.3%）、核家族（85.1%、このうち全調査者数の 72.3%

は単親家庭）、単独（10.6%）である。 

 朝食の欠食率は定時制で最も多く、拡大家族で少ない。家族の大人と一緒に食べた者は拡大家

族で多い。夕食を家族の大人と一緒と食べた者も拡大家族で多い。また食事内容では、朝食に「ご

飯・みそ汁」、またはこれに「おかず」が加わったメニューは拡大家族と核家族で多い。家族員数
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が多い方が食事内容も多い。夕食も同じ結果である。家事作業への参加状況は食器片付けや配膳

を行うくらいで、食事作りを行う者は半分以下である。食事作りは拡大家族が他の２つの群より

少しは多い。健康状態は、拡大家族・核家族では「よい」が大半を占めるが定時制では「悪い」

の方が多い。高校生という若者は、家族構成員の縮小化により大人との共食の機会が減り、食事

内容が貧弱化し、結果として健康状態の悪化をもたらすということが明らかにされた。 

  

３ 熊本の高校生の母親たちの食育の現状では、食事のマナーや栄養教育を重視し、料理技術

の習得や食べ物生産、安全性についての関心は高くない。食生活では、冷凍・調理済みの食品の

利用は半数を超え、産地表示はよく見ている。献立選びに大半が悩んでいる。家族のふれあいは、

食事中や食後の団らんで行われている。伝統料理作りは大半が時々作る程度である。子どもと一

緒に作る者は 3 人に１人程度であり、作らない理由としては、時間がないとする者が過半数で、

作れない者が 5 人に 1 人で、興味がないとする者が 6 人に 1 人であった。これらの結果から、伝

統食を親世代から子ども世代へと伝承する行為は衰退しているといえる。また、高校生の母親は

子どもの食行動の自立育成にあまり関心をもっていないといえる。 

 

第Ⅳ章の「食」の教育の現状においては、1 九州地区の 1994～2004 年の家庭科食の教育の小

中高校での、生活課題・生活文化の視点が導入された 6 実践事例を分析した。すべて農山漁村地

域における展開で、生産者である祖父母や親、地域の大人たちが授業に参加し、子どもたちは農

業体験や地産地消による調理体験、クラシの体験談聞きとり、食生活変化調べ、さらには高校生

による地域プロジェクト活動参加などを含む実践であった。これらは、B、C を重視しながら、

さらに A 食べ物入手、D 家族・地域の人間関係をも重視する学習であり、新しい試行的な食の教

育の展開であったといえる。ただ、A では生産者のカネ・クラシの理解や自らの消費者行動様式

の考察が、D では家族の日常的な食生活のヒト・クラシとの連結の視点は弱かった。 

 

2 熊本県・九州地区で展開されている食育活動の 2003～2007 年度の発表事例を分析した。

1961 年に施行された農業基本法が廃止され、1999 年７月に制定された食料・農業・農村基本法

では、食や農の教育の推進を位置づけた。農林水産省と文部科学省は連携して、学校における農

業に関する学習、農業体験の充実を図るとした。2000 年には食生活指針を文部科学省・厚生労働

省・農林水産省の共同で策定し、さらに 2005 年 7 月に食育基本法が施行された。これらにもと

づき、熊本県では「くまもと農業振興運動」を①変革による農業の元気づくり、②地産地消によ

る共生関係づくりとして展開し、農政部が主担して「食育ボランティア活動」を 2001 年度から

始めた（2007 年度まで継続）。九州農政局では九州地域食育推進協議会を 2003 年度に設置し関

連団体の支援を始めた。 

このような背景のなかで食の教育・食農教育が実践された。２つめの分析資料として、熊本県

農政部が主担して、ねらいを食と農の共生づくりと地産地消の食育啓発を掲げる食育ボランティ

ア活動として展開し、その実績である①関連団体（栄養士、生産者、食生活改善推進員他）が参

加した食育活動交換会での発表、②熊本県高等学校教育研究会家庭部会の 2003～2007 年度の活

動報告を取り上げた。①の実践は地産地消による料理教室開催が主であり（B）、健康保持（C）

という展開であり、農業体験（A）は含まれない事例、栽培体験はしたが生産者のカネ・クラシ、
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そして自分と家族の日常の食生活のクラシ（D）との連結は貧弱であった。②の実践では主とし

て４～５年間の継続活動の事例を分析した。地産地消による料理実習を地域の生産者他を講師と

する展開とはしたものの、農業への理解（A）はあまり進まなかった。料理技術の習得（B）に地

域の人とつながる楽しさ（D）の成果は大であった。ただ、これらの実践でも生産者（A）や自身

の家庭の食生活（D）のカネ・ヒト・クラシに関する学習の視点はほとんど欠落していたのであ

った。 

以上の分析から、近年に試行されている食の教育では、従来の家庭科食の教育での B、C 重視

に、A や D が加わる兆しはみられるものの、とりわけカネ・クラシ、ヒトとの関係性に迫る視点

は貧弱であることが明らかにされた。 

孤食や欠食の課題解決に向かう食の教育には、ヒトとの関係性（D）の視点が欠かせない。ま

た、カネ・クラシの視点も欠かせない。現在試行的に展開されている食の教育でも、若者の孤食

や欠食に対応するには十分ではないことが明らかにされた。これらの食の教育の実践事例には家

庭科教育・家政学を学習した女性たちが中心的に関わっている。B・C 重視で継続されてきた家

庭科教育・家政学の影響が背景にあるのではないかとみられる。筆者は、若者の孤食や欠食に対

応する食の教育が展開されるには、家庭科教育・家政学の食の教育にヒトとの関係性を重視する

視点が不可欠であることを指摘する。 

 

第Ⅴ章の産業化と食では、高度産業社会において、ヒトは、５W１H、すなわち What（いつで

も）、Where（どこでも）、Which（何でも）、Who（ひとりでも）、Why/How（自分は作らないで

も）、食べることができるようになった。この高度産業社会への進展過程で、わが国では 1960 年

前後を境にして、自給自足的なクラシが崩壊していった。農を営み、自分の労働で得た食べ物を

食べていたが、教育を受け、ヒトは都市へ移動し、第２次、第 3 次産業に従事し、消費者として

他者の労働の産物である食べ物（A）を食べるようになった。産業化により食べ物を工業的に製

造するようになり、加工食品が増加し、スーパーマーケットも発達し、ヒトは購入して食べるモ

ノが多くなった。また学校や事業所で過ごす時間が長くなり、昼や夜の食事を家庭外で食べるよ

うになった（D）。こうして、食の外部化、外食化が進んだ（B）。さらに、ヒトの移動範囲が広く

なりまた不規則な就業などもふえていくなか、インスタント食品・ファストフードが登場し、ヒ

トはいつでもどこでもひとりでもなんでも作らなくても食べられる食品を利用するようになった。

工業的食材商品化（A）が進み、簡便で安価に世界の多様な食べ物が得られるという飽食の食環

境が整備された。他方で、食と農の分離による食の安全性の不安が増大した（C）。高度産業社会

では他者の労働による食べものを、家族から離れて個人で食べるという食行動が常態となった。

石毛直道が「人間は料理をする動物である」「人間は共食する動物である」と述べたテーゼは高度

産業社会ではもはや成立しなくなった。 

ヒトは人間の文化を、家族で群れて食行動をとるという A・B・C・D の行為を通して築いてき

た。高度産業社会ではヒトはこれら４つの食の行為を個人で行うことが常態化し、ヒトとの関係

性が低下した。結果として、ヒトの子どもを人間として育てるというヒトの力が減退している。

すなわち、若者の孤食・欠食はヒトの文明の問題である。 

第Ⅵ章の現代人の食行動に対する「食」の教育についての提言においては、小家族で暮らす、

孤食・欠食が常態化した定時制高校生を対象とし、ヒトとの関係性を重視した家庭科食の教育の
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実践事例を取り上げた。2 年間の履修のなかで、継続して地域住民という大人世代が調理実習授

業に参加し、ヒトの関係性を高めることをねらいとするものである。参加する地域住民と高校生

は他人同士である。一緒に調理作業を行い（B、C）、会食し D)、その後地域住民の食生活の推移

や家族のカネ・クラシを聞き取ること（D）を 1 年目履修の授業で 4～5 回重ねる。さらに高齢者

の生活史や地域における高齢者支援活動を聞き取る（D）。2 年目には住民のまちづくりのあゆみ、

出産・子育て体験談、地域における子育て支援活動の聞き取り（D）などを重ねていく。参加す

る地域住民は、1960~80 年代に新興団地に入居し近年では家族が縮小化してほとんどが高齢者世

帯である。生徒の家族との連携はできないが、このような地域住民たちと一緒に調理実習から会

食、団らん、クラシについて語り合うという（筆者はこれを「食べ事」と称している）を重ねる。

これらの活動を継続して、高校生と地域住民、そして高校生同士、これらの 2 面でのヒトとの関

係性（D）を深めている。ただ、食べ物入手・生産（A）に関しての学習は 1 年に 1 回の生産者の

参加での聞き取りや地域住民の子ども時代の体験談でカバーしているといった浅い内容に終わっ

ている。これは都市部における学校教育の限界であろう。 

このような家族のクラシを模した食べ事を通して、B、C、D の行為をカバーし、孤食・欠食の

常態化した高校生という若者たちの豊かな人間形成に寄与することを期している。ただ、高校生

も地域住民も消費者側にあるヒト同士の食事行為であり、生産者と消費者の接近というもうひと

つの課題には迫れていない。 

高校生という若者の常態化した孤食・欠食という、高度産業社会のなかで構造的に生じた課題

に、学校教育の一教科ですべての解決をめざすことは不可能である。ここでは、この限界を含み

ながら、この章ではわが国の食の教育に、D のヒトの関係性の視点を加えることを提起し、その

具体化として、家庭科教育におけるの１事例を提示した。 

今後は、わが国の食料の持続的供給と食と農の接近という課題に対しても、食行動を、モノ・

カネ、ヒト・クラシを相互関連的に分析し、食の教育の学習内容に加え、課題の解決に向かうこ

とをめざしたいと考える。 

 

終章 結 語 

本論文では、第一に、高校生という現代の若者の現代の孤食や欠食は、高度産業社会の飽食の

環境のなかで、家族の縮小化に起因したヒトとの関係性の希薄化が影響して生じた食行動であり、

人間力の低下をもたらす文明の問題であることを明らかにした。 

第二に、家政学・家庭科教育における従来の食の教育は、栄養教育というモノ重視（B、C）で

あり、ヒトとの関係性（D）の視点が欠落していたことを明らかにした。次に現代に試行されて

いる家庭科食の教育では、食べ物入手（A）にヒトとの関係性（D）を加える志向はみられるが、

まだ B、C 重視であることを明らかにした。このような内容の食の教育では、高校生という現代

の若者の現代の孤食や欠食に対応できないことを指摘した。 

第三に、本論文の独自性として、現代人の食行動を、モノ・カネ・ヒト・クラシを関連させて

分析し、食の教育では、家族のヒトとの関係性の視点を加える必要性があるという課題を明らか

にし、ヒトとの関連性を重視する食の教育を提示した。 

第２節 今後に向けて－食の教育の課題（１）－ 

人類の初期の狩猟採集時代には食べ物の入手（A）が困難であった。男と女が性別で役割分業
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をして、家族・地域で群れて暮らし、入手した食べ物を、共に安全性を見分け（C）、おいしく料

理し（B）、家族・地域で分配と共同の関係のなかで（D）で食べて生きてきた。この食行動が人

間の社会をつくり、人間の子どもを人間として育て、人間の文化をつくってきた。 

産業化が進んだ現代社会では、この食べ物を得る手段はカネとなった。カネがあれば、ひとり

で容易に好きなものが好きなときに好きなだけ手に入るようになった（A）。自分で料理すること

もなく（B）、自分で安全性を見極める必要もなくなり（C）、誰かの支援を得なくても（D）、食

べることができ、生きていけるのである。カネがあればヒトとの関係性がなくても生きることが

できる。ヒトが生きるために、かつて家族と地域で群れて営んでいた食行動の４つの営み（A、B、

C、D）が、高度産業社会では自分では労働しないでも（A、B、C）、カネで他者の労働を購入し

て生きるしくみとなり、家族・地域のヒトとの関係性はどんどん崩壊してきている。 

このような現代社会における家族は、ヒトとの関係性（D）が希薄となり、家族の関係、男と

女、親と子、隣の人との関係などが希薄となり、これを継承する力も弱くなった。 

この家族のなかで育つ子どもも、カネで A、B、C を購入することができる。「人間は料理する

動物である」「人間は共食する動物である」というテーゼは成立しなくなった。近年の子どものひ

とり食は現代社会に出るべくして出てきた食行動であるといえる。また、いつでもどれだけでも

ひとりでも労働しなくてもカネで購入できる。食べたいときに食べる、おなかがすいていなけれ

ば食べない。現代の欠食も同じく高度産業社会の産物である。 

しかし、ひとり食や現代の欠食を放置しておくわけにはいかない。人間としての人間社会を維

持する力が弱くなっているからである。現代社会のこのような食行動は問題であるとして、今日、

食育が展開されている。 

食の教育、食育を、近代社会の学校教育では家事科が、第二次世界大戦後以降は家庭科が担っ

てきた。だが、この教育内容は調理技術（B）や安全性（C）に限られていた。この家庭科教育を

指導する家政学が B、C に限られていたのであった。むしろ家政学の研究成果は高度産業社会の

加工食品製造や食の外部化を進めることに活かされた。現代社会の A、B、C を他者に依存する社

会を進める側に立っていたのであり、ヒトとの関係性（D）を断ち切る側に位置していたのであ

る。したがって、ひとり食べ（D）・現代の欠食に家政学、家庭科教育は取り組めなかった。 

今日の食の教育の新しい取組みでは、地域の生活文化・食文化を地域の人材活用で導入した授

業実践がある。地域資源は農水産物の入手に関わる（A）学習となり、これを通してヒトとの関

係性（D）を深めるものがあった。これらの実践からヒトとの関係性（D）が希薄となった現代人

の食行動の問題に対処するには、地域資源を導入した食べ物の入手に関わる（A）学習の食の教

育への導入は有効であることが示唆された。 

筆者の「A 食べ物入手」の考えは、ヒトの狩猟採集時代の食行動を基に分類した考えである。

これは徳野貞雄が述べている“農”に関わることである。この“農”は高度産業社会で大きく変

化した。徳野の説明は以下のようである。生業としての “農”が高度産業社会で経済に特化した

産業としての農業に転換し、農産物が“命の糧”から「商品」に変わった。商品をつくる生産者

とこの商品を購入する消費者とに分離し、そしてカネを通してつながる関係になった。農と食の

分離が進んだ。この大変動から、食と農の危機が生じてきたととらえたのである。食と農は生命・

生活原理と経済原理が対立・矛盾する構造にある。徳野はこの農業と食料問題を分断化せずに、

相互関連性のなかで分析し、解決策を見いだそうとする、生活農業論的分析パラダイムを提唱し
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た。モノとカネの経済的原理と、ヒトとクラシという生命・生活原理からも考察するというもの

である。 

筆者は、食の教育に食べ物入手（A）に関わる学習が不可欠であるとするが、その学習内容に

は、徳野の生活農業論的分析パラダイムが含まれる必要があると考えている。教育ファームで栽

培体験や家畜飼育の体験を行うというが、それだけでは食と農の危機の解決には届かない。“農”

から「農業」へのモノとカネの原理で動いてきた現代社会の現代人が、その食行動で失ってきた

ヒト・クラシの内容と経過についての学習が重要である。この内容が家庭科の新しい教育実践に

少しは含まれているが、まだまだ乏しい。もっと生活農業論的分析パラダイムを学ぶ必要がある。 

近年、「弁当の日」が、小中高校、大学で実践されるようになった。これは、竹下和男が 2005  

年に始めたことに啓発されたものである。竹下は学校給食の残飯が多いことから対策を考えた。

食べ物入手の行動（A）や食べ物調理（B）、食べ物安全性・健康（C）を、子どもたちが他者に依

存する状況に置かれていることから問題が生じていると気づいたのである。家庭での家事労働に

参加しない、学校給食もいただくばかりである。そのようなクラシをしている子どもたちに食育

で栄養（B）や安全性（C）の学習を展開しても上の空となる。竹下の試行は、学校給食という外

食を 1 日休んで、家庭で自分の弁当を手作りする。自分の労働で自分の食を賄う。生活技術（B）

の主体性の取り戻しである。この営みを家庭で行うことで、家族との話題や共に行動する時間が

増えた。D の家族・人間関係の取戻しがあった。「くらしの時間」がふえた１）という。 

桑畑美沙子は、食の教育に地域の食文化の教材化の必要性を提起している。桑畑は、食文化に

は、①「つくり上げ伝えられてきた」遺産型食文化、②「つくられつつある」未来型食文化、③

その間に現状型食文化が存在する２）と考えている。熊本県で 1970～1995 年まで毎月積み重ねら

れてきた授業実践研究会を分析して明らかにしたものである。「子どもたちが先人の知恵や工夫に

感服や畏敬の念を表したり、あるいは食の現状への憤りを」をもつに至ったところで「自身が課

題を解決する主体になろうとする意思が芽生えたり、主体として行動しようと」という力が育つ。

「現状の食に見い出される課題を認識しただけで、子どもたちがその課題を解決する主体と自身

を位置づけ、解決につながる行動をとろう」とはしない。「解決をめざす人々の動きが子どもたち

の生活次元で具体的に提示されなければ、課題を解決する主体と自身を認識したり、解決をめざ

して自身の生活を組み立てていこうとはしがたい」と考える。 

食の課題の内容をどの範囲で認識するのか。徳野は「農と食の分離」が問題であるとしている。

A 食べ物入手の“農”は、高度産業社会においてカネを手に入れる“農業”に転換され、市場主

義のなかでわが国の農業は持続するのかどうかという危機的状況にある。他方で、食べる消費者

はカネを使って食べ物を世界の人々の他者の労働に依存し（A）、安全性（C）の不安に怯えてい

る。そして、大人も子どももひとり食べが増え、孤立化し、社会が不安定（D）となっている。

この課題の対処策は、「農と食」の接近、「農と食」の距離の縮小である。今日消費者の側で暮ら

している子どもたちは、生産過程についての学習が食べ物入手（A）のしくみが“農”から“農

業”に転換される過程で何が問題となったのか、その学習が求められる。モノやカネが大量にな

る過程で、ヒトやクラシはどう変化してきたのか。桑畑の遺産型・現状型の食文化学習が展開さ

れるところとなる。そしてモノやカネが豊かにあるなかで暮らしている自分たち消費者は生産者

との関係の在り様を、他者の労働に依存するというこれまでの位置関係から共に食べ物入手の労

働を担うという、協働の関係づくりの行動様式に転換していくことである。未来型食文化は、徳



 
 

119

野の分類による「積極型消費者」の育成を目指して展開されるところとなる。徳野の生活農業論

的分析パラダイムは、食の教育が A、B、C、D の 4 つの食べる営みを含む内容とする場合に、そ

の学習内容の総体的な認識の視点を具体的に提示している。 

引用文献 

１）竹下和男著（2006）台所に立つ子どもたち，p.3，自然食通信社，東京． 

２）桑畑美沙子著（2008）「地域の食文化」に視点をあてた食育の研究，p.161～165，風間書

房，東京． 

 

第３節 今後に向けて－食の教育の課題（２）－ 

現代の高校生の孤食・欠食は、高度産業社会の食べ物が豊かなとなった環境で生じている問題

である。心身の発達上からは看過できない問題である。 

このような課題を抱える社会の今日の食の教育の現状はどうなっているか。2008 年度行われた

熊本県高等学校家庭科教師対象の秋の県教育委員会主催の研修会では調理技術（B）を専門的に

研修した内容報告であった。教師が調理技術を高めれば子どもたちの食への関心も高まるという

のである。従来の食の教育がモノ重視であったために、今日的な孤食や欠食の問題に対処できて

こなかったという課題は今日も改善されそうにない。筆者は、第Ⅵ章で提案した授業実践を県家

庭科教師対象に、1990 年代後半から話題として、あるいは研修会で発表する形で提案を行ってき

た。後輩教師の一部には第Ⅳ章に取り上げた実践事例にみられるように、地域の人が参加して地

域資源を導入し、ヒトとの関係性を重視する動きは見えてはきている。しかし、依然としてモノ

重視であり、ヒトとの関係性の視点は軽視されている。また家庭や地域のカネ・ヒト・クラシに

ついての視野は広がっていない。 

定時制高校生の実態は、さらに、ヒトとの関係性が切れた者が入学するようになった。 

Y さん（男）は授業で課した 1 日の食事記録を記さなかった。教材として視聴した「それでも

『好きなものだけ』食べさせますか？」（2006 年 NHK 放映）の感想も記さなかった。調理実習

の時間には、「気分が悪い」といって保健室で過ごした。クラスのものと会話する姿がみられない。

夕方の学校給食は食堂にヒトが少なくなった始業前にさっと食べる。一緒に料理したり、食べた

りすることが苦手なのである。この Y さんにどう対処していくのか。 

食べることは食べる。しかし、他人と一緒に食べ事を行わない。ヒトは食べ物が不足していた

頃、他と力を合わせて食べ物を入手して、共に料理をして、共に食べた。食事行為は他と共に生

きるというヒトが人間として他の人間関係をつくってクラスという社会を築いてきたのであった。

Y さんは他のヒトとの関係をつくろうとしない。食べ物が豊富にあり、いつでも食べられるから

である。高度産業社会は、ヒトが他の人間との関係で築いてきた文明を崩壊させる方向に向かわ

せているのではないか。 

I さん（女）は健康を考えて３食をしっかり食べる。しかし「どうせ、一人さ。他の者は学校や

会社に行っているので。」親はカネを得るため、会社の規則に拘束される。きょうだいは将来の生

活の安定に向け（カネ）高学歴を求めて学校にいく。家族とはいえ、それぞれが家庭の外で、個

別の行動をとって暮らすという高度産業社会において、現代人の孤食はこの社会の結果として生

じた姿であった。 

 S さん（女）は「包丁や火をつかうことはこわい」と、おそるおそるジャガイモの皮をむく。
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ガスを点火させるのにつまみを何回も回す。かつては親になっていた年齢のヒトが作って食べる

という基本的な作業を身につけていない。作らなくてもカネで食べ物を入手できるからである。1

日、１回の食事を一人でたべている S さんである。高度産業社会では「人間は火を使う動物であ

る」「人間は料理をする動物である」のテーゼが崩壊している。 

孤食、現代の欠食、そして調理能力の低下という子どもたちの背景には、共に料理するヒト、

共に食べるヒト、話し相手となるヒトが、家族のなかにいないという実態が浮かび上がってきた。

家族が極小化し、その家族のヒトが個別の行動をとって暮らしているからである。したがって、

孤食、現代の欠食に対する対処策は、家族が共にすごす時間を取り戻す努力を、個人そして事業

所や学校が行うことであろう。高度産業社会がモノを豊かにするために動いてきた結果、ヒトの

関係を疎にする社会に向かってきたのである。モノがあふれて、地球はモノのごみ処理という問

題も抱えている。ヒトはモノを豊かにすることを重視する価値観からヒトとの関係を重視する価

値観に方向転換するときにきている。孤食、現代の欠食は、子どもの心身に人間力の発達を阻害

するほどの大きな影響を与えている、文明の問題である。 

 ヒトとの関係性は、家族間の関係性が基礎となる。学校教育が、家庭でのクラシと連結するこ

とが重要である。明治期以降の食の教育は、学校が科学的な知識・技術を教授して家庭生活を改

善するという、一方通行で行われてきた。親も子も、学校で学ぶことを取り入れるという受身の

姿勢となってしまった。しかし、ヒトは家族のなかで自らの知恵を働かせ、子どもを育て、家庭

の食文化を築いてきた。今日、ヒトはこの自らの力を強めることである。この強くなったヒトの

営む家族・家庭と学校が、相互交流のなかで、次の時代のヒトを育てるという営みを構築する必

要がある。学校教育は、家族・家庭生活のカネ・ヒト、クラシの実情について把握することが重

要である。 
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第Ⅱ章わが国の｢食｣の教育の概史と課題Ⅱ３家庭科における食教育と家政学

(別紙資料)「日本家政学会誌｣の食に関する論文題目の一覧

①１９５０～１９６１年
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発行

年度
Ｖｏｌ NＣ

報文

番号
論文題目 筆者(筆頭者名）

1９５０ １ １ １ 強化食品の現状
最近離乳期食について

アノイリナーゼに依るビタミンＢ1分解機構

食品中のビタミンｃの温熱的科学的変化について
食品中のビタミンＢ６の化学的定量法について
甘藷のビタミンＢに関する研究
粉乳の水分と溶解性について
炊事設備の排列研究･食事準備作業の時間的研究
熱処理による卵黄の栄養的成分の変化について(第一報）

生活時間調査による女子学生のエネルギー代謝量

稲垣長典

武藤静子
村田希久他

長谷川千鶴

道喜美代他
村田希久他

近藤美千代
北村君

津野貞子

中谷貞子
1９５１ ２ １

２

３

２

３

４

都市民のビタミンＢ１ｏＢ２摂取状況について(豫報）
大根及ながいもAmylaseの作用力に及ぼす調理ｶﾛｴの影響
凍結鯨肉の組織学的研究
｢ヒメマルカッオブシ｣(幼虫)の味覚と喰害との関係
甘藷澱粉の加エ調理に就いて(第一報）

最近における奈良県学童の栄養摂取状況の統計学的観察
都会台所の実態調査
漁村栄養実態調査
寿司の細菌学的研究
乳酸 菌と病原性細 菌との対；穴作用の機構
鯨肉のビタミンＢ

村田希久他

府中喜美

妹尾秀実
小川文代

高橋静枝

田附きつ

玉井節子他
西沢照

松下アヤ子

西原さっき

野中はるみ
1９５２ ３ １

２

３

４

５

６

７

８

海藻の成分について

甘藷澱粉粒子の分 誰について

魚肉の電気抵抗について
粉乳の水分と溶解性について(続報）
強化ビスケット及強化キャラメル中のvitaminB2の貯蔵による変化
外米に粘りを与へる炊き方

調理と食品ビタミンの関係(第三報）

調理による食品中無機成分の変化について

蜜柑の生化学的研究(第一報）
夏野菜のアミラーゼに就いて(第一報）
貯蔵をｶﾛ害する豆象虫に関する研究

食肉の消化率に及ぼす加熱の影響
ペニシリン･ストレプトマイシ及び化学薬剤に依る牛乳防腐研究

田部井菊子

今井愛子他

伊藤秀三郎他

近藤美千代
佐藤恵美子
田中ムメ他

飯盛キ

後藤たへ

松下アヤ子他

春日井愛子
川名光子

野村万千代
神津武子他

1９５３ ４ １

２．３

４

９

1０．１１

1２

関西地方の流しと給水設備に関する調査報告
漬物カルシューム強化とビタミンＢ１との関係
調理による乳汁中のビタミンＢ１の変化(第１報）

粉食調理･ｶﾛｴの樫水量に影響を及ぼす諸因子の研究(第１報）
粉食調理･ｶﾛｴの提水量に影響を及ぼす諸因子の研究(第２報）
家庭用燃焼器の設計並びに審査基準に関する研究(第１報）

学童のビタミンＢ1飽和度について

緑野菜の調理による色の変化(第１報）
樹脂ｶﾛｴの効果とその持続性に就いて
合成樹脂什器の汚染の除去と防止について

漁村栄養実態調査

ペーパークロマトグラフィーによる市販食品のタール色素の調査

北村君

山本鈴子

田附きつ

新野サツエ
新野サツエ
大谷史郎

山田晃他

山崎清子
村上辰世他

林正昭

西沢照

野中はるみ他
1９５４ ５ １

２

３

４

1３

1４

1５

1６

野菜のアミラーゼに就いて(第二報）
調理による乳汁中のビタミンＢ１の変化(第二報）

調理による食品中の無機成分について(第二報）

卵白の消化に及ぼすｶﾛ熱の影響(第一報）
煮出し汁の研究(第一報）
調理による食品中の無機成分について(第三報）

関西地方台所実態調査報告(第二報）
家庭に於ける食器の清浄度に関する研究(第一報）

野菜のアミラーゼに就いて(第三報）
強化食に酵母を利用する研究(第一報）

県営アパートの台所に関する居住調査(第一報）
調理による揚油の変化について(第一報）

春日井愛子
田附きつ

後藤たへ
近藤美千代
吉松藤子

後藤たへ
北村君

大塚としえ

春日井愛子

伊藤ぬい

竹内きぐ他

樋口キヨ
1９５５ ６ １

２

３

４

1７

1８

1９

2０

調理による揚油の変化について(第二報）
長野県中学生の弁当の推計学的研究

調理に於ける栄養強化方法(第一報）
澱粉漂白に関する一二の考察

家庭台所で使用する布巾に附着する大腸菌群について
タマネギの煮熟による香味の変化に関する化学的研究
漬物カルシューム強化とビタミンＢ１との関係(第三報）
茶のビタミンｃの検討

幼児の偏食に関する研究
米蛋白質の栄養学的研究

米飯への各種カルシウム塩強化について(第二報）
県営アパートの台所に関する居住調査(第二報）
ビタミンｃの安定性に関する研究(第一報）
緑野菜の調理による色の変化(第二報）

食肉の消化率に及ぼす加熱の影響

小坪政恵他
大西梅子
藤たへ他

谷川美知子
緒方ﾐカド

山西貞他
山本鈴子

後藤たへ

赤星干寿

中田秀雄他

今田澄子

竹内きぐ他

松本静子他
山崎清子

野村万千代
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。 |i二日常日本食品蛋白質のアミノ酸組成に関する研究(第１報）

1９５６ ７ １

２

３

４

2１

2２

2３

2４

料理における蔭酸と食味との関係

味噌の熟成に伴う含有遊離アミノ酸の変化に関する研究

日本人の必須アミノ酸摂取実↑青に関する調査研究
乳汁のビタミンＢ１の変化(第三・四報）
長野県下における離乳期乳児の栄養について
栄養の寿命に及ぼす影響(第一報）
栄養の寿命に及ぼす影響(第二報）
調理による揚油の変化について(第二報）
大学寮食の実態と最低標準食費の研究(第一報）

卵白の泡立に関する研究(第一報）
県営アパートの台所に関する居住調査(第三報）

大学寮食の実態と最低標準食費の研究(第一報）
奈良県平坦部に於ける農家台所の研究
魚肉蛋白の熱変性と消化に及ぼす研究
昆布煮出汁の研究

食用植物のフォスファターゼの組織学的所見について

長谷川千鶴

松下アヤ子他

－条ﾄク

田附 きつ

寺島 桑

大西 海子他
大西’海子他
樋ロキヨ

鐙本温美

松元文子他

竹内きぐ他

鐙本温美
北村君他

河野洋子他
唯岡蘭子

茂田信子他
1９５７ ８ １

２

４

５

６

2５

2６

2８

2９

3０

鶏卵の抗菌性作用について(第一報）
煮出汁の研究(第二報）
カルシウム添加食餌によるカルシウム及び燐の代謝について(予幸
卵白の泡立に関する研究(第二報）
酵母の食用的価値

漬物を出してからのビタミンｃの損失
食肉の基礎的研究(第一報）
酢の物の酸味について(予報）
市販食用色素の槌色性について

油脂の調理に関する研究(第一報）

小麦粉調理に於ける副原料添ｶﾛの物理的影響
塩漬白菜のカルシウムとビタミンc強化について(第二報）
寒天調理に関する研究(第一報）

調理時に於ける無機質の損失について
食用油の研究(第一報）
味噌汁の調理について(第一報）
イカ肉の新しい利用法(第二報）

鶏卵の抗菌性作用について(第二報）
寒天調理に関する研究(第二報）

粉食調理･加エの提水量に影響を及ぼす諸因子の研究(第三報）
油脂の調理に関する研究(第二報）

食用油の研究(第二報）

斉藤芳枝

吉松藤子

後藤たへ他
松元文子他

堀内美穂子他
山本鈴子

本田順美他
前田清一他

乙坂ひで他

松元文子他

島田キミエ

山本鈴子

山崎清子他

樋口キヨ

戸井文一他

伊藤清枝他
松元文子他

斉藤芳枝
山崎清子他

新野サツエ他
松元文子他

戸井文一他
1９５８ ９ １

２

３

４

５

６

3１

3２

3３

3４

3５

3６

調味料の食品への浸透について(第一報）
煮出汁の研究(第三報）
東北農村家 莚の食生活の実態について
小麦粉の調（理に関する研究(第一報）
鰈を薫煙した場合のビタミンＢ１及びＢ１２量の変化

蔬菜の遊離アミノ酸含有量に関する研究(第三報）
強化食に酵母を利用する研究(第二報）
油脂の調理に関する研究(第三報）

各種電気炊飯器の性能について

味覚よりみた甘藷糖と甜菜糖の甘味の比較研究(第一報）
食慣行の生態調査(第二報）
食事に関する生活態度の研究(第一報）
食品中の遊脅世グルタミン酸含有量について
葉菜カロチンの料理による変化(第１報）

アミラーゼ作用を利用せる米の調理に就いて
各種調味料の澱粉`糊粘度に及ぼす影響
食慣行の生態調査!(第１報）

魚肉蛋白の調理形態による消化率について(第２報）
揚油の温 宴変化(第２報）

漬物のカルシウム強化に関する研究(第７報）
卵白の起泡性に就いて

味覚よりみた甘藷糖と甜菜糖の甘味の比較研究(第２報）
調理食品の味覚に及ぼす諸因子の相互作用について

淡口醤油の製造に関する研究(第１報）
調理の基礎的研究(第２．３報）
云島県における食習慣の実態(第１報）

広島県における食習慣の実態(第２報）
遠州地方の農家の便所と井戸の調査

松元文子他

吉松藤子他
－条トク他

松元文子他

岡和子他

松下アヤ子

伊藤己い
松元文子他

奥田富子他

神津武子他

鷹噴テル
岡本陽子

前田清一他
鮎川玲子他

高岡研一他
川上謙他

鷹噴テル
伊藤きぬゑ
大鹿淳子
山本鈴子

玉置文

豊島妙子他
乙坂ひで

糟谷利津他

高井富美子他

鐙本温美
鐙本温美

片倉文夫
1０ １ 3７ 卵白の起泡性に就て(第２報） 玉置文

寒天調理に関する研究(第４報） 山崎清子他
食酢に存在するビタミンc破壊因子 稲垣長典他

２ 3８ 揚げものの材料による揚げ油の安定性の差異について 山本良子他

揚げ油の温度変化(第３報） 大鹿淳子他
大阪府下農山漁村の食生活について 堀越フサエ他

Co-60γ線照射による蒲鉾の粗脂肪に対する影響 浦上智子他
海産魚類皮質部におけるＶＢ１含量についての－考察 岡和子他

日常日本食品蛋白質のアミノ酸組成に関する研究(第１幸H） 松下アヤコ

Pope-Stevensのアミノ酸定量法に依るトリプシンカ価の瀧Ｉ定につし 木咲弘他
漬物のカルシウム強化に関する研究(第８報） 山本鈴子
電気炊飯器の性能について(第２報） 中浜信子他
乾椎茸の風味成分に関する研究 山下幸子他

３ 3９ 魚肉蛋白の調理形態による消化率の変化について 伊藤きぬゑ



ク
広島県における食習慣の実態(第３報） 鐙本温美
調理による葉類の物理的変化について 中川眸
味噌汁の調理について(第３報） 伊藤清枝

４ 4０ 食品中有害’生赤色色素使用頻度調査 緒方ﾐカド
もみじ卸栄蟇:価の再評価 水上久枝

1９６０ 1１ １

２

３

４

５

６

４１

4２

4３

4４

4５

4６

淡□醤油の製造に関する研究(第２報)骨炭によるアミノ酸液の脱
色に及ぼすｐＨの影響

農産加エ食品の油脂の酸敗度の測定について

大学生の必須アミノ酸摂取量について

流し中心構成のⅧ吏い勝手の研究
調理食品へのカルシウム添加について

市販小麦澱粉の粘弾性(いわゆる腰)について
冷蔵庫の温湿度について

消化剤を添ｶﾛした強化ビスケットに関する研究
淡 。醤油の製造に関する研究(第３報）

宗Ⅶ昊漬の褐変反応に関する研究

そ；雇類の調理による物理的変化(第３報）
寒天調理に関する研究(第５報）
小麦粉の調理に関する研究(第２報）

食器の清浄度に関する研究(第２報）

食器の清浄度に関する研究(第３報）

食品のレオロジーに関する研究(第１報）

大豆ｶﾛｴ食品の蛋白質の人エ消化度と栄養価に関する研究
炊飯用酵素剤の効果について(第１報）

糟谷利津他

井上タツ他
鐙本温美他

武保他

高井富美子他
西村明美他
中浜信子

河津園子他

糟谷利津他
鈴木雅子

中川眸

山崎清子

松元文子他
大塚としえ

大塚としえ

加藤寿美子
乙坂ひで

松本企世子他
1９６１ １

２

３

４

５

６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

食品中のカルシウムについて(第１報）

小麦粉の調理に関する研究(第３報）

食慣行の生態調査(第３報）

短期大学寮生の生活時間と栄養摂取量
乾燥卵白の調理科学的研究

食品中の遊離L－グルタミン酸含有量について(第２報）
ゼラチンゼリーに関する実験的考案

PisumSativumUnnaeusVarietyArvense(Poir)のＢ１含量

中華麺における添ｶﾛ剤の影響(第１報）

広島県における食習慣の実態(第４報)調理法､嗜好及び季節的劃

唾液分泌量による化学甘味料の吟味に就いて

鶏卵の抗菌性作用について(第３報)鶏卵卵白の抗菌性作用に及
ぽす無機塩類の影響

同上(第４報)鶏卵卵白の抗菌’生作用に及ぼすビタミンの 影響
女子学生に負荷されたビタミンＢ１およびCocarboxylaseの尿中排
泄について

緋かぶら漬に関する研究彦根かぶら漬製品の漬込法の相違に
よる製品の品質について

台可kの物入れ

一
一

する研究(第１報）
小麦,粉の調理’

一
一

する研究(第４報)副材料なしのドウの揚げ実験

食品の簾糖直’妾定量法
油の性状と発Ｉ壇点について
調味料の食品への浸透について(第２報)：食塩の場合
焼き物調理に 對する研究(第１報)板焼ぎ'ホットケーキ"について
天然水処理によるビタミンＢ１の変化

広島県一般家庭における食料消費構造の分析(第１報)食料構成
規制の要因
小麦粉の 調理に関する研究(第５報)グルテンについて(１）
冷蔵庫の 熟輸送

広島県一般家庭における食料消費構造の分析(第２報)食料構成
の内容

飯益キヨ他

松元文子他

應噛テル
古沢康雄他
堀越フサエ他

前田清一他

竹林やゑ子他
田附きつ

井上寿子他

鐙本温美
伊藤秀三郎他

斉藤芳枝

斉藤芳枝

田附きつ

東野道子他

吉田フジ

松元文子他
松下幸子他

梶本五郎
松元文子他
山崎清子

飯盛喜代春

鐙本温美

松元文子他

中浜信子

鐙本温美他
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第Ⅱ章Ⅱ３家庭科における食教育と家政学

(別紙資料)「日本家政学会誌｣の食に関する論文題目の一覧
②１９８０～1982年

Nol蕊|夢 筆者(筆頭者名）

１９８０３１低温発酵ハンについて(第３報）糖添加の影響唐沢恵子ほか

木村敬子ほか

角野猛ほか

斉藤喜亮ほか

福崎春子

安達町子ほか
者色 化とにおいにおよぼす茶煎汁の影響畑江敬子ほか■■■Ｑ

皿
横山光子ほか

今井登紀子ほか

村田理子ほか

村山篤子ほか

渡部由美ほか

丸山悦子ほか

卵黄の性状と組織一食塩と砂糖の影響一曰比喜子
山本誠子ほか

福場博保ほか

｜,’臣Ｉ 1
独立住宅における台所および食生活に関する調査沖田富美子ほか

大腸菌群各菌型のブドウ糖中間代謝産物について 角野猛

発行

年
Ｖｏｌ ＮＣ

報文

番号

ノー

ト番
岳÷

資料

番号

雑誌

番号 論文題目 筆者(筆頭者名）

1９８０ ３１ １ １ 低温発酵パンについて(第３報）糖添加の影響 唐沢恵子ほか

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

１

２

３

４

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

１

２

３

８

１

２

３

１

１

２

１

１

２

１

１

市販柑橘類の購入方法とその品質について－｢はっ
さく｣・「夏みかん｣－

大豆もやし発芽中のビタミンｃの変動
低温’生大腸菌群の乳糖分解について
野菜の成分に関する研究(第１報)葉のカルシウム含
量について

茶書のなかの）

鱒
』

,理(第１報） 訶方録

調理食品についての嗜好の研究(第１報)調理食品
の思考調査とその統計的分析

ビタミンＢ２に及ぼすいか墨の影響
煮魚の骨の軟化とにおいにおよぼす茶煎汁の影響

標準生活費の算定(第２報)食料費
明治後期から大正初期にかけての沖縄における曰
常食の食品使用上の諸特徴

煮出汁の調 製法と核酸関連物質濃度との関係
調理食品についての嗜好の研究(第２報)71調理食品
の嗜好を左右する感覚的要因

豆腐こうに関する研究一熟成過程における成分
の経時的変一

炊きこわ飯の性状について－小豆汁の影響一

糖類の加熱による変化(第２報)－ショ糖･ブドウ糖の
示差熱および熱重量曲線一

糖昧Ⅱ曽漬におけるビタミンＢ１の移行とその組織化
学的検索

低温発酵パンについて(第４報)発酵に及ぼすエタ
ノールの影響

カスタードの流動特性について
味覚感度と健康状態の関，系

市販柑橘類の購入方法とその品質について－消費
者の購入意識と品質の関係(はっさく｡夏みかん)－

筍のp-HydoroxyphenylpyruvateHhydroxylaseにつ

清酒が澱粉の糊化に及ぼす影響(第１報)各種澱粉
への影響

炊飯における加熱時間と加熱温度の影響について
(第２報)圧力鍋の炊飯について(その２）

ｶﾛ熱による食品の香味､色､テクスチャーの変化に
関する研究(第８報)牛肉加熱抽出液の緩衝能につい

沖縄産野菜類のビタミンＣに関する研究(第２報)収
穫期別ならびに保存仁がうりのビタミンＣ含有量につ

かき卵汁におけるタンパク質と澱粉の相互作用(第１
報)卵白と澱粉

卵：鳶の性９犬と組織一食塩と砂糖の影響一
各種粘ちゅう食品の粘度'二ついて

かき卵汁におけるタンパク質と澱粉の相互作用(第
2報)熱凝固卵アルブミンの破断強度に対すると澱粉

ルーに関する研究(第２報)調整中の流動特性に与え
るルー試料混合物lこ含まれる水分の影響

ハンバーグのテクスチャーー官能評価と機器測定と
の関係一

ギンナンデンプンの二，三のの性質

デザートゼリーのゲル化過程におけるレオロジー的
性質の変化について

マルチットシラップのカスタードプディングへの利用
(第１報)ﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞの性状､嗜好性におよぼす材料配
合比と加熱条件の影響

マルチットシラップのカスタードプディングへの利用
(第２報)薦糖およびマルチﾂﾄﾌﾟﾃﾞｲﾝｸﾞの物理的性状

独立住宅における台所および食生活に ；

■
】
】
■
の する認1査

育児用特殊調製粉乳とベビーフードのナトリウム･力
リウム･カルシウム･リン含量について

今田節子

木村敬子ほか
角野猛ほか

斉藤喜亮ほか

福崎春子

松下幸子ほか

安達町子ほか
畑江敬子ほか

横山光子ほか

外間ゆきほか

今井登紀子ほか

松下幸子ほか

桂正子ほか

村田理子ほか

古川英子ほか

支倉サツキほか

唐沢恵子ほか

村山篤子ほか

渡部由美ほか

今田節子

丸山悦子ほか

寺元芳子ほか

貝沼やす子ほか

石原和夫ほか

外間ゆき

藤岡利子ほか

曰比喜子
山本誠子ほか

小野村秩

四宮陽子ほか

井筒雅ほか

福場博保ほか

村山篤子ほか

和田淑子ほか

和田淑子ほか

沖田富美子ほか

白田きちほか

８ １
パルスＮＭＲによるうるち米､もち米でんぷんゲル中
の水の挙動

中沢文子ほか

２ 大腸菌群各菌型のブドウ糖中間代謝産！勿について 角野猛

３
小麦ふすま､とうもろこし外皮の粉末を添加したファ
イバーブレッドについて

永井鞆江ほか



ア

カキの調理と衛生に関する効果的な洗浄方法の検
討(策1報）

豊後孝江

炊飯に関する研究(第３報)米飯の老化におよぼす
調味料の影響

丸山悦子ほか

食生活態度が性格形成に及ぼす影響(第１報)児童
の食物嗜好と性格特性

藤江奏ほか

グリル受け皿の条件が魚肉の加熱におよぼす影響
について

中里トシ子ほか

魚類干物中のヒスタミンおよびインドール含有里大坪藤代ほか

あん(餡)に関する研究(第８報)豆類のステロール組塩田芳之ほか

ウルチおよびモチ米デンプンの脂質成分と熱糊化に
伴う粘度との関係について

川嶋かほるほか

２マヨネーズの性状に及ほす材料配合比の影響 中兵信子ほか

３マヨネーズの流動特性の温度依存性赤羽ひろほか
４ 寒天ケルの圧縮葉破断#寺性上市康子ほか

５ハターロールの組織について(第１報)生地の執成過峯木真知子ほか

２トウ形成中における小麦粉脂質と脂肪酸組成の変加藤昌子ほか
１０１そばのアミノヘプチダーセについて 杉山,去子

去勢雌ラットの大腿骨骨折に及ぼす食事中カルシウ
ムの影響

江澤郁子

卵白によるスープの清澄効果について(第１報)野
菜､調味料､卵殻の併用効果

河村フジ子ほか

妙めタマネギの二三のＩ性状と組織形態(第１報)植物
油でいためた場合

田村咲江

１９８１１３２１１１記念 岡村たか子包丁の切れ味に関する研究

そば粉の加水混握による粘弾性挙動(第１報)製粉法
と飾別の影響

杉山法子ほか

みその香気吸着性について(第３報)香気吸着性に
関与する成分

本間伸夫ほか

去勢雌ラットの大腿骨骨折に及ぼすミルクの効果

■■■■■■雰競肥U零夜中のﾌｯ素､ﾏﾝｶﾝおよ’
２１ 寒天のゲル化に関する知見

江澤郁子

茶菓およびその浸出液中のフッ素､マンガンおよび
カルシウムについて

富山智恵子

安田武ほか

調理器具の腐食性に関する研究(第３報)アルミニウ
ムの食品溶液による腐食現象について

平野那世

調理化学分野への熱測定の応用(第１報)市販結
晶･粒状調味料の溶解速度

宮川金二郎

８農家生`舌における健康と医療'二ついて(第１報）三石千代子
９台所流し台形式と後片づけ作業に関する実験的研，中田富美子ほか

市販蒟蒻の品質調査土屋房江ほか

者物におけるｶﾛ熱速度と味，召倉久枝ほか
２味の相互関係について(第５報)甘味と苦味の関係浜島教子

｢Ｉ
米ならびにデンプンのアミログラフによる粘度特性に
ついて(第２報)もち､うるち米デンプンの粘度におよ
ぼすタンパク質､脂質の影響

庄司一郎ほか

高橋淳子ほか飯(第１報)炊飯条件の検討

マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第２
報)パンの硬化にともなうでんぷん成分の変化

肥後温子ほか

マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第３
報)でんぷん粒の変化と水環境

肥後温子ほか

粉の種類とケーキ生地の攪枠がスポンジケーキの
'性状に及ぼす影響について

白木まさ子

食肉蛋白質におよぼすマリネ時間の彰璽 妻鹿絢子ほか

Ⅱ■■■■■■■■■l■■味の相互関係について(第６報)酸味と苦味の関係浜島教子
炊飯に関する研究(第４報)炊飯中におけるアミラー
ゼ活性の挙動

丸山悦子ほか

そば粉の加水混狸による粘弾性挙動(第２報)貯蔵期
間と混裡温度の影響

杉山法子ほか

マリネ条件下の筋原繊維たん白質におよぼすカテプ
シンＤの効果

三橋富子ほか

乳酸菌、StreptcoccusfaecalisRの生育に及ぼ
すアラニンのビタミンＢ6代替作用について

苅谷泰弘ほか

大腸菌群Irreular型のブドウ糖中間代謝産物につい角野猛

I■■■■■■■■大腸菌群の発育とブドウ糖分解について角野猛ほか

１１
’

－－’

’｜

と.’
バタークリームの理化学的性状(第１報)バターおよび
マーガリンによるバタークリームの物理的性質と外
観の関係

越智知子ほか

乳幼児の食べ物に関する研究(第２報)離乳食のレオ
ロジー的性質について

桜井映子

｜ｉＩｌｉｌｌｌｌ

Ｌ

、－J

米ならびに米デンプンのアミログラフによる粘度特性
について(第３報)玄米常温貯蔵したさいのもち､うる
ち米の粘度変化

庄司一郎ほか
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紅茶風味に関係するアミノ酸およびその関連化合物
について

大森正司ほか

女子の生活環境と食生活の実態一中･高女子生徒
について－

八倉巻和子ほか

即席麺lこおけるリンノアラニンの生成について阿部啓子ほか

■■■■■■■■■■■調理,圭による毎ジャムの色の差異と退色過程那須佳子ほか

■■■■■■謀辱ｳﾑ摂取ﾗﾉﾄにみられる食欲低下の機構につ鈴木正
■■■■■■四■■■■酵素斉'1による米飯風味の変化について大森正司ほか

カドミウム摂取ラットにみられる食欲低下の機構につ
いて

鈴木正

加藤寿美子ほか
糊化過程におけるデンプン粒子の構造および力学
的特性
糊化過程におけるデンプン粒子の崩壊にともなう粒
子間干渉効果

寺田貴子ほか

３１１大豆たん白ゲル調製過程の力学特性と構造の関係|赤羽ひろほか
行事食からみた食生活の動向(第１報)年中行事につ
いて

亘理ナミほか

行事食からみた食生活の動向(第２報)正月の行事
食について

亘理ナミほか

長期不況下の食物造の変化津田美穂子
I■■■■■■■■■■加熱調理に関する研究一鶏肉の急速加熱と緩慢加畑江敬子ほか
I■■■■四■■■■■■麦飯(第２報)炊飯麦粒米粒の力学的特性高橋淳子ほか
I■■Ⅱ■■■■■■■切り干し大根の褐変に及ほす加工と貯蔵の影響，可野昭子

市販植物油中のトコフェロール含量とフライ油中のト
コフェロールの変化

及川桂子

炊飯に関する研究(第５報)生米β－アミラーゼの精
製と性質

丸山悦子ほか

マヨネーズの料配合比による流動特性の．､化品jll弘子ほか

■■■■四■■■■■■ネズミ消化管内ビタミンＢ１量に及ぼす生シジミの影鈴木真喜子ほか
箸の使い勝手について箸の持ち方(その２）向井由紀子ほか

台所流しの適正深さについて(第５報)流し底高さが作
業姿勢に及ぼす影響

－棟宏子

澱粉質食品の老化に関する研究(第１報)米飯の老
化について

松永暁子ほか

大豆たん白ケルのレオロジー的性質について小林三智子ほか

I■■■■■■■■■■■コンニャク精粉中の親油性成分について 藤川税子ほか

β－カロチンを添加した茶菓摩砕液の香気の変化大森正司ほか
清酒が澱粉の糊化に及ぼす影響(第２報)馬鈴薯澱
粉に対する影響の要因

立屋敷かおるほか

脱メチル化を異にする低メトキシルペクチン分子の

特性､ゲル化過程ならびにゲルの動的粘弾性
川端晶子ほか

歯がため用菓子の特性について

ペビーフードのレバー缶詰開缶後の保存について

伊東清枝ほか

坂ロりつ子ほか

非経口的評価における粘性弁別閾一女子中学生、
女子学生の比較一

桑畑美紗子

市販ピータン、中華そばおよび粉末ホイップクリーム
中のリジノアラニン

岡本敬子ほか

袋入り豆腐､卵豆腐､プディング､ゼリーのテクス
チャーの測定と食感との関連

辻昭二郎

下村道子ほか

大森正司ほか

小麦粉粒の糖たん白質について(第１報)小麦の糖
たん白質の単離とその二、三の'性質

光永俊郎ほか

安達町子ほか

市販レモンおよびグレープフルーツ中のジフェニル

(ＤＰ),オルトフェニルフェノール(ＯＰＰ)含有量
中島謙一ほか

柳本正勝ほか

糠昧Ⅱ曽漬モデルとしてのビタミンＢ１液漬におけるビ
タミンＢ１の移行

支倉さつきほか

和泉真喜子ほか
正井博之ほか

マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第４
報)油脂抽出率の低下と物性への影響

肥後温子ほか

|,’

１
口

料理実態調査における調査サンプル数と出現料理
種類数との関係一高校生､短大生の夕食献立調査
(1967～1979東京･大阪）

山ロ米子ほか

マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第５
報)油脂抽出率の変化と試料の成分

肥後温子ほか

米の調理に関する研究(第２報)炊飯条件としての浸
関千恵子ほか

牛肉スープストックに関する研究一肉使用量と加熱
時間が成分溶出に及ぼす影響一

三田コトほか

倉田美恵ほか販うどんの品質調査
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マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第６
報)でんぷん－脂肪酸メチル複合体の生成

肥後温子ほか

超音波照射の調理への利用効果(第２報)多量のマヨ
ネーズソース油脂の性状の変化

木村友子ほか

クッキーのショートネスと硬さにおよぼす材料配合比
の影響

和田淑子ほか

団栗澱粉と二三の澱粉の調理性

U■■■■四■■■■I■■糖尿病ラノトの骨代謝に及ぼす食物繊維の影響

■■■■■■ﾔﾏﾉｲﾓの粘度(第３報)生産地によるﾔﾏﾉｲﾆ
女子児童の味覚と性格に関する研究

立屋敷かおるほか

江澤郁子ほか

ヤマノイモの粘度(第３報)生産地によるヤマノイモの
田附きつ

渡部由実ほか

食用植物の化学的成分(第１報)青ジソ葉のフェノー

ル成分
有富正和

熱酸化油脂の性状に関する研究(第４報)重合油のS
ehadexLH-20およびＬＨ－６０クリマトグラフイー

淺川牧夫

ホウロクイチゴおよびナワシロイチゴの果実の成熟

過程における成分の変化
阪村倭貴子

グルコースとメチオニンを加熱リノール酸エチル中で
反応させて得られる褐変物質の抗酸化能

長修司ほか

高速液体クロマトグラフィーによる晩白柚果皮中の

ナリンギンの分析
森下敏子

高橋淳子ほか飯(第３報)麦飯の力学的特性

加熱調理lこおけるすだち現象に関する研究(第１報）
鶏卵ゲルの｢す｣形成主要因の再検討

富江ハス子ほか

くるみ豆腐に関する研究(第１報)材料配合および加
熱条件がレオロジー的性質におよぼす影響

魚住恵ほか

天。ｂの衣に関する研究しようか,十添加の晟響

■■■■■■卵白の鯛匪襄室性について-卵白およひ卵
I■■■■四■■■■I■■めんの物性と食味にあよほす,由添加の影藝

■■■■■■二全の離篭'二唇i貢:壽餌たん白質ﾚﾍﾙおよ
大根おろし辛味成分の,閂長について

育柿節子ほか

卵白の泡の動的安定性について－卵白および卵白
構成成分間の比較一

呉明淑ほか

市Ill朝子ほか

ラットの体脂質に及ぼす食餌たん白質レベルおよび

飼育期間の影響について
山下かなへぼか

江崎秀男ほか

アルファー化米飯の老化特性と調味料添加の影響
について

新井貞子ほか

白粥と茶粥の性状について－澱粉糊化に及ぼすタ
ンニンの影響

曰比喜子

ツェインのトウおよび薄膜の調’と物'性

I■■■■四■■■■■■小豆の貯蔵温度が品質におよぼす弓塾
I■■■■、■■■■■■大豆たん白質酵素水解物の抗酸化性

ヤマノイモ属３品種群別のレオロジー特性

マイクロ波加熱による食品の硬化現象について(第７
報)イモ類の硬さとでんぷん成分の変化

肥後温子ほか

｜’’
｜｜
’｜
’｜

’｜

'」

福島県産米の食味･炊飯特性に関する研究(第４

報)52年度産米の精白米､どうづき米､胚芽精米に
ついて－とくに一般成分と食味特性

石村由美子ほか

発育期ラットの運動負荷によるカルシウム矛11用効果江澤郁子ほか

I■■■ロ、■■■■■■原料小豆の貯蔵温度が調理特性に及ぼす影藝畑井朝子
I■■■■四食品中のビタミンE含量(第１報)米および豆類及川桂子

１ ’
低メトキシルペクチンのミルクゼリーヘの利用一ペク

チン､寒天およびコーンスターチミルクゼリーの物性
と食味特性の比較

川端晶子ほか

１１１大腸菌群の発育に及ほす培養温度の影響について|角野猛ほか
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第Ⅱ章Ⅱ３家庭科における食教育と家政学
(別紙資料)「日本家政学会誌｣の食に関する論文題目の一覧

③１９９０～１９９１年

季i'γVoINo鑿|夢|鶉|鑿
金信珠ほか

｜
，’
｜
，Ｉ

￣｜
’

I||染節江ほか

つれかわみさ
￣

￣

ひらおかすこ
ほか

むらやまあっ
こほか

しまだあきこ
ほか

■■■■■、四■■■■■■
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ほ
か
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か
か
か
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ほ
か

か
か
か
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か

か
ほ
子
ほ
ほ
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ほ

ま
ほ
ほ

か
子
子
ほ

粥
粥
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卉
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鶴
子
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ほ
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子
子
子
工
子
ほ
宮
鶴
子
子

子
子
千
代

正
戸
田
伸
士
代
由
蓉
子
長
壽
壽
崇
節
泰
満
木
田
彰
戸
一
一
札
礼
曰
、
よ
よ
邑
友
由
由
隆
礼
紀
和
安

－
田
ロ
中
沢
雅
川
立
英
田
渕
渕
田
染
永
田
々
ロ
代
田
祐
崎
崎
後
井
井
柳
村
田
川
田
崎
山
羽
下

寺
島
田
田
増
近
廣
足
森
北
桐
桐
澤
川
森
福
佐
か
田
屋
島
星
宮
宮
肥
竹
竹
上
木
坂
廣
福
宮
外
大
山

田中伸子ほか

■■■■■■
■■■■■■､。■■■■■■
■■■■■■■四■■■■■■

桐渕壽子

■■■■■■

森永泰子

６１２１
佐々木惠子ほ

か

■ロ■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■ １重

星祐二

宮崎礼子ほか

肥後温子ほか

竹井よう子

竹井よう子

上榊昌美子

坂田由紀子

廣jll由紀ほか

外山紀子

大羽和子

肥後温子ほか

発行

圧
Ｖｏｌ ＮＣ

報文

番号

ﾉート

番号

資料

番号

雑誌

番号 論文題目

1９９０ ４１ １ ３
韓国の伝統料理｢蒸餅(ズンピョン)｣の品質に及ぼす調
理条件の影響

金信珠ほか

１

オリゴ糖デヒドロゲナーゼを固定したｐ－ベンゾキノン練
りこみグラファイト電極の牛乳中ラクトースの定量および
血清アミラーゼ活性測定への応用

木下英明ほか

２ アンモニアガスの小麦粒への吸着と抗菌効果 中村泰彦

３
バタースポンジケーキの水分およびテクスチャーに及ぼ
す保存湿度の影響

１１１染節江ほか

解説 新炭水化物素材 日高秀昌ほか

２ ２
StudiesontheUsageofTropicalFruits 1，

Okinawa(partl）CharacreristiscsandChmical

つれかわみさ
こ

３

ＣｈａｎｇｅｔｈｅＦｏｒｍｏｆＶｉｔａｍｉｎｅＢ１２Ｃｏｍｐoundsduring

theFermenteationofMilkbyLacto-bacillusheIveticus
Ｂ－１

さとうかずよ
し

４
ScreeningofFreezeTolerantYeastｓａｎｄＴｈｅｉｒＢｒｅａｄ

DoughFermentativeProperties

Young-Sook
hAHN’かわいひ

ろやす

５ ＥｆｆｅｃｔｓｏｆｔｈｅＡｄｄｉｔｉｏｎｏｆＳｕｇａｒｔｏＴapiocaPeraIs
ひらおかずこ
ほか

６
ChangesintheRhenlogicalpropertjｅｓｏｆｋ－
Carra貝eenanGelsafterAddin区LocustBeanGum

むらやまあつ
こほか

７ ＳｗｅｅｔｎｅｓｓＰｅｒｃｅｐｔｉｏｎｏｆＳｏｌｉｄＦｏｏｄ
しまだあきこ
ほか

解説 タンパク質素材 寺嶋正彦
３ ２ 粒

ﾛ

ヮ犬組織化大豆タンパク質の訳味 桑乍における物性変 島田淳子ほか
３ 養；藍学校児童生徒の食【未嗜好性 田口田鶴子ほ

１
学生実験における電子レンジ利用による水分測定法の
条件検討

田中伸子ほか

解説 新)Ｉ ]脂素材 増沢光信ほか
４ １ キャベツの色調とカロチンおよびクロロフィル含量との関 近雅代ほか

２ 低温貯蔵したマイワシの鮮度と揮発性成分量の検討 廣１１１ 由紀ほか
３ 女子学生の食生活満足度に及ぼす要因 足立蓉子

１
食料品目別支出金額からみた都道府県の類似度とその
規定要因

森英子

解説 風味調味料 北田長義ほか
５ １ キノコ中のエルゴステロールおよびビタミンＤ２の定量 桐渕壽子

２
紫外線照射による各種キノコ中のビタミンＤ2含量に関
する研究

桐渕壽子

３ シイタケの加熱調理過程における核酸 謁連！勿質の変動 澤田崇子ほか
４ バタースポンジケーキの最大圧縮応力曲線の解析 川染節江ほか

１
発芽中の黒緑豆におけるＬ－アスコルピン酸の生成に
およぼすＬ－ガラクトノーγ－ラクトンの影響

森永泰子

６ ２ 煮沸ツルマメの特徴とそのタンパク質の人ロ消化法 福田満ほか

３
電子レンジｶﾛ熱における試料の吸収エネルギーに及ぼ
す成分および混合状態の影響

佐々木恵子ほ

か
４ 老年期の人々の甘・酸｡塩味に対する嗜好傾向と味覚 田ロ田鶴子ほ

１ 糠味噌床脂質成分の経時的変動と里；菜材料への移行 屋代彰子
２ 電子レンジｶﾛ熱による食品成分の温度上昇 島田淳子ほか

１ テクスチヤー特性値解析のためのコンピュータ接続レオ
メトリーシステムの製作

星祐二

７ １
日米食料費率の検討(第１報)日米食料費率比較の方法
とその指標設定

宮崎礼子ほか

２ 日米食料費率の検討(第２報)消費支出パターン 宮崎礼子ほか

３
マイクロ波ｶﾛ熱による昇温特性の分類(第１報)各種食品
の温度分布

肥後温子ほか

４
グルコース添加鶏卵のほう焼香に対する数種の卵黄
タンパク質構成アミノ酸の役割

竹井よう子

５
グルコース添加鶏卵のほう焼香に対する異なる脂質
成分の役割

竹井よう子

６
魚肉における食塩の浸透について－魚体の大きさによ
る相違一

上柳富美子

７ 肝臓味噌漬の調製条件とその性状 木村友子ほか

８
箸の持ち方とその機能性およびその要因について一女
子学生について－

坂田由紀子

１
脱酸素材を用いて低温貯蔵したマイワシの鮮度と揮発
性成分量の検討

廣11ｌ由紀ほか

解説 ｢フイルム食品｣、「シート食品｣、「カード食品｣(新食品シ
リーズ６）

福田隆

８ ２ 日米食料費率の検討(第３報)食糧消費支出パターン 宮崎礼子ほか

４
食事概念の獲得一小学生から大学生に対する質問紙
調査による検討一

外山紀子

５
野菜の切断･放置､生食調理に伴うビタミンＣ量およびア
スコルビン酸オキシダーゼ活性の変化

大羽和子

６ 生 胃段階の異なるギンナンデンプンの性質について 山下安代他

７ マイクロ波加熱による昇温特性の分類(第２報)各種食品
の昇温速度

肥後温子ほか
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■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

武田紀久子

横山理雄

河村フジコほか

森基子ほか

木村友子ほか

金田尚志

lml'’

|Ⅲ’
あらかわのぶこ
ほか

かんざわよし
みほか

ふちがみみち

こほか

Ｈ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
畳
■
■
■
■
■
■
・
■
■
・

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・

■
■
■
■
四
四
■
■
■
四
■
■
■
■
■
呂
四
■
■
■
■
■
四
四
・

■
団
■
■
■
■
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
畳
■
・

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
畳
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
呂
・

ロ明徳

金和子ほか

倉賀野妙子ほ
か

小竹佐知子ほ
か

淵本幸恵ほか一五Iモ注

濱田明美ほか

相坂浩子ほか

中濱信子

辻昭二郎ほか

細江敬子ほか

貝沼やす子ほ
か

下坂智恵他

五島淑子

市川朝子ほか

倉賀野妙子ほ

jll染節江ほか

鵜肝臓マリネの調製 四・711ｌｂ

』Ｎ雷:ヨシ乗ロ の、、．￣ｌﾆパ

トレ’
ふちがみみち

こほか

力､とうようじ
ほか

８
小麦粉成分および特性がスポンジケーキの膨化仁及ぼ
す影響(第３報)小麦粉脂質の影響

武田紀久子

解説 レトルト食品(新食品シリーズ７） 横山理雄

９ １
ゼラチンの耐熱性について－加熱によるゾルの分子量
とゲルの破断特性の変化一

河村フジコほか

２

二
巽
口 ﾖ理食品 髭雪昏WUの巳ＯＤＩ泉早1立 森基子ほか

７

キッチンとのかかわりからみた団らん空間のあり方に関
する調査研究(第１報)キッチンの形態が主婦の団らん
参加に及ぼす影響

太田さちほか

８

キッチンとのかかわりからみた団らん空間のあり方に関

する調査研究(第２報)主婦の団らんへの｢ながら参加」
の実態からみたキッチンおよび団らん空間の評価

太田さちほか

１ 女子学生の昼食行動と食生活の関連性 木村友子ほか
解説 コピー食品(新食品シリーズ８） 金田尚志

1０ １

ＣｈａｎｇｅｓｏｆＡｍｉｎｏＡｃｉｄｓａｎｄＡＴＰ－ＲｅｌａtedCompounds

inChickinMuscleDuringStorageanｄＴｈｅｉｒ

RelationshiptotheTasteofChickinSoup

HiromiSEN、＜

らたただおほか

２
ＦｏｒｍａｔｉｏｎａｎｄＰｏｓｓｉｂｌｅＤｅｒｒｉｖａｔｉｏnofVolatiIe

FattyAcidsinthepyodauctionofFishSauce

NorIita

Ｇ・ＳＡＮＣＥＤＡ、

おおつかめぐ

みほか

３
ＣｏｍｐａｒａｔｉｖｅＳｔｕｄｙｏｎｔｈｅＣｏｌｏｒｏｆＡｎｉｍａＩａｎｄＴｕｎａ

MuscleafterUsinEaContact-Dehvdratin日Sheet

あらかわのぶこ
ほか

４
SignificanceofMolecularAssociationfor
PoIysaccharideGelsinFood

かんざわよし
みほか

５ PcticPolysaccharidesinEdibIeBudockRoot
ふちがみみち

こほか

６

ＤｉｅｔｏｆｔｈｅＡｇｅｄｉｎＯｋｉｎａｗａａｎｄｔｈｅｌｎfluenceof

FrequentlyEatenSeaweedsontheLipidandSugar
MetabolismofRats

みやぎせつこ

ほか

解説 エクストルーダ_利用食品(新食品シリーズg） 野ロ明徳
1１ １ 調理時に生じる臭気成分の検索 金和子ほか

２
固体脂指数､脂肪酸組成の異なる油脂を用いたクッ
キーの物性

倉賀野妙子ほ
か

３
粒状組織化大豆タンパク質の調味操作中の物性変化に
及ぼす内部構造の影響

小竹佐知子ほ
か

４ 膨化調理における空洞形成の過程一シューについて－ 淵本幸恵ほか

５
江戸幕府の接待にみられる江戸中期から後期の饗応の
形態(第２報）

濱田明美ほか

１
六つの基礎食品群に対応した食品構成表の作成一中
学校における｢食物j指導のための試案一

相坂浩子ほか

余滴 調理におけるレオロジ一への道 中濱信子

1２ ２
多重バイト試験法によるジャガイモのでん粉のりの物性
の検討

辻昭二郎ほか

３ サラダ菜の品質に及ぼす貯蔵温度および湿度の影響 畑江敬子ほか

４
米の調理に関する研究(第８報)炊飯にお|ﾅる蒸らし時
間の延長の影響

貝沼やす子ほ
か

５
マアジ干物のテクスチヤーにおよぼす振り塩法と立て塩
法の影響

下坂智恵他

６
天保期長州藩における食料と栄養一『防長風土注進
案』の分析を通じて－

五島淑子

１ 持ち帰りデ：当の栄養価 友松滋夫ほか
1９９１ ４２ １ １ 乳化剤 週の物性に及ぼす影響 池田美香

２ 葉菜類の水浸漬による鮮度回復 島田淳子ほか
３ ニューセラミックス鍋による湿式加熱！寺性 楠紀久恵ほか
４ ニューセラミックス鍋による湿式加熱におけr調理効果 楠紀久恵ほか

５
ケーキの加熱方法およびケーキ型の相違がスポンジ
ケーキの性状におよぼす影響

市川朝子ほか

６ クッキーの物性に対するグリアジンとグルテニンの役割 倉賀 矛妙子ほ

７
バタースポンジケーキのテクスチャーに及ぼすさとう含
量の影響

川染節江ほか

解説 ２１．世紀の家庭の食 松元文子
２ １ 永田健助訳『百科全書家事倹約訓｣の原典 研究(第１ 谷ロ彩子

５ ヤマノイモおよびムカゴ澱粉のレオロジー的’生質 新井貞子ほか
６ 鶏肝臓マリネの調製条件と清酒添加の影響 木村友子ほか
７ 卵黄泡沫の膨化がスポンジケーキの品質に及ぼす影響 新チ:映子ほか

３ ２

RelationshipamongMalondialdehyde,TBA-Reactive

SubstanncesandTocopherolsintheOxidationof
SoybeanOil

きしだ

ほか

えつ

３ PecticPolysaccharaidesinEastlndianLotusRhizomes
ふちがみみち
こほか

４

PropeltiesofPecticPolysaccharidesExtractedfrom
BanbooShootswithSodiumOxalateandSodium

HydrooxideSolutions

ふちがみみち
こ

５ OomparativeAnalysisoftheOarbohydaratesinGobo
andYama貝obo

かとうようじ
ほか
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山田幸二ほか

■I■■■■調理時の食肉脂質の消長に関する考察佐藤之紀ほ
■■■■■■四I■■■■ドーナツ調製時の油脂の動きに関する考察佐藤之紀ほ

辻昭二郎ほか

佐藤之紀ほ

か

大羽和子ほか

阿久澤さゆりほ

か

水巻久栄ほか

大野信子ほか

倉賀野妙子ほ
か

小’
ふちかみみち

こほか

Ｈ
のぐちしゅん

ほか

かんざわよし
みほか

わだよしこほ
か

小垂眞ほか

中Ill弥子ほか

:：真理子ほ

か

:：真理子ほ

か

木下英明ほか

新原立子ほ

か

１
バター･マーガリン負荷ラットの血漿コレステロール濃度
におよぼす摂取タンパク質の種類と含量の影響

山田幸二ほか

２ 調理時の食肉脂質の消：皇に関する考察 佐藤之紀ほ
３ ドーナツ調製時の油脂の動きに関する考察 佐藤之紀ほ

４ ３

調理特性の異なるじゃがいも(Soldumtuberosum)の
非澱粉性経多糖の構造(第２報)熱水およびシュウ酸ア
ンモニウム可溶性多糖について

大谷貴美子

４

調理特性の異なるじゃがいも(SoIdumtuberosum)の

非澱粉性経多糖の構造(第３報)アルカリ可溶およびアル
カリ不溶性多糖について

大谷貴美子

５
多重バイト試験法による米の食味品質と関連した物性
の簡易測定法

辻昭二郎ほか

６ 愛玉子水抽出液のゲル化挙動とゲル形成に関与する 鈴野弘子ほか
７ バタースポンジケーキバッターとそのケーキの構造 越智知子ほか
８ 咀咽 生に基づく食品テクスチャーの評価 中１１１弥子ほか

１
ドーナツの給油量に影響する要因一ドウの配合と大きさ
の影響

佐藤之紀ほ

か
５ ２ 日光または紫外線照射キノコの遊離アミノ酸の変化 桐渕壽子

３ 素揚げによるニコチンアミドの損失 柴圧 克己
４ 豆の煮熟硬度に及ぼす塩の影響 中本･泰彦

５
魚肉だんどの素材になるすり身の品質制御一低温貯蔵
中の品質劣化に対する食塩の抑制効果一

大羽和子ほか

６
種を異にする米の食味特性と嗜好性一新形質米のプロ
フイルー

阿久澤さゆりほ
か

１ 大薯および自然薯の饅頭の皮のテクスチャーと膨化性 El附きつ
６ １ ラットの栄養素利用性に及ぼす７７販緑茶の直接摂ｒ又の

も
や
△
〃
、 固巻千波ほか

２
タンパク質レベルの異なる食餌がラットの試料摂取量お
よび血漿_脳の遊離アミノ酸濃度に及ぼす影響

水巻久栄ほか

３
GanodermalucidumNol5の産生するアミラーゼの精
製とその性質

大野信子ほか

４ コロッケの破裂に及ぼすｶﾛ熱前冷却の影響 長尾慶子ほか
５ 高齢者の食事満足度に及ぼす要因(第２報） 足立蓉子

１ いわし肉のｐＨと魚 内だんどの加熱凝集性の相関 三橋富子ほか
７ １ クロロフィルの血漿脂質改善効果 山下かなへ他

２ 乾燥おからを原料とした醤油の試験について 竹村眞 由美
３ ブロッコリーからのレクチンの単離と諸性質 畦五）

４
固体脂指数､脂肪酸組成の異なる油脂を用いたクッ
キーの物性(第２報)クッキーのショートネスに関与する

倉賀野妙子ほ
か

５ 寒天ゲルの性）犬に及ぼす糖類の影響 長坂慶子ほか
１ 新食品素材の 洞理性一スピルリナの食品への添加一 福永淑子ほか

８ ２
RelationshipbetweenPecticChangeandSofteningof
ScalIionPickles

ふちがみみち

こほか

３

StabilityofL-Asparty-L-PhenylalanineMethylEster,ａ

PeptideSweetner,ｉｎAqueousSolutionofVariousFruit
Juices

のだこうさくほ
か

４ ＢｏｕｎｄｅＷａｔｅｒｉｎＳｅｖｅｒａｌＫｉｎｄｓｏｆＧｅｌ
のぐちしゅん
ほか

５ ProductionofanEnzymeCapabIeofHydrolyzing
ResistantCurdlanbySoilBacteria

かんざわよし
みほか

６
EffectsofStarchChracteristicsonthePhysical
PropertiesofCookie

わだよしこほ
か

１ 市販アルミニウム箔からのアルミニウム溶出 福島正子ほか
９ １ 二含まれるα－アミラーゼの精製と性質 新井映子ほか

２ 包Ｔ（栗作に関する筋電 学的分析 上野ヨウコほか
３ 江戸 明の菓子と宮廷(目５１報)｢樹1用控Ｉ 辰｣から 濱田明美ほか

１ 金時豆α－アミラーゼインヒビターのｐＨおよび加熱に対
する安定性

小垂眞ほか

1０ １ パッションフルーツ果汁中のプロテアーゼの特’生につい 田島真理子ほ

２
咀嘱性に基づく食品テクスチャー特性による食品の特
徴づけ

中川弥子ほか

１
肉スープストック中のタンパク質に及ぼす毛熱温度と塩
の影響

田島真理子ほ
か

１ 学会誌および業界誌にみる食品加工の近年の動向 矢野とし子ほか
1１ ４ 煮大根の香気形成について 金和子ほか

５
Heat-lnducedEfeectonSolubleProteinsinMeat

SoupStock(ｉｎＥｎ貝lish）

田島真理子ほ
か

１
透析膜被覆グラファイトペースト電極を用いるアスコルピ
ン酸の定量

木下英明ほか

２
バンおよび麺の性状に対する小麦粉のタンパク質およ
び脂質の量的な影響について

新原立子ほ

か

1２ ３ 愛玉子水溶性多糖ゾルおよ１メゲルのレオロジー的性質 鈴野弘子ほか
４ 煮干しだし汁の溶出成分と三L昧性との関係 脇田美香ほか
５ 冷凍厚衣コロッケの破裂の船H横 長尾慶子ほか

１ 嗜好飲料中のアルミニウムji；鳥度 松島文子ほか
解説 家政学の発展と家ｉ 冑の 窪望 藤枝直子
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家
族
の
人
数

０００００００

０００００００
６５４３２１

一
←
韓
国
･
成
人

一
摩
熊
本
･
成
人

一
蜀
＝
福
岡
市
１
９
８
７
年

一
）
←
福
岡
市
2
0
0
3
年

２
点
､
５
－
〆

二
二
三
三
葦
三
三
一
一
三
臺
臺
三
毫
二
臺
室
三
二
i
J
j

1
人

2
人

４
人

5
人

6
人
以
上

無
回
答

３
人

表
２
－
１
Ａ
家
庭
で
､
ふ
だ
ん
(
平
日
)
家
族
や
親
子
が
会
話
し
な
が
ら
一
緒
に
過
ご
す
時
間
（
割
合
､
％
）

(
割
合
、
％
）

表
2
-
2
Ａ

合
計
(
人
）
Ⅲ

4
7
1
韓
国
･
成
人

7
1
1
1
熊
本
･
成
人

ほ
と
ん
ど
な
し
'
'
１
５
分
く
ら
い
'
3
0
分
く
ら
い
'
'
1
時
間
く
ら
い
'
'
2
時
間
く
ら
い
'
'
3
時
間
以
上
|
無
回
答

４
．
３
１
１
２
１
．
３
１
１
２
９
８
１
１
２
３
．
４
１
１
１
４
９
１
１
６
．
４
１
１
０
．
０

1
1
3
0
分
以
内
１
１
時
間
以
上

韓
国
･
成
人
’
５
５
４
１
４
４
７

熊
本
･
成
人
'
’
４
２
２
１
５
３
５

7
.
0
|
’
１
２
７
１
１
２
２
．
５
１
１
２
２
．
５
１
１
１
１
．
３
１
１
１
９
．
７
１
１
４
２

一吋

'
三
一
三
三
二

合
計
(
人
）

農
林
業

商
エ
サ
ー

ビ
ス
業

宮
埋
減
耐
専

曰
'
ﾖ
職

事
務
｡
技

術
職

労
務
職

家
事
専
念

の
主
婦

学
生
･
生

徒
無
職
嵐
そ
の
他
無
回
答

4
７
韓
国
｡
成
人

6
.
4

4
.
3

5
3
-
2

7
.
0

0
.
0

4
．
３

4
.
3

2,
1

8
.
5

０
．
０

7
１
熊
本
･
成
人

1
５
．
５

５
．
６

4
.
2

6
.
5

8
.
5

5
.
6

9
.
9

f
,
４

2
.
8

0
.
0

2
3
9
糧
１
回
巾
１
Ｕ
巷
ﾀ
ﾞ
ヰ

０
，
５

1
３
．
７

1
０
．
５

6
.
9

5
.
8

6
.
4

2
3
.
9

1
０
．
５

1
１
．
６

０
．
３

7
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年

０
．
３

１
１
．
１

１
４
`
２

6
.
8

5.
1

9.
1

１５
．１

1
２
．
２

1４
．１

1
，

合
計
(
人
）

1
人

２
人

３
人

4
人

5
人

6
人
以
上

霊
【
'
且
'
豊
苦

4
７
韓
国
･
成
人

6
.
3

1
７
－
０

2
1
.
3

3
1
.
9

1
０
．
６

1
２
．
８

０
．
０

7
１
熊
本
｡
成
人

7
.
0

7
.
0

1
８
．
３

2
2
.
5

1
５
．
５

2
9
-
6

０
．
０

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

1
１
．
７

１
８
.
□

4
9
.
0

1
７
．
２

3
.
3

０
．
４

０
－
４

7
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年

1
０
．
２

2
3
.
7

2
１
．
０

2
６
．
８

閨
２
．
７

５
２

０
．
４

合
計
（
人
）

ほ
と
ん
ど
な
Ｌ

１
５
分
く
ら
い

３
０
分
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い
2
時
間
く
ら
い
３
時
間
以
I
.
無
回
答

4
７
韓
国
｡
成
人

4
.
3

2
１
．
３

2
9
.
8

2
3
.
4

1
４
．
９

6
.
4

、
.
０

７
１
熊
本
｡
成
人

7
.
0

1
２
．
７

2
2
.
5

2
2
.
5

1
１
．
３

1
９
．
７

４
．
２

3
0
分
睦
内

1
時
間
以
上

韓
国
･
成
人

5
5
.
4

4
4
.
7

熊
本
･
成
人

4
2
.
2

5
3
.
5



表
３
Ａ
朝
食
を
食
べ
ま
し
た
か
（
割
合
､
妬
）

合
計
(
人
）
’
｜
食
べ
た
｜
|
食
べ
な
い
|
無
回
答
’

４
7
韓
国
･
成
人
’
８
３
０
１
６
４
１
１
ｑ
６
１

7
1
1
熊
本
･
成
人
’
８
５
９
１
１
１
２
７
１
１
．
４
１

2
3
9
1
1
福
岡
市
１
９
８
７
年
’
８
７
０
１
１
３
０
１
１
－

7
8
1
1
1
福
岡
市
2
0
0
3
年
’
８
２
５
１
１
７
．
０
|
’
ｑ
５
１

N
Ｏ
２
（
Ａ
）

表
4
Ａ
成
人
･
夕
食
食
べ
た
か
Ⅲ

表
3
Ａ
成
人
･
朝
食
食
べ
た
か

福
岡
市
２
０
０
３

年

福
岡
市
１
９
８
７

年

熊
本
･
成
人

福
岡
市
２
０
０

３
年

福
岡
市
１
９
８
７

年

熊
本
･
成
人

,１
１

'
□
食
べ
た

□
食
べ
な
い

□
無
回
答

ロ
食
べ
た

□
食
べ
な
い

□
無
回
答

'
表
４
Ａ
夕
食
を
食
べ
ま
し
た
か

(
割
合
、
％
）

Ⅱ

■
■
’
｜
|
食
べ
た
｜
|
食
べ
な
い
|
無
回
答

画
|
韓
国
･
成
人
’
９
５
７
１
０
０
’
４
３

回
|
熊
本
･
成
人
’
９
８
６
１
０
０
１
１
４

麺
|
福
岡
市
１
９
８
７
年
’
９
８
３
１
１
７
１
－

画
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
９
３
．
３
１
１
５
０
１
１
１
７

１
，
１

韓
国
･
成
人

韓
国
･
成
人

Ｉ

0
％
２
０
９
６
４
０
％
６
０
９
６
８
０
％
１
０
０
％

0
％
２
０
９
６
４
０
％
６
０
％
8
0
％
１
０
０
％

表
3
-
1
Ａ
朝
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か
（
割
合
､
％
）

家
族
と
一

緒
に

合
計
(
人
）

ひ
と
り

無
回
答

そ
の
他

囮
|
韓
国
･
成
人
１
８
２
１
１
６
８
２
１
４
５
１
１
９
１

画
|
熊
本
･
成
人
１
６
１
１
１
７
９
０
１
３
２
１
１
１
６

ｍ
|
福
岡
市
1
9
8
7
年
’
１
８
３
１
１
７
７
５
１
１
２
３
１
１
８

麺
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
３
４
７
１
１
６
１
．
４
１
１
２
７
１
１
１
２

表
4
-
1
Ａ
夕
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か

(
割
合
､
％
）

家
族
と
一

緒
に

合
計
(
人
）

無
回
答

ひ
と
り

そ
の
他

画
|
韓
国
･
成
人
１
０
６
１
１
６
８
１
１
１
１
７
．
０
|
’
４
．
３

画
|
熊
本
･
成
人
１
８
３
１
７
４
６
１
１
５
．
６
１
１
１
４

麺
|
福
岡
市
１
９
８
７
年
'
’
１
３
０
１
７
８
６
１
６
７
１
１
０
７

祠
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
１
８
．
４
１
１
７
４
０
１
１
６
．
４
１
１
１
２

表
5
-
1
Ａ
朝
食
(
平
日
）
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

(
割
合
、
％
）

表
5
-
2
Ａ
朝
食
(
平
日
)
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

(
割
合
､
9
6
）

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
・

出
前
･
そ

の
他

社
内
食
堂

や
飲
食
店

な
ど

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

合
計
(
人
）

無
回
答

四
|
韓
国
･
成
人
７
７
．
３
１
１
２
３
１
１
２
３
１
１
６
．
８
１
１
１
１
４

ｍ
|
熊
本
･
成
人
’
８
５
５
１
９
７
１
１
６
１
１
１
６
１
１
６

麺
|
福
岡
市
１
９
８
７
年
’
９
４
０
１
１
０
１
１
１
0
９
１
３
２
１
１
８

麺
|
福
岡
市
２
０
０
３
年
|
’
８
８
７
１
１
７
０
１
１
ｑ
４
１
１
２
．
４
１
１
１
．
６

韓
国
･
成
人
｜
’
７
７
．
３
１
１
２
．
３
１
１
９
．
１

熊
本
･
成
人
’
８
５
５
１
９
７
’
３
２

福
岡
市
１
９
８
１
９
４
０
１
１
０
１
１
１
４
」

福
岡
市
２
０
０
１
１
８
８
．
７
１
１
７
０
１
１
２
８

表
6
-
1
Ａ
夕
食
(
平
日
)
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

(
割
合
、
妬
）

表
6
-
2
Ａ
夕
食
(
平
日
)
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

(
割
合
、
％
）

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
・

出
前
･
そ

の
他

社
内
食
堂

や
飲
食
店

な
ど

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

合
計
(
人
）

無
回
答

画
|
韓
国
･
成
人
’
７
２
３
１
０
０
１
６
４
１
１
７
０
１
１
４
．
３

回
|
熊
本
･
成
人
’
８
０
３
１
１
２
７
１
１
４
２
１
１
４
１
１
４

麺
|
福
岡
市
１
９
８
７
年
’
９
０
８
１
１
７
１
０
８
１
３
８
１
１
２
９

ｍ
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
８
６
９
１
１
４
．
４
１
１
０
４
１
１
７
０
１
１
１
４

韓
国
･
成
人
’
７
２
３
１
０
０
１
１
２
３
４

熊
本
･
成
人
’
’
８
０
３
１
１
２
７
１
５
６

福
岡
市
１
９
８
１
９
０
８
１
１
１
７
’
４
６

福
岡
市
２
０
０
１
８
６
９
１
１
４
４
１
１
７
．
４

～ Ｃ
、

表
３
Ａ
斬
合
葬
合
べ
室
Ｌ
だ
が

（
害
１
１
合
．
妬
）

１
１

□
Ｉ

｜
醤
ｌ
Ｌ

１
ｌ
ｂ
‘
｜
麹
’
2
麓
|
:
趣
R
Ｈ

｜
感
Ｉ
ｌ
［
卜
： Ｉ

色
１
＿
｝

Ｉ

ｌ
ｌ
ｒ
．
．
「
｜
・
…

生
田
n
画
r
l
m
-
2
q
j
■
Ｚ
Ｈ
四
Ｊ
三
m
５
■

－
．
１
］

食
べ
た

食
べ
な
[

蕪
'
且
I
苔

4
７

藍
置
匡
I
p
j
う
こ
ﾉ
凡

9
5
.
7

4
.
3

7
１
熊
本
｡
成
人

9
8
.
6

1
.
4

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

9
8
.
3

7
8
1
#
宮
l
岳
1
市
夕
r
、
貧
年

9
3
.
3

1
.
7

合
計
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

そ
の
他

無
回
答

4
４
韓
1
コ
・
岡
[
人

1
８
，
２

6
8
.
2

4
.
5

9.
1

７
１
熊
本
･
成
人

1
６
．
１

7
9
.
0

3
.
2

1
.
6

2
1
8
福
岡
市
１
９
Ｂ
７
年

1
８
．
３

7
7
.
5

2
.
3

1
.
8

6
8
9
福
岡
市
２
０
０
３
年

3
4
.
7

６
１
．
４

2
．
７

1
.
2

合
計
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

そ
の
他

無
回
答

4
７
:
国
･
成
人

1
０
．
６

6
8
.
1

1
７
．
０

4
.
3

7
１
烏
本
｡
成
人

1
８
．
３

7
4
.
6

5
-
6

1
.
4

2
3
8

朝
画
、
可
］
母
芯
ﾉ
ヰ

1
３
０

7
8
.
6

6
．
７

0
.
7

グ
ノ
芯

旨
I
西
1
ｍ
Ｚ
Ｕ
Ｕ
ご
土
Ｐ

1
８
．
４

7
4
.
0

6
.
4

1
.
2

合
計
〈
人
）

家
庭
･
下

宿

市
販
の
弁

当
･
惣
菜

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
・

出
前
｡
そ

の
他

無
回
答

4
４
襲
国
｡
成
人

7
7
.
3

2
.
3

2
.
3

1
１
．
４

７
１
熊
本
･
成
人

8
5
`
５

9
.
7

1.
6

1.
6

2
1
8
福
岡
市
１
９
８
７
年

9
4
.
0

0．
１

0
.
9

1.
8

6
8
9
福
岡
市
竺
０
０
３
年

8
8
.
7

7
.
0

0
.
4

1
.
6

家
庭
｡
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

社
内
食
堂

や
飲
食
店

な
ど

韓
国
･
成
人

7
7
.
3

2
.
3

9.
1

熊
本
｡
成
人

8
5
.
5

9
.
7

3
.
2

福
岡
市
１
９
８

9
４
．
０

0.
1

4.
1

福
岡
市
２
０
０

8
8
.
7

7
.
⑪

2
`
８

合
計
(
人
）

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
｡
惣
菜

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
。

出
前
･
そ

の
他

無
回
答

4
７
韓
国
･
成
人

7
2
.
3

o
n

6
.
4

1
７
，

4
-
3

７
１
熊
本
｡
成
人

8
0
.
3

1
２
７

4
.
2

1
.
4

1
-
4

2
3
8
福
岡
市
１
９
８
７
年

9
0
.
8

1
.
7

0
.
8

3
`
８

2
.
9

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

8
６
．
９

4
４

０
．
４

7
.
0

1
-
4

家
庭
｡
下

宿
市
販
の
弁

当
・
惣
菜

社
内
食
堂

や
飲
食
店

な
ど

韓
国
｡
成
人

2
.
3

０
．
０

2
3
.
4

熊
本
･
成
人

0
.
3

1
Ｚ
,
７

5
.
6

福
岡
市
１
９
８

０
．
８

1
.
7

4
.
6

福
岡
市
２
０
０

6
.
9

4
.
4

7
.
4

合
計
(
人
）

含
べ
か

食
べ
な
！

無
回
答

4
７
韓
国
･
成
人

8
3
.
0

1
０
．
６

7
１
熊
本
･
成
人

8
5
.
9

1
２

1
.
4

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

8
7
.
0

1
３

7
8
1
福
岡
市
２
０
０
３
年

8
2
.
5

1
７

0
.
5



(
Ａ
）

Ｎ
ｏ
．
３

表
7
-
2
Ａ
そ
の
朝
食
に
満
足
で
す
（
割
合
､
％
）

壷
ノ
ー
］
Ａ
千
一
Ｕ
】
旦
月
憎
蚕
'
二
源
E
i
r

二
と
て
も
満
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
，
わ
力
､
ら
な
し
無
回
答

４
４
韓
国
成
人
４
３
２
４
５
５
２
３
０
０

７
１
能
本
成
人
１
７
７
６
７
７
６
５
３
２

２
３
８
福
岡
市
１
９
８
７
年
１
３
８
６
５
１
１
０
１
２
３

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年
１
７
０
６
５
２
１
０
３
１
２

満
足
不
満

韓
国
成
人
８
８
７
２
３

能
本
成
人
８
５
４
９
７

福
岡
市
１
９
８
７
８
９
１
２
４

福
岡
市
２
０
０
８
２
２
１
１
５

表
8
-
2
Ａ

そ
の
夕
食
に
満
足
で
す
（
割
合
､
％
）

詞
之
５
－
１
Ａ
て
の
ツ
笈
1
-
,
両
正
~
Ｌ
９
か
（
舌
Ⅱ
台
、
光
ノ

合
計
(
人
）
と
て
も
満
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
，
わ
か
ら
な
し
無
回
答

４
７
韓
国
成
人
５
７
４
３
６
２
２
１
０
０
０
０

７
１
能
本
成
人
２
２
５
６
４
８
９
９
０
０
１
４

２
３
８
福
岡
市
１
９
８
７
年
２
６
５
６
３
９
２
５
０
４
３
４

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年
３
０
８
６
１
８
２
８
０
９
１
８

満
足
不
満

韓
国
成
人
９
３
６
２
１

熊
本
成
人
８
７
３
９
９

福
岡
市
１
９
８
９
０
４
２
９

福
岡
市
２
０
０
９
２
６
３
７

表
9
-
2
Ａ

朝
食
の
主
食
の
内
容
（
割
合
､
％
）

表
9
-
1
Ａ
朝
食
の
主
食
の
内
容

複
数
回
答
（
割
合
､
％
）

４
４
韓
国
･
成
人
叩
０

７
１
熊
本
･
成
人
■
、
￣
＝
、
－
，
－
－
，

２
３
９
福
岡
市
１
９
８
７
年
■
、
￣
、
写
、
－
ｍ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
！
.
0
５

韓
国
･
成
人
６
６
０
８
６

熊
本
人
７
７
５
１
５
５

福
岡
市
１
９
８
６
０
３
４
１
０

福
岡
市
２
０
０
５
０
３
４
７
４

表
1
0
-
2
Ａ
夕
食
の
主
食
の
内
容
（
割
合
､
％
）

表
１
０
－
１
Ａ
夕
食
の
主
食
の
内
容

複
数
回
答
（
割
合
､
％
）

４
７
韓
国
･
成
人
０
０

７
１
熊
本
･
成
人
一
■
ｍ
－
ｍ
－
ｍ
－
－
ｎ

２
３
９
福
岡
市
1
9
8
7
年
一
■
、
－
，
－
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
．
｡
０

韓
国
･
成
人
９
１
５
０
０

熊
本
成
人
８
８
７
１
７
o

福
岡
市
１
９
８
９
５
４
１
２
４

福
岡
市
２
０
０
８
９
０
１
９
０

表
1
1
Ａ
朝
食
(
平
日
)
の
副
食
の
内
容

(
割
合
､
牝
）

合
計
(
人
）
卵
魚
介
類
肉
類
牛
乳
乳
製
品
豆
腐
納
豆
佃
煮
漬
物
野
菜
類
果
物

４
４
韓
国
成
人
２
１
３
２
３
４
２
８
６
４
４
７
３
８
１
３
８
１
３
８
３
１
４
３

７
１
能
本
成
人
４
５
１
２
１
１
１
２
７
４
２
３
１
２
７
４
７
９
２
９
６

２
３
９
福
岡
市
１
９
８
７
年
５
１
９
２
０
５
９
６
３
８
１
５
９
３
９
７
５
０
６
２
８
９

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
３
５
６
１
４
１
２
１
１
３
３
５
８
７
２
４
３
３
６
５
２
７
４

長
1
2
Ａ
夕
食
(
平
日
)
の
副
食
の
内
容

(
割
合
､
％
）

合
計
(
人
）
卵
魚
介
類
肉
類
牛
乳
乳
製
品
豆
腐
納
豆
佃
煮
漬
物
野
菜
類
果
物

４
７
韓
国
成
人
２
５
５
４
０
４
１
０
６
６
８
８
５
９
６
５
９
６
６
８
８
２
１
３

７
１
熊
本
成
人
２
１
１
５
４
９
１
１
３
３
８
０
１
４
１
７
６
１
２
８
２

２
３
９
福
岡
市
１
９
８
７
年
２
８
０
５
４
８
５
０
３
３
１
１
３
０
５
６
５
８
３
３
３
４
７

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
３
１
０
５
６
２
７
９
４
５
３
９
５
４
２
３
８
２
２
２
７
９

*
熊
本
｢
漬
物
｣
は
調
査
ミ
ス
を
し
た
。

ヘ ヘ
コ

表
7
-
1
Ａ
そ
の
朝
食
に
満
足
で
す
か

（
害
Ｉ
合
､
％
）

表
8
-
1
Ａ
そ
の
夕
食
に
満
足
で
す
か

（
割
合
､
％
）

＊
熊
本
｢
漬
物
｣
は
調
査
ミ
ス
を
し
た
。

満
足

不
満

韓
国
･
成
人

8
8
.
7

2
.
3

熊
本
･
成
人

8
5
.
4

9
.
7

福
岡
市
１
９
８

7
8
.
9

1
２
．
４

福
岡
市
２
０
０

8
2
.
2

1
１
．
５

満
足

不
満

韓
国
･
成
人

9
3
.
6

2.
1

熊
本
･
成
人

8
7
.
3

9
.
9

福
岡
市
１
９
８

9
0
.
4

2
.
9

福
岡
市
２
０
０

9
2
.
6

3
.
7

合
計
(
人
）

食
べ
な
い

ご
飯
･
も
ち
パ
ン

麺
･
小
麦

粉
製
品

そ
の
他

無
回
答

4
４
韓
国
ｑ
成
人

1９
．１

6
6
.
0

4
.
3

0
.
0

4
.
3

6
.
4

7
１
熊
本
･
成
人

1
６
．
９

7
7
.
5

1
５
．
５

0
.
0

0
.
0

０
．
０

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

1
3
.
0

6
0
.
3

3
7
.
7

3
.
3

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

1
７
．
０

5
0
.
3

3
9
.
6

6
.
8

1.
0

0
.
5

ご
飯
･
も
ち
パ
ン
･
麺
.

小
麦
粉
製

品
･
そ
の

韓
国
･
成
人

6
6
.
0

8
.
6

熊
本
･
成
人

7
７
．
５

1
５
．
５

福
岡
市
１
９
８

6
0
.
3

4
1
.
0

福
岡
市
２
０
０

5
０
３

4
7
.
4

合
計
(
人
）

食
べ
な
い

ご
飯
･
も
ち
パ
ン

麺
･
小
麦

粉
製
品

そ
の
他

無
回
答

4
７

’三一

･
成
人

2.
1

9
1
.
5

0
.
0

0
.
0

0
.
0

6
.
4

7
１
熊
本
ｑ
成
人

1
.
4

8
8
.
7

8
.
5

8
.
5

0
.
0

0
.
0

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

1.
7

9
5
.
4

3
.
3

9.
1

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

5
.
0

8
9
.
0

3
.
6

1
５
．
４

1.
7

ご
飯
･
も
ち
パ
ン
･
麺
.

小
麦
粉
製

品
･
そ
の

国
･
成
人

9
1
.
5

0
.
0

熊
本
□
成
人

8
8
.
7

1
７
．
０

福
岡
市
１
９
８

9
5
.
4

1
２
．
４

福
岡
行
２
０
０

8
9
.
0

1
９
．
０

合
計
(
人
）

と
て
も
満
足
ま
あ
満
足
や
や
不
満

と
て
も
不
；

:
わ
か
ら
な
し
無
回
答

4
４
韓
国
･
成
人

4
3
.
2

4
5
.
5

2
.
3

0
.
0

0
.
0

9.
1

7
１
熊
本
.
成
人

1
７
．
７

6
7
.
7

6
.
5

3
.
2

4
.
8

0
.
0

2
3
8
福
岡
7
7
1
9
8
7
年

1
３
．
８

6
5
.
1

1０
．１

2
.
3

6
.
0

2
.
8

7
7
8
福
岡
7
７
２
０
０
３
年

1
7
.
0

6
5
.
2

1
０
．
３

1.
2

4
.
8

1.
6

合
計
(
人
）

と
て
も
満
足
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
議
わ
か
ら
な
し
無
回
答

4
７

｜玉一

･
成
人

5
7
.
4

3
6
.
2

2.
1

０
０

０
．
０

4
.
3

7
１
熊
本
ｑ
戊
人

2
2
.
5

6
4
.
8

9
.
9

0
.
0

1
.
4

1
.
4

2
3
8
福
岡
市
１
９
８
７
年

2
6
.
5

6
3
.
9

2
.
5

０
．
４

3
.
4

3
.
4

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

3
0
.
8

6
1
.
8

2
.
8

0
.
9

1.
8

1
.
8

合
計
(
人
）

卵
魚
介
類

肉
類

牛
乳

乳
製
品

豆
腐
納
豆

佃
煮

漬
物

野
菜
類

果
！
鞠

4
４
韓
国
ｑ
成
人

2
1
.
3

2
3
.
4

2
1
.
3

1
９
．
０

2
8
.
6

4
4
.
7

3
8
.
1

3
8
.
1

3
8
.
3

1
４
．
３

7
１
熊
本
ｑ
成
人

4
5
.
1

2
1
.
1

1
６
．
９

1
５
．
５

1
２
．
７

4
2
.
3

1
２
．
７

￣

4
7
.
9

2
9
.
6

2
3
9
福
岡
市
１
９
８
７
年

5
1
.
9

2
0
.
5

2
1
.
3

3
4
.
3

9
.
6

3
8
.
1

5
.
9

3
9
.
7

5
0
.
6

2
8
.
9

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

3
5
.
6

1
４
．
１

1
６
．
４

2
7
.
5

2
1
.
1

3
3
.
5

8
.
7

2
4
.
3

3
6
.
5

2
7
.
4
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表
１
１
Ａ
成
人
･
朝
食
･
副
食
の
内
容

表
１
２
Ａ
成
人
･
夕
食
の
副
食
の
内
容

０００００００

０００００００
６５４３２１

００００００

００００００
０８６４２
１

ご
笈
･
と
C
G
L

一
←
韓
国
･
成
人

一
鴎
熊
本
･
成
人

一
福
岡
市
１
９
B
7
年

一
>
←
福
岡
市
２
０
０
３
年

一
一

冨
邑
図

一
←
韓
国
･
成
人

一
鴎
熊
本
･
成
人

福
岡
市
１
９
８
フ
年

一
>
←
･
福
岡
市
2
0
0
3
年

､
’

｣
2
誰
呈

ガ
ユ
、
ｻ
ﾞ

`
ｗ
ｍ
Ｉ
ｌ
ｗ
Ｍ
綴
鐡
鹸
鞍
鐵
鍛

.
織
亭
；
ｗ
ｉ
ヅ
ダ
`
《
'
i
“
ｗ
'
鐡
鍛

(
割
合
、
％
）

表
1
3
-
1
Ａ
あ
な
た
は
ふ
だ
ん
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
す
か
複
数
回
答

3
.
食
事

が
お
い
し

く
食
べ
ら

れ
な
い

5
．
だ
る
く

な
り
や
す

い

７
．
足
が

重
い
感
じ

が
す
る

１
０
．
め
ま

い
が
し
や

す
い

1
．
胃
の

調
子
が
お

か
し
い

6
.
熱
つ
ぼ

９
頭
が
痛
く

な
り
や
す
い

2
.
便
秘
し

や
す
い

４
下
痢
し

や
す
い

8
．
元
気

が
出
な
い

合
計
(
人
）

い

画
|
韓
国
･
成
人
1
7
.
0
|
’
６
．
４
１
１
１
７
０
１
１
１
０
６
１
１
２
３
．
４
１
１
４
．
３
１
１
２
３
．
４
１
１
６
．
４

■
Ⅱ
|
熊
本
･
成
人
１
２
７
１
７
０
１
１
８
５
１
９
９
１
１
８
３
１
４
２
１
１
４
１
’
２
８

面
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
１
８
．
８
１
１
２
３
．
６
１
１
２
２
１
１
１
２
０
１
１
１
５
．
４
１
１
１
．
７
１
１
１
０
．
２
１
１
８
７

1
２
８
１
１
４
．
３

1
４
．
１
１
１
１
１
．
３

1
６
．
５
１
１
９
．
１

１
４
.
手
足

が
し
び
れ

る
感
じ
が

す
る

１
６
．
心
臓

が
ど
き
ど

き
し
や
す

い

２
０
．
１
～

]
事
１
９
の
よ
う

な
症
状
は

な
に
も
な

面
面
’
１
４
９

１
３
夜
よ

く
眠
れ
な

い

１
１
．
目
が

疲
れ
や
す

い

１
２
.
風
邪

を
引
き
や

す
い

１
５
．
戸
や

腰
が
こ
っ

て
い
る

1
７
．
手
足

が
は
れ

|
ま
っ
た
い

1
9
．
心
配
事

が
あ
る

１
８
．
い
ら

い
ら
す
る

合
計
(
人
） 画
|
韓
国
･
成
人
’
１
７
０
１
１
６
４
１
１
６
４
１
１
１
２
８
１
１
３
６
２
１
１
２
１
１
１
１
０
６
１
１
１
０
６

■
Ⅱ
|
熊
本
｡
成
人
ｌ
２
１
ｊ
ｌ
１
４
１
１
７
０
１
５
６
１
４
６
５
１
４
２
１
４
２
１
１
１
２
７

祠
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
３
８
８
１
１
１
１
５
１
１
１
２
８
１
８
５
１
４
２
０
１
６
７
’
７
８
１
１
１
５
５

7
０
１
１
２
３
．
９

i1
５．

１

表
１
３
－
１
Ａ
ふ
だ
ん
の
症
状

ｏ００ｏ０ｉ０００

０５０８８３８
５ｊ３ｉ１１

丹
､

一
←
韓
国
･
成
人

一
野
熊
本
･
成
人

一
．
福
岡
市
2
0
0
3
年

垂
菫
曼
二
＝
三
三
i
三
二
菫
簔
≦
二
三
菫
菫
≦
=
二
章
二
二
三
二
菫
三

岬掲》便器田□一．①←

二や

傘Ｊ》巨二船ｓ，Ｃｌ

岬や

》巨。鍾二倒垣田．ト

岬七毛．運叩

晏るう便凹什．ゴー

二やＰｊ韓囲則

二やＰｊ優」寸

二析辛つ裡〉岬担．、

二榑五》巨娠ｋ⑪

二七

斗。禅〉蟹埴層の

〆二

や辛暮埋埴皿．｜’

二や

Ｐ杣而Ｗ爵直．Ｎ←

二弾暑望〉品縄⑰一

叩二」

Ｃｕ埴幽辛に．山一

二や傘Ｊ杣

幻仙幻》巨趨△一・①一

邑呉Ｃ世

岳托一毛凹什．卜戸

叩やｊＳｊＳ．②声

二低乎Ⅱ一律世笄唄揮

、砧ｅ⑪てく戸．○Ｎ

二Ｊ

負担箔叶麗ｅ皿．一

二舛慕⑩Ｙ掴

〉Ｊ二梍浸柵掴．の

二世ｐ錠⑩

へ『

F
i
1
壷
房
l
Z
i
襲
猴
毎
擢
Ｉ
毒
ﾘ
ｵ
墨
Z
i
R
i
R
i
i
鵲
篭
諜
t
h
熟
』
j
;
亨
孟
_
．
＿
蕊
鑑
識
藷
ｉ
ｆ
鵜
Z
９
．
､
ふ
．
・
４
W
護
詔
擁

墨
菫
臺
雲
毫
曇

塚
.
E
￣
￣
$
錘
:
=
…
z
，
.
.
；
篭
慰
識
溌
灘
讃
礁
蕊
薙
i
X
罐
’
＿
笘
・
・
ろ
．
．
￣
｡
、
麻
:
;
鑓
製
黙
。
p
～
､
》
、
薊
懸
鐘
：
；

菫:
琴菫
乏鑿
i三
二二
二簔

三i
妄琴
i塗

i蓬

合
計
(
人
）

1
．
胃
の

調
子
が
お

か
し
い

2
.
便
秘
し

や
す
い

4
.
下
痢
し

や
す
い

５
.
だ
る
く

な
り
や
す

い

６
.
熱
つ
ぼ

い

７
．
足
が

重
い
感
じ

が
す
る

8
．
元
気

が
出
な
い

９
．
頭
が
病
く

な
り
や
す
い

１
０
．
め
ま

い
が
し
や

す
い

4
７
韓
国
｡
成
人

1
７
．
０

6
.
4

1
，
．
６

2
3
.
4

4
.
3

2
3
.
4

6
-
4

4
.
3

7
１
熊
本
･
成
人

1
２
．
７

7
.
0

9
.
9

1
８
．
３

4
.
2

1
４
．
１

２
．
８

1
１
．
３

7
8
1
福
岡
市
２
０
０
３
年

1
8
.
8

2
3
.
6

1
２
．
０

1
５
．
４

1
.
7

1
０
．
２

８
．
７

9.
1

合
計
（
人
）

１
１
．
目
が

疲
れ
や
す

い

１
２
.
風
邪

を
弓
i
吉
や

す
い

１
３
.
夜
よ

<
眠
れ
な

い

１
４
.
手
足

が
し
び
れ

る
感
じ
が

す
る

１
５
．
肩
や

腰
が
こ
つ

て
い
る

１
６
．
心
臓

が
ど
き
ど

き
し
や
す

い

1
７
．
手
足

が
は
れ

ぽ
つ
た
い

１
８
．
い
ら

い
ら
す
る

１
９
.
心
配
事

が
あ
る

4
７
韓
国
･
成
人

1
７
．
０

6
.
4

6
.
4

1
２
．
８

3
6
.
2

2.
1

1
Ｕ
６

1
０
．
６

1
２
８

1
４

J
１

目
巨
泙
5
＝
ｐ
Ｌ
ﾉ
、

２
１
．
１

1
.
4

7
.
0

5
.
6

4
6
.
5

4
.
2

4
.
2

1
２
．
７

7
.
0

2
３

7
8
1
*
富
田
同
了
２
０
Ｇ
ｓ
年

3
8
.
8

1
屯
`
５

1
２
．
８

8
.
5

4
2
.
,

６
．
７

7
.
8

1
５
－
５

1
５

菫
三
二
三
菫
菫
菫
三
二
菫
三
雲
雲
菫
菫
菫
壽



中
･
高
校
生
（
記
号
Ｈ
）
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
一
覧

Ｎ
ｏ
．
１
（
Ｈ
）
立
山
作
成

表
１
Ｈ
家
族
の
人
数
（
割
合
､
％
）

合
計
(
人
)
’
’
'
1
人
に
人
’
3
人
’
4
人
’
'
5
人
’
6
人
以
上
｜
無
回
答

1
4
3
|
韓
国
･
中
高
校
生
｜
’
０
０
|
■
Ｏ
７
１
１
２
６
１
６
７
ｊ
ｌ
１
８
９
１
０
７
１
０
０

１
唾
I
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
|
’
２
８
１
１
９
１
１
１
１
６
１
３
２
３
１
２
４
９
１
■
■
2
５
０
１
１
５

1
5
0
1
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
0
6
1
1
９
３
１
１
２
１
３
１
１
２
４
．
７
１
２
２
０
１
１
１
６
７
１
０
０

7
8
1
1
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
１
０
２
１
１
２
３
７
１
１
２
１
０
１
１
２
６
８
１
１
１
２
７
１
１
５
２
１
１
０
４

表
1
Ｈ
中
高
校
生
･
家
族
の
人
数

０００００

帥印扣、０

j
公

｣
／
,
２
、
Ｒ

一
←
韓
国
･
中
高
校
生

一
殴
熊
本
･
高
校
全
日
制

台
一
熊
本
･
高
校
定
通
制

一
>
←
福
岡
市
2
0
0
3
年

６
Ｗ
，
緯

寸
呵
;
「
ダ
D
Ｊ

表
2
-
1
Ｈ
家
庭
で
､
ふ
だ
ん
(
平
日
)
家
族
や
親
子
が
会
話
し
な
が
ら
一
緒
に
過
ご
す
時
間
（
割
合
､
％
）

合
計
(
人
)
’
｜
ほ
と
ん
ど
な
し
'
1
5
分
く
ら
い
'
3
0
分
く
ら
い
'
1
時
間
く
ら
い
'
'
2
時
間
く
ら
い
'
3
時
間
以
上
|
無
回
答

1
4
3
1
韓
国
･
中
高
校
生
’
８
４
１
１
２
６
６
１
３
０
１
１
１
７
５
１
１
１
２
１
４
９
１
１
４

1
,
0
8
6
1
熊
本
･
高
校
全
日
制
’
１
０
６
１
１
７
９
１
１
５
９
１
２
５
２
１
２
１
１
１
１
９
３
１
０
０

1
5
0
1
1
熊
本
･
高
校
定
通
制
'
’
１
８
．
７
１
１
０
１
１
１
１
４
．
０
'
’
１
６
．
０
'
’
１
６
．
０
|
’
２
２
７
１
１
２
．
７

表
2
-
2
Ｈ

(
割
合
、
妬
）

合
計
(
人
)
|
’
’
'
3
0
分
以
下
’
1
時
間
以
上

1
4
3
|
韓
国
･
中
高
校
生
’
’
６
５
１
１
３
３
６

1
,
0
8
6
1
熊
本
･
高
校
全
日
制
’
３
４
．
４
１
１
６
５
６

1
5
0
1
1
熊
本
･
高
校
定
通
制
'
’
３
２
８
１
１
５
４
．
７

表
3
Ｈ
朝
食
(
平
日
)
を
食
べ
た
か

(
割
合
､
％
）

表
3
Ｈ
中
･
高
校
生
朝
食
を
食
べ
た
か

表
４
Ｈ
中
･
高
校
生
夕
食
を
食
べ
た
か

食
べ
て
い

な
い

合
計
(
人
）

食
べ
た

無
回
答

ル
ヘ
ト
．
･
二
１

．
－
’

｢
T
照
､
l
韓
国
･
中
高
校
生
｜
’
９
０
．
９
１
１
７
．
７
１
１
１
．
４

，
画
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
'
’
９
０
３
１
１
９
２
１
０
５

，
函
l
l
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
５
６
０
１
１
４
２
７
１
１
３

ｒ
７
Ｔ
ｍ
ｌ
ｌ
福
岡
市
２
０
０
３
年
|
’
８
２
．
５
１
１
１
７
０
１
１
０
．
５

臣
福
岡
市
2
0
0
3
年

ｇ
熊
本
･
高
校
定
通
制

Ⅲ
更
福
岡
市
２
０
０
３
年

Ｉニー

ｇ
熊
本
･
高
校
定
通
制

111
ロ
食
べ
た

ロ
食
べ
て
い
な
い

□
無
回
答

ロ
食
べ
た

ロ
食
べ
て
い
な
い

□
無
回
答

表
4
Ｈ
夕
食
(
平
日
)
を
食
べ
た
か

(
割
合
､
％
）

一 s
熊
本
･
高
校
全
日
制

Ｅ
Ｄ ｇ
熊
本
･
高
校
全
日
制

食
べ
て
い

な
い

合
計
(
人
）

食
べ
た

無
回
答

弓
韓
国
･
中
高
校
生

Ⅱ
写
韓
国
･
中
高
校
生

一

｢
T
回
|
韓
国
･
中
高
校
生
｜
’
９
８
．
６
１
１
０
．
７
１
１
０
．
７

，
国
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
'
’
９
５
３
１
４
２
１
ｑ
５

ｍ
団
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
'
’
９
１
４
１
２
６
１
６
０

｢
７
F
m
l
l
福
岡
市
２
０
０
３
年
|
’
９
３
．
３
１
１
５
０
１
１
１
．
７

」
Ｉ

｡：
ﾄｰ

ｰ
１

0
％
２
０
％
４
０
％
６
０
９
６
８
０
９
６
１
０
０
％

0
％
２
０
％
４
０
％
６
０
％
８
０
％
１
０
０ ％

表
３
－
１
卜
朝
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か

(
割
合
、
％
）

表
3
-
2
Ｈ
朝
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か

(
割
合
、
％
）

家
族
と
一

緒
に

職
場
･
ク
ラ

ス
メ
ー
ト

友
人
.
近

所
の
人
と

家
族
と
一

緒
に

合
計
(
人
）

ひ
と
り

そ
の
他

無
回
答

合
計
(
人
）

ひ
と
り

友
人
な
ど

｢
､
銅
|
韓
国
･
中
高
校
生
’
’
２
９
５
１
１
６
３
６
１
１
0
８
１
１
４
５
１
０
０
１
ｔ
５

ｍ
ｍ
ｌ
熊
本
･
高
校
全
日
制
'
’
５
２
２
１
１
３
９
２
１
１
ｑ
４
１
４
７
１
２
９
１
０
５

Ｆ
函
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
'
’
６
５
１
１
１
２
７
９
１
１
２
１
１
２
１
２
３
１
２
３

｢
圃
画
|
福
岡
市
２
０
０
３
年
|
’
３
４
．
７
１
１
６
１
．
４
１
１
１
．
９
１
１
０
．
７
１
１
０
．
１
１
１
１
２

、
麺
|
韓
国
･
中
高
校
生
｜
’
２
９
．
５
１
１
６
３
．
６
１
１
５
．
３

m
D
U
l
l
熊
本
･
高
校
全
日
帝
1
１
１
５
２
２
１
３
９
２
１
８
０

Ｆ
面
ﾛ
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
６
５
１
１
１
２
７
９
１
４
７

｢
『
冠
】
|
福
岡
市
2
0
0
3
年
'
’
３
４
７
１
１
６
１
．
４
１
１
２
７

表
4
-
1
Ｈ
夕
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か

(
割
合
、
％
）

(
割
合
、
％
）

表
4
-
2
Ｈ
夕
食
(
平
日
)
を
誰
と
食
べ
ま
し
た
か

家
族
と
一

緒
に

職
場
･
ク
ラ

ス
メ
ー
ト

友
人
｡
近

所
の
人
と

家
族
と
一

緒
に

合
計
(
人
）

ひ
と
り

そ
の
価

無
回
答

合
計
(
人
）

ひ
と
り

友
人
な
ど

｢
1
2
画
|
韓
国
･
中
高
校
生
’
’
２
６
１
１
１
４
６
５
１
１
１
３
１
１
４
８
１
０
７
１
０
７

i
面
n
回
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
'
’
１
９
１
１
１
７
１
５
１
０
５
１
５
７
１
２
７
１
０
５

1
4
6
1
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
２
４
７
１
５
０
０
１
１
４
０
１
１
１
０
７
’
２
０
１
６
０

7
7
8
1
1
福
岡
市
2
0
0
3
年
|
’
１
８
４
１
１
７
４
．
０
|
’
２
７
１
１
３
．
７
１
１
‐
|
’
１
２

｢
T
回
|
韓
国
･
中
高
校
生
’
２
６
１
１
１
４
６
５
１
２
６
８

m
i
Z
m
l
熊
本
･
高
校
全
日
制
’
１
９
１
１
１
７
１
５
１
１
a
9

m
Z
p
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
２
４
７
１
５
０
０
１
１
１
６
７

｢
7
ｍ
l
福
岡
市
2
0
0
3
年
|
■
１
８
４
１
１
７
４
０
１
１
６
．
４

へ→
壷
１
Ｈ
実
権
の
人
数

（
害
1
1
合
一
ｑ
ｆ
ｎ

匡
菫
雲
三
三
三

表
２
－
１
Ｈ
家
屋
で
～
ふ
だ
ん
(
平
曰
)
実
権
や
親
子
が
今
藷
し
錘
が
昌
一
緒
I
こ
渦
ご
す
時
間
（
富
|
今
一
％
〕

更
福
岡
;
、
２
０
０
３
年

畠
熊
本
･
高
校
定
遺
制

｡ ｇ
熊
本
･
高
校
全
日
制

一 豊
韓
国
･
南
]
高
校
生

合
計
(
人
）

3
0
分
以
下

1
時
間
以
上

1
４
３

6
５
．
１

3
3
.
6

1
.
,
8
6
熊
本
;
｡
旨
『
＃
志
今
日
常

3
４
４

6
5
.
6

1
５
０
態
;
卒
;
･
局
転
ﾐ
ﾌ
五
通
届

3
2
.
8

5
4
.
7

合
計
(
人
〕

食
べ
た

食
べ
て
い

な
い

無
回
答

１
４
３

亘
茸
Ｅ
ｉ
西
原
ロ
再
三
羽
V
志
f
羊

9
0
.
9

7
.
7

1
.
4

1
,
0
8
6
熊
本
｡
高
校
全
日
帝

g
Ｕ
３

9
-
2

０
．
５

1
５
０

日
亘
研
Z
ド
ミ
画
邑
h
モ
ガ
ピ
ェ
１
用
汁

5
6
.
0

4
2
.
7

1.
3

7
8
1

f
邑
i
1
面
1
ｍ
Ｚ
Ｌ
Ｊ
Ｕ
ご
ﾛ
キ

8
2
.
5

1
７
，

0
.
5

合
計
(
人
）

食
べ
た

食
べ
て
[

な
い

無
回
答

【
4
３

旦
旦
Ｅ
旦
口
Ｌ
Ｈ
ｆ
苛
中
Ｓ
Ｅ
二
目

9
8
.
6

0
.
7

1
，
８
６
熊
本
公
高
校
全
日
制

9
5
.
3

0
.
5

1
５
０

F
]
：
;
刀
Ｎ
■
/
旨
刊
蚕
3
5
百
回
劉
届
列

9
1
.
4

6
.
0

7
8
1
福
岡
市
２
０
ｏ
3
年

9
3
.
3

1
.
7

合
計
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

職
場
｡
ク
ラ

ス
メ
ー
ト

友
人
ﾛ
近

所
の
人
と
そ
の
他

無
回
答

1
３
２
宙
雪
臣
1
画
Ｅ
ｈ
＝
則
毒
と
指

2
9
.
5

6
3
.
6

0
.
8

４
．
５

0
.
0

1
.
5

1
,
0
0
4
能
ｽ
ﾞ
痕
･
害
『
ｵ
審
全
曰
謂
’

5
2
.
2

3
９
．
２

０
－
４

４
．
７

2
.
9

０
．
５

８
６

f
l
E
郭
:
。
届
1
.
審
；
可
=
T
開
附
則

6
5
.
1

2
7
.
9

1
-
2

1
.
2

2
.
3

２
．
３

6
8
9
福
岡
市
2
0
0
3
年

3
4
.
7

6
1
.
4

1
.
9

0
.
7

0.
1

1
２

合
計
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

友
人
な
ど

１
３
Ｚ

2
9
.
5

6
３
６

5
.
3

１
．
０
０
４
熊
本
｡
嵩
稜
全
日
缶

5
２
．
２

３
９
．
２

8
-
0

8
６
熊
本
｡
富
枝
定
撞
缶

6
5
.
1

２
７
．
９

4
-
7

6
8
9
伝
i
1
首
I
巾
Ｚ
Ｕ
Ｕ
ご
土
猴

3
4
.
7

６
１
．
４

２
７

合
計
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

職
場
園
ク
ラ

ス
メ
ー
ト

友
人

所
の
望

そ
の
他

無
回
答

1
４
２
韓
国
･
中
富
椌
生

2
6
.
1

4
6
.
5

1
１
．
３

０
．
７

0
.
7

１
，
G
4
D
熊
本
･
窩
枝
全
曰
儒
1
１

1
９
．
１

7
1
.
5

0
.
5

2
.
7

0
.
5

1
４
５
熊
本
･
高
校
定
適
荊
’

2
４
．
７

5
0
.
,

4
.
0

２
．
０

６
`
0

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年

1
８
．
４

7
4
.
0

2
.
7

1
.
2

合
官
I
(
人
）

ひ
と
り

家
族
と
－

緒
に

友
人
な
ど

１
４
２
韓
巨
|
・
中
富
*
さ
:
津

2
6
.
1

4
6
.
5

2
６

1
.
0
4
0
龍
2
本
･
筥
『
ｵ
ﾘ
壷
;
全
目
帯

1９
．１

７
１
．
５

1
４
６
態
Ｚ
旗
･
雁
認
寅
;
豆
i
圃
帝

2
4
.
7

５
０
．
０

1
６

7
７
８
福
岡
市
2
0
0
3
垂

7
4
.
0

合
計
(
人
）

１
人

2
人

３
人

４
人

５
人

６
人
以
上
無
巨
答

1
４
３
宙
貧
困
・
ｒ
ｈ
=
ご
丈
志
と
仁

0
.
0

０
．
７

1
２
．
６

６
７
－
１

i
８
．
９

０
．
７

0
.
0

］
.
Ｕ
ｔ
ｊ
Ｕ
熊
本
･
高
校
全
日
制

2
.
8

1
.
9

1
１
．
６

3
2
-
3

2
4
.
9

2
5
.
0

1
.
5

]
p
Ｕ

日
Ｅ
５
卒
Ｓ
Ｗ
旨
i
\
B
E
が
T
f
1
f
H
J
U

0
.
6

9
.
3

2
1
’
３

2
4
-
7

2
2
.
0

1
６
．
７

0
.
0

7
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年

ｆ
ｕ
,
２

2
3
.
7

２
１
．
，

2
6
-
8

1
２
．
７

5
.
2

０
．
４

合
計
(
人
）

ほ
と
ん
ど
な
Ｌ

１
５
分
く
ら
い

３
０
分
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い
2
時
間
く
ら
い
3
時
間
以
上
無
回
答

1
４
３

8
.
4

2
6
.
6

3
0
-
1

1
７
．
５

1
１
．
２

4
,
9

1
.
4

ｉ
ｐ
８
６
熊
本
･
馬
ﾖ
ﾎ
舂
全
B
f
H
l

１
｡
､
６

7
.
9

1
５
－
９

2
5
.
2

２
１
．
１

1
９
．
３

0
`
０

1
５
０

F
可
ｒ
ｉ
Ｚ
Ｆ
忌
・
H
三
引
干
壺
示
T
用
i
:
H
１

１８
．７

０．
１

1
４
－
０

１
６
.
ロ

1
６
．
０

２
２
．
７

2
.
7

.
ｌ
‐
「
・
轡
「
ｌ
，

＝
-
￣
￣
~
壁
…
Ｉ

韓
i
醤
:
｜
｝
:
［

ＩＩ
Ｅ
謡
』
ｷ
ﾆ
ｪ
（
P
W
多
区
二
=
k
､
Ｐ
－
Ｈ

ｐ
巨
吉
笹
門
田
f
2
2
A
Y
i
亀

…
「
「
l
…
１
軒

、
戸
鰹
，
、
-
１

｜
;
Ｍ
｜
：

ロ
ヨ

ツ
4

１
．
１
．
１
１
鰯
;
『



Ｎ
Ｏ
２

（H
）

目
Ｈ
１
=
（
ﾖ
ム
ト

１
４
２
韓
国
中
高
校
生
一
ｍ
■
、
－
－
Ｗ
一
一

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

１
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

６
８
９
福
岡
市
2
0
0
3
年
■
、
－
－

１
４
２
韓
国
･
中
高
校
生
７
１
１
１
４
１
９
７
４
２
２
８
０
７

1
1
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

１
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年
－
，
－

表
7
-
1
Ｈ
そ
の
朝
食
に
満
足
で
す
か

(
割
合
､
％
）

表
7
-
2
Ｈ
そ
の
朝
食
に
満
足
で
す
か
（
割
合
､
％
）

合
計
(
人
）
と
て
も
満
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
わ
か
ら
な
し
無
回
答

１
４
２
韓
国
中
高
校
生
２
０
５
６
２
９
７
６
３
８

１
０
４
０
能
本
高
校
全
曰
制
１
４
６
５
６
４
１
１
５
３
５

１
４
６
熊
本
高
校
定
通
制
１
５
１
６
７
４
１
１
６
１
２

７
７
８
福
岡
市
2
0
0
3
年
１
７
０
６
５
２
１
０
３
１
２

合
計
(
人
）

１
４
２
韓
国
中
同
校
生
８
３
４
１
１
４

１
０
４
０
能
本
高
校
全
日
制
７
１
０
１
５
０

１
４
６
熊
本
同
校
定
通
制
８
２
５
１
２
８

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年
８
２
２
１
１
５

表
8
-
1
Ｈ
そ
の
夕
食
に
満
足
で
す
か

(
割
合
､
％
）

表
8
-
2
Ｈ
そ
の
夕
食
に
満
足
で
す
か
（
割
合
､
％
）

合
計
(
人
）
と
て
も
満
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
，
わ
か
ら
な
し
無
回
答

１
４
２
輯
国
中
高
校
生
３
１
０
５
５
６
４
２
３
５

１
０
４
０
能
本
高
校
全
曰
制
４
０
３
４
９
５
３
４
０
９

１
４
６
熊
本
高
校
定
通
制
３
３
６
４
８
６
３
４
０
７

７
７
８
福
岡
市
２
０
０
３
年
３
０
８
６
１
８
２
８
０
９

合
計
(
人
）

１
４
２
韓
国
中
高
校
生
８
６
６
７
７

１
０
４
０
能
本
高
校
全
曰
制
８
９
８
４
３

１
４
６
能
本
校
定
通
制
８
２
２
４
１

７
７
８
福
岡
市
2
0
0
3
年
９
２
６
３
７

表
9
-
2
Ｈ
朝
食
の
主
食
の
内
宅
複
数
回
答
（
割
合
､
％
）

ｌ
ｐ
ｌ
韓

１
５
３
韓
国
･
中
高
校
生
１
０
５
７
４
８
１
１
９
２
１
７
０
０
７

１
，
０
８
６
熊
本
･
高
校
全
曰
制
１
０
４
５
９
９
２
７
３
２
１
０
３
０
０

１
５
０
熊
本
･
高
校
定
通
制
４
２
７
３
９
３
１
４
７
４
０
２
０
０
０

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
１
７
０
５
０
３
３
９
６
６
８
１
０
０
５

１
５
３
韓
国
･
中
高
校
生
７
４
８
２
１
０

１
０
８
６
熊
本
・
校
全
曰
制
５
９
９
２
９
７

１
５
０
熊
本
・
校
定
通
制
３
９
３
２
０
７

７
８
１
福
岡
市
2
0
0
3
年
５
０
３
４
７
４

表
1
0
-
1
Ｈ
夕
食
の
主
食
の
内
落
複
数
回
答
（
割
合
､
％
）

層
１
０
－
１
Ｈ
夕
歪
匙
の
主
T
豊
の
内
室

１
コ
＝

１
５
３
韓
国
中
高
校
生
一
一
ｍ
￣
￣
ｍ
－
ｎ

ｌ
ｐ
８
６
熊
本
･
高
校
全
曰
制
－
－
，
－
m
■
ｍ
－
ｍ
－
ｎ

ｌ
５
０
熊
本
･
高
校
定
通
制
－
－
，
－
ｍ
＝
、
－
－

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
．
・
０

１
５
３
韓
国
･
中
同
校
生
８
８
８
１
８
９

１
０
８
６
熊
本
・
枝
曰
制
８
５
２
１
４
２

１
５
０
熊
本
・
校
定
通
制
７
３
３
１
８
７

７
８
１
福
岡
市
２
０
０
３
年
８
９
０
１
９
０

ｗ、

表
5
Ｈ
朝
食
(
平
日
)
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

（
割
合
､
％
）

表
6
Ｈ

夕
食
(
平
日
)
は
ど
こ
で
作
っ
た
も
の
で
す
か

（
害
Ｉ
合
､
％
）

表
9
-
1
Ｈ
朝
食
の
主
食
の
内
容
複
数
回
答
（
害
Ｉ
合
､
％
）

表
1
0
-
1
Ｈ
夕
食
の
主
食
の
内
容
複
数
回
答
（
割
合
､
％
）

合
計
(
人
）

と
て
も
満
足
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
議
わ
か
ら
な
し
無
回
答

1
４
２
韓
国
･
中
高
校
生

2
0
.
5

6
2
.
9

7
.
6

3
.
8

0
.
8

4
.
5

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制

1
４
．
６

5
6
.
4

1
１
．
５

3
.
5

1
１
．
７

２
３

1
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制

1５
．
１

6
7
.
4

1
１
．
６

1
.
2

2
.
3

2
.
3

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

1
７
．
０

6
5
.
2

1
０
．
３

1
.
2

4
.
8

1.
6

合
計
(
人
）

満
足

不
満

1
４
２
韓
国
･
中
高
校
生

8
3
.
4

1
１
．
４

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制

7
1
.
0

1
5
.
0

1
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制

8
2
.
5

1
２
．
８

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

8
2
.
2

1
１
．
５

-
(
人
）

と
て
も
満
足
ま
あ
満
足
や
や
不
満
と
て
も
不
潅
わ
か
ら
な
し
無
回
答

1
４
２
韓
国
･
中
高
校
生

3
1
.
0

5
5
.
6

4
.
2

3
.
5

4
.
9

０
．
７

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制

4
0
.
3

4
9
.
5

3
.
4

０
．
９

5
.
3

0
.
7

1
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制

3
3
.
6

4
8
.
6

3
.
4

0
.
7

7
.
5

6
.
2

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

3
0
.
8

6
1
.
8

2
.
8

0
.
9

1
.
8

1.
8

合
計
(
人
）

満
足

不
満

1
４
２
韓
匡
･
中
高
校
生

8
6
.
6

7
.
7

1
,
0
4
0
熊
本
･
１
言
校
全
曰
制

8
9
.
8

4
.
3

1
４
６
熊
本

。Ｉ
言
校
定
通
制

8
2
.
2

4.
1

7
7
8
福
岡
７
丁
2
0
0
3
年

9
2
.
6

3
.
7

合
計
(
人
）

ご
飯
･
も
ち
バ
ン
･
麺
.

小
麦
粉
製

ロ ロ
ロ

1
５
３

｜玉一

･
中
高
校
生

7
4
.
8

2
1
.
0

1
,
0
8
6
熊
本
･
高
校
全
日
制

5
9
.
9

2
9
.
7

1
５
０
熊
本
･
高
校
定
通
制

3
9
.
3

2
0
.
7

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

5
0
.
3

4
7
.
4

合
計
(
人
）

ご
飯
･
も
ち
バ
ン
･
麺
.

小
麦
粉
製

ロ ロ
ロ

1
５
３
韓
国
･
中
高
校
生

8
8
.
8

1
８
．
９

1
,
0
8
6
熊
本
･
高
校
全
曰
制

8
5
.
2

1
４
．
２

1
５
０
熊
本
･
高
校
定
通
制

7
3
.
3

1
８
．
７

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

8
9
.
0

1
９
．
０

合
計
(
人
）

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
.

出
前

そ
の
他

無
回
答

1
４
２
韓
国
･
中
高
校
生

8
6
.
4

1.
5

6
.
8

０
８

3
.
8

0
.
8

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制

1
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制

6
8
9
福
岡
市
2
0
0
3
年

8
8
.
7

7
.
0

0
.
4

1
.
2

1
.
2

1
.
6

合
計
(
人
）

家
庭
･
下

宿
市
販
の
弁

当
･
惣
菜

社
内
(
学

内
)
の
食

堂

飲
食
店
.

出
前

そ
の
他

無
回
答

1
４
２
韓
国
･
中
高
校
生

7
1
.
1

1
.
4

1
９
．
７

4
.
2

2
.
8

0
.
7

1
,
0
4
0
熊
本
･
高
校
全
曰
制

1
４
６
熊
本
･
高
校
定
通
制

■
■

7
7
8
福
岡
市
2
0
0
3
年

8
6
.
9

4
.
4

0
.
4

6
.
2

０
．
８

1
.
4

合
計
(
人
）

食
べ
な
い

ご
飯
･
も
ち
バ
ン

麺
･
小
麦

粉
製
品

そ
の
他

無
回
答

1
５
３
韓
国
･
中
高
校
生

1
０
．
５

7
4
.
8

1
１
．
９

2.
1

7
.
0

0
.
7

1
,
0
8
6
熊
本
･
高
校
全
曰
制

1
０
．
４

5
9
.
9

2
7
.
3

2.
1

０
．
３

0
.
0

1
５
０
熊
本
･
高
校
定
遺
制

4
2
.
7

3
9
.
3

1
４
．
７

4
.
0

2
.
0

0
.
0

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

1
７
．
０

5
0
.
3

3
9
.
6

6
.
8

1
.
0

０
．
５

合
計
(
人
）

食
べ
な
い

ご
飯
･
も
ち
バ
ン

麺
･
小
麦

粉
製
品

そ
の
他

無
回
答

1
５
３
韓
国
･
中
高
校
生

2.
1

8
8
.
8

5
.
6

9
.
8

3
.
5

０
．
０

1
,
0
8
6
熊
本
･
高
校
全
曰
制

4
.
2

8
5
.
2

2
.
2

1
１
．
５

0
.
5

0
.
0

1
５
０
熊
本
･
高
校
定
通
制

2
.
6

7
３
３

3
.
3

1
２
．
７

2
.
7

5
.
3

7
8
1
福
岡
市
2
0
0
3
年

5
.
0

8
9
.
0

3
.
6

1
５
．
４

1
.
7



Ｎ
ｏ
．
３
（
Ｈ
）

回
答
者
を
母
数
と
し
た
場
合

(
割
合
､
妬
）

表
1
1
Ｈ
朝
食
を
一
緒
に
食
べ
な
い
と
き
の
理
由

ア
ル
バ
イ

ト

家
族
が
仕

事

家
族
の
つ
一
緒
は
嫌

だ

寮
や
下
宿

生
活

回
答
者

課
外
活
動
塾
な
ど

遊
び

寝
坊
な
ど

■
■
Ｉ
｜
|
`
M
､
汀
'
曰
…
|
|
＝
￣
￣
｜
|
竺
一
｜
|
ト
｜
塵
｜
き
あ
い
｜
|
だ
｜
|
生
活
’
'
１
…
』
.
￣

麺
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
’
3
4
7
%
’
0
5
%
’
0
7
%
’
ｑ
9
%
’
2
5
4
%
’
１
８
%
’
０
７
%
’
７
５
%
’
２
７
８
％

四
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
０
０
%
’
0
7
%
’
1
.
4
%
’
２
１
５
%
’
2
2
2
%
’
1
.
4
%
’
0
0
%
’
０
０
%
'
’
5
2
8
％

､

表
1
2
Ｈ
夕
食
を
一
緒
に
食
べ
な
い
と
き
の
理
由

回
答
者
を
母
数
と
し
た
場
合

(
割
合
、
％
）

ア
ル
バ
イ

ト

家
族
が
仕

事

家
族
の
つ

き
あ
い

一
緒
は
嫌

だ

寮
や
下
宿

生
活

課
外
活
動
塾
な
ど

遊
び

寝
坊
な
ど

回
答
者

画
|
熊
本
･
高
校
全
曰
制
'
’
1
6
.
3
%
|
’
５
８
%
|
’
7
.
8
%
|
’
６
５
%
'
’
3
4
5
%
|
’
２
４
%
|
’
1
.
8
%
|
’
８
６
%
'
’
1
6
.
3
％

囮
|
熊
本
･
高
校
定
通
制
’
１
８
%
’
３
５
%
’
1
4
9
%
'
’
1
3
2
%
’
2
2
8
%
’
１
８
%
’
２
６
%
’
０
０
%
’
3
9
5
％

表
１
１
Ｈ
熊
本
･
高
校
生
・
朝
食
を
家
族
と
食
べ
な
い
理
由

表
１
２
Ｈ
熊
本
･
高
校
生
・
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
な
い
理
由

ⅡＨＨⅡ船外ＮＮＮⅡ

００００００００００

５０５０５０５０５０
４４３３２２１１

冊刊冊刊冊粘％
０００００００

印加扣卯如扣０

圃瞥團圖箇一〒。．｜・

押卍罪．射、刑期餌。。△．．。．Ⅱ
田

ロ
熊
本
･
高
校
全
日
制

ロ
熊
本
･
高
校
定
通
制

ロ
熊
本
･
高
校
全
日
制

ロ
熊
本
･
高
校
定
通
制

匡
圭
＝
"
-
$
い
;
N
■

識
藪
鍜
鍬
､
ざ

’`'
4mI

ii:
``議

籔
鶏`ｉｌ

ﾎﾟﾄﾞ
}録

拝ｒ

鍜

・謬

識

ﾉ,`
}`i

il`
`議談

綴;:
;l`

`鼠
表
1
3
-
2
Ｈ
次
に
上
げ
る
料
理
を
下
ご
し
ら
え
済
み
の
食
材
を
使
わ
な
い
で
、
自
分
で
最
初
か
ら
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
（
割
合
､
％
）

肉
じ
ゃ
が

(
鶏
と
野

菜
の
煮
込

み
）

筑
前
煮

(
春
雨
と

野
菜
の
妙

め
物
）

み
そ
汁

(
ス
ー
プ
）

カ
レ
ー
ラ

イ
ス

ど
れ
も
で

き
な
い

＊
韓
国
で
は
｢
卵
焼
き
｣
を
調
査
し
て
い
な
い
。

（
）
は
韓
国
の
場
合
の
料
理
名
。

回
答
者

ご
は
ん

卵
焼
き

焼
き
魚

天
ぷ
ら

「
囹
圃
|
韓
国
･
高
校
生
’
7
1
.
4
%
'
’
1
1
.
1
%
'
'
一
’
’
１
２
７
%
|
’
7
.
9
%
'
’
3
3
.
3
%
'
’
2
2
2
%
|
’
４
８
%
'
’
1
9
.
0
％

T
函
|
熊
本
･
高
校
全
日
制
’
8
4
7
%
’
５
９
８
%
'
’
８
４
７
%
’
6
8
8
%
’
２
１
３
%
’
3
9
6
%
’
2
9
3
%
’
５
６
%
’
４
２
％

m
5
m
l
熊
本
･
高
校
定
通
制
'
’
7
9
3
%
'
’
6
0
0
%
'
’
8
4
0
%
’
7
1
3
%
’
2
6
7
%
'
’
4
7
.
3
%
’
4
4
7
%
’
1
5
3
%
|
’
６
０
％

表
１
３
－
２
Ｈ
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
料
理
中
高
校
生

蕊
j
乱
し
ﾛ
ﾛ

ﾏ
｢

－
←
韓
国
･
高
校
生

一
鴎
熊
本
･
高
校
全
日
制

一
熊
本
･
高
校
定
通
制

＝
ヘ
ー
ペ
ヌ
ル
･
パ
ー
．
へ
.
；

～
』
､
．
＜
三
等
“
.
．
、
－
．
－
．
゜
｡

▼
:
；
〃
’
･
＝
\
｡
■
＝
之
一
＝

ﾛ
ゴ

Ｋヤトーュベ

２起汕

杣輩畳

姪杣輩

ｊ滝Ⅸ

二禅伽いや暮如

（、－Ｋ）土中屯

（竜劇鞭ｅ塒臨

却郷）這辛。区

（写母堂ｅ概廟

判膣帥）維恒贋

>
ｖ
～

回
答
者

課
外
活
動
塾
な
ど

艦
ぴ

ア
ル
バ
イ

家
族
の
つ

空
狂
い

一
緒
は
嫌

だ

漂
ゼ
ヤ
ト
宿

生
活

寝
坊
な
ど

8
5
0
熊
本
｡
高
校
全
日
制

3
4
.
7
％

0.
59

$
0
.
7
脚

0
.
9
％

2
5
.
報

1
β
％

0
.
7
％

7
.
5
乳

2
7
.
8
％

1
４
４
熊
本
｡
高
校
定
通
制

0
.
0
％

0
.
7
％

1
.
4
乳

2
1
.
5
％

'
'
２
Ｗ

1.
49

6
０
．
０
％

ｑ
０
％

5
2
8
Ｗ

回
答
者

課
外
活
動
塾
な
ど

遊
び

ア
ル
バ
イ

零
i
J
i
9
E
C
D
つ

き
あ
い

一
緒
は
嫌

だ

Ｊ
受
や
卜
疽

生
活

寝
坊
な
ど

7
2
2
熊
本
｡
高
校
全
日
制

1
6
.
3
％

5
.
8
％

7
.
8
呪

6
.
5
W

３
４
．
５
Ｗ

2.
49

6
Ｌ
8
％

8
.
6
％

1
6
.
3
Ｗ

1
１
４

目
罵
７
砥
・
信
ｉ
ｆ
強
定
1
固
而
i
Ｕ

1
.
8
％

3
.
鰯

14
.9
9（

1
3
.
2
兜

2
2
8
％

1
.
8
％

2
-
6
％

０．
０ﾘ

ビ
3
9
.
5
％

騨
蕊
塗
篭
調
鴬
鍵
躍
藷
_
X
韓
懲
蕊
i
身
』
】
i
露
t
§
i
i
h
f
E
;
禅

Ｈ
燕
輯
、
！
．
．
。

罫
騨
震
騒
帛
藍
蒋
i
抵
勲
i
塞
錘
駒
i
品
蒜
N
;
琴
潔
熟
i
鷺
;
．

占
祷
f
i
E
t
爵
罰
t
惑
騨
｡
；
錘
]
1
5
f
j
痩
与
h
M
1
．
市

．
､
鐡
震
屡
写
`
,
懐
｡
．

＝
「
可
－
１
蘆
:
「
'二

F､
二

鐘
.
1
k
:
品
h
1
R
騨
籍
一
ﾆ
ﾗ
麹
Z
躍
蕊
-
蕊

.
-
￣
悪
完
誘
i
X
も
缶
n
ｆ

‐
専
瞳
・
認
H
1
舞
露
鐸
.
｡
､
型

.
…
鐸
電
:
j
泉
蕊
士
｡
霧
、

霊
勢
溌

回
答
者

ば
ん

み
そ
汁

(
ス
ー
プ
）

卵
焼
き

カ
レ
ー
ラ

イ
ス

肉
じ
ゃ
が

(
鶏
と
野

菜
の
煮
込

み
）

焼
き
魚

天
ぷ
ら

筑
前
煮

(
春
雨
と

野
菜
の
妙

め
物
）

ど
れ
も
で

き
な
い

５
３

直
當
巨
|
･
差
雪
ｵ
;
$
§
生

7
1
.
4
9
6

１
１
．
１
％

i
2
.
7
％

7
.
9
艶

3
3
.
3
％

,
，
,
％

4
.
8
％

i
９
．
０
％

１
，
０
８
６
熊
本
｡
高
校
全
日
制

8
4
-
7
％

5
9
.
8
％

8
4
-
7
9
6

6
8
.
8
％

2
1
.
3
兜

3
9
.
6
％

2
9
.
3
％

5
`
6
％

4
.
2
％

1
℃
□
熊
本
･
高
校
定
通
棉
］

7
9
-
3
％

6
0
.
0
％

8
4
,
％

７
１
．
３
脚

2
6
.
7
9
1

４
７
．
３
％

4
4
.
7
％

1
5
.
3
％

6
.
0
％

二
言
二
二
塞
三
三
三
ム
ー
ニ
ニ
斎
三
菫
三
三
三
三
二
一
5
Ｅ
三
二
二
三
三
三
差



叩
型
（
腸
）

剛
一
一
－
一
ェ
射
廿
斤
一
升
い
就
き
済
Ｓ
労
Ｊ
＃
閂
井
ご
《
獣
逗
船
斗
ご

蔚
鮮
回
噸

叩
型
（
汁
）

－１

○
ｍ
⑤

『
、
一

］
②
一

□
⑭
⑤

一
画
。

一
ｍ
。

①
②

⑤
』

醐
団
引
閃
○
○
の
楠

謡
針
・
鋼
前
川
騨
圭

諦
揚
。
Ⅷ
戴
け
、
圭
一

鮒
ロ
。
刺
蘇
併

前
国
許
閃
。
。
。
竹

鰯
回

謡
丹
・
訓
戴
冊
威
室

謡
丹
・
剛
対
吟
、
圭
一

醐
前
肝

￣ト｡Ｃコー０１①
●･･････

･･･････

1．胃の調子がおか

しい
一
一
・
四
弓
弍

爵
昔
さ
４

←
》曼
皿
Ｓ

艶
剃
萱
訪

ご
〆
Ｆ
ｓ ②
国
。
、

い
い
。
②

②
②
・
閂

」
］
。
。

一
一
画

一
ｍ
。
、

一
②
。
②

二
2.便秘しやすい●

二
い
・
国
洩

叶
辿
叫
さ

ヰ
ワ

脚
商
護
Ｆ

か
ヰ
ワ

3.食事がおいしく
食べられない面

②
。
③

画
閂
・
□

い
、
．
〈

一一一
一
］＝

一
ｍ
。
①

一
ｍ
・
閂 C、

￣■

4.下痢しやすい一
○
閤
貯

〈
扇
廿
舜

←
》②
騨
刑

ご
弍
叶
Ｓ
Ｆ

〈
跡
丸
ぴ

ざ
＃
ウ

5．だるくなりやすい》》

四
門
。
］

面
。
⑤

閂
』
。
①

一
間
。
②

垣
。
②

ｍ
・
閂

②
．
②

閂
。
、

6.熱っぽい

一
心
・
冊
油

営
Ｆ
９
昔

か
劇
伝
武

斗
か

会
計
塾
Ｆ

か
ヰ
ワ

７．足が重い感じが

する

一
面
．
］

一
一－
ぬ
，
。

一
一
‐
］

一
一
国

一
・
ｍ

、
．
③

＠
．
門 ￣ﾛ

一
口
訓
か

關
残
ｎ
Ｊ

バ
ラ
か

口
武
か
〈

＃
こ
さ
４

←
》

8．元気が出ない

」
面
．
。

〔｡
￣

ＣＤ
￣

、
、
。
①

←
￣

い
、
．
］

四
一
・
○

一
ｍ
。
」 ９頭が痛くなりや

すい

１０.めまいがしや

すい

１１．目が疲れやす
い

１２.風邪を引きや
すい

[⑤】●●
◎。

二
○
一
。
露

武
叱
叫
叱

叫
庁
さ
ヰ

ー
ンの
霧
Ｊ
｜
州

←
》 剛
二
心
－
ニ
エ
醐
対
肝
吻
武
ぞ
ｓ
閉
井

閂
閂
，
□

ぬ
い
。
②

一
面
。
】

②
。
『

②
。
□

、
。
。

←
砲

-1

》
､」

一
別
冊
加

暫
一
升
廿

一
州
０
斤
ウ

剴
加
武

川
宮
興
伝

或
斗
か 一

○
・
閂

一
○
・
○

’
ぬ
Ⅲ
］

○
・
○

。
Ｄ
』

『
。
、

、
。
②

pnZ

二
ｍ
，
←
》
①

ｓ
ｊ
４
か

②
削
瓢

萱
圧
廿
ワ

１３．夜よく眠れない

②
⑤
．
］

、
、
。
②

的
⑰
。
←

閂
一
・
○

②
⑥
、
、

一
ｍ
．
、

一
ｍ
・
閲 １４.手足がしびれ

る感じがする

１５.肩や腰がこっ
ている

１６心臓がどきど

きしやすい

１７．手足がはれ

ｌ託ったい

⑭
□
『

一
Ｐ
Ｇ
円

冊
功
獣
か

の
・
矧
功

調
〈
＃
こ
さ

ヰ
ワ

（
塑
叫
”

、ミ

”
〆

②
②
。
②

閂
」
］

②
②
］

閂
、
．
□

閂
面

い
』
・
の

｜
⑤
。
、

ま～〆

、
○
・
二
、
く

二
＠
ｓ
労
Ｊ

廿
開
井
戸

廿
万
岱
幹

二
○
・
ｓ
州

ウ
ひ
く
Ｆ
が

ヰ
ワ

閂
②
。
②

②
⑤
．
、

￣

(｣１

－

一
色
・
ロ

一
ｍ
。
、

、
。
。

『
。
①

pＱ２

１８．いらいらする

１９心配事がある

２０１～１９のよう

な症状はなにもない

三
○
・
△

（
エ
）

１
６
１
懲
図
・
剛
対
併

Ｉ
尚
Ｔ
謡
丹
・
酬
対
腓
、
逵

識
丹
・
則
対
冊
慰
室

ZＺ

割
⑫
一

一
ｍ
、

芦
□
車
句

⑤
②

》
、
国
司
或
悶
Ｃ
Ｏ
“
紺

西
知
ム
ン
ロ
司
叫
寺
澱
剥
、
罵
陣
劃
一
」

剖
針
・
則
戴
仰
ｍ
室

捌
口
。
刺
前
併

函
函
。
、

単
③
。
“

函
⑤
Ｄ
Ｍ

争
割
Ｐ
⑤

］
芦
、
ご
『

爵
苦
さ
ユ

ー
ゴ

昌
夛
⑰

昌
李
和

昌
昌
］

二
⑫
・
函

一
ｍ
・
国
顎

畷
辿
叫
さ

叫
巨

昌
悶
・
“

蝉
悶
・
『

画
。
②

開
。
・
⑪

二
②
斜
騎

〈
扇
昔
舞

一
㎡

、
。
⑬

二
間
釦

心
・
唖

二
皇
■
］

苧
舎
州
荊

蔑
仁
禦
芦

か
熱
怠
哉

斗
が

孕
吋
。
。

幽
昌
・
函

幽
昌
。
、

画
匂
。
、

二
ｍ
刺
客

雨
戟
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第Ⅲ章家族・家庭と食行動の現状

Ⅲ２熊本の高校生の絵から読み取る食行動

(別紙）
Z企

絵０－１定時制「朝食の欠食①」

一（）月（）日（I(1)-噸日，！～－－＿
午前０時１時２時３時４時５時．６時７時８時９時１０時１１時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

~★最近の侭i諌煎茨55函しで洞Z~諒嘉６週んで下さＩ％

良い(ｕ_」-畳白ｉ）露ぃ
★家族構成（－人暮らし核家族拡大家族）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を谷いてみてどのような事を

考えましたか。

瓠と塗蝋-脚､、
下準備(野菜切り等）

食器をさげる

★食事の槻子を書いてみての感想を密いて
下さい。

こみ出し（分別）

絵０－２定時制「朝食の欠食②」

囲んでＦさい。

ユ２３４

良い（￣再ｅ￣）悪い
☆霧鱒成~冠、…鑓…）
★も関『の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を香いてみてどのような事を

考えましたか。

曰乍Ｂ（水

とくにひで､⑪
了ｒＪｍｎで､抑

下準備(野菜切り等）

食器をさげる

★食事の種子を書いてみての感想を轡いて

下さい。

－み出し（分別）

ノロ⑦

圧 亙王氾掴二ＩＨ医’

朝食

なし

夕食

ｊｒｗ／
ア、、
￣

昼食

十 ￣

｣－ し

間食

｝
ひし

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

調理

配膳 ○ 夕分
片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

○ ﾀﾞｲｉ

食材の買い物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば妃

入する）

朝食

胸王

夕食

戯

絶食

昼食

糖hﾘﾌﾞし±､ｿト

間食

口上,オカジユース

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

關理

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い．

食器ふき

食材の､Uい物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば記

入する）
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絵１ 拡大家族「欠食なし」

６.)月（７）日（7』０噸日 》
糀
暴

、

･鬮藝’HilIi
★最近の健

良い（

康状態は次のどれですかＣ

ｌ・２３ 瀞
Ｏで囲んで下さい。

）悪い

☆…旗(一人暮らし核凉艤嘩艤）
★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

下準備(野菜切り等）

食器をさげる 測り

ごみ出し（分別）

絵２ 定時制「朝食を摂るが、“人の姿なし，，」

…』鱒，…』鶉l鳩(鵠噸日…鱒]･鱒…鱒………………噂Ⅱ0鱒皿時

★最近の健康状鵡は吹のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。
、１２３４

良い（－Ｊ）悪い

★家族#『成(一人暮らし豆慶邇拡大家族）

★食事の内容・ようすを徐に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

'０－②

午前０時１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時１２時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時ユ0時１１時

★生活時間を香いてみてどのような事を

考えましたか。

★食事の凋償子を密いてみての感想を密いて

下さい。

★生活時間を轡いてみてどのような事を

瀞えましたか。

★食事の様子を書いてみての感想を聾いて

下さい。

分・類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

鯛理
●◆

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

○ 8ﾂIJF

●
■

､食材の買い物
●◆

ごみ出し（分別）

その他

(あれば妃
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(あれば妃
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絵３ 核家族「朝食を“私１人,’で摂った」

（１，月(6)日(7,二曜日
午前０時ユ時２時３時４時５時．６時７時Ｂ時９時１０時］１時12時午後1時２時３時４時．５時５時７時８時９時10時１１時.、

－－－－－－．｡

鯛|権|洲|劇
★最近の便康状愈は次のどれですか｡番号をOで囲んで下さい。

⑥￣￣￣--｡｡■寺

食い(Ｌ－ｉｇ製－１１認Ｉ（
……(-…ｕ-ｔ鑿ツ拡大議蝶）
★食事の内容・上うすを陰に描いてみよう。一篇にいた人稗族・友人)､テレピカ［どもＩＲＩ入しよう。

｡B●■

肯この日､食生活に関してやった霧にoをつけて下さ１，％.
●

弓■■、

ｒ、-へ

Ｖ

Ｆ
Ｊ

｢、j〆角

'((／
〆１

Ｌ」

絵４拡大家族「朝食を“家族大人２人以上”と共に摂った」

月〈6）日休〉曜日Ⅲ）

午前０時1時２時３時４時 5時.・６時７時Ｂ時９時１０時ｎ時12時午後１時２時３時４時５時６時７時－５時９時１０時１１蒔一

Ｂ=蕊眠一H繩|警層｛鴇業礪|;（■凸■＝罪 酢'1t11

★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良いく ）悪い

☆縦鰄(-…し核家族鍾塗）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人像族・友人)、テレビなども風入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時岡を書いてみてどのよう娠事を

考えましたか。㈱三種； ９２ 蜂
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上生活時岡を轡いてみてどのような事を
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分類 したもの

に０

H1燗〈分）

1蝋やl仁り 米とぎ

下準備(野菜切り割

調理

面aE嵩

片付け 食器をさげ為

食器洗い

食器ふき

○ 之竹

ft材の闘い駒

ごみ出し〈分別）
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絵５ 定時制「夕食を“人の姿なし”で摂った」

(Ⅱ）月（１）日休）暇日
引悶Ｆｇｐ寺ｌＵⅢ

■囚■■､囚■■■…■＝国、ｌ鋪､喝
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い(Lf-空_ｉ－ｉ）霧い
☆家族構成(一人暮らし遅参)Ｍ大家族）
★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

間冴巫

絵６ 核家族「夕食を“家族の大人１人，，と共に摂った」

(Iz）月（４）日伏）曜日
。Ｎ弓ＦＵｐ守ｌＯｈ寺１１鴎7Ｊ２時ロ

★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い（ ）悪い

……(一人暮らしＵ雪ﾐi1つ拡大鯛
★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども記入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。

il塾鰍行迄ﾉ足りな』

食器をさける

★食事の様子を響いてみての感想を響いて

下さい。
食材の買い物

こみ出し（分別）

/０－④

午1iliO時１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１薄１２時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。

★食事の横子を番いてみての感想を書いて

下さい。

午前０時１時２時３時４時５時．日時７時只眸･睦１万7厘一計ﾏｰ産-布石＝三莚､塵、…句…」塗一｡上へ剛｣。一同４．－－－－－－』‐一一

、

分類 したもの

に○

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

鯛理

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

食材の買い物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば記

入する）

朝食

Ｉ

●

/ikLﾖｰﾌﾟiLl

／
lii）

/6Ｊ(ＵＩＬ十一ズ、
ＩＬｍｔ･てトーｘ卜

夕食
ﾉﾀいふ 鞘

兄

〈j、に人

1Ｊ～ |(搭乢

－－－－－◆－－－

－－

ユ、７

愈
竺駕i（

|/急
｢八

ム

昼食

「
～、

/Ｉ

□

Ｃ

Ｉ
Ｄ

jiI

(~~)

_ＬＬ

１

ＩＬ

.,-.-.、

<…ノ

１

／

０八

「

間食

、’

'４(｡
峡
J1上｢ﾐノ フ

イ

１６

つ １L－ ト

分類 したもの
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調理

配膳

片付け 食器をさげる
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絵７ 拡大家族「夕食を“家族大人２人以上”と共に摂った」

(１０）月Ｑ２）日（月）噸日

鱗i4fﾆﾄﾞｰii二F手繍i二jii雲|雲１１讓臺jli繍ii許ij1ii
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い(Ｌ色一ユュ）懸ぃ
★家族構成(一人暮らし核家族揃塗鼠族）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。朝食

p

塚EIR3時'三十’コモＷこく､卜。

夕食

下準備(野菜切り等）

ご島.薑， 食器をさげる

ヅ

>１k-八・

★食事の様子を書いてみての感想を轡いて

下さい。
食材の買い物

餅iiiiiif
ごみ出し（分別）ﾐﾙｸﾗｨｰめんr１２，

毛ｺ(小枝）ｚ本

絵８ 定時制「夕食を“友人'，と共に摂った」

■Ｒ百Fロロピ

lヰニFFlｺﾆＷ三KPI卒lwJ平]二犀'三lW2lIFF二FF皇Ｈｉｉ
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い（Ｌｆ－璽一」）悪い
★家族構成(一人暮らし･顕拡大家函

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども記入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

下準備(野菜切り等）

'い④

(ﾉo）月（ﾕﾘ）日 ０k） 曜日

午iMTn時ｌ歸兜時３時４時５時．６時７時８時９時１０時
￣－－．-－－－－.■■－－－｡-

11時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。

★食事の様子を番いてみての感想を密いて

下さい。

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

調理

○

配膳
ヂ

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

食材の買い物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば妃

入する）

'ｉｔ幾雫偽
醗鑿

｡

（。

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下i僅備(野菜切り等）

鯛理
フ 6分

配膳

片付け 食器をさげる
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絵９ 定時制「朝食にパン類を摂る割合が多い」

．（ﾙ)月即日けｏ暇日
午前０時１時２時３時４時５時．６時７時８時９時１０時１１時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

菱’零：←州孝|鶴Ｈ鏑十
★最近の健康状M3は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い(Ｌｆ－ｉ－９）悪い
★家族繍麟(一人暮らし趨團慶拡大家砿ノ
★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。－緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

下準備(野菜切り等）

食器をさげる

食材の買い物

こみ出し（分別）

絵１０拡大家族「朝食を１人で摂るが祖父母との同居でみそ汁を食べている」

|:チヨii二t=i:iii=i=i二iiiii唇tiH=ifj三i霊in鞠iii蟻1１
で下さい。】･で

★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。

下準備(野菜切り等）

it絹

ルー④⑤

★生活時間を魯いてみてどのような事を

考えましたか。

★食事の標子を書いてみての感想を書いて

下さい。

私
庁、

△

〃

へ 雄砿 、

′ ： ：
庵

出
封
駒 ノ

、
＿_￣ ｂ 零

、

′

昼
食 <-f］ 拳

、

￣

／

慨
一
駒

通
学 <－ －－－瀧 －－

'

下
欣

〈一～ |ﾀﾂ〔(’十

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

鬮理

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

食材の買い物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば肥

入する）

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準M§(野菜切り等）

鯛理

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

食材の買い物

ごみ出し（分Bﾘ）

その他

(あれば記

入する）
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絵１１拡大家族「朝食に単品のときご飯（おにぎり）を食べている」

(1J月（６）日（ﾌｷﾆ)嘱日
ﾖ癖７６霧Ｂ限『９時Ⅱ0月扉］IF寺ｌＺ時千鐘1時２１K可 JHT■苣可Ｕ

･■■窯一シ櫛舌洲盟川團鵬臣1m
★最近の健康状態は次のどれ蘭か｡番号をoで囲んで下さい。

E●

良い（Ｌ－ｉ－－Ｌ聖－１）悪い
★家族櫓成(-人暮らし鑪族竺竺族）
★食事の内容・ようすを陰に描いてみよう。－鰭にいた人嫁族・友人)、テレビなども鼠入しよう。 ★この日、ｉｔ生活に関してやった家事にＯをつけて下さい．

絵１２核家族「朝食に単品のときパン類を食べている」

仙月（Ｗ）日（/企)趨日
ｐｌＵ ヨ鴎早７B寺Ｂｐ寺９崎２１Ｕ院

聯一鬘圓ｉ蔓→塁旧■■
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

良い(Ｌ≦2-｣－１）悪い
★家族構成(-人暮らし（塗塗）拡大家族）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。．
2m

米とき

下準備(野菜切り等）

〒帳.ｑ､十PiPlb(’

タ9h､､に。

★食事の様子を書いてみての感想を書いて

下さい。

AIR．，ｉｈｗＬと鯛、

ｒ、了いｔ－ｖｌ瑠一

蕩zi1↓､で,<'う>ｽﾞＩＪＩ，

j`IJIへて１３ヘマ（１１志R､T二②７１，

Ｋ＜'ふいて鮎に.

/ル⑦

午輸、藤Ｉ鴫２時３時４時５時．６時７薦Ｂ時９時１０時ｎ時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

★生活時岡を啓いてみてどのような罫Fを
考えましたか。

☆ 食1Fの撒子を1葛いてみての感恕を譜し､て

下さい．

午前０時１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時上1時
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ごみM」し（分別）
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絵１３拡大家族「夕食におかず２品以上は拡大家族に多い」

(p)月(6)日(’ｈ 咽日
D体が７ｐ５Ｆ凶時Ｕn群lＵＨｉ回nｍ

灘■■興鯉一■簔舅蟇
で囲んで下さい。

良い(Ｑ－ｆ－ｉ－Ｊ）悪い

★この日、食生活に関してやった罰圃FにＯをつけて下さい。

★家族構成(一人暮らし核家族睡露
★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども妃入しよう。

下準備(野菜切り蝉）

１，分
食器をさげる

２０分

ごみ出し（分別）

)。

絵１４核家族「夕食におかず１品は各家族に多い」

(h）月（(8)日０町噸日
ユロ訶皀②５１閉早Ｂ鴎 ■■

篭■■鬘■■篭|;ﾄ判思|難|#|墓
で囲んｒｆきい。

甑(L当L-i-j<:■)悪い●｡

★家族鮒(一人暮らしk罎崖拡大家族）
．：

★食事の内容びょうすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族･友人)、テレビなども妃入しよう。 .★この日、食生活に関してやった家事に。をつけて下さい。

、口書
下軍備(野菜切り等）

詮ＨＰの様子を番いてＪいての､醗臥石舎型

小③

★生活時間を書いてみてどのような事を
考えましたか。

★泡食事の犠子を谷いてみての感想を書いて

下さい。

●

'

分類 したもの

に０

時間(分）

食事作り 米とぎ

下準備(野菜切り等）

鯛理

配膳 ○ ０分
片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

。

。

Ｐ行、

2○分

食材の買い物．

.ごみ出し（分別）

その他

(あれば肥

入する）
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●●

米とぎ．
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片付け..、 食器をさげる
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(あれば配

入する)‘
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絵１５核家族「夕食を“私１人”で摂る」

困豊÷:《
で下さい。

溶・
★家族構成(一人暮らし穣勲jｐ拡大家族）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

下準備(野菜切り等）

食器をさげる

Ｕ】盃

食材の買い物

こみ出し（分別）

絵１６拡大家族「夕食を“人の姿なし，’で摂る」

(１０)月(１，日（８）_廻旦
ＪＨ寺ｌＯｐ;『

！■ぬＨｉＭｒ７ｌＩ閑職鮒
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

１２３４

良い（Ｌ一一－－）悪い

★家族構成(一人暮らし核家族，塑璽劇
●

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども願入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を書いてみてどのような事を

考えましたか。

米とき

下準備(野菜切り等）２．分了しb『の0柵がｿjL'）

食器をさける

★食事の様子を書いてみての感想を書いて

下さい。

W1§ザ１Ｍ。

/，-②

★生活時間を轡いてみてどのような事を

考えましたか。

★食事の犠子を響いてみての感想を密いて

⑨下さい。

分類 した.も゛の

に０

時間(分）．

食事作り 米とぎ

下i鷺備(野菜切り等）

鬮理

配膳

片付け 食器をさげる

食器洗い

食器ふき

○ ３〃

食材の買い物

ごみ出し（分別）

その他

(あれば肥

入する）
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入する）
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絵１７拡大家族「夕食を“家族大人２人以上，，と共に摂る」

（/卵(6)日(ﾉh曜日
午前０時１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時12時午後１時２時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時

ｦ債;繩‐;Ⅱ．寒~H壜瓢
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

１２３４

良い ）悪い

★家族構成(一人暮らし核家族‘壷霧）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども配入しよう。 ★この日、食生活に関してやった家事にＯをつけて下さい。

★生活時間を谷いてみてどのような事を

考えましたか。菫L-iJFw形

噂一蝋》桝
幽越蝉
率
直
倉

朝食
一一UｌｊＲ

轤榊浦聞蛎い
下準備(野菜切り等）

食器をさげる

☆食事の犠子を密いてみての感想を密いて

下さい。．
食材の買い物

昼食 間食
ごみ出し（分別）

ハ>入ｌＬｳﾞ､司戊ざ

絵１８核家族「夕食を“家族大人１人”と共に摂る」

(ﾉﾕ）月（６）日（木）曜日

i三Wiii評iii=i二iii=|豊iiiijl二i;蒜iii三i雫iii蟇iiWi志｢iifilii=i[±
★最近の健康状態は次のどれですか。番号をＯで囲んで下さい。

１．２３４

良い((B-L--￣」）悪い
*家族構成(一人暮らし唾，拡大家族）

★食事の内容・ようすを絵に描いてみよう。一緒にいた人（家族・友人)、テレビなども肥入しよう。 ★この日、食生活に関じてやった家事にＯをつけて下さい。

★・生活時間を害いてみてどのような事を
考えましたか。

塑餅ｵ，6時間･（'ゲル,､とＡ、

うぃ
下準備(野菜切り等）

食器をさげる

★食事の穣子を番いてみでの感想を書いて
下さい。…

こみ出し（分別）

/グー。

△巨自ｈ、住据 1鴎，時３時４時５時６時７時８時９時１０時１１時12時午後１時２時５蒔４時５時６．時７時８時９時１０時１１時
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第Ⅲ章家族・家庭と食行動の現状

Ⅲ２熊本の高校生の絵から読み取る食行動

(別紙）
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図８－３夕食内容と｢大人１人以上」
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図１０－３「食事つくり｣への参加状況
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(別紙） 第Ⅲ章家族・家庭と食行動の現状

Ⅲ３高校生の母親たちの食育の現状

Ⅲ３図１高校生の親が子に伝える内容
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Ⅲ３図４食事中の家族の会話
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他
の
人
と
の
関
係
、

菊
池
市
立
龍

門
小
学
校

龍
門
の
特
性
を
生
か
し
た
食
教

育
の
推
進

栽
培
体
験
､
生
産
者

の
栽
培
指
導
､
Ｐ
Ｔ
Ａ

(
保
護
者
)
の
支
援
、

ヤ
ー
コ
ン
を
紹
介
し

た
教
授
に
イ
ン
タ

ピ
ュ
ー
､
お
い
し
い

米
づ
く
り
、
し
い
た

Iナ

ヤ
ー
コ
ン
を
つ
か
っ
た
料

理
､
餅
つ
き

ヤ
ー
コ
ン
は

健
康
食
､
学

枝
栄
養
職
員

の
話

食
べ
物
の
大

切
さ

お
年
寄
り
に
餅
プ
レ
ゼ

ン
ﾄ
､
学
校
保
健
委
員

会
に
保
護
者
の
参

ｶ
ﾛ
､
P
T
A
新
聞
で
発

信

上
天
草
市
立

上
小
学
校

自
ら
考
え
.
学
び
､
豊
か
に
た
く

ま
し
<
生
き
る
児
童
の
育
成
を
め

ざ
し
て

野
菜
､
稲
､
大
豆
の

栽
培

米
の
消
費
を
ふ
や

す
学
校
給
食
､
地
産

地
消

お
で
ん
料
理
､
ナ
ス
を
絵

食
に

給
食
時
に
栄

養
職
員
の
話

い
た
だ
き
ま

す
､
ご
ち
そ
う

さ
ま
の
挨
拶

指
導

P
T
A
母
親
部
給
食
献

立
づ
く
り
、
老
人
会
と

の
会
食
､
保
健
便
り

山
都
町
立
漬

和
中
学
校

｢
食
｣
に
こ
だ
わ
り
､
よ
り
よ
い
生

き
方
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
生

徒
の
育
成

農
業
体
験

収
穫
物
の
無
人

販
売

清
和
の
食
､
給
食

食
材
･
地
産
地
消

清
和
の
食
､
食
の
名
人

の
指
導
で
調
理

学
校
栄
養
職

員
の
話
､
長

寿
の
秘
密

保
育
園
児
と
栽
培
活

動
､
伝
承
料
理
の
弁

当
を
家
庭
に
持
帰
り
、



第
Ⅳ
章
「
食
｣
の
教
育
の
現
状

Ⅳ
２
②
小
中
学
校
の
｢
食
育
｣
の
現
状

｣
Ｕ
ｂ
【

☆』

Ａ
Ｂ

Ｃ
，

学
校
名

タ
イ
ト
ル

農
業
(
生
産
)
体
験
、

生
産
者
の
支
援

食
糧
自
給
率
､
後

継
者
､
農
業
政
策

生
産
者
と
消
費
者
：

を
つ
な
ぐ

特
産
物
､
地
元
の

農
産
物
へ
の
理

解
･
誇
り
､
地
産
地

消

食
べ
物
調
理
､
生
活
技

術
食
べ
物
安

全
性

健
康
維
持
･
栄

養
残
食

マ
ナ
ー
。

ル
ー
ル
､
食

べ
物
へ
の
感

謝

家
族
の
人
間
関
係
、

他
の
人
と
の
関
係
、

玉
名
市
立
小

天
小
学
校

生
涯
に
わ
た
っ
て
､
食
を
楽
し

み
､
生
き
生
き
と
輝
く
子
ど
も
を

め
ざ
し
て
～
見
て
､
ふ
れ
て
､
感

じ
て
､
学
ぶ
｢
食
｣
の
体
験
学
習

野
菜
栽
培
､
P
T
A
の

支
援

、

み
か
ん

親
子
調
理
教
室
､
食
改

善
推
進
員
の
支
援

栄
養
職
員
の

話

給
食
の
残
漬

調
べ
､
環
境

セ
ン
タ
ー
見
学

食
材
そ
の
も

の
へ
の
感

謝
､
挨
拶

野
菜
持
帰
り
、

小
国
町
立
蓬

菜
小
学
校

蓬
莱
の

の
推
進
特
性
を
生
か
し
た
食
育
栽
培
体

の
支
援
験
､
保
護
者

し
い
た
け
の
栽
培

農
家
の
支
援

栽
培
し
た
野
菜
の
調

理
､
豆
腐
作
り
、
い
も
い

も
パ
ー
テ
ィ
ー
､
カ

レ
ー
､
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
、

餅
つ
き
大
会
､
親
子
料

理
教
室
､
郷
土
料
理
教

室
､
給
食
セ
ン
タ
の
見

学

栄
養
職
員
の

話

食
べ
物
と
い

の
ち
の
つ
な

が
り

保
育
園
児
と
栽
培
体

験
､
老
人
会
招
待
､
み

ん
な
で
食
べ
よ
う
集

会
､
P
T
A
新
聞
で
啓

発

八
代
市
立
金

剛
小
学
校

子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
食
育

の
研
究
～
食
に
関
す
る
体
験
学

晋
や
給
食
指
導
を
通
し
た
心
と

体
の
健
康
づ
く
り
～

栽
培
体
験
､
J
A
や
稲

作
農
家
の
支
援

ﾄ
マ
ト

ﾄ
ﾏ
ﾄ
料
理
教
室
､
J
A
の

支
援
､
魚
食
教
室
:
漁

業
士
会
の
支
援
､
家
庭

科
実
習

管
理
栄
養
士

の
話

残
食
が
減
少

生
産
者
や
調

理
す
る
人
、

食
材
そ
の
も

の
へ
の
感
謝

の
心

1
年
と
6
年
の
交
流
給

食
､
食
育
だ
よ
り
の
発

行
､
弁
当
の
曰
設
定
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熊
本
県
農
政
都
農
案
振
興
課
２
０
〔

動
交
換
室

去領

平
成
1
6
年
度
(
熊
本
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
「
食
育
活
動
交
換
会
」
主
催
熊
本
県
農
政
部
農
業
振
興
課
2
0
0
5
(
平
成
1
7
)
年
３
月
４
曰

Ａ
Ｂ

Ｃ
，

団
体
名

タ
イ
ト
ル

農
業
(
生

産
)
体
験
、

生
産
者
の

支
援

食
糧
自
給

率
､
後
継

者
､
農
業

政
策

生
産
者
と

消
費
者
を

つ
な
ぐ

特
産
物
､
地

元
の
農
産

物
へ
の
理

解
･
誇
り
､
地

産
地
消

食
べ
物
調
理
､
生

活
技
術

食
べ
物
安

全
性

健
康
維
持
･
栄
養

残
食

マ
ナ
ー
。

ル
ー
ル
、

食
べ
物
へ

の
感
謝

家
族
の
人
間
関

係
､
他
の
人
と
の

関
係

、

食
生
活
椎

進
員
･
小

川
町

小
学
校
で
の
食

育
活
動
に
取
り

組
ん
で
－
料
理

教
室
一

学
校
農
園

の
大
根
､
農

家
の
野
菜

大
根
料
理
､
豚
汁

栄
養
カ
ル
タ
､
食

習
慣
標
語
コ
ン

ク
ー
ル

一
家
団
ら
ん
､
家

族
の
輪
(
標
語
）

県
栄
養
士

会
男
性
料
理
教
室

を
通
し
て

年
間
1
2
回
の
料
理

教
室

生
活
習
慣
病
予

防

家
庭
で
作
る
､
妻

の
批
評
､
孫
の
お

土
産
に

人
吉
｡
中

原
保
育
園
保
育
所
に
お
け

る
食
育
の
取
組

菜
園
活

動
､
芋
ほ

り
大
会

豚
汁
と
め
ざ
し
で
会

食
､
３
歳
以
上
児
に

よ
る
ク
ッ
キ
ン
グ
(
ゼ

リ
ー
､
ク
リ
ー
プ
)
、

餅
つ
き
大
会

献
立
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
設
置

誕
生
曰
に
保
護

者
招
待

高
校
家
庭

部
会

高
校
生
へ
の
食

育
活
動
Ⅱ
（
１
８

枝
）

(
調
査
)
水

田
の
機
能

へ
の
理
解

は
低
い

(
調
査
)
自

給
率
に
つ

い
て

地
産
地
消
、

地
元
農
産

物

伝
統
料
理
の
講
習

会
で
確
実
に
継
承
、

地
元
農
産
物
の
料

理
講
習
会

食
事
と
健
康
の
意

識
調
査

家
族
と
一
緒
の

食
事
､
食
事
づ
く

り
は
な
か
な
か
で

き
な
い

熊
本
宇
城

農
業
協
同

組
合

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
に
取
り
組

ん
で

栽
培
体

験
･
農
家

を
訪
問

収
穫
物
の
料
理

く
ま
も
と
ふ

る
さ
と
食

の
名
人
.

熊
本
地
方

生
産
者
か
ら
食

の
情
報
発
信

地
域
農
産

物

伝
統
料
理
の
講
習

会
､
学
校
､
九
州
電

力
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
､
Ｒ
Ｋ

Ｋ
､
子
育
て
支
援
七

ン
タ
ー
と
の
連
携

米
や
大
豆
の
栄

養



第
Ⅳ
章
Ⅳ
２
④

古
勤
交
生

朝
I
）
月
巳
巫

I
‐
貝
`
‘
へ
,
、
司
｣
￣
ｈ
：
：
課
2
0
0
（

８
】
土

歪９

平
成
1
7
年
度
（
熊
本
県
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
熊
本
県
「
食
育
活
動
交
換
会
ｌ
主
催
熊
本
県
農
政
部
農
業
振
興
課
2
0
0
6
(
平
成
1
8
)
圧
,
曰
,
3
円

Ａ
Ｂ

Ｃ
，

団
体
名

タ
イ
ト
ル

農
業
(
生

産
)
体
験
、

生
産
者
の

支
援

食
糧
自
給

率
､
後
継

者
､
農
業
政

策

生
産
者
と

消
費
者
を

つ
な
ぐ

特
産
物
.
地

元
の
農
産
物

へ
の
理
解
･
誇

り
､
地
産
地
消

食
べ
物
調
理
､
生
活

技
術

食
べ
物
安

全
性

健
康
維
持
･
栄
養

残
食

マ
ナ
ー
.

ル
ー
ル
､
食

ベ
物
へ
の

感
謝

家
族
の
人
間
関

係
､
他
の
人
と
の
関

係
、

人
吉
･
食
生

活
推
進
員

地
域
に
根
ざ
し
た

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

食
育
座
談

会
地
域
特
産
品

親
子
料
理
教
室
･
畜

産
調
理
ｶ
ﾛ
ｴ
体
験
教

室
､
郷
土
料
理
教
室

(
中
高
校
）

親
子
料
理
教
室

県
栄
養
士

会
有
明
パ
プ
リ
カ
の

食
育
活
動

幼
児
期
の
朝
食
づ
く

り
･
調
理
の
く
ふ
う
を
し

よ
う

朝
ご
飯
を
食
べ
よ
う

｢
親
子
育
教
室
｣
､
在

宅
介
護
者
･
大
学

生
･
食
生
活
推
進

員
・
保
育
園
保
護
者

へ
の
食
育
講
義
､
幼

児
期
の
食
事
づ
く

り
､
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
:
講
習
会
開

催

ふ
れ
あ
い
食
事

会
､
保
育
園
児
､
小

学
生
､
老
人
会
、

J
Ａ
く
ま
も
と

次
世
代
へ
つ
な
ぎ

た
い
私
た
ち
の
活

動

郷
土
料
理
学
習
会
、

み
そ
･
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

体
験

高
校
家
庭

部
会
(
1
８

枝
）

高
校
生
へ
の
｢
食

青
｣
活
動
Ⅲ

栽
培
体
験

(
1
校
）

食
料
自
給

率
に
つ
い

て
の
講
話

(
－
部
の
学

校
）

生
産
者
の

話
(
－
部
の

学
校
）

地
産
地
清
、

地
元
特
産
物

(
か
ら
い
も
､
ト

マ
ト
､
れ
ん
こ

ん
な
ど
）

郷
土
料
理
や
地
元
食

材
の
料
理
の
実
習
授

業
､
講
師
は
ふ
る
さ
と

食
の
名
人
や
生
産

者
･
職
人

講
話
(
－
部

の
学
校
）

食
材
の
栄
養

会
食
の
中
で

配
膳
や
会

食
の
中
で

の
マ
ナ
ー
、

感
謝
の
念

会
食
の
な
か
で
家

族
と
の
会
話
を
促

す
(
－
部
の
学
校
）

く
ま
も
と
ふ

る
さ
と
食
の

名
人

食
を
通
し
て
農

業
､
農
村
の
生
活
.

文
化
の
伝
承

農
業
の
す

ぱ
ら
し
さ
の

お
話
､
蓮
華

畑
の
開
放

地
産
地
消

かご物
ら
し
蓮
根
､
豆
だ

､
ぜ
ん
ざ
い
､
酢
の

､
お
に
ぎ
り

礼
儀
作
法



九
州
地
域
食
寶
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ラ
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テ
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発
表
会
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(
主
催
）
農
山
漁
村
文
化
協
会
､
九
州
農
政
局
平
成
1
9
年
１
月
2
0
日

D
Ｕ
ｂ

桶⑮
ペ（

Ａ
Ｂ

Ｃ
、

団
体
名

ﾀ
イ
ト
ル

農
業
(
生
産
)
体

験
､
生
産
者
の
支

援

食
糧
自
給
率
、

後
継
者
､
農
業

政
策

生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ

特
産
物
､
地
元
の
農
産

物
へ
の
理
解
･
誇
り
、

地
産
地
消

食
べ
物
調
理
､
生
活
技
術

食
べ
物
安
全

性
健
康
維
持
･
栄
養

残
食

マ
ナ
ー
･
ル
ー

ル
､
食
べ
物
へ

の
感
謝

家
族
の
人
間
関

係
､
他
の
人
と
の

関
係

、

(
福
岡
)
福
岡
女
子

大
学
し
ょ
く
ぼ
ね
っ

と

食
育
カ
ル
タ
に
つ
い

て

イ
チ
ゴ
､
か
ら
し
明
太

子
､
博
多
雑
煮
､
八
女

茶
､
甘
柿

が
め
煮
ほ
か
郷
土
料
理
の
紹

介
食
事
バ
ラ
ン
ス
､
お
菓

子
よ
り
ご
飯
､
朝
ご
は
ん

い
た
だ
き
ま
す

(
佐
賀
)
オ
リ
ザ

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

子
ど
も
た
ち
と
楽
し

<
遊
ぶ
食
育
公
開

授
業

米
と
塩
で
昧
比

ベ
､
生
産
方
法
の

違
い
を
学
ぶ

野
草
料
理

シ
ェ
フ
か
ら
卵
料
理
､
佐
賀
の

食
材
で
学
ぶ
､
野
草
料
理

栄
養
素
を
ゲ
ー
ム
で
学

ぶ
､
朝
ご
は
ん
の
大
切

さ
､
食
品
の
組
み
合
わ

せ
､
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド

洋
食
の
マ

ナ
ー
､
箸
の
持

ち
方
､
配
膳
の

仕
方

(
長
崎
)
西
海
市
地

産
地
消
地
域
推
進

協
議
会

伝
統
の
郷
土
料
理

｢
菜
海
食
物
語
」

地
産
地
消

郷
土
料
理
､
創
作
料
理

(
熊
本
)
熊
本
県
食

生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会

食
育
を
通
じ
て
郷

土
料
理
の
伝
承
を

地
産
地
消

郷
土
料
理

(
大
分
)
本
匠
農
林

水
産
物
生
産
組
合

｢
あ
ぐ
り
」

学
校
給
食
に
季
節

の
野
菜
を
と
ど
け
て

学
校
給
食
･
地
産
地
消
食
べ
方
の
提
案

(
宮
崎
)
三
者
会
(
さ

ん
も
ん
の
か
い
）

地
域
に
根
ざ
し
た

食
育
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第Ⅳ章「食」の教育の現状

Ⅳ３熊本県の高校生を対象とした県家庭部会の食育活動とその分析

(別紙）

図Ⅳ３３)－(1)の①５校の生徒の感想2004年度
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Ｖ２図１産業別従事者数の割合

7０
(％）

6０

０
０
０

５
４
３

寵
2０

10

０
1９５０１９６０１９７０１９８０１９９０２０００

年度

Ｖ２図２大学．短期大学の進学率の推移
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Ｖ２図３教育費の推移
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７２図４女性の労働力状態（実数）
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Ｖ３１）図１家庭電化製品の普及率
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７３２）図１世帯員数別にみた世帯数の構成割合の年次推移 奴
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Ｖ３３図２自分で調理できるもの
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出典：研究代表者徳野貞雄（2005）少子・高齢化時代の農山村における環境維持の担い手

に関する研究平成１３年度～平成１６年度科学研究費補助金（基盤（B）(2)研究成果

報告書，ｐ､83.

７４回 Ｉ 食料産業の業種別国内総生産の推移
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Ｖ４図２わが国の食料自給率の推移
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注:穀物自給率＝国内生産量／国内消受仕向丑×100(童且ペース）

自給率(カロリーベース)＝国産供給熱且／国内総供給熱量×100(カロリーベース）

自給率(生産額ペース)＝食料の国内生産額／食料の国内消費仕向額×100(生産額ベース）
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Ｖ４図３食生活の変化（供給熱量の割合の推移）
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